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例  言

1 本書は、1987年 12月 ～1992年 3月 にわたって調査した、長野県佐久市大字長土呂に所在する

下記の追跡の調査報告書である。

芝宮遺跡群 下芝宮遺跡 I(1987年度)、 下芝宮遺跡Ⅱ (1988年度)

下芝宮追跡Ⅲ (1988年度)、 下芝宮遺跡Ⅳ (1990年度)

上高山遺跡 (1989年度)

長土呂遺跡群 上大林遺跡 (1988年度)、 下聖端遺跡 I(1988年度)

下聖端遺跡H(1989年度)

周防畑遺跡群 下北原遺跡 (1989年度)

近津遺跡群 上宮原遺跡 (1990年度)/下蟹沢遺跡 (1989年度)

2 本調査は、佐久建設事務所の委託を受けた佐久市教育委員会が実施した。

3 本調査は、林幸彦、須藤隆司、羽毛田卓也を担当者とし、地元をはじめ多数の方の協力を得

て実施した。

4 上記遺跡に関わる総ての資料は、佐久市教育委員会の責任下に保管されている。

5 本書作成の主たる作業分担は以下のとおりである。

遺物実測   井出百合子 宇賀神恵 臼田俊保 香山優子 行田裕子 神津ツネヨ

小林妙子 小林よしみ 堺益子 高杉昌子 内藤治伸 羽毛田卓也

橋詰信子 渡辺久美子 橋詰勝子 内山克巳

遺構 トレス  神津ツネヨ 小林よしみ 羽毛田香里 細萱ミスズ

遺物 トレス  ニ石和子 小林よしみ 堺益子 小林真寿 羽毛田卓也

遺構写真   林幸彦 須藤隆司 羽毛田卓也

遺物写真   羽毛田卓也

執筆・編集  羽毛田卓也

6 調査にあたり、ご指導・ご協力を戴いた方々に、記して厚 くお礼申し上げます。

岩崎卓也 井出正義 上村安生 臼田武正 岡本寸渉 川上元 桐原健 郷道哲章 児玉卓文

笹沢浩 塩入秀敏 島田恵子 田村孝 堤隆 寺島俊郎 羽毛田伸博 花岡弘 福島邦男

丸山依一郎 宮下健司 森泉かよ子 森鳴稔 由井茂也 木下亘 氏原暉男 森本岩太郎

宮崎重雄 小諸市教育委員会 佛吉田製作所 岩村田農協 い住建帥小林建設工業

鶴浜田 帥パリノ・サーヴェイ



凡  例

1 遺跡の略称

下芝宮遺跡 I→ NSSI 下芝宮遺跡H→NSSⅡ 下芝宮遺跡Ⅲ→NSSⅢ

下芝宮遺跡Ⅳ→NSSⅣ 上大林遺跡・下聖端遺跡 I→NKS

下聖端遺跡H→ NKSH 上高山遺跡→NSK 上宮原遺跡→CKM

2 遺構の略称

H→住居址 F→掘立柱建物址 D→土坑 M→濤状遺構 T→特殊遺構

OT→墓羨 P→ ピット群 W→風倒木凱

3 遺物の略称 須恵器→須 灰釉陶器→灰 赤彩土器→赤

4 遺構 。遺物の縮尺は図中にスケールを付したので参ЛRさ れたい。

5 挿図中におけるスクリーン・ トーンは下記のものを表す。

1)遺構 断面図地山→斜線

2)遺物 須恵器 。灰釉陶器断面→点 黒色処理→点 塗彩→点

6 遺構の海抜標高は、各遺構ごとに統一し、水糸ラインに水糸標高として明記した。

7 写真図版・表中の番号 (例 5-3)は 挿図番号 (例第 5図 3番)と対応する。

8 遺物の一覧表の数値について、不明は一、現存値は 〈 〉、推定値は ( )と した。

9 遺物の実測は、第三角法を用いたが、適宜第三角法の応用で作成したものもある。

10 土層の色調は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修 。(財)日 本色彩研究所色票監修

1987年度版『新版標準土色帖』の表示に基づいて示した。

11 挿図中の略記号は次のとおりである。

P→ ピット S→石 T→炭化材 土層断面図中のP→土器

12 遺構挿図中、ピット付近の一数値は (例-12)ピ ットの深さを示す。
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第101図  8。 13号 トレンチ層序模式図

周防畑遺跡郡下北原遺跡

第102図  下北原遺跡位置図

第103図  下北原遺跡調査区全体図

近津遺跡郡上宮原遺跡

第104図  上宮原遺跡位置図

第105図  Hl号 住居址実測図

第106図  Hl号 住居址カマ ド実測図

第107図  上宮原遺跡調査区全体図

長土呂遺跡郡下聖端 I・ H、 上大林遺跡

第108図  上大林 。下聖瑞遺跡位置図

第109図  下聖端 ,上大林遺跡全体層序模式図

第110図  Hl号 住居址実演1図

第111図  Hl号 住居址カマ ド実測図

第112図  H2号 住居址実測図

第113図  H2号 住居址カマ ド実測図

第114図  H3号 住居址実測図

第115図  H3号 往居址カマ ド実浪1図

第116図  H4号 住居址実測図

第117図  H4号 住居址カマ ド実浪1図

第118図  H5号 住居址実浪1図

第119図  H5号 住居址カマ ド実測図

第120図  H5号 住居址カマ ド掘方実測図

第121図  H5号 住居址炭化材出土状況実淑1図

第122図  H6号 住居址実測図

第123図  H6号 住居址カマ ド実測図

第124図  H7号 住居址実測図

第125図  H7号 住居址カマ ド実測図

第126図  H8号 住居址実測図

第127図  H8号 住居址カマ ド実浪1図

第128図  H9号 住居址実測図

第129図  H9号 住居址カマ ド実沢1図

第130図  H10号住居址実測図

第131図  H10号住居址カマ ド実測図

第132図  H ll号住居址カマ ド実測図

第133図  Hll号住居址実測図

第134図  H12号住居址実測図

第135図  H12号住居址カマ ド実測図

第136図  H13号住居址実測図



第137図  H13号住居址カマ ド実測図

第138図  H14号住居址実測図

第139図  H15号 住居址実測図

第140図  H15号往居址 1号カマ ド実測図

第141図  H15号住居址 2号カマ ド実測図

第142図  H16号住居址実測図

第143図  H16号住居址カマ ド実浪1図

第144図  H16号住居址カマ ド掘方実測図

第145図  H17号住居址実測図

第146図  H17号住居址 1号カマ ド実測図

第147図  H17号住居址 2号カマ ド実測図

第148図  H18号住居址実測図

第149図  H18号住居址カマ ド実浪1図

第150図  H18号住居址カマ ド掘方実測図

第151図  H19号住居址 1号カマ ド掘方実測図

第152図  H19号住居址実測図

第153図  H19号住居址 1号カマ ド実測図

第154図  H19号住居址 2号カマ ド実測図

第155図  H19号住居址 2号カマ ド掘方実測図

第156図  H20号 住居址実浪1図

第157図  H20号住居址カマ ド実測図

第158図  H21号住居址実測図

第159図  H21号住居址 1号カマ ド実測図

第160図  H21号住居址 2号カマ ド実測図

第161図  H22号住居址実測図

第162図  H22号住居址カマ ド実測図

第163図  H23号住居址実測図

第164図  H23号住居址カマ ド実測図

第165図  H24号住居址カマ ド実浪1図

第166図  H24号住居址実測図

第167図  H25号住居址実測図

第168図  H26号 住居址実測図

第169図  H26号住居址カマ ド実測図

第170図  H27号住居址実浪1図

第171図  H28号住居址実測図

第172図  H28号住居址カマ ド実測図

第173図  H29号住居址実測図

第174図  H29号住居址 1号カマ ド実測図

第175図  H30号住居址実測図

第176図  H31号住居址実測図

第177図  H31号住居址カマ ド実測図

第178図  H32号住居址カマ ド実測図

第179図  H32号住居址実測図

第180図  H33号住居址実測図

第181図  H33号住居址カマ ド実測図

第182図  H34号住居址実測図

第183図  H35号住居址・カマ ド掘方実測図

第184図  H35号住居址カマ ド実測図

第185図  H36号 住居址・カマ ド掘方実測図

第186図  H36号住居址カマ ド実測図

第187図  H37号住居址実測図

第188図  H37号住居址カマ ド実浪1図

第189図  H38号住居址実演1図

第190図  H39号住居址実浪1図

第191図  H40号住居址実測図

第192図  H41号住居址・カマ ド掘方実測図

第193図  H42号住居址実沢1図

第194図  H43号住居址実測図

第195図  H44号住居址・カマ ド掘方実測図

第196図  H45号住居址・カマ ド掘方実測図

第197図  H46号住居址実測図

第198図  H46号住居址カマ ド実浪1図

第199図  H47号住居址カマ ド実波1図

第200図  H47号住居址実測図

第201図  H48号住居址カマ ド実浪1図

第202図  H48号住居址実測図

第203図  H49号住居址実測図

第204図  H49号住居址カマ ド掘方実測図

第205図  H50号住居址カマ ド掘方実測図

第206図  H50号住居址実測図

第207図  H51号住居址カマ ド実測図

第208図  H51号住居址実測図

第209図  H52号住居址実浪1図

第210図  H53号住居址実測図



第211図  H53号住居址カマ ド実測図

第212図  H54号往居址実測図

第213図  H54号住居址カマ ド実浪1図

第214図  H55号住居址実測図

第215図  H56号住居址実測図

第216図 Yl号 住居址実測図

第217図 Y2号 住居址実測図

第218図 Y3号 住居址実測図

第219図 Y4号 住居址実測図

第220図  Fl号 掘立柱建物址実測図

第221図  F2号 掘立柱建物址実浪1図

第222図  F3号 掘立柱建物址実測図

第223図  F4号 掘立柱建物址実測図

第224図  F5号 掘立柱建物址実測図

第225図  F6号 掘立柱建物址実測図

第226図  F10号掘立柱建物址実測図

第227図  F7号 掘立柱建物址実測図

第228図  F8号 掘立柱建物址実測図

第229図  F9号 掘立柱建物址実測図

第230図  F ll号掘立柱建物址実測図

第231図  F12号掘立柱建物址実測図

第232図  F13号掘立柱建物址実測図

第233図  F14号掘立柱建物址実測図

第234図  F15号掘立柱建物址実測図

第235図  F16号掘立柱建物址実測図

第236図  F18号掘立柱建物址実測図

第237図  F17号掘立柱建物址実測図

第238図 T2号 特殊遺構実測図

第239図 T7号 特殊遺構実測図

第240図 T6号 特殊遺構実測図

第241図  OTl号 墓羨実測図

第242図  OT2号 墓羨実測図

第243図  Dl号 土坑実測図

第244図  D2号 土坑実測図

第245図  D6号 土坑実測図

第246図  D14号土坑実測図

第247図 D3号 土坑実測図

第248図  D18号土坑実測図

第249図 D4号 土坑実測図

第250図 D5号 土坑実淑1図

第251図  D10号土坑実測図

第252図  D13号土坑実測図

第253図  D16号土坑実浪1図

第254図 D7号 土坑実測図

第255図 D8号 土坑実測図

第256図 D9号 土坑実測図

第257図  D15号土坑実沢1図

第258図 D■号土坑実測図

第259図  D12号土坑実浪1図

第260図  D21号土坑実測図

第261図  D23号土坑実測図

第262図  D17号土坑実測図

第263図  D19号土坑実測図

第264図  D20号土坑実沢1図

第265図  D22号土坑実沢1図

第266図  D24号土坑実測図

第267図  D28号土坑実測図

第268図  D29号土坑実測図

第269図  D25号土坑実測図

第270図  D27号土坑実測図

第271図  D31号土坑実測図

第272図  D32号土坑実測図

第273図  D33号土坑実測図

第274図  D26号土坑実浪1図

第275図  D30号土坑実測図

第276図  D34号土坑実測図

第277図  D35号土坑実測図

第278図  D36号土坑実浪1図

第279図  D37号土坑実測図

第280図  D39号土坑実測図

第281図  D38号土坑実測図

第282図  D40号土坑実測図

第283図  D47号土坑実測図

第284図  D45号土坑実測図



第285図  D41号土坑実測図

第286図  D42号土坑実測図

第287図  D50号 土坑実測図

第288図  D43号 土坑実測図

第289図  D44号 土坑実測図

第290図  D46号土坑実浪1図

第291図  D48号土坑実測図

第292図  D49号土坑実測図

第293図  D51号土坑実浪1図

第294図  D52号土坑実測図

第295図  D53号土坑実測図

第296図  D54号 土坑実測図

第297図  D55号土坑実測図

第298図  D56号土坑実浪1図

第299図  D57号土坑実測図

第300図  D64号土坑実浪1図

第301図  D60号土坑実測図

第302図  D61号土坑実測図

第303図  D58号土坑実浪1図

第304図  D70号土坑実測図

第305図  D59号土坑実浪1図

第306図  D62号土坑実浪1図

第307図  D63号土坑実浪1図

第308図  D66号土坑実測図

第309図  D67号土坑実測図

第310図  D65号土坑実浪1図

第311図  D69号土坑実測図

第312図  D71号土坑実測図

第313図  D68号土坑実測図

第314図  D72号 土坑実測図

第315図  D74号 土坑実測図

第316図  D75号土坑実測図

第317図  D76号 土坑実浪1図

第318図  D77号土坑実浪1図

第319図  D73号土坑実測図

第320図  D78号土坑実測図

第321図  D79号土坑実測図

第322図  D80号土坑実測図

第323図  D81号土坑実測図

第324図  D83号土坑実測図

第325図  D85号土坑実測図

第326図  D82号土坑実測図

第327図  D84号土坑実測図

第328図  D86号土坑実測図

第329図  D87号土坑実測図

第330図  D88号土坑実測図

第331図  D89号土坑実浪1図

第332図  D90号土坑実測図

第333図  D91号土坑実測図

第334図  D93号土坑実測図

第335図  D96号土坑実測図

第336図  D92号土坑実測図

第337図  D94号土坑実測図

第338図  D95号土坑実測図

第339図  D97号土坑実測図

第340図 Hl号 住居址出土土器実測図

第341図 H2・ 3号住居址出土土器実浪1図

第342図 H3号 住居址出土土器実測図

第343図 H3・ 4号住居址出土土器実測図

第344図 H5号 住居址出土土器実浪1図

第345図 H5。 6号住居址出土土器実測図

第346図 H6。 7号住居址出土土器実浪1図

第347図 H7・ 8号住居址島土土器実預1図

第348図 H9。 10。 11号住居址出土土器実測図

第349図  Hll。 12・ 13号住居址出土上器実測図

第350図  H14・ 15号住居址出土土器実測図

第351図  H15。 16号住居址出土土器実測図

第352図  H16。 17号住居址出土土器実測図

第353図  H17・ 18号住居址出土土器実測図

第354図  H18号住居址出土土器実測図

第355図  H18号住居址出土土器実測図

第356図  H19号住居址出土土器実測図

第357図  H20・ 21号住居址出土土器実測図

第358図  H21号住居址出土土器実測図



第359図  H21号住居址出土土器実浪1図

第360図  H22・ 23号住居址出土土器実測図

第361図  H24。 25。 26号住居址出土土器実測図

第362図  H26・ 28号住居址出土土器実測図

第363図  H29・ 31号住居址出土土器実測図

第364図  H32・ 33号住居址出土土器実測図

第365図  H33・ 34号住居址出土土器実測図

第366図  H35。 36号住居址出土土器実測図

第367図  H36。 37号住居址出土土器実浪1図

第368図  H37号住居址出土土器実測図

第369図  H38'39。 40号住居址出土土器実浪1図

第370図  H40・ 41・ 42。 43号住居址出土土器実演1図

第371図  H44号住居址出土土器実測図

第372図  H45号住居址出土土器実測図

第373図  H46号住居址出土上器実狽1図

第374図 H47'48号住居址出土土器実測図

第375図  H48・ 49・ 50・ 51号住居址出土土器実測図

第376図  H51・ 52・ 53号住居址出土土器実演1図

第377図  H53号住居址出土土器実測図

第378図  H54号住居址出上土器実測図

第379図  H54・ 55号住居址出土土器実測図

第380図  H55・ 56号住居址出土土器実測図

第381図  H56・ Yl号住居l■出土土器実浪1図

第382図 Y2・ Y3号住居址

Ml号濤状遺構出土土器実測図

第383図 Ml・ 6・ 8・ 10号濤状遺構出土土器実測

図、石器 (砥石)実測図

第384図 石器 (砥石・台石・磨石・敲石)実測図

第385図 石器 (台石・凹石 。有舌失頭器・紡錘車 )

実測図

第386図 石器 (紡錘車・石製模造品・土錘)実浪1図

第387図 臼玉・ガラス小玉・石製模造品実測図

第388図  白玉・石製模造品・土製勾玉実測図

第389図 臼玉・ガラス小玉・石製模造品・上製丸玉

管玉実測図

第390図 臼玉・管玉・石製模造品実測図

第391図 臼玉 。ガラス小玉・土製丸玉実測図

第392図 臼玉・管玉・石製模造品実測図

第393図  臼玉 。ガラス小玉 。土製丸玉実測図

第394図 臼玉・勾玉・土製丸玉実測図

第395図 臼玉・ガラス小玉・土製丸玉実測図

第396図 古銭拓影図、金属製品実測図

第397図 金属製品実測図



第 I章 発掘調査の経緯

1 調査に至る動機

長土呂遺跡群・芝宮追跡群・周防畑追跡群′・近津遺跡群は、佐久市大字長土呂に所在 し、浅間

山に源を発する濁川等小河川の浸省虫による田切 り地形の標高710m～ 760mの 帯状台地上に展開す

る大遺跡群である。また下蟹沢遺跡は田切 り地形の標高700m～ 720mの帯上低地に展開する。今

回、佐久建設事務所が行う道路改良事業 (路線名141号線・長土呂区間)に伴い、同事務所と佐久

市市教育委員会 とで協議の結果、長土呂遺跡群上大林・下聖端遺跡 I・ H、 芝宮遺跡群上高山遺

跡 。下芝宮遺跡 I・ H o III・ Ⅳ、周防畑遺跡群下北原遺跡、近津遺跡群上宮原遺跡、下蟹沢遺跡

の破壊を余儀なくされ、緊急に記録保存する必要が生 じた。そこで佐久建設事務所より委託を受

けた佐久市教育委員会が主体となって発掘調査する運びとなった。
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第2図 回道141号線佐久―小諸 (長土呂区間)改良事業全体図 (1:10,000)

〔佐久都市計画道路網図より〕
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2 調査の概要

昭和62年度

1 遺跡名  乏宮遺跡群下芝宮遺跡 I

2 所在地  佐久市大字長土呂宇下芝宮

3 調査期間 昭和62年 12月 3日 ～昭和63年 3月 31日

4 事務局

教育長     大井昭二

教育次長    柳沢昇一

社会教育課長  木内 捷

社会教育係長  小平 実

社会教育係   白石賢次 林 幸彦 高橋和敬 荻原一】焉

社会教育指導員 根津恵美 三石和子

5 調査団

調査担当者 林 幸彦 羽毛田卓也

調査主任  佐々木宗昭

調査員   大井今朝太

調査補助員 井出百合子 大井恵美子 堺 益子 高杉昌子

協力者   浅沼ノブ江 池田和明 市川香里 市村美咲

金森治代 木内一也 高地正雄 高見沢久美子

内藤治伸 並木ことみ 橋詰けさよ 星野良子

山崎平八郎 渡辺久美子

羽毛田卓也 高木久江

橋詰勝子 橋講信子

臼田俊保 遠藤しづか

田鳴和美 田中夏江

細萱ミスズ 山崎 明

昭和63年度

1 遺跡名  芝宮遺跡群下芝宮遺跡Ⅱ・Ⅲ/長土呂遺跡群上大林。下聖端遺跡 I

2 所在地  佐久市大字長土呂宇下芝宮・南下中原。上大林。下大林・下聖端・南聖原他

3 調査期間 昭和63年5月 20日 ～平成元年3月 31日

4 事務局

教育長     大井昭二

教育次長    茂木多喜男

社会教育課長  北沢 馨

相沢幸男 (社会教育課主幹)
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社会教育係長  小平 実

社会教育係   東城公人 小林正衛 林 幸彦 荻原一馬 山浦俊彦 羽毛田卓也

田村和広 市オ寸美咲 五十嵐孝子 荻原香代子 岩崎こずえ

社会教育指導員 三石和子

5 調査団

調査団長  白倉盛男

調査副団長 藤沢平治

調査担当者 林 幸彦 羽毛田卓也

調査主任  佐々木宗昭

調査員   井上行雄 大井今朝大

調査補助員 浅沼ノブ江 市川香里 井出百合子 宇賀神恵 遠藤しづか 大井恵美子

片井裕子 金森治代 木島美子 堺 益子 高杉昌子 田中夏江 田村祐子

内藤治伸 並木ことみ 橋詰勝子 橋詰けさよ 橋詰信子 星野良子

細萱ミスズ 山崎平八郎 和久井義雄 渡辺久美子

協力者   青柳 博 浅田 務 市川誠司 内山克巳 江原正則 岡部敦久 角谷春江

香山優子 木内一也 菊地ともえ 小林薫 小林光枝 小林よしみ 小間沢文代

佐藤紫郎 塩ナII克史 篠崎昭二 篠原 悟 高橋きくえ 多胡照子 中山正三郎

並木吉二郎 早,II光彦 堀篭 因 松田英明 宮川 洋 森泉秀夫 山崎 明

依田みち 渡辺住礼

平成元年度

1 遺跡名  長土呂追跡群下聖端遺跡H/下蟹沢遺跡

芝宮遺跡群上高山遺跡/周防畑遺跡群下北原遺跡

2 所在地  佐久市大字長土呂字南聖原・下聖端・聖・下蟹沢・上高山・下北原

3 調査期間 平成元年 5月 1日 ～平成 2年 3月 31日

4 事務局

教育長     大井昭二 (平成元年 6月 退任)

大井季夫 (平成元年 7月 就任)

教育次長    茂木多喜男

社会教育課長  北沢 馨

相沢幸男 (社会教育課主幹)

社会教育係長  小平 実
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社会教育係   東城公人 小林正衛 林 幸彦 荻原一】焉 山浦俊彦 須藤隆司

羽毛田卓也 田村和広 竹原 学 掛川由香利 中沢菊江

5 調査団

調査団長  白倉盛男

調査副団長 藤沢平治

調査担当者 須藤隆司 羽毛田卓也

調査主任  佐々木宗昭

調査補助員 浅沼ノブ江 市川香里 宇賀神恵 遠藤しづか 金森治代 木島美子 堺益子

内藤治伸 並木ことみ 橋詰勝子 橋詰けさよ 橋詰信子 星野良子

細萱ミスズ 三石和子 山崎平八郎 渡辺久美子

協力者   青木久子 浅田務 甘利初枝 飯沢つや子 磯貝はな 市川浜子 丼出直代

梅沢氾子 大井文雄 柏原松I 金井入重子 香山優子 木内公子 木島知子

清野須美子 清野姫子 神津ツネヨ 小金沢たけみ 小林永一 小林 薫

小林住一郎 小林みよ子 小林嘉孝 小林よしみ 小間沢文代 佐藤紫郎

佐俣アエ子 白井おくに 高見沢幸子 中山辰巳 並木吉二郎 花里きしの

花里松美 藤巻辰江 堀篭因 丸山澄 柳沢時江 柳沢瑠璃子 依田泰子

依田久子 依田みち 山崎明

平成 2年度

1 遺跡名  近津遺跡群上宮原遺跡/芝宮遺跡群下芝宮遺跡Ⅳ

報告書刊行整理事業

2 所在地  佐久市大宇長土呂字上宮原・下芝宮

3 調査期間 平成 2年 5月 1日 ～平成 3年 3月 31日

4 事務局  佐久市教育委員会埋蔵文化財課 佐久埋蔵文化財調査センター

教育長       大井季夫

教育次長      小池八郎

開発公社事務局長  須江吉介

埋蔵文化財課長   相沢幸男 (兼佐久埋蔵文化財調査センター所長)

管理係長     桜井牧子

管理係       東城公人 田島清巳 (嘱託) 関日美咲 (臨時)

埋蔵文化財標    高オす博文 林 幸彦 三石宗一 須藤隆司 小山岳夫 小林真寿

羽毛田卓也 祭サII康弘 竹原 学 助川朋広
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5 調査団

調査団長   黒岩忠男 (佐久考古学会副会長)

調査副団長  自倉盛男 (佐久考古学会副会長)

藤沢平治 (佐久市文化財保護審議委員)

調査担当者  羽毛田卓也

調査主任   佐々木宗昭

調査員    大井今朝太 堺益子

調査補助員  浅沼ノブ江 羽毛田香里 遠藤しづか 金森治代 香山優子 小林ましみ

並木ことみ 橋詰勝子 橋詰けさよ 橋詰信子 星野良子 網萱ミスズ

山崎平八郎 渡辺久美子

協力者    青木久子 飯沢つや子 磯貝はな 丼上貴美子 梅沢氾子 柏原松江

清野須美子 神津ツネヨ 小林永一 小林浜子 小林みよ子 臼井おくに

高見沢幸子 中山辰巳 藤巻辰江 堀篭因 丸山澄 依田みち 依田芳雄

平成 3年度

1 遺跡名  報告書刊行整理事業

2 調査期間 平成 3年 4月 8日 ～平成 4年 3月 31日

3 事務局  佐久市教育萎員会埋蔵文化財課 佐久埋蔵文化財調査センター

教育長       大井季夫

教育次長      奥原秀雄

開発公社事務局長  佐々木正泰

埋蔵文化財課長   上原正秀 (兼佐久埋蔵文化財調査センター所長)

管理係長      桜井牧子

埋蔵文化財係長   車間芳行

管理係       山崎明 (嘱託) 関口美咲 (臨時) 渡辺紀美子 (臨時)

埋蔵文化財係    高本す博文 林 幸彦 三石宗一 須藤隆司 小林真寿 羽毛田卓也

竹原 学

4 調査団

調査団長   黒岩忠男 (佐久考古学会冨1会長)

調査副団長  白倉盛男 (佐久考古学会副会長)

藤沢平治 (佐久市文化財保護審議萎員)

調査担当者  羽毛田卓也
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調査主任   佐々木宗昭

調査員    大井今朝大 小林妙子 堺益子 香山優子 行田祐子 神津ツネーヨ

小林よしみ 羽毛田香里 橋詰信子 山崎平八郎 飯沢つや子 依田みち

甘不1亘 小林立江

第1表 各違跡発掘調査経過表

昭和63年   平成元年   平成 2年   平成 3年   平成 4年
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第H章 遺跡の位置と環境

遺跡の自然的環境

第 3図 長野県佐久市位置図

佐久平は、北に浅間山を主とする三国山脈の南端峰、東に関東山地、西に入ケ岳と、四方を山々

に囲まれた標高700m～ 800m内外の盆地で、長野県の中央東端にあたり群J焉県に接している。

中央部を佐久地方南端の甲武信ヶ岳に源を発する千曲川が北進し、湯ナII・ 濁川・志賀川・香坂川・

滑津)II・ 片貝川 。大沢川 。中沢川 。宮川等小河ナIIがそれに向かって集まり、大小の扇状地を形成

している。長野から佐久にかけての千曲川流域は、北海道とともに日本の小雨地帯で、年間降水

佐久市
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量は長野941ミ リ。上田870ミ リ・東部946ミ リ・佐久が908ミ リである。佐久盆地は年間の降水量

が軽井沢を除き1000ミ リに達せず、年平均気温は10度 を切る典型的な中央高地型気候である。

また標高800mを越える山間部は高冷地気候を呈する。

佐久平の北側は、浅間山の火山噴出物によって厚 く覆われ、雄大な山麓を形成している。また

山麓には、人山噴出物の性格上水の各種作用を受けやすいため、大小様々な峡谷や「田切 り地形」

と呼ばれる帯状台地と帯状低地の交互地形が見られる。今回調査 した各遺跡は、佐久平の北方、

浅間山麓南端の田切 り地形、標高705～ 735mの帯状台地上に展開する。

第 4図 周辺遺跡分布図 (1125,000)
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第 2表 周辺遺跡一覧表

Nα 隆分山 遺 跡 名
時  代

備 考
縄 弥 古 奈 平 中

1 鋳師屋遺跡群 ○ ○ ○ ○ ○ 鋳師屋遺跡 I・ II(59。 61)、 前田遺跡 (60。 61・ 62)

2 曽根城遺跡 ○ ○ ○ ○ ○

3 近津遺跡群 ○ ○ ○ ○ 北近津遺跡 (46)、 今回調査

西近津追跡群 ○ ○ ○ ○ ○ 西近津遺跡 (46)、 森下遺跡 (63)

5 7 周防畑遺脚群 ○ ○ ○ ○ ○ 周防畑 A・ B遺跡 (54・ 55)、 今回調査

6 芝宮遺跡群 ○ ○ ○ ○ ○ ○
芝宮遺跡 1・ 2・ 3(54・ 55。 57)
南上下中原遺跡 (63)、 今回調査

7 9 長土呂遺跡群 ○ ○ ○ ○ ○ 聖原遺跡 (元～)、 上聖端遺跡 (63)、 今回調査

8 曽根新城跡 ○ 2・ 3年

9 新 城 遺 跡 ○ ○ ○ ○

下蟹沢遺跡 ○ ○ ○ ○ 今回調査

脚坂遺跡群 ○ ○ ○ ○

栗毛坂遺防群 ○ ○ ○ ○ 柳田遺跡 (58)

琵琶坂遺跡群 ○ ○ ○ ○ 琵琶坂遺跡 (55・ 60)、 上道路遺跡 (60)

中久保田遺跡 ○ ○ ○ ○ 2年～

西赤座追跡 ○ ○ O ○ 東赤座遺跡 (2)

上岩子遺跡 ○

岩村田遺跡群 ○ ○ ○ ○ ○ 六供後遺跡 (55)、 新町遺跡 (60)、 内西浦遺跡 (元 )

石 並 城 ○ ○ ○ ○ ○ 2年

王 城 ○ ○ ○ ○ ○ 54とF

円正坊遺跡群 ○ ○ ○ ○ ○ 清本田遺跡 (53)、 円正坊遺跡 (59)
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2 遺跡の歴史的環境

今回調査した各遺跡付近には、昭和59年から62年 までの調査で古墳時代から中世にかけての大

集落と共に唐三彩Fal枕・鋼製巡方・不日銅開弥等が検出された鋳師屋遺跡群 (1)、 曽根城遺跡 (2)、

昭和46年度調査の北近津遺跡を有する近津遺跡群 (3)、 昭和46年度調査の西近津遺跡と昭和63年

度に調査され弥生時代から奈良時代にかけての集落が検出された森下遺跡を有する西近津遺跡群

(4)、 昭和54年度調査の周防畑A追跡と昭和55年度に調査され弥生時代の円形周溝墓群が検出さ

れた周防畑B遺跡を有する周防畑遺跡群 (5)、 昭和54・ 55。 57年度調査の芝宮遺跡と昭和63年度

に調査され古墳時代から平安時代にかけての集落が検出された南上下中原遺跡を有する芝宮遺跡

群 (6)、 昭和63年度に調査され古墳時代から平安時代にかけての集落が検出された上聖端遺跡と

平成元年度から調査進行中で古墳時代から平安時代にかけての大集落と共に八稜鏡・釦製巡方・

皇朝十二銭等が検出されている聖原遺跡を有する長土呂遺跡群 (7)、 平成 2・ 3年度調査の曽根

新城跡 (8)、 新城遺跡 (9)、 下蟹沢遺跡 (10)、 跡坂遺跡群 (11)、 昭和58年度調査の柳田遺跡

を有する栗毛坂遺跡群 (12)、 昭和55。 60年度調査の琵琶坂遺跡と昭和60年度に調査され弥生時代

の銅製釧15点が出上した上直路遺跡を有する琵琶坂遺跡群 (13)、 中久保田遺跡 (14)、 平成 2年

度調査の東赤座遺跡を有する西赤座遺跡 (15)、 上岩子遺T/11(16)、 昭和55年度調査の六供後遺跡

と昭和60年度調査の新町遺跡さらに平成元年度に調査され中世の集落が検出された内西浦追跡を

有する岩村田遺跡群 (17)、 平成 2年度に一部が調査された石並城 (18)、 昭和60年度に一部が調

査され古墳時代と中世の集落が検出された王城 (19)、 昭和53年度調査の清水田遺跡と昭和59年度

調査の円正坊遺跡を有する円正坊遺跡群 (20)が存在する。
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第6図 層序模式図

下芝宮遺跡は、海抜728～ 730mを測 り、南西方向に向かってやや不規則に傾斜する。基本層序

は、各調査区側面において観察した。

第 二層は、耕作による影響下で成立した粘性がやや弱い黒褐色土、第 H層は、粘性が弱 くパ ミ

ス小粒を少量合む黒褐色土、第Ⅲ層は、粘
′
l■が弱 くパ ミス小粒を微量合むにない黄褐色土、第Ⅳ

層は、粘性が弱 くパ ミス小粒を少量合むにない黄褐色土、第V層 は、粘性がやや弱 くパ ミス小粒

とローム粒子を少量合む褐色土、第Ⅵ層は、粘性がやや弱 くパ ミス小粒を少量とローム粒子をや

や多量に合む責褐色上、第Ⅷ層は、パ ミス極大～小粒を多量に合むローム主体の明責褐色上、第

Ⅵl層 は、パ ミス大～小粒 と砂粒を多量に合む暗褐色上、第Ⅸ層は、パ ミス大～小粒 と砂粒・スコ

リアを多量に合む責橙色土である。
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竪穴住居址

1)Hl号住居址

′g三
二 82と

728二A

暗 褐 色 土 層 粘性やや弱し。パ ミス小～中 。ローム粒子を少量含む。
暗 褐 色 土 層 粘性やや弱し。パミス小～中を少量、ロームブロックとローム粒子を均―に含む。
にぶヤヽ黄褐色土層 粘性弱し。ローム粒子を少量とパミス小を微量含む。
褐 色 土 層 粘性やや強し。ローム粒子を多量に、粘土粒子とパミス小を少量含む。
橙 色 土 層 粘性やや強し。スコリア・炭化粒子・パミス小を少量とローム粒子を多量に含む。

O (1:80) 2p
第 7図 Hl号住居址実測図
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μ

4

5

6

7

8

9

10

褐 色 土 層 粘性やや強し。ローム粒子を多
量に、粘土粒子とパミス小を少

量合む。

黄褐色土層 粘性やや強し。粘土粒子を多量
に、ローム粒子を微量合む。

暗赤掘色土層 粘性やや弱し。焼土粒子を多量
に、炭化粒子を微量合む。

粘性やや強し。焼主主体、粘土粒子を微量含む。

格性やや弱し。第6層が被熱された土。

粘性やや弱し。ローム粒子を多量に合む。

粘性やや強し。ローム粒子を微量合む。

粘性やや強し。ローム粒子を微量・パミス小を

少量合む。

褐 色 土 層 粘性弱し。ローム粒子を多量に含む。
明褐色土層 粘性強し。粘土主体、ローム粒子を微量含む。

暗赤褐色土層

赤褐色土層

明褐色土層

黒褐色土層

暗褐色土層

第 8図 Hl号住居址カマド実測図
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第 9図 Hl号住居址出上遺物実測図

Hl号住居址は、下芝宮遺跡 Iの調査区南側よりやや中央寄り、か 。き-4・ 5グ リッド内に

位置し、下芝宮遺跡全体層序第ⅥI層上面において検出された。なお、北東隅をDl号上坑に、北

西隅をD2・ 3・ 4号土坑に、西側壁をM2・ 3号滞状遺構によって破壊される。

平面形態は、南北515cm、 東西は現存で513cmを測り、方形を呈している。主軸方位はN-1°一

Wを指す。また床面積は26.3m2を 測る。

覆土は 4層 に分割さんた。なお、第 2層 と第 3層 は覆土の状態より、人為的に埋土された可能

一-17-一



第 3表 Hl号住居址出土遺物一覧表

挿図

番号
器種 法 量 cm 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 備 考

9-1 甕
口径 (24.8)

現高 100
直線的に立ち上がる胴部から外反

する日縁に至る

日縁部内外面ヨコナデ

胴部外面ヘラケズリ後ヘラミガキ

胴部内面ヘラナデ後ヘラミガキ

7.5Y R6/6

9-2 甕
口径 (16.6)

現高 13.6
球胴部より外反する日縁に至る

日縁部内外面ヨコナデ

胴部外面ハケメ後ヘラナデ

胴部内面ヘラナデ

101r R7/4

10Y R5/2

9-3 甕
口径 (15.6)

現高  9.0
直線的に立ち上がる胴部から頸部

で集結され、外反する日縁に至る

日縁内部外面ヨコナデ

胴部外面ハケメ後ヘラケズリ

胴部内面ヘラナデ

10Y R4/4

9-4 鉢
日径 (12.4)
底径  6.5
器高  93

平底より内彎気味に外傾し、日縁

部は短く外反する
内外面ヘラナデ後ヘラミガキ

7.5Y R5/4

101F R3/1

9-5 lTh
口径 (14.0)

現高  4.2
不部中央に稜を持つ

日辺部内彎気味に外傾

邪下部外面ヘラケズリ

上部外面ハケメ

内面ヘラミガキ

10Y R7/4

9-6 邪
口径 12.4

器高  4.2
丸底より内彎して外傾し、日辺は

直線的に内傾する

日辺部内外面ヨヨナデ

体部内外面ヘラミガキ
101F R5/2

9-7 不
口径

器高

底径

丸底より直線的に立ち上がり、日

縁端部でやや外反する

体部外面ヨコナデ

底部ヘラケズリ

体部内面ヘラミガキ

10Y R6/4

9-8 邪
口径 (15.6)

器高  3.9
底径 (11.8)

丸底よりやや外彎気味に外傾する

体部外面ヨコナデ

底部ヘラケズリ

体部内面ヘラミガキ

底部内面放射状暗文風ヘラミガキ

内面黒色

101F R6/4

9-9 邪
口径 15.0
器高  4.5
底径 13.0

丸底より直線的に外傾

体部外面ヨコナデ

体部・底部内面ヘラミガキ

底部外面ヘラケズリ

内面黒色

10Y R7/4

9-10 甕 現高  8.1 日縁部銚く外反する
日縁部内外面ヨコナデ

胴部外面ヘラケズリ後ヘラミガキ

胴部内面ヘラナデ

5YR6/6

性が強い。また、第 4層中から炭化材が出土しており、さらに床面が部分的に焼けている事も考

慮にいれると本住居址は焼失したと考えられる。

確認面からの壁残高は、31～ 61cmを測り、壁体は全体層序第Ⅵi層 と第Ⅵl層の一部を利用し、平

滑で堅回である。床面はおおむね平坦で貼床が認められた。貼床は住居址覆土第 5層 によって貼

られ、緻密で回く締まっていた。また壁際に周濤とは呼びがたい浅い凹みが一部認められたが図

示は控えた。壁はほとんど垂直に立ち上がり、各コーナーは直角を呈している。

ピットは、主柱穴 4個 (Pl～ P4)、 貯蔵穴 1個 (P5)、 灰落とし (P7)、 その他 1個 (P6)の

計 7個が検出された。なおP6は補助的な柱の柱穴と考えられる。

カマ ドは北壁中央やや東寄りで検出された。残存状況は比較的良好で、煙道の天丼部が残存し

―-18-
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第10図  Hl号住居址出土遺物実測図

第 4表 Hl号住居址出土遺物一覧表

ていた。規模は、焚日より煙道出口まで152cm、 袖部最大巾92cmを測る。また右側の袖は長さ85cm

で巾34cm内外・高さ25～ 21cm、 左側の袖は長さ90cmで 巾35cm内外 。高さ22～21cmを測る。覆土は

4層 に分割された。またカマ ド各部の構築状況は以下のとおりである。袖部は全体層序第Vl層の

明黄褐色ロームを基礎とし、全体に第10層が貝占られる。燃焼都と焚日は、床面を10伽程掘 り込み、

第 9層・第 8層 。第 7層 。第 6層 。第 5層の順に貼られて構築される。なお第 5層 は熱を受けて

変色したものと認識した。煙道の天丼部は第10層 によって構築され、煙道側面・下部も第10層が

貼られていたと考えられる。第10層が貼られる以前の袖部は、右袖が長さ83cmで 巾28～ 19cm・ 高

さ22～ 13cm、 左袖が長さ79clllで巾34～ 31clll・ 高さ29～23cmの規模で造り出されていた。

遺物は土師器の甕・邪・鉢・鉄鏃等が出上した。

以上より本住居址は、古墳時代後期中葉に位置付けらたる。

挿図
番号
器  種 原  料

法  量cm
備 考

長 さ 巾 厚 さ

10-11 スクy,ミー チャー ト 0.8
両側面に浅部調整を行って刃部を形成

縦長制片を利用

10-12 磨石 チャート 0.8 表面に研磨痕

10-13 鏃 鉄 (0.8〉 0.15) 先瑞部か

-19-



2)H2号 住居址

′°五電と豊と

727型
A′

727坐
B′

粘性弱し。パミス小とローム粒子を微量合む。
粘性弱し。パミス小とローム粒子を少量合む。
粘性やや強し。ローム粒子と炭化粒子を微量合む。
粘性弱し。ローム粒子を多量に、炭化粒子を微量含む。
粘性やや弱し。ローム粒子を少丘、炭化粒子を微量合む。
粘性やや強し。炭化粒子を少量合む。焼土主体。
粘性やや強し。ローム粒子・ロームブロック・パミス小・炭化材を多量に含む。人為的埋土c
粘性やや強し。焼土粒子・ローム粒子 パミス小 炭化粒子を多量に合む。
粘性弱し。ローム主体。パミス小～中を多量に合む。

第■図 H2号住居址実損1図
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黒色土層

粘性やや強し。ローム粒子を微量合む。

黒褐色土層

粘性やや弱し。ローム粒子を少量、炭

化粒子を微量合む。

褐灰色土層

粘性強し。粘土粒子を多量に、焼土粒

子を少量合む。

灰褐色土層

粘性強し。粘土粒子・焼土粒子を多量

に、ローム粒子を微量含む。

にぶい赤褐色土層

粘性強し。焼土粒子・炭化材・炭化粒

子を多量に合む。

褐色土層

粘性やや強し。ローム粒子・ロームブ

ロック・パミス小・炭化材を多量に合

む。人為的埋土。

褐灰色土層

粘性強し。粘土粒子を多量に、焼土粒

子と炭化粒子を微量含む。

灰褐色土層

粘性強し。粘土主体。焼土粒子を少量

合む。

赤褐色土層

粘性やや強し。焼土主体。

暗赤灰色土層

粘性やや強し。焼土粒子・ローム粒子

・パミス小・炭化粒子を多量に合む。

灰黄褐色土層

粘性強し。粘土主体。ローム粒子を微

量含む。

第12図  H2号住居址カマ ド実測図

727坐とN

一-21-―
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第13図  H2号住居址カマ ド遺物出土状況実測図

H2号住居址は、下芝宮遺跡 Iの調査区中央、 く。け-7・ 8グ リッド内に位置し、下芝宮遺

跡全体層序第ⅥI層上面において単独で検出された。

平面形態は、南北532cm、 東西は現存で473clnを測り、方形を呈している。主軸方位はN-3°一

Eを指す。また床面積は17.58m2を 測る。

覆土は 7層 に分割された。なお、第 7層 は覆上の状態より、人為的に埋土された可能性が強い。

また、第 7層中に炭化材と第 6層が合まれており、埋土は住居址構築材が完全に燃えきらないう

ちに行われたと考えられる。

確認面からの壁残高は、25～49.5cmを 測り、壁体は全体層序第Ⅶ層を利用し、平滑で堅固であ

る。床面はおおむね平坦で貼床と周濤が認められた。貼床は住居址覆土第 8層 と第 9層 によって

5～ 30clnの厚さで貼られていた。周濤は、カマ ドと西壁の一部で途切れる他は、巾8～ 44cln・ イ朱さ

『
、

口
Ｆ

］
ヽ

lm
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赤褐色土層 粘性やや強し。炭化粒子を少量含む。焼土主体。
褐 色 土 層 粘性やや強し。ローム粒子・ロームブロック・パミス小 炭化材を

多量に合む。人為的埋土。

第14図  H2号 住居址炭化材分布図

5cm内外の規模で全周していた。壁はほとんど垂直に立ち上が り、各コーナーは直角を呈 してい

る。

ピットは、主柱穴 4個 (Pl～ P4)、 補助柱穴 4個 (P5～ P3)、 入口施設 2個 (P9。 P IO)、 貯蔵

穴 2個 (P ll・ P12)の計 12イ固が検出された。

カマ ドは北壁中央やや東よりで検出された。残存状況は良好で、天丼石の右側が袖石より外れ

る他は完全な形を保っていた。規模は、焚口より煙道出口まで198cm、 袖部最大巾97cmを測る。ま

た右側の袖は長さ66cmで 巾38cm。 高さ38～ 25cm、 左側の袖は長さ82cmで 巾36cm・ 高さ38～ 24cmを

―-23-―
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第15図  H2号住居址遺物分布図

測る。両袖には、右側が30.5cm・ 左側が26cmの 長さの面取加工を行った安山岩が埋め込まれて
い

た。袖部の天丼石は安山岩製で、長さ48omで 巾28cm・厚さ8～ 10cmを測る。覆土は 9層 に分割され

た。なお、カマ ド覆土第 1層は住居址覆土第 3層 に、第 2層 は第 5層 に、第 6層 は第 7層 にそれ

ぞれ対応する。またカマド各部の構築状況は以下のとおりである。袖部は全体層序第VI曜の明黄

褐色ロームを基礎とし、全体に第11層が貝占られる。燃焼部と焚日は、第10層が数センチ貼られて

構築される。煙道の天丼部は甑の大形破片を補強材として利用し、第11層 によって構築される。

また煙道側面・下部も第■層が貼ら絶ていたと考えられる。第11層が貼られる以前の袖部は、右

一-24-―
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第16図 H2号住居址出土遺物実測図
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第17図  H2号住居址出土遺物実測図

中

-26-



第18図 H2号住居址出主遺物実測図
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第19図  H2号住居址出上遺物実測図

第 5表 H2号住居址出土遺物一覧表(1)

挿図
番号

器種 法 量cm 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 備 考

16-1 甕

口径
底径
器高
胴径

胴中央よりやや上に最大径を持

ち、頸部で集約され外督気味に外

傾する

日縁部内外面ヨコナデ

胴部内外面ヘラナデ
7.5Y R4/6

16-2 萎
口径 16.0
現高 13.9

球胴より頸部で集約され、直線的

に外傾する日縁に至る

日縁内外面ヨヨナデ

胴部外面ハケメ後ヘラナデ

胴部内面ヘラナデ

7.5Y R5/6

16-3 甕
底径 (7.2)

現高 12.5

丸味を帯びた底部より内彎気味に

外傾する

胴部外面ヘラケズリ

胴部内面ヘラナデ
7.5Y R6/4

盗
υ 4 甕

口径 16.5
器高 16.7
底径  8.0
胴径 18.1

胴中央やや上に最大径を持ち、日

縁は内彎気味に外傾する

口縁部内外面ヨヨナデ

胴部内外面ヘラナデ

5Y R4/6
～5/2

16-5 甕

径

高

径

口

現

胴

14.7

9.6

16.4

最大径を持つ球胴から、直線的に

外傾する日縁に至る

日縁部内外面ヨコナデ

胴部外面単位不明瞭なヘラナデ

月Π部内面ヘラナデ

10Y R5/6

16-6 甕
口径 142
現高  7.1

頸部で「く」の字に折れ外傾する

日縁に至る

日縁部内外面ヨコナデ

胴部外面ナデ

頸部内面指頭オサエ

胴部内面ヘラナデ

2.5Y R6/4

16-7 甕
底径  5.5
現高 13.3

_ヒげ底より球月日吉Fにヨニる 胴部内外面ヘラナデ 5YR5/6
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第 6表 H2住居址出上遺物一覧表②

挿図
番号
器種 法 量cm 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 備 考

8 甕
底径  6.5
現高  2.4

底部平底
外部ヘラナデ後ヘラミガキ

内面ヘラナデ
10Y R6/2

17- 9 甑
日径 (27.4)

現高 24.9
長胴より最大径を持つ日縁に至る

胴上半部外面ハケメ

胴下半部内面ハケメ後ヘラケズリ

胴部内面ハケメ・ヘラミガキ

7.5Y R6/6

17-10 甑

日径 14.6
子し宅登   7.6

器高 205

内腎して外傾する胴部から鋭 く外

反する日縁に至る

日縁部大きくゆがむ

日縁部内外面ヨコナデの後ヘラミ

ガキ

胴部外面ヘラミガキ

胴部内面ハケメ後ヘラミガキ

7.5Y R6/4

17-11 飢
孔径 (9,0)

現高 176
やや内督気味に外傾する

外面ヘラミガキ

内面ヘラナデ
5YR5/3

17-12
小型

甑

孔内径 1.6
子し外径 2.7
日径 12.1
器高 10.3

やや内彎気味に外傾し、短く外反

する日縁に至る

頸部にくびれを持たない

外面ヘラケズリ後ヘラミガキ

内面ヘラナデ

内外面 3ケ 所にもみ痕

10Y R4/4

17-13 対

径

高

径

日

現

胴

6.9

10,1

12 7

胴中央部で大きく張り出し、日縁

部直線的にやや外傾する

外面ヘラミガキ

日縁部内面ヘラミガキ

頸部内面指頭ナデ

胴部内面ヘラナデ

2.5Y R5/6

17-14
小型

甕

径

高

径

日

器

胴

7.8

9。 1

10.1

丸底より球胴を経て直線的にやや

外傾する日縁に至る

日縁部内外面ヘラナデ

胴部・底部外面ヘラケズリ

胴部内面ヘラナデ

5YR6/4

17-15
小型

甕

日径 (92)
器高  6.3

丸底より球胴を経て直線的に外傾

する日縁に至る

日縁部内外面ヨヨナデ

胴部外面ヘラケズリ

胴部内面ヘラナデ

2.5Y R5/4

17-16 手捏
台径

現高
台部直線的に開く 内外面指頭ナデ、オサエ Y R5/6

17-17 高邦
口径 (17.0)

現高  4.2
邪部の体部下半に外稜を持つ

日辺部内外面ヨコナデ

不部外面ヘラナデ

lTN部 内面ヘラナデ・ヘラミガキ

2.5Y R4/6

18-18 高邦

口径 17.8
台径 14.5
器高 18.0

脚部ラッパ状に開く

不部は外稜を持つ

杯部内外面ヨコナデ

イ下部・脚部外面ヘラケズリ後ヘ

ラ状工具によるナデ

脚下部外面ヘラミガキ

脚部内面指ナデ 。オサエ

7.5Y R7/4

18-10 高郷

口径 15.9
台径 12.8
器高 11.8

脚部直線的に外傾し内稜を持って

開く

郭部は外稜を持つ

邪部内外面ヘラミガキ

郭体部外面ヘラケズリ後ナデ

脚部外面ヘラミガキ

脚部内面ヘラケズリ

5YR6/6

18-20 高不
口径 (15.6)

現高  5,4
不部直線的に外傾

不体下部に外稜
不部内外面ヘラミガキ 7.5Y R7/8

18-21 高不
日径 15.2
現高  5.4

杯部直線的に外傾

不体下部に外稜
郷部内外面ヘラミガキ 5YR6/6
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第 7表 H2号住居址出土遺物一覧表(31

挿図

番号
器種 法 量 cm 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 備  考

18-22 高邪
口径 20.8
現高  71

邪部外脅気味に外傾

郭体下部に外稜

不部外面ヘラケズリ後ヘラミガキ

邦体下部外面ヘラケズリ

郭部内面ヘラミガキ

5YR6/6

18-23 高辱
口径 17.8
現高  7.8

不部内轡気味に外傾

日辺部内稜を持つ
内外 面 ヘ ラ状工 具 に よるナ デ 2.5Y R5/3

18-24 lTh
日径 11.0
器高  6.3

丸底より体部・日辺部内彎

体下部・底部外面ヘラケズリ

体部外面ヘラミガキ

体部内面ヘラミガキ ?

5YR6/4

18-25 啄
口径 (10.6)

現高  57
丸底より体部 。日辺部内彎

外面不明

内面は右回り放射状暗文風ヘラミ

ガキ、内面黒色

2.5Y R4/4

18-26 邦
口径 16.1
器高  7.9

体部内留、丸底

日辺部内稜を持って内彎

日辺部内外面ヨヨナデ

体部・底部外面ヘラケズリ

内面放射状 (斜状)ヘ ラミガキ
5YR6/6

18-27 邦
口径  15.0

器高  8.5
体部内彎・丸底

日辺部内稜を持って内彎して外傾

日辺部内外面ヨコナデ

体部外面ヘラミガキ

内面斜状暗文風ヘラミガキ

5YR6/6

18-28 邪
日径 (16.9)

器高  73
体部内彎・丸底

日辺部内稜を持って内轡して外傾

日辺部内外面ヨコナデ

体部外面ヘラミガキ

底部外面ヘラケズリ

内面ヘラミガキ

7.5Y R7/4

18-29 邦
口径 13.6
器高  6.2

体部内彎、丸底

日辺部内稜を持って外反

日辺部内外面ヘラミガキ

体部外面ヘラケズリ後ヘラミガキ

体部内面放射状暗文風ヘラミガキ

7.5Y R6/6

19-30 邦
口径 13.9
器高  5.8

体部内彎・丸底

日辺部弱い稜を持って外傾

外面ヘラケズリ後ヘラナデ

体部内面放射状暗文風ヘラミガキ
2.5T R5/6

19-31 不
口径 14.0
器高  5.5

体部内鸞、丸底

日辺部弱い稜を持って内脅し外傾

する

日辺部内外面ヨコナデ

体部内外面ヘラミガキ
5YR7/4

19-32 邪
口径 12.7
器高  54

体部内鸞、丸底

日辺部内稜を持ち内彎して外傾

日辺部、体部の外面ヘラミガキ
日辺部内面ヨコナデ

体部内面暗文風ヘラミガキ

内面黒色

5YR7/4

19-33 不
口径 (14.0)

現高  44
体部内腎、丸底

日辺部内稜を持ち内彎して外傾
内外面ヘラミガキ 7.5Y R6/6

19-34 不
日径 (13.0)

呪高  4.1
体部内警、丸底

日辺部外反する
内外面ヘラミガキ 5Y R6/6

19-35 邦
口径 12.6
器高  8.5

体部内彎、九底

日辺部内彎
内外面ヘラミガキ 5Y R6/6
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第 8表 H2号住居址出土遺物一覧表141

図
号

挿
香 器種 法 量cm 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 備  考

19-36 示
径

高

口

器

(13.9)

4.5

丸底

体部 。日辺部内彎
内外面ヘラミガキ 7.5Y R6/6

19-37 聴
明
径

高

日

器

12.3

4.7
天丼部・体部内轡

天丼部回転ヘラケズリ

内外面ロクロヨコナデ
10Y R6/1

19-38 鴇
∩

径

大

高

国

最

器

11.0

13.1

5.6

体部内督

日辺部直線的にやや内傾

段状の稜を持つ

底部回転ヘラケズリ

他ロクロヨコナデ
7.5Y R6/1

み‖
―Θ―¶ ―q―狙
◆  

如

◆      39

♀  (2:3) 31cm

第20図  H2号住居址出土遺物実測図

袖が長さ75cmで 巾38cm・ 高さ33～ 18cm、 左袖が長さ66cmで 巾30cm・ 高さ26～20cmの規模で造り出

されていた。なお第10層 は住居址の貼床である第 8層 に対応する。

本住居址からは屋根材を中心とした炭化材が多量に出上した。

遺物は土師器の甕・甑・郷・鉢・小型壷・高郭・手捏・対と須恵器の不蓋・不身、石鏃、臼玉

等が出土した。

以上より本住居址は、古墳時代中期後葉に位置付けられる。

第 9表 H2号 住居址出土石番一覧表

図
号
挿
番 器  種 原  材

法  量cm
備 考

長 さ 巾 厚 さ

20-39 石鏃 黒l君石 (2.1〉 〈0.7〉 0.4
凹基無茎鏃、刃部鋸歯状

先端部・脚部切損

20-40 磨石 チャー ト
０
じ 0.5 表面に使用擦過痕

20-41 白玉 滑石 0.65× 0.6
子しぞ至0 18cm

表面に研磨痕

-31-



3)H3号 住居址

Ｗ
く
Ｐ‐ｏ
　
一

一　
　
　
　
　
Ａ

ヽ
∞

―
―

Ｏ

Ｉ
Ｉ

―
―
中

―
―

⇔

、曲乳
-195

◎ 18

Pと
p?16 |

―A

黒褐色土層 粘性弱し。ローム粒子と炭化粒子を少
量含む。

暗褐色土層 粘性弱し。パミス・ローム粒子を合む。

第21図 H3号住居址実測図

1 にぶい黄橙色土層 粘性弱 し。
ローム粒子・粘土粒子少量含 tF。

2疫
紀亀幸孔埜難甲談璧含む。

3 明赤褐色土層
 撹竺翌推

第22図 H3号住居址カマ ド実測図

Pa~P2~° 儀5
°・P4~ 二h ~1を托

苔P5P灘霧聯δ詭

―-32-―



1l                                                                     ll (l:.4) 5ca

第23図 H3号住居址出土遺物宴測図

H3号住居址は、下芝宮遺跡Hの調査区中央やや南寄り、か-7・ 8グ リッド内に位置し、下

芝宮遺跡全体層序第Ⅷ層上面において単独で検出された。

平面形態は、百北309cm、 東西は366cmを測り、東西にやや長い方形を呈している。主軸方位は

N-16°一Eを指す。また床面積は9.77m2を 測る。

覆土は2層に分割された。

確認面からの壁残高は、8～ 13cmを 測り、壁体は平滑であるがやや軟質である。床面はおおむ

ね平坦で固くしまっており、貼床は認められなかった。壁はほとんど垂直に立ち上がり、各コー

ナーは丸味を持ちている。

電憲§霰該'2 域。

一-33-一



第21表  H3号住居址出土遺物一覧表

挿図
番号
器種 法 量cm 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 備 考

23-1
不

(須 )

口径 14.2
底径  6.2
器高  4.4

体部内彎気味に外傾し、日辺部で

やや外反

底部回転糸切り

内外面ロクロヨコナデ
5Y7/2
～5/1

23-2 不

口径 (13.25)

底径  6.1
器高  3.4

体部直線的に外傾

底部回転糸切 り

外面ロクロヨコナデ

内面ヘラミガキ

外5Y R5/8

内75YR
4/2

23-3
邦

(須 )

底径  6.8
器高 (2.3〉

底部回転糸切り 内外面ロクロヨノナデ
2 5Ч
″
2/1

～3/1

23-4
不

(坊F霊 )

底径  6.55
現高  2.5

底部回転糸切 り 内外面ロクロヨコナデ
loYR6/3
～6/1

23● 5
不

(須 )

口径 (14.85

現高  3.9
内外面ロクロヨコナデ

2 5Y6/1

-6/2

23-6
lTh

(須 )
内外面ロクロヨコナデ 5再r5/1

23-7 不
台径  6.8
現高  1.65

ケズリ出し高台
内面ヘラミガキ・黒色

外面ヘラナデ・ヘラミガキ
外5Y R4/8

23-8 邪
外面ロクロヨヨナデ

内面ヘラミガキ・黒色
外5Y R5/6

23-9 lTh
外面ロクロヨコナデ

内面ヘラミガキ・黒色

タト7.5YR
5/6

23-10 簑 口径 (24.9) 頸部「コ」の字を呈する
日辺内外面ロクロヨヨナデ

胴部外面ヘラケズリ

loYR5/6
～5/4

23-11 甕
底径  6.1
現高  4.9

底部回転糸切り後ヘラナデ 内外面ロクロヨコナデ 5,7Y R4/6

23-12 鉢
内外面ロクロヨコナデ

内面黒色
外10YR5/6

23-13 lTh
外面ロクロヨコナデ

内面ヘラミガキ・黒色

外7.5YR
5/6 塁書

ピットは、床面で 8イ図 (PI～ P8)、 壁中に 1個 (P10)、 壁外に 51回 (P9・ P ll～ P14)の計14イ回

が検出された。

カマ ドは北壁中央やや西寄りで検出された。残存状況は、極めて悪く、右袖の一部と燃焼部が

残るのみであった。規模は、残存する燃焼部が南北50cmで東西47cm、 右袖が長さ18伽で高さ6 5cm

を測る。覆土は 3層 に分割された。なお、第 1層 は袖部の崩れ出した層と考えられる。なお燃焼

部には掘方が認められなかった。

遺物は土師器の甕・邪・鉢・墨書土器と須恵器の甕・不等が出土した。

以上より本住居址は、平安時代中期に位置付けられる。
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4)H4号 住居址

1 黒褐色土層 粘性弱し。パミス (小粒～中粒)・炭化粒子を少量、ローム粒子を微量合む。
0   (1:80)

第24図  H4号住居址実測図

H4号 住居址は、下芝宮遺掛 Hの調査区南側、お・か-6,7グ リッド内に位置 し、下芝宮遺

跡全体層序第ⅥI層上面において単独で検出さたた。

平面形態は、南北383cm、 東西420cmを測り、東西にやや長い方形を呈している。主軸方位はN―

6°一Wを指す。また床面積は12.03m2を 測る。

覆土は 1層のみ確認された。

確認面からの壁残高は、3～ 36cmを測り、壁体は平滑で比較的堅固である。床面はおおむね平

坦で固くしまっており、貼床は認められなかった。壁はほとんど垂直に立ち上がり、各ヨーナー

は丸味を持っている。

ピットは、床面で 7個 (P2～ Pa)、 壁中に 1個 (Pl)の計 8個が検出された。なお、 P8は

検出位置 。覆土の状態より灰落しと考えられる。

魂 2(蕗

ギ乳嵐・
°

音:_P6⑥・
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∞

―
―

ド

＄
¨
＼

餓國
~

1"じ
ト

ユ 異褐色土層

跡
9(213)2.all

第26図 H4謗長箭勘
上

粘隆弱し。炭化粒子・焼上粒子を微量合む―。

第25図 H4号住居址カマ ド実測図

第22表 H4号住居址出土祗石工覧表

、
三帯;iiこ
g: 石質

法  量 cla
備 考

厚 さ 巾 長 さ

祗 石 砂岩 (2.5〉 4.6 (3.3) 有濤祗石

―-36-
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第23表 H4号住居址出土遺物一覧表(1)

挿図

番号
器種 法 量cm 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 備 考

27-1
lTh

(須 )

口径 13.25
底径  5.6
器高  4.65

体部内腎気味に外傾

底部回転糸切り
内外面ロクロヨヨナデ

外2.5Y6/2

内2.5Y3/1

27-2
邪

(須 )

口径 13.85

底径  5.9
器高  4.3

体部内彎気味に外傾

底部手持ヘラケズリ

体部外面ヘラケズリ

肉面ロクロヨコナデ
5Y6/1

邪

口径 (14.0)

底径 (6.4)

器高  4.4

体部直線的に外傾

底部回転糸切 り
内外面ヨコナデ

loYR1 7/1
～4/6

27-4 邪 口径 (15.0)
体部内鸞気味に外傾

日縁端部外反

外面ヨコナデ

外面積位のヘラミガキ・黒色
タトloYR6/6

27-5 琢
底径 (5.5)

現高  3.2

外面ロクロヨコナデ

底部ヘラナデ

内面ヘラミガキ・黒色

外10YR4/6

27-6 不
底径 (5.35)

現高  1.7
底部回転糸切 り

外面ロクロヨヨナデ

内面ヘラミガキ・黒色

外7.5Y R

5/8

27-7 邦 底径 (7.2) 底部回転糸切り 内面ヘラミガキ・黒色

27-8
邦

(須 )
底径  71 底部回転ヘラケズリ 10Y R4/1

27-9 郷
台径  7.4
台高  1.2

貼付高台 内面ヘラミガキ 黒色 10Y R5/4

27-10 邦 底径  51 底部回転糸切 り 内外面ロクロヨヨナデ 10Y R5/6

27-11
壷

(須 )
底径  9.0 貼付高台 底部回転ヘラケズリ 10Y R5/1

27-12
空

(須 )
底径  9。 1 貼付高台 底部回転ヘラケズリ 10Ч「5/1

27-13
皿

(灰 )

台径  7.4
台高  0,9

貼付高台
底部回転ヘラケズリ

外面ヘラケズリ

27-14 甕 頸 部「コ」の字

日縁・頸部内外面ヨコナデ

胴部内面ヘラナデ

胴部外面ヘラケズリ

5 YR5/4
～2/4

27-15 甕 口径 (17.5) 頸部「コ」の字

日縁・頸部内外面ヨコナデ

胴部内面ヘラナデ

胴部外面ヘラケズリ

10Y R5/4

27-16 甕 口径 (18.9) 頸 部 「コ」の字 日縁・顎部内外面ヨコナデ 5YR5/6
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第24表  H4号住居址出土遺物一覧表②

挿図

番号
器種 法 量cm 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 備  考

27-17 甕 頸 部「コ」の字 内外面ロクロヨコナデ 5YR4/8

27-18 甕
底径  4.6
現高  7.0

内面ヘラナデ

外面ヘラケズリ
101r R4/4

27-19 甕
底径  7.0
現高  4,7

外面ロクロヨヨナデ

底部外面ナデ

内面ナデ

7.5Y R4/4

27-20
甕

須
内外面ロクロヨヨナデ

タト10Y3/1

〆可10Y6/1

27-21
壺

須

貼付高台

底部回転糸切 り
内外面ロクロヨコナデ

内5Y5/1
タト5YR3/2
・5/2

27-22
甕

須

外面タタキ

内面ヘラナデ
5YR3/2

27-23 敲石 現長8.2・ 巾6.7。 厚さ2.75 安山岩、周縁に敲打痕

カマ ドは北壁中央より検出された。残存状況は極めて悪く、東西両袖の一部と燃焼部の掘り込

みが残るのみである。残存する袖の規模は、右側の袖が長さ20cmで巾14cm。高さ9cm、 左側の袖が

長さ39cmで 巾14cm・ 高さ6cmを測る。また両袖の巾は59cmを測る。残存する焚口より煙道出口まで

は117cmを浪1り 、煙道部は巾82cal。長さ23cmの規模で壁体を掘 り込んでいる。覆土は 1層 のみが確

認された。P9と P10は支脚固定用に、また P llと P12は袖石固定用に掘られたピットと考えられ

る。

遺物は土師器の甕・郭と須恵器の甕・壷・邪、灰釉ral器、敲石、祗石等が出土した。

以上より本住居址は、平安時代中期に位置付けられる。
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5)H5号 住居址

1 灰掲色土層 粘性弱し。パミ
ス大粒 とロー沐

粒子を少量合む。

2 にぶい黄掘色土層 粘性やや弱し。
パミス大粒とロー

ーム粒子・粘土

粒子を少量合む。

3 暗褐色上層 粘性弱し。パミ
ス極大粒と焼土

粒子を微量合む。

4 灰 褐色土層 粘性やや弱し。焼止粒子・炭化粒子を多量に合む。

5 赤 色 土 層 粘性やや強し。焼土粒子を多量に合む。

6 暗赤灰色土層 粘性やや強し。焼上粒子・炭化粒子を多量に合む。

7 にぶい褐色土層 粘性弱し。ローム粒子を少量・焼土粒子を微量合む。

8 灰 褐色土層 粘性やや弱し。パミス小粒・ローム粒子・粘土粒子を少量合む。

9 褐灰色土層 粘性やや弱し。ローム粒子・粘上粒子を少量合む。

10暗 褐色土層 粘性やや弱し。ローム粒子を微量合む。

11 灰責褐色土層 粘性弱し。パミス極小粒・ローム粒子・米占土粒子を微量合む。

12 明責褐色土層 粘性弱し。ローム粒子を多量に合む。

第28図 H5号 住居址カマ ド実測図

― B′
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1 暗褐色上層
2 黒褐色土層

3 暗褐色土層
4 褐 色 土 層

褐 色 土 層

5 褐 色 土 層
6 黒褐色土層

7 責褐色土層

8 黒褐色土層
9 褐 色 土 層
10褐 色 上 層

■ 黄掲色土層
12 明掲色土層

粘性弱し。パミス小粒を少量合む。

粘性やや強し。パミス大粒・炭化粒子

微量合む

粘性弱し。パミス中粒を微量合む。

粘性やや強し。パミス極小。ローム粒

子を少量合む。

粘性やや強し。パミス小粒を微量含む。

粘性やや強し。パ ミス小粒・炭化粒子

を微量合む。

粘性やや強し。パミス極小。ローム粒

子を少量含む。

粘性弱し。パミス大粒を微量合む。

粘性弱し。ローム粒子を多量合む。

粘性弱し。ローム粒子をやや多量、パ

ミス中粒を少量合む。

粘性弱し。ローム主体。

粘性やや弱し。パミス中粒を少量、ロ

ーム粒子を多量に合む。

(1:80)

-41-

第29図  H5号住居址実測図
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0(1:4)5cm

第30図 H5号住居址出上遺物実測図但)

H5号住居址は、下芝宮遺跡Ⅲの調査区北側、と。な-9。 10グ リッド内に位置し、下芝宮

遺跡全体層序第ⅥI層上面において単独で検出された。

平面形態は、南北650cln、 東西595cmを測り、方形を呈している。主軸方位はN-7°一Eを指す。

また床面積は29.91m2を 測る。

覆土は11層 に分割された。

確認面からの壁残高は、56.5～ 77.5cmを 測り、壁体は全体層序第Ⅶ層を利用し、平滑で堅回
で

ある。床面は平坦で貼床と周濤が認められた。貼床は第12層の明褐色土によって貼られて
いた。

周濤は、カマ ドと北壁東側・南壁東側の一部・北西コーナーを除いた部分で、深さ2～ 1lcmの規模

で確認された。壁はほとんど垂直に立ち上がり、各コーナーは直角を呈している。
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第31図 H5号住居址出土遺物実測図(2)

9(1:3),Cn    9 (213) 31cnI

第32図 H5号住居址出土遺物実測図13)

ピットは、主柱穴 4個 (Pl～ P4)が検出された。

カマ ドは北壁中央で検出された。残存状況は、比較的良好だが、天丼部は崩落し、天丼石と袖

石は残存していなかった。現存する規模は、焚日より煙道出口まで146cm、 袖部巾98cmを測る。ま

た右側の袖は長さ51cmで 巾33cm・ 高さ13.5～ 41cm、 左側の袖は長さ67cmで 巾33cm・ 高さ15～ 37.5

ら
５

＠

０

７

第25表  H5号住居址出土遺物一覧表(1)

図
号
挿
番 器種

法  量cm
備  考

厚 さ 巾 長 さ

32-7 磨石 安山岩

32-8
スクレ
パ ー

(2.9)
黒曜石

刃部欠損

―-44-―



第26表  H5号住居址出上遺物一覧表②

挿図

呑号
器種 法 量cm 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 備 考

30-1 甕

口径 (17.2)

底径 (67)
器高 (21.6)

小型長胴甕

最大径を日縁に持つ

lΠ部外面・内面ヘラナデ

日縁部内外面ヘラナデ

5 1FR2/1

～5/6

30-2 甕
日径 (13.6)

現高 11.7

小型球胴甕

日縁直線的に外傾

日縁部内外面ヨコナデ後ヘラミガ

キ

胴部外面ヘラケズリ後ヘラミガキ

胴部内面ヘラナデ後ヘラミガキ

7.5YR6/6
～5/1

30-3 高邪
脚日径(141)

現高 12.6
脚部ラッパ状に開 く

脚部外面ヘラミガキ

脚部内面ヘラケズリ

不部内面ヘラナデ・黒色

7.5Y R5/6

30-4 甕 底径 (87) 球胴甕
胴部・底部外面ヘラミガキ

胴内面ヘラケズリ後ヘラミガキ

loゝrR4/6

-5/4

30-5 邪
口径 13.7
器高  4.9

体下部・中央に外稜

外稜より直線的に外傾

体部内外面ヨコナデ

底部ヘラケズリ、内面黒色
10Y R6/4

30-6 邪
口径 13.4
器高  54

体部に外稜

体部外面ヨコナデ (外稜上)

体・底部外面ヘラケズリ

体部内面ヨヨナデ・黒色

底部内面ヘラミガキ (暗文風)

10Y R6/4
〃   5/1

30-7 邦 口径 (15.0) 体下部に外稜
体部外面ヨコナデ (外稜上)

体・底部外面ヘラケズリ

内面ナデ後ヘラミガキ・黒色

10Y R5/6
〃 1,7/1

30-8 邪
口径 (■ .4)

器高 3.9

日辺部外面ヨコナデ

休部・底部外面ヘラケズリ

内面ヨヨナデ

内10YR5/6
～6/3

外10YR6/4

30-9 郷 体下部に外稜 内外面ヨヨナデ 5YR5/8

30-10 不蓋 内外面ヨコナデ 10Y R4/3

30-11 甕
日縁部内外面ヨコナデ

胴部外面ヘラケズリ
10Y R6/4

36-1 甕

口径 (17.4)

底径 (5。 7)

器高 315

やや丸味を持った長胴

日縁は直線的に外傾

底部にヘラ記号

日縁部内外面ヨコナデ

胴部外面ヘラケズリ

胴部内面ヘラナデ

内7 5YR6/3

外7 5YR5/3

cmを測る。覆土は 7層 に分害1さ れた。またカマ ド各部の構築状況は以下のとおりである。袖部は

全体層序第Ⅷ層の明責褐色ロームを基礎とし、全体に第 8層が貝占られる。燃焼部と焚日は、第10

層・第 9層 。第12層・第11層 によって構築される。

遺物は土師器の甕・不・不蓋・高邦と、敲石、砥石、石錘等が出土した。

以上より本住居址は、古墳時代後期中葉に位置付けられる。
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第27表  H5号住居址出土遺物一覧表(31

図
号
挿
呑 器種 石  質

法  量cm
備 考

長 さ 巾 厚 さ

1 砥 石 流紋岩 く7 4〉 5.1× 4.9 四面砥

31-2 砥 石 安山岩 扁平四面砥

31-3 砥 石 安山岩 3.75 使用面 2面

31-4 石錘 石英安山岩 両辺に刻みを入れている

31-5 敲石 安山岩 〈8.1〉 (3.1〉 縁を中心に敲打痕

31-6 不 明 安山岩 〈6.8〉 (2.4〉

6)H6号 住居址

H6号住居址は、下芝宮遺跡mの調査区南側、ち。つ-6～ 8グ リッド内に位置し、下芝宮遺

跡全体層序第ⅥI層上面において単独で検出された。

平面形態は、南北586cm、 東西544cmを測り、方形を呈している。主軸方位はN-33°一Eを指す。

また床面積は2626m2を 測る。

覆土は 8層 に分割された。

確認面からの壁残高は、24.5～ 78.5cmを 測り、壁体は全体層序第Ⅷ層を利用し、平滑で堅固で

ある。床面は平坦で貼床と周濤が認められた。貼床は第 9層の橙色上によって貼られていた。周

濤は、カマ ド西側の一部と東側を除く全周で、深さ1～ 18.5cmの規模で確認された。壁はほとんど

垂直に立ち上がり、各コーナーは直角を呈している。

ピットは、主柱穴 4個 (Pl～ P4)を合む15イ回が検出された。

カマ ドは北壁中央で検出された。残存状況は、比較的良好だが、天丼部が崩落していた。また

袖石は、右側が左へ倒れ、左側が南へずれていた。天丼石は左へ移動し、左側袖石の上で確認さ

れた。現存する規模は、焚口より煙道出口まで143.5cm、 袖部巾109cmを測る。また右側の袖は長

さ81cmで 巾30 5cm・ 高さ19～ 73cm、 左側の袖は長さ69cmで巾41cm・ 高さ14～ 68.5cmを 測る袖石と

天丼石は軽石製で面取が行れていた。覆土は 8層 に分割された。またカマ ド各部の構築状況は以

下のとおりである。袖部は第15層 と第14層 によって、袖石下部は第16層 と第17層 によって構築さ
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1

2

4

5

6

7

8

9

腿 髄 土層 粘性弱し。ローム粒子を微量、砂粒を多量に合む。

黒褐色土層 粘性やや弱し。パミス極大粒を少量合む。
軽石2cn～ 4cm¢ 少量合む。

黒褐色土層 粘性やや弱し。パミス極大粒を少量、炭化材小片を
多量に合む。

黒掲色土層 粘性やや弱し。ロームブロックを少量合む。

褐 色 土 層 粘性弱し。ローム粒子を多量に合む。

橙 色 土 層 粘性弱し。ローム粒子を多量に含む。

極暗掘色土層 *世畦やや弱し。ローム粒子・パミス極大粒を少量合む。

褐 色 土 層 米劇生やや弱し。軽石3cm¢ 少量含む。

橙 色 土 層 粘性弱し。軽石2cm～ 4cm"少量合む。

第33図 H6号住居址実測図
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第34図 H6号住居址カマド実測図
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1橙 色 工 層

2縄 色 土 層

3橙 色 上 層

4禍 色 上 層

5 灰喬色土層

6 明赤掲色土層

7鶴 色 土 層

B 暗赤褐色土層

9 明赤縄色土層

1,橙 亀 上 層

■ 撮 色 土 層

12 褐 色 土 層

13赤 禍色土層

14責 掘色土層

15暴 ―褐色主層

lc.暴 褐色土層

17褐 色 上 層

粕性やや強し,粘土粒子とローふ粒子を多量!ユ含む。

粘佳やや弱し―。粘土粒子・コーム粒子・焼土粒子を少量含む。

粕ヒやや強し。粘土粒子。コーム粒子を少量、焼工粒子を多量に合む。

粘性やや弱し。焼注粒子と炭花粒子を少量合むゃ

粕隆やや強し。炭化粒子を多量に合す。

猫性やや弱し。1焼土粒子を多景に合j。

相性やや弱じ,擁土粒子を少量合む。

粘性やや弱し。焼上粒子・炭化粒子を少量合す。

1粘性やや弱しo第 12層が被熟された層.

粘性やや弱し―。第11層が被熱された層―i

粘性やや弱し,ローム粒子,軽石(径1～ a“〉を少量合tF●

粘佳ゃゃ弱し。ローム粒子を多量に合む。

粘性やや弱し。第14層が破熱された層。

粘性やや弱し。コーム粒子を多量に軽石lTa.1～ 5cn)を微量合tr。

粕牲やや張し。粘土粒子と焼土粒子を徴量含む。

4hJ14やや弱し。ローム粒子を微量含む。

Ittやや調し。ローふ粒子とグ゙ミス極大粒を少量合む,

第あ図 H6号住居址カマド線方実測図
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第36図 H5号・H6号住居址出土遺物実測図(D
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第37図 H6号住居址出上遺物実測図(2)
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第38図 H6号住居址出土遺物実韻1図 13)
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第39図  H6号住居址出土通物実測図(4)

第28表  H6号住居址出土逮物一覧表(1)

挿図
番号
種類 石 質

法  量cm
備   考

長 さ 巾 厚 さ

鰺
概
チャート 1.65 0.55

部分的に光沢有り

磨石とも考えられる

=紗―
ら
9

?(213)20m

れる,燃焼部と焚口は第■層によって、煙1道下部は第12層によって構築される。なお第13層 は第

14層の一部がヽ第9層 は第12層の一部が熟を受けて1変色した上層と認識した。

遺物は土師器の甕 。邦・高不。鉢と、須恵器の甦、祗石、擦石等が出土した。

以上より本住居址は、古墳時代後期中葉に位置付けられる。
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第29表  H6号住居址出土遺物一覧表(21

挿図
番号

器種 法 量cm 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 備  考

36-2 甕

口径 19.6

底径  6.0
器高 35.6

長月同

日縁部内外面ヨコナデ

胴部上半外面ハケメ後ヘラミガ

キ、下半ケズリ後ヘラミガキ

胴部内面ヘラナデ

外5 YR5/6

内5 YR6/6

36-3 甕

口径 (16.6)

底径  4.5
器高 (40.0)

下半に丸味を持つ長胴

底部にヘラ記号

日縁部内外面ヨコナデ

頸部外面ハケメ後ヘラナデ

胴部外面ヘラケズリ後ハケメ

中央部外面ハケメ後ヘラナデ・ヘ

ラミガキ

胴部内面ヘラナデ

10YR3/1
・4/2・ 5/6

5YR4/6
・3/1

36-4 甕

口径 20.8

底径 (5.0)

器高 34.2

長胴 (やや丸味を持つ)

日縁は外反

底部にヘラ記号

日縁部内外面ヨコナデ

胴部外面ヘラケズリ後ハケメ

胴部内面ヘラナデ

内7.5Y R

6/2

外10YR5/3

37-5 甕

口径 27.0

最大径 31.1

底径  9.2
器高 32.2

球 月同

日縁部内外面ヨコナデ後ヘラミガ

キ

胴部内外面ハケメ後ヘラミガキ、

内面黒色

外7.5Y R

5/4

37-6 甕
口径 18.6

器高 (13.7)

球 1同

日縁短 く外反

日縁部外面ヨコナデ

日縁部内面ヨコナデ後ヘラミガキ

胴部外面ヘラナデ

胴上部内面ヘラナデ後ヘラミガ

キ、胴中央部内面ハケメ後ヘラミ

ガキ

10Y R6/6

37-7 甕
底径 (7.0)

最大径 (20,6)
小型球胴

胴部外面ヘラケズリ

胴部内面ヘラナデ

10YR6/3
～6/4

37-8 甕

径

径

高

口

底

器

(13.5)

(6.3)

17.0

日縁短い

日縁部内外面ヨコナデ

胴部外面ヘラナデ後ヘラミガキ

胴部内面ヘラナデ

7.5YR6/3
-7/3

37-9 甕
口径 15.6
器高 (18.8)

日縁短い

日縁部内外面ヨヨナデ

胴部外面ケズリ後ヘラミガキ

胴部内面ヘラナデ後ヘラミガキ

7.5YR6/3
～6/4

37-10 甕

径

径

高

口

底

器

14.6

7.2

23.5

日縁短い

底部丸味を持った平底

底部大きく歪む

日縁部内外面ヨコナデ

胴外面ケズリ後ヘラミガキ

ー部ナデ後ヘラミガキ

胴内面ヘラナデ

7.5YR6/6
～3/2
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才講図
番号

器種 法 量cm 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 備  考

38-11 甑

口径 23.0

子し牟≧  11.0

器高 28.2

胴中央 2ケ 所に把手

(長 さ55,巾51・ 厚33)
開了し部に径6 5mmの穿孔 2個

日縁部内外面ヨコナデ後ヘラミガ

キ

胴部外面ヘラケズリ後ヘラミガキ

胴部内面ヘラナデ後ヘラミガキ

内10YR6/4

クト7.5YR
5/6

38-12 甑

口径 17.2

底径  8.4
孔径 (2.1)

器高 10.8

底部より直線的に外傾

日縁部内外面ヨコナデ

胴部外面ヘラケズリ後ヘラナデ、

さらにヘラミガキ

胴部内面ハケメ後ヘラミガキ

10YR3/4
～5/3

38-13 邪
口径 13.8
器高  4.7

体部 。日縁直線的に外傾

日縁・体部外面ヨコナデ

底部ヘラケズリ

内面ヘラミガキ・黒色

外10YR5/6

38-14 郭
日径 13.0
器高  4.25

体部 。日縁外反

日縁瑞吉田に,尤線

日縁・体部外面ヘラミガキ

底部ヘラケズリ

内面ヘラミガキ・黒色

外10YR5/4

内10YR6/4

38-15 高邦
口径 17.5
現高  6.0

不部外稜を持って直線的に外傾

脚部欠損後、欠損部を削り再利用

か

郭部上半外面ヨコナデ

郭部下半外面ヘラケズリ

郭部内面ヘラミガキ・黒色

外10YR6/4

38-16
甦

(須 )

頸都・日縁やや外反しながらラッ

パ状に開く

日縁部外面二条の

'尤

線

その上下に波紋文

胴中央部外面、櫛による束U突文

内面ロクロヨヨナデ

7.51F5/1

38-17
小型

甕

日径 (10.7)

器高 (10.2〉
日縁短い

日縁内外面ナデ後ヘラミガキ

胴外面ヘラケズリ後ヘラミガキ

胴内面ヘラナデ後ヘラミガキ

内10YR5/6

外7.5YR
3/3--3/1

38-18 鉢
口径 (10.1)

器高  7.0
日縁直立

日縁内外面ヨヨナデ

胴外面ヘラミガキ

胴内面ヘラナデ

5YR5/6
7.5YR6/6・

1,7/1

38-19 甕 底径 (8.1) 丸味を持った平底
外面ヘラミガキ

内面ヘラナデ
5Y R5/6

38-20 甕

口径  18.4
底径  7.6
器高 12.4

/Jヽ型珂胡同

胴上半部を欠き、縁をケズって再

利用

内外面ヘラナデ後ヘラミガキ
10YR6/4
～4/6

第30表 H6号住居址出上遺物一覧表③
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431表 ■6暑住居址出上甚物‐覧表(4)

図
号
挿
番 縄 石  質

法  量卿
備 考

長さ 巾 厚 さ

39-1 不明 安山岩 12.3 617 4.3 擦石の可能性有す

39・ 2 不 明 安山岩 12.1
ウ
ｒ 4,3 擦石分可能性有す

39-3 不明 石英安山岩 10..2 712 4i5
表面に擦通痕

擦石つ
―
可能性有す

39‐
.4 不切 安山岩 (9.0) 512 4.2 端部を擦面として使用

39■ 3 廟 安山岩 13.8 一怒
９

・
5.4
=面
(表裏)を使用面として使用

39‐ 6 納 細粒安山岩 10.8 7.3
，

〕 表裏二面を擦面として使用

39‐ 7 擦石 軽石 7.5× 6.7 3.4 表面に擦通痕

39-8 1解 安山岩
〔
フ 4.9 S,2 表面に擦過痕

7)H7号 住居址

ё (1:4)51oい

B40図  H7=住居址出上建物実測図
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A ttξ ,728 6m A′

1

2

3

暗褐色上層 攪乱。10XRl,7/1  10YR1 3/3

黒 色 土層 粘性やや弱し。ローム粒子微量合む。10YRl.7/1

黒掲色上層 粘性やや弱し。ローム粒子・炭化材小片少量合む。
10YR2/3

黒 色 土層 粘1生やや弱し。ローム粒子微量合む。10YR1 7/1

褐色 土層 粘1生弱し。ローム粒子多量、合む。10Y R4/6

にぶ,墳褐色土層 粘性やや弱し。ローム粒子多量、パミス微量合む。

10YR5/3

4

5

6

第41図 H7号住居址実測図

H7号住居址は、下芝宮追跡Ⅳの調査区南側、す 。せ-12～ 14グ リッド内に位置し、全体層序

第VII層上面において単独で検出さ絶た。なお南側半分は調査区域外である。

平面形態は、南北347cm(現存値 )、 東西671cmを 測り、方形を呈すると考えられる。主車由方位は

N-17°一Wを指す。

覆土は 5層 に分割さんた。

確認面からの壁残高は、48～ 67.5cmを 測り、壁体は全体層序第ⅥI層 を利用し、平滑で堅固であ

る。床面は平坦で貼床と同溝が認められた。貼床は第 6層のにない黄褐色土によって貼られていた。
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7286m__A

黒褐色土層 粘性やや弱し。粘土粒子・パミス極小,位微
量合む。7.5YR3/1

に熱璃色土層 粘性強し。粘土粒子多量合む。7.5YR5海

3 晴褐色土層

4 灰褐色土層

5 によい赤偶色土層

6 赤褐色土層
7 によい掲色土層

8 明褐灰色土層

9 によい赤掲色土層

10 灰赤色土層

粘性やや強し。粘土粒子・焼土粒子微量

炭化材微片少量合む。7.5YR3/3

粘性やや強し。粘上粒子・焼土粒子少量合む。5YR5/2

粘性やや強し。粘土粒子・焼土粒子多量合む。2.5YR5/3

粘性やや強し。焼土主体。2 5YR4/6

粘性強し。粘土主体。ローム粒子少量含む。7.5Y R6/3

粘性強し。粘主主体。ローム粒子少量合む。7.5YR7/1

粘性強し。第7層が熱を受け変色。5Y R5/4

粘性強し。第8層が熱を受け変色。2.5YR5/2

(1:30) l ln

第42図 H7号 住居址 1号カマ ド実測図
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◇

0 (213) 3cln
I       I

第44図 H7号住居址出土遺物実測図

第32表  H7号住居址出土遺物一覧表

挿図
番号

器 種 石  質

石鏃 黒曜石

法  量

長 さ 巾 厚 さ

0.45

第43図 H7号住居址 1号カマ ド掘方実測図

第33表 H7号住居址出土遺物一覧表

挿図

番号
器種 法 量cm 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 備  考

40-1 甕

日径 15.0

胴径 17.2
現高 13.5

日縁部外反

球胴

日縁部外面ヨコナデ

日縁部内面ヘラミガキ

胴部内外面ヘラミガキ

7.5Y R4/6

40-2 不
口径 14,0

器高  5。 4

底部丸底

外稜を持つ

日縁部内外面ヨヨナデ

体部外面ヘラケズリ

体部内面ヘラナデ

内面黒色処理

外面

7.5YR4/6

紡鐘

車

径   3.9
孔径  0.68
厚さ 2,4

滑石製

表面に無数の擦過痕
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(1:30)

1 黒掲色上層

2 灰掘色上層

3 [ぶい赤禍色土層

4 1どい赤禍色土層

5 明赤携色土層

G 明僑灰色上層

7褐 色 土 層

粘性やや強t。 コーム粒子・粘主粒子微量含む。5YR3/1

瑞性やや強.し。ローム粒子 '粘土粒子少量合む

`7.5YR4/2
1粘性強し。れ土粒子多重合む。5VR5/3

粘性やや強し。ローム粒子・粘土粒子・焼■粒子少量含む。
5Y良 4/4

粘性やや弱じる焼主主代 5YR5/8

粘性強し。粘土主体。.5YR7/1

楷隆やや弱し。ローム粒子多量、粘土粒子少量合む。7.5YR4/4

第45図  H7号住居址 2号カマ ド掘方実測図
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周濤は、カマ ド西側の一部と東側を除

く全周で、深さ6～ 4.5cmの規模で確認

された。壁はほとんど垂直に立ち上が

り、各コーナーはほぼ直角を呈してい

る。
l           o(112)2.5cln    

ピットは、主柱穴 1個 (Pl)の みが

検出された。第46図 H7号住居址出土遺物実測図

カマ ドは北壁中央で検出された。第

1号カマ ドの残存状況は、比較的良好で、煙道天丼部が残存していた。なお袖石
。袖天丼石は検

出されなかった。現存する規模は、焚日より煙道出日まで139cm、 袖部巾101omを測る。また残存

する右側の袖は長さ66cmで巾37.5cm。 高さ35～ 48cm、 左側の袖は長さ62cmで 巾51cm。 高さ36～ 46

cmを測る。覆土は 6層 に分割された。またカマ ド各部の構築状況は以下のとおりである。袖部は

第 7層 。第 8層 によって、燃焼都と焚口・煙道下部は第10層 によって構築される。第 2号カマ ド

は第 1号カマド構築時に破壊さ絶たと考えられる。第 1層 ～第 4層 は破壊後に貼られた層で、第

6層・第 7層上面が使用面と考えられる。

遺物は土師器の甕・郷と、石鏃、紡錘車等が出上した。

以上より本住居址は、古墳時代後期中葉に位置付けられる。

8)H8号 ・H9号住居址

H8号住居址は、下芝宮遺跡Ⅳの調査区南側、ち・つ-14グ リッド内において確認された。著

しく攪乱され、計韻1不可能な状態であった。遺物は、土師器の甕・邪の破片と須恵器の郭身の底

部が出土した。これら遺物より本住居址の所産期は古墳時代後期と考えられる。

H9号住居址は、下芝宮遺跡 Iの東側調査区外より、農業用道路拡幅工事中に確認された。遺

物は貯蔵穴と考えらたる落ち込みから球胴甕が出土した。所産期は古墳時代後期と考えられる。
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2 掘立柱建物址

1)Fl号 掘立柱建物址

|

⑫P4
-345

《§)と乳:ぉ
|

Ｏ

劇

ぷ

バ

《

ハ

添

々

が

‐

Ｏ

黒 色 土層 粘性弱し。パミス少
量合む。10YR2/1

褐 色 土層 粘性弱し。ローム粒

子多量、パミス微量

合む。10Y R4/6

黒褐色土層 粘性弱し。ローム粒
子少量合む。10YR2/2

|

く

第47図  Fl号掘立柱建物址実測図

Fl号掘立柱建物址は、下芝宮遺跡Ⅳの調査区南側、す～そ-13・ 14グ リッド内に位置し、全

体層序第Ⅶ層上面において検出された。なお西側半分は調査区域外である。

本址は 2間 ×3間の掘立柱建物址と考えられるが、3間 ×3間の可能性もある。主たる柱間は、

Pl~P2が 175clll、 P2~P3が173cm、 P3~P4が175cm、 P4~P5が167cm、 P5~P6が181clnを測る。

主軸方位はN-12°一Eを指す。

遺物は、土師器甕の日縁部片・胴部片、土師器郭の底部片・口縁部片等が出土している。

以上より本建物址の所産期は、古墳時代の後期と推定される。

くヽ
‐
‐

（
］
》

Ｐ

・３９

Ω l
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2)F2号 掘立柱建物址

A◎ __◎
― ◎―

A′

_;:と      二を   _ニユ5
A――                        ― A′

2m

第48図  F2号掘立柱建物址

F2号掘立柱建物址は、下芝宮遺跡Hの調査区南側、お 。か-5・ 6グ リッド内に位置し、全

体層序第Ⅷ層及び第Ⅷ層上面において検出さ絶た。

本址は、不規則であるが 3聞 ×2間の掘立柱建物址と考えられるが、ピット群の可能性もある。

主たる柱間は、 P2~P3で 165cm、 P3~P4で 146cm、 P4~P5で 126cmを浪1る。

遺物は出土せず、所産期は不明である。

3)F3号 掘立柱建物址

F3号掘立柱建物址は、下芝宮遺跡Ⅱの調査区中央、き～け-7～ 9グ リッド内に位置し、全

体層序第Ⅶ層上面において検出された。
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本址は、短軸が 2間で長軸が不規則な柱間の掘立柱建物址と考えられるが、ピット群の可能性

もある。主たる柱間は、Pl― P2で 255cm、 Pl― P3で 426cm、 P3~P4で 275cm、 P4~P6で 310cm、

P6~P7で235cm、 P7~P14で262cm、 P14~P17で 408cm、 Pl― P llで 150cm、 P ll― P10で276cmを

測る。

遺物は出土せず、所産期は不明である。

4)F4号 掘立柱建物址

キ

2rn

第49図  F4号掘立柱建物址

F4号掘立柱建物址は、下芝宮遺跡 Ⅱの調査区南側、か 。き-6・ 7グ リッド内に位置 し、全

体層序第Vl層 および第Ⅷ層上面において検出された。

本址は不規則な柱間の掘立柱建物址と考えられるが、ピット群の可能性 もある。主たる柱間は、

Pl~P2で106cm、 P2~P3で 165cm、 P4~P5で103cm、 P5~PCで 90cm、 P6~P7で94cm、 P7~P13

で343cmを 測る。

遺物は出土せず、所産期は不明である。
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第50図  re号掘立注建物址
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5)F5号 掘立柱建物址

Э

|

Э

第51図  F5号掘立柱建物址実測図

F5号掘立柱建物址は、下芝宮遺跡mの調査区中央、ち 。つ-10。 11グ リッド内に位置し、全

体層序第Ⅷ層上面において検出され、M10号濤状遺構に破壊される。

本址は 2間 ×2間の掘立柱建物址である。主たる柱間は、Pl― P2が178cm、 P2~P3が192cm、

P3~P4カЧ92cln、  P4~P5が 197cm、 Pl― P3が 370cm、  P3~P5が 389cmを浪1る。

主軸方位はN-20°一Wを指す。

遺物はP5と P6よ り上師器の甕の胴部片が出土している。

以上より本建物址の所産期は、古墳時代の後期と推定される。

2m

|
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6)F6号 掘立柱建物址

q ⑦P〆′
-53

0    1:80    2m

第52図  F6号掘立柱建物址実測図

F6号掘立柱建物址は、下芝宮遺跡1lIの調査区南側、た 。ち-9・ 10グ リッド内に位置し、全

体層序第Ⅶ層上面において検出され、M10号濤状遺構に破壊される。

本址は 1間 ×2間の掘立柱建物址である。主たる柱聞は、Pl― P2が144cm、 P2~P3が148cm、

P3~P4が233cm、  P6~Plが 234cmを波1る 。

主草由方位はN-25°一Wを指す。

遺物はPlよ り須恵器甕の頸部片、P2よ り土師器邪の底部片、P3よ り上師器甕の胴部片等が

出上している。

以上より本建物址の所産期は、古墳時代の後期と推定される。

―― g

A_Q4
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土 坑
)Dl号土坑

|

嵩

>

1 暗褐色土層

|

③
|

Dl号土坑は、下芝宮遺跡 Iの調査区中央、き-4グ リッド

内に位置し、全体層序第Ⅵ層中より検出された。

規模は長軸が68cm、 短軸が52cmを測り、長軸方位はN-2°一

Eを指す。

遺物は出土せず、所産期は不明である。

D2号土坑は、下芝宮追跡 Iの調査

区中央、き-5グ リッド内に位置し、

全体層序第Ⅵ層中より検出された。

規模は長軸が77cln、 短軸が43cm、 深

さ8cmを測り、楕円形を呈する。長軸方

位はN-1°一Eを指す。

遺物は出土せず、所産期は不明であ

る。

:壕曽:忌:逸ご
0(1160)lμ

第53図  Dl号上坑実測図

2)D2号 土坑

術
― tr、

SI

― g

＠

‐

＜

毎
監

1 暗褐色土層 パミス小とローム粒子を少量含む。

9 (1:60) 屯m

第54図 D2号・ D3号・D4号土坑実測図

3)D3号 土坑

D3号土坑は、下芝宮追跡 Iの調査区中央、き-5グ リッド内に位置し、全体層序第Ⅵ層中よ

り検出された。

規模は長軸が86cm、 短軸が48cm、 深さ6.5cmを測り、楕円形を呈する。長軸方位はW-15°
一Nを

↓旨す。

遺物は出土せず、所産期は不明である。

Qが D3
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4)D4号 土坑

D4号土坑は、下芝宮遺跡 Iの調査区中央、き-5グ リッド内に位置し、全体層序第Ⅵ層中よ

り検出された。

規模は長軸が■Ocm、 短草由が37cm、 深さ8cmを 淑1り 、不整楕円形を呈する。長軸方位はN-32°一

Wを指す。

遺物は出土せず、所産期は不明である。

5)D5号 土坑

A―            ?28笙 A′

2＼ 1
ф

1 黒褐色土層 粘性やや強し。パミス小          第56図  D5号土坑出土遺物実測図

2 黒褐色土層 亀経呂tμ兵ぐ贅最εヨ。
―ム粒子・炭化粒子を微
量合む。

9(1:60)lμ

第55図  D5号土坑実測図

D5号土坑は、下芝宮遺跡 Iの調査区中央、く。け-4グ リッド内に位置し、全体層序第VII層上

面において検出された。

規模は径132X130cmで 深さ29.5clnを 測り、円形を呈する。

遺物は古墳時代の後期と考えられる土師器の甕が出上し、所産期はその頃と推定される。

6)D6号 土坑

D6号土坑は、下芝宮遺跡 Iの調査区南側、お-3グリッド内に位置し、全体層序第VII層上面
において検出された。

規模は長軸が98cm、 短軸が76cm、 深さ11.5cmを 測り、楕円形を呈する。長軸方位はN-2°一W

⑭
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を指す。

遺物は出土せず、所産期は不明である。

A―  ュ 参 723■ r

�
1 暗縄色土層 粘性弱し。パミス小とロ
2 黒褥色土層 粘性零車亀忠景彙笠小

とローム粒子を微量含む。

中

第57図 D6号土坑およびビット群実瀬Ⅲ図

7)D7号 土坑

D7号土坑は、下芝宮遺師 Iの調査区中央、こ-5。 6グリッド内に位置し、全体層序第Ⅶ層

上面において検出され、M3号濤状遺構に破壊される。

規模は長軸が244clll、 短訥が133cln、 深さ80clnを 測り、長椿円形を呈する。また床面の規模は、

長軸が206cln、 短紬が71clnを iRllる。長軸方位はN-1｀一Eを指す。

ビットは床面長軸線上に2個検出された。Plは深さ38cm、 P2は深さ30cmを測る。

遺物は出土せず、所産期は不明だが、形状より落し穴と考えられる。

Ｏ
″
Ｏ
Ｐ３

((::::::】〉
 1

Q4

⑥
Ｐｓ

ω
脇
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序

「

Ⅷ

ヽ

Ⅷ

Ⅶ

覗

Ⅷ

”

ヽ

‐

＞
、

Ｎ
繊

“
ド

‐

∞
ヽ

1 黒褐色土層 粘性弱し。パミス大粒を少量合む。

9 (1:60) lm
72o!ゎ

｀
4´

黒褐色土層 粘性やや強し。パミス小～大とスコ
リア、ローム粒子を微量含む。

暗褐色土層 粘性弱し。パミス小～大とローム粒
子を少量含む。

9(1:60)1甲
第58図  D7号土坑実韻1図

第61図  D13号土坑実測図

― A′

第59図  D10号土坑実測図

物

黒褐色上層 粘性弱し。パミス極大粒を少量合む。

嗜褐色土層 粘性弱し。軽石 (径 2～ 3 om)を 少

量含む。

⑭

ヽ
　
　
　
　
　
　
硼

ゴ
◎

―
ぐ

2m
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第60図  D ll号上坑実測図

0 (1160)lm



8)D8号 土坑

1 黒褐色土層 粘性弱し。パミスを少量、ローム粒子を多量に合む。

2 暗褐色土層 粘性弱し。パミス小粒とローム粒子を多量に合む。

3 黒褐色上層 粘性やや弱し。ローム粒子を微量に合む。

4 褐 色 土 層 粘性弱し。ローム粒子を多量に合む。

5 暗褐色土層 粘性弱し。ローム粒子をやや多量合む。

6 黒 色 土 層 粘性やや強し。ローム粒子を微量合む。

7 褐 色 上 層 粘性弱し。パミス極小粒・コーム粒子を少量含む。

8 黒褐色土層 粘性やや弱し。パミス小粒・ ローム粒子を微量合む。

o    l:60   1m

第62図  D8号土坑実測図

D8号土坑は、下芝宮遺跡Hの調査区の南側、お-6グ リッド内に位置し、全体層序第Ⅶ層上

面において検出され、H4号住居址と攪乱により破壊される。

規模は径166× 173cal、 深さ53cmを測り、円形を呈する。

遺物は出上しなかったが、重複関係にあるH4号住居址より古い所産期を与えることができよ

う。
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9)D9号 土坑

1 褐 色 土 層

2 黒褐色土層

3黒 色 上 層

4 黒褐色上層

5黒 色 土 層

粘性弱し。パミス(極小～中粒)を微量、ローム粒子

を多量に合む。

粘性弱し。パミスを微量、ローム粒子を多量に合む。

む。

粘性やや強し。パミス・ ローム粒子を微量に合む。

粘性やや強し。パミスを少量、ローム粒子を微量合む。

粘性やや強し。パミスを微量合む。

ヽ
強

Ｉ
‐
　
　
　
い
　
　
ヾ
　

　

　

ミ

　

「
　

　

　

　

―

‐
ぃ

く

＞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼

第63図 D9号上坑実測図

D9号 土坑 は、下芝宮遺跡Ⅱの調査区の南側、か -5グ リ

面において検出された。

規模は径151× 145cm、 深さ68cmを 測 り、円形を呈する。

-74-

0 (1:60) lm

ッド内に位置し、全体層序第VII層上



ピットは西側壁中より2個検出された。 Plは奥行27cm、 P2は奥行27.5cmを 測る。

遺物は、古墳時代の後期の甕と甑の破片が出上した。

10)D10号土坑

D10号土坑は、下芝宮遺跡IIIの調査区の北側、と-9グ リッド内に位置し、全体層序第Ⅷ層上

面において検出され、H5号住居址とD ll号土坑に破壊される。

規模は長軸が125cm、 短軸が89.5cm、 i条さ35.5cmを 測る。

遺物は出土せず、所産期は不明だが、H5号住居址より古い位置付けができる。

11)D ll号土坑

D ll号土坑は、下芝宮遺跡mの調査区の北側、と-9グリッド内に位置し、全体層序第VII層上

面において検出され、D12号土坑に破壊される。

規模は長軸が155cm、 短草由が127cm、 深さ33.5cmを 測る。

遺物は出土せず、所産期は不明である。

12)D12号土坑

D12号土坑は、下芝宮遺跡IIIの調査区の北側、と-8。 9グ リッド内に位置し、全体層序第Ⅶ

層上面において検出された。

規模は長軸が137cm、 短軸が117cm、 深さ32cmを測る。

遺物は出土せず、所産期は不明である。

13)D13号土坑

D13号土坑は、下芝宮遺跡Ⅳの調査区中央、そ-16グ リッド内に位置し、全体層序第Ⅷ層上面

において検出された

規模は径44× 43cm、 深さ51 5cmを 測り、円形を呈する。

遺物は出土せず、所産期は不明である。
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1 暗褐色上層 粘性弱し。パミスを少量合む。

2 褐 色 土 層 粘性弱し。極小パミスを少量合む。

0(1:60)lm

第64図  D12号上坑実測図

4 溝状遺構

濤状遺構は、金調査区でm余が検出された。

いずれも、遺物は出上しているが、明確な所産期を与えることのできるものはない。なお、新

旧関係は以下のとおりである。

Ml号濤状遺構はD6号土坑より新しい。M2号濤状遺構はHl号住居址・M3号 。M8号 。

M9号濤状遺構より新しい。M3号濤状遺構はM2号濤状遺構より古くD7号上坑より新しい。

M4号濤状遺構はHl号住居址より新しい。M6号濤状遺構はM5号濤状遺構より古くM9号濤

状遺構より新しい。M7号濤状遺構はM8号 。M9号濤状遺構より新しい。M10号濤状遺構はF

5号掘立柱建物址より新しい。

M5号濤状遺構は道の跡と考えら絶る。
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728些
″

728堕
B′

1 黒褐色土層 粘性やや弱し。ロ
ーム粒子を微量合む。

2 掲色土層 粘性やや弱し。パミ
ス小～中とローム粒子を少量含む。

3 黒色土層 粘性やや強し。ロー
ム粒子を微量合む。

4 暗褐色土層 粘性弱し。パミス
小とローム粒子を少量含む。

5 にぶい黄掲色土層 粘性弱し。
砂礫を多量に含む。

6 黒褐色土層 粘性やや弱し。ロ
ーム粒子を微量合む。

7 にぶい黄橙色土層 粘性弱し。
砂礫・パミスを多量に含む。

0(1:80)lm

第67図 Ml号溝状遺構実測図

A以 ″

l 暗褐色土層 粘性やや弱し。パ
ミス・ローム粒子を少量含む。

9(1:80)lm

第68図 M4号濤状遺構実測図

27攣8′
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1 黒裾色土層

2 暗褐色主層

第69図 M2号濤状遺構実測図

活性棗し,ローム粒子と秒泣を少
量含む。

粘牲弱じるローム粒子・砂粒・パ
ミスを少量含む。

―-80-―
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1 暴 色 工 層 猫性やや弱し,。
'ぐ

ミス・秒粒を少量、

粗砂をやや多量に含む―。

2 黒猛色土層 粘陸弱し。パミス。ローム粒子・粗砂
を少量合む。

黒鶴 色土層 粘姓弱し。パミス・秒粒 ■粗砂を少量
含む。

にパ的鱒魅ユ掘 粘性弱し。コーム粒子・秒粒を多量に
合む。

灰黄褐色土層 粘性弱し。●エム粒子・砂粒を多量に
合む。

にぶt・II髄上層 粘1隆弱し。パミスをakt、 コーム粒子・
砂粒を多量に合むぅ

? (1:120) 2“

第73図 M6号蕩状遺構実測図
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成

丼

0 (1:む 0) 2m

第74図 MO号濤状遺構実測図
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2m

に工い黄裾抱土層

暗 褐 色 主 層

暗 褐 色 上 層

黒 褐 色 上 層

暗 鶴 色 土 層

によヤヽ黄褐色土層

第75図 M7号濤状遺構実測図

? (-1:40)lP

雅性弱し。ローム粒子と

砂粒を少量合む。

粘性弱し。ローム粒子と

砂粒を少量含む。

粘性弱し。ローム粒子を

少量、砂粒を多量合む。

粘性弱し。ローム粒子・

パミス・砂粒を微量合む。

粘性弱し。ローム粒子を

微量、砂粒を少量合む。

粘性弱し。砂粒を多量含

む。

(1 :80)
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729生 nA′

黒色土層 粕性やや強し。パミス極大粒を
少量、砂粒を微量含む。

暗褐色土層 粘性やや弱 t。 ローム粒子と砂
粒を少量合む。

暗褐色上層 消性弱し。コーム粒子を少量、
パミス極大粒を多量含tr。

生__ニュ聖__rm

第76図 M■号濤状遺構実測図
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1 黒鶴色土層

2 暗褐色土層

3褐 色 土 層

4掲 色 上 層

5 にパい黄編色土層

6 黄褐色土層

粘性弱 し。砂粒・ 粗砂 を少量含む。

粘性弱 し。パ ミス極大粒 を少量合む。

粘性弱 し。砂粒・粗砂 を多量合 む。

粘性弱 し。パ ミス・砂粒 を少量合む。

粘性弱 し。砂粒・ 粗砂 を多量合む。

粘性弱 し。砂粒 を微量、 ローム粒子を多量合む。

第77図 M10号溝状遺構実測図
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と 暗 褐 色 上 層

2褐 色 土 層

3褐 色 土 層

4褐 色 上 層

5黒 褐 色 土 層

6黒 色 上 層

7黒 色 土 層

8黒 褐 色 土 層

9黒 掘 色 土 層

10黒 色 土 層

n褐 色 土 層

12黒 褐 色 土 層

13 によい黄褐色土屠

14暗 褐 色 土 層

ローム粗砂・パ ミス・秒粒 を少量合む。

砂粒・粗粒・ ′やミスを多量 に合む。

ローム粒子・砂粒・ パ ミスを少量合む。

ローム粒子を多量に合む。

パ ミス・砂粒 を微量含む。

パ ミスを微量合む。

パ ミス・砂粒 を微量合む。

パ ミス・砂粒 を少量合む。

パ ミスを微量、砂粒 を多量合む。

パ ミスを微量合む。

パ ミスを少量、砂粒 を多量合む。

パ ミス・ ローム粒子 を多量合む。

パ ミスを少量、 ローム粒子を多量合む。

パ ミス・ローム粒子 を微量、砂粒・粗粒 を少量

合む。

パ ミス・ ローム粒子・砂粒 を少量合む。

ローム粒子・砂粒 をやや多量含む。

第78図 M9号 滞状遺構上層断面図

―  A′

!(1:80 4P
褐 色 土 層

褐 色 土 層
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1黒 色 土 層

2黒 編 色 土 層

3暗 鶴 色 上 層

4 によい斎褐色土層

5黒―褐 色 土 層

6 におい薫褐色土層

?(1:心 0)2#

粘性やや弱し―。パミス (中～極大粒)と妙粒を微量合む。

粘性弱し。パミスを微量(秒粒を少量含む。

粘性弱し。パミスを微量く砂粒を多量合む。

粘佳弱し。砂粒を多量含む。

粕性弱し。バミス ,砂粒を少量含む。

粘性弱し。秒粒を多量合む。

第79図 M8号薄状遺構土層断面図

‐`ど
】!!三:三 :!::::ξ〔

`ケ

ケri

l(M2)

9(114)坤
z(M5)

3(M81

第80図 濤状選構出土遺物実ull図
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特殊遺構

1)Tl号特殊遺構

1 暗 褐色上層 粘性やや強し。ローム粒子を微量合む。

2 暗赤褐色上層 粘性やや強し。焼土粒子・炭化粒子を多量に合む。

3 褐 色 土 層 ホ占隆弱し。焼土粒子を微量、ローム粒子を多量に合む。

4 暗褐色土 層 粘性弱し。ローム粒子を多量に合む。

o   (1:80)   2m

第81図 Tl号 特殊遺構実測図

Tl号特殊遺構は、下芝宮遺跡Hの調査区南側、か-6・ 7グ リッドに位置し、全体層序第Ⅷ

層および第Ⅷ層上面において検出された。

覆土は 4層 に分割さ絶た。

ピットは10イ固が確認された。なおP4と P7は、覆上の状態や遺物の出土量から「炉」と考えられ

る。

7 育寸
-115
P3
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鱒

　

５

0(1:4)5cm

第82図 Tl号特殊遺構出土遺物実測図

遺物は、土師器の甕と邪が出土した。

以上より本遺構の所産期は、平安時代中期に位置付けられる。

第34表 Tl号特殊遺構出土遺物一覧表

挿図
番号
器種 法 量cm 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 備  考

82-1 不
口径 (15.5)

器高 (4.5)
体部 。日辺直線的に外傾

外面ロクロヨヨナデ

内面ヘラミガキ・黒色
外5 YR5/6

82-2 邪 体部内轡気味に外傾
外面ロクロヨコナデ

内面ヘラミガキ・黒色

外7.5Y R

5/6

82-3 邪 底部回転糸切 り
外面ロクロヨコナデ

内面ヘラミガキ・黒色
10Y R4/6

82-4 示 体部内彎気味に外傾
外面ロクロヨコナデ

内面ヘラミガキ・黒色

外7.5Y R

5/6

82-5 邪 台径 6.3
底部回転糸切 り

貼付高台

外面ロクロヨヨナデ

内面ヘラミガキ・黒色
外5 YR4/6

82-6 甕 頸 部 「コ」の字 内外面ヨコナデ
5Y R3/3
101r R6/4
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その他

)Pl号 ピット群

一
③
Pュ ー18

ヽ

第83図  Pl号 ピット群実測図

2)グ リッド及び表採遺物

第35表  グリッド及び表採遺物

建戸驚発

i市図
番号
器種 法 量cm 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 備  考

84-1 甕

口径 24.6

現高 41.7
最大径 43.8

大型球胴甕

日縁部外反し、端部でやや直立す

る受日状を呈する。

日縁部内外面ヨコナデ

胴部外面ヘラミガキ

胴部外面ヘラナデ

7.5Y R5/4
H9号住居址

84=2
提瓶

(須 )
胴部回転ヘラケズリ

N4/0-3/0
お-3G

84-3
甕

須
内外面ロクロヨコナデ

N3/0

表採
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0(1:4)Sun

第84図 ―グリッド及び表採遺物実測図
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。 0、。、。、姦1

南上中原・南下中原遺跡

-95-

第85図 下芝宮遺跡全体図
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第IV章 芝宮遺跡群上高山遺跡

第86図 上高山遺跡位置図(1:2,500)
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第87図 上高山遺跡層序模式図

上高山遺跡は、海抜標高733m内 外を測 り南西方向に向かってやや傾斜する。基本 とする層序は

調査区側面において観察 した。

第 I層 は、耕作による影響下で成立した砂質の暗掲色土(10Y R 3/3)、 第H層 は、砂質の黒

褐色土 (10Y R 2/2)、 第Ⅲ層は、ローム粒子とパミスを多量に合む褐色土 (loY R 4/6)、

第Ⅳ層は、パミスを多量に合む明黄褐色ローム (10Y R 6/6)で ある。

遺構は、第Ⅳ層上面において検出された。
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竪穴住居址

1)Hl号 住居址

④ 暗褐色土層(10YR3/3)

砂質。パミス・ローム粒子少量合む。

掲色 土層(10YR4/4)

砂質。パミス・ローム粒子多量合む。

黒褐色土層(10YR3/1)

砂質。パミス・ローム粒子微量合む。

褐色土 層(10XR4/4)

ローム粒子(プロック状)多量合む。

733 8m B′

3 3

第88図 Hl号住居址実測図
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1 黒褐色土層 (10Y R3/2)
粘土ガロック多量合む。

2 橙色土層 (2.5Y良 7/8)
粘土多量合む。

3 黒褐色土層 (10YR3/2)
砂質。コーあ粒子を少量合む。

黒褐色土層 l10YR3/1)

砂質。炭化粒子多量含む。

黒縄色土層 (10Y R2/2)
ローム粒子少量合む。

構色主層 (2.5YR781
粘土主体.     、

住居址第4層 と同じ。

L (1:60) Im

第89図 Hl号住居址カマド実測図

6褻

第90悩 Hl号 住居址出土選物実測図

o(1:4)5 cn

Hl号住居址は、調査区南側に位置し、全体層序第Ⅳ層上面において単独で検出された。
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平面形態は、東西416cm、 南北393claを測り、長方形を呈する。主軸方位はN-22°一Wを指す。

また床面積は現存で15.51m2を 測る。

覆土は 3層 に分割された。

確認面からの壁残高は、45～62cmを測り、壁体は平滑で堅固である。床面は平坦で貼床と周濤

が認められた。貼床は第 4層 によって貼られていた。

ピットは、主柱穴 4個 (Pl～ P4)、 入口施設 1個 (P5)の計 5個が検出された。

カマ ドは北壁中央で検出された。残存状況は比較的良好で、現存する規模は、焚日より煙道出

口まで139cm、 袖部巾101cmを測る。覆土は 4層 に分割された。またカマ ド各部の構築状況は以下

のとおりである。袖部はローム造り出しを基礎として第 6層 によって、燃焼部と煙道下部は第 5

層によって構築さんる。

遺物は土師器の 。甕 。雰と、鉄滓等が出土した。

以上より本住居址は、古墳時代後期中葉に位置付けられる。

2)H2号 住居址

暗褐色土層 (10Y R3/3)

ローム粘子・パミス微量、

粘子粒子多量合む。

褐灰色上層 (10YR4/1)

粘土粒子・炭化粒子多量合む。

淡橙色土層 (5 YR3/3)

粘上主体。

住居址第 5層 と同じ。

0(1:60)lm

第91図 H2号住居址カマド実測図
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C―

B――

7326里
_B′

1 黒褐色土層(10YR3/2)

2 暗褐色土層(10Y R3/4)

3 黒褐色土層(10YR3/1)
4 掲色 土層(10Y R4/4)
5 黄褐色土層(10YR5/6)

砂質。パミス・ローム粒子微量合む。

砂質。パミス・ローム粒子少量合む。

やや粘質。ローム粒子微量合む。

砂質。パミス・ローム粒子多量合む。

ローム主体。ブロック状。

第92図 H2号住居址実測図

H2号住居址は、調査区南側に位置し、全体層序第Ⅳ層上面において検出された。なお南側を
Ml号濤状遺構により破壊さ絶る。

平面形態は、南北422cm(現存値)、 東西513cmを 測り、方形を呈すると考えられる。主軸方位は

N-4°一Wを指す。また床面積は18.15m2を 測る。

覆土は 4層 に分割された。

確認面からの壁残高は、45～ 66cmを測り、壁体は平滑で堅回である。床面は平坦で貼床と周津
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4杯

第93図 H2号住居址出上遺物実測図

5鉄鎌

o (1・ 4) 5cm

が認められた。貼床は第5層 によって貼られていた。

ピットは、主柱穴 4個 (Pl～ P4)、 貯蔵穴 1個 (P,)の計 5イ回が検出された。

カマドは北壁中央で検出された。残存状況は悪く、現存する規模は、焚口より煙道出口まで163

伽、袖部巾90c14を 測る。覆土は2層に分割された。またカマド各部の構築状況は以下のとおりで

ある。袖都はローム造り出しを基礎として第3層 によって、燃焼部は第 4層によって構築される。

遺物は土師器の甕・不と、鉄鏃等が出上した。

以上より本住居址は、古墳時代後期中葉に位置付けられる。
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溝状遺構

1 黒褐色上層 パミス多量合む。(10Y R3/2)

2 暗褐色土層 パミス多量合む。(10Y R3/3)

3 黒褐色土層 パミス少量含む。(10Y R2/3)

4 褐色土層 バミス。ローム粒子多量合む。(10Y R4/4)

5 にぶい黄褐色土層 ローム主体。(10YR5/4)

6 黒褐色土層 パミス少量合む。(10Y R3/1)

7 黄褐色土層 ローム主体。(10Y R5/6)

8 にぶい黄褐色土層 ローム主体。(10Y R5/4)

第94図 Ml号 薄状遺構土層断面図

0 (1:40) lm
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第95図 上高山追跡調査区全体図
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第V章 下蟹沢遺跡
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第96図 下蟹沢追跡位置図(1:2,500)
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1

2

3

4

5

6

第98図  2～ 5号 トレンチ層序模式図

第99図  7号 トレンチ層序模式図

水田耕作土(10Y R3/1)

本田耕作土 砂礫層
褐灰色泥炭層(10Y R5/1)

砂礫層

黒褐色泥炭層(10Y R3/1)

黒褐色泥炭層 砂を多量合む。(10Y R3/1)

1 水田耕作土(10Y R4/1)

2 本田耕作上(10Y R3/1)

3 灰黄褐色砂層 水田耕作土 (10YR4/2)

4 黒褐色上層 水田耕作上(10Y R3/1)

5 灰黄褐色砂層(10YR4/2)
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1 時色褐主層 誹作主(10Y R3/3)
2 嗜禍色土層 秒礫多く合■.耕作■。(lσマR3/31
3 黄鶴色砂層(10V R5/ω

4 褐灰ti層 (10Y R4/41

第100図  11。 12号 トレンチ層序模式図

第101図  3・ 13号 トレンチ層序模式図

-110-

1 -水口耕作土(10Y良 3/1)

2 本田耕作土(loYR3/1)

3 本田床二(loマ R6/3J
4 灰黄福色砂層(11Y R5/2)

5 褐原色土層 粘質、砂礫多く含む。(10Y R4/1)
6 黒栂色砂層 砂礫。鉄分多く合管。lloY R3/1)
7 黒褐色泥炭層(nY R3/1)



第Ⅵ章 周防畑遺跡群下北原遺跡

ド北原遺跡
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第102図 下北原遺跡位置図
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第103図 下北原遺跡調査区全体図(1:2,000)
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第VII章 近津遺跡群上宮原遺跡
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第104図 上宮原追跡位置図
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１
■

竪穴住居址

Hl号住居址

Q

一
ＡＩ

Ｉ
Ｏ
．

7357些
だA――

2m

1 黒掲色土層 粘性なし。パミス・小石・炭化物を少量合む。10YR2/3

2 黒褐色土層 粘性やや弱し。パミス極小粒微量、ローム粒子少量合む。10YR2/3

第105図 Hl号住居址実測図

Hl号住居址は、上宮原遺跡の調査区北側に位置する。

平面形態は、東西416cm、 南北533cmを測り、長方形を呈する。主軸方位はN-16°一Wを指す。

また床面積は現存で21.66m2を 測る。

覆土は 1層に分割さんた。

確認面からの壁残高は、7～ 26cmを測る。貼床は第 2層 によって貼られていた。
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γ

1褐 色 土 層

2 暗赤褐色土層

3 暗褐色上層

4 灰褐色土層

5 赤褐色土層

6 黒 褐色土層

粘性弱し。粘土粒子少量、焼土

粒子少量合む。7.5Y R4/6

粘性弱し。焼土粒子多量合む。

5 YR3/6

粘性弱し。粘土・焼土粒子少量

含む。7 5YR3/8

粘性強し。粘主主体。 5 YR6/2

粘性弱し。焼土主体。 5 YR4/8

粘性強し。粘主主体。10YR2/2

Im

第106図 Hl号住居址カマ ド実測図
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ピットは、 9個が検出された。

カマ ドは東南隅で検出された。残存状況はきわめて悪く、現存する規模は、焚口より煙道出口

まで78cln、 袖部巾116clnを測る。戻土は 5層 に分害1さ れた。カマ ド各部の構築状況は以下のとおり

である。袖部と燃焼部 。焚口・煙道下部は第 6層 によって構築される。

遺物は土師器の羽釜・甕・郭と、須恵器の甕等が出上したが、すべてが破片で図示できるもの

はなかった。また、本住居址は焼失住居址で、覆土および床面より炭化材が出土した。

以上より本住居址は、平安時代後期に位置付けらたる。

第107図 上宮原遺PII調査区全体図

-116-
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第ⅥⅢ章 長土呂遺跡群下聖端 I・ II、上大林遺跡
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第108図 ■大林・下聖瑞迫跡図位置図(1:5,000)
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第109図 下聖端・上大林遺跡全体層序模式図

I 黒褐色土層 耕作±10Y R 2/3

H 黒色土層 砂質、ローム粒子を微量合む。10Y R 2/1

Ⅲ 灰黄褐色土層 砂質、砂礫主体。10Y R 4/2

1V 明責褐色ローム パミスを多量合む。10Y R 6/8

V にない責橙色ローム パミスを多量合む。10Y R 6/4
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護g酵軍昆

7262n_B′

o   (1:80)   2m

黒 色土 層 粘性やや弱し。炭化粒子・パミス中粒以下微量合む。10YRl.7/1

黒褐色土層 粘性弱し。ローム粒子・炭化粒子・パミス中粒以下微量含む。10YR2/2

責褐色土層 粘1生弱し。スコリア・パミス小粒以下微量、ローム粒子多量合む。10YR5/6

暗褐色土層 粘性弱し。スコリア・パミス小粒以下微量、ローム粒子少量合む。10YR3/4

褐色土層 粘性弱し。スコリア・パミス小粒以下微量、ローム粒子少量合む。10YR4/4

黒tFJ色土層 粘性弱し。スコリア・パミス小粒以下微量、ローム粒子少量合む。10Y R2/3

-119-

第■0図 Hl号住居址実測図
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ィ28.2些
A′

1 黒褐色工層 粘性やや酪し。尿化
粒子・パミス小粒必

下微量含む。7.5YR2/2

灰掘色土層 粘性やや強し。粘土・
焼土粒子少量含む。

7.5Y R4/2

明赤褐色主層 粘性やや弱し。焼上
主体。(ブロツク状)。

5 YR5/8

褐灰色土層 IS7H・lやや強し1焼土

粒子を多量(粘土粒

子を少量合む。SYR4/1

明赤褐色土層 粘性やや弱し。焼上
主体。(デロック状)。

5 YR5/8.

纂褐色土層 IttL強し。1炭化ht子・

ローム粒子少量、粘土粒

子多量含む。5YR2/1

にぶヽ鵜色土磨 粘性やや弱し,コ ー
ム粒子を多量合む。

7.5YR5/4

第111図 Hl号住居址カマド実悧1図

A―

|

(1:31y)
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1 竪穴住居址

1)Hl号住居址
Hl号住居llLは、上大林遺跡の調査区北側、か。き-3～ 5グ リッド内に位置し、上大林遺跡

全体層序第Ⅳ層上面において単独で検出された。

平面形態は、南北460cm、 東西504cmを 測 り、東西にやや長い方形を呈 している。主車白方位はN一

30.5° 一Wを指す。また床面積は20.25m2を 測る。

覆土は 5層 に分割された。なお第 2層中より炭化材が出上 し、南西コーナーの床面では焼上の

堆積が確認された。

確認面からの壁残高は、9.5～ 32cmを 浪1り 、壁体は全体層序第Ⅳ層の明責褐色ロームを利用し、

平滑で堅固である。床面はおおむね平坦で貼床と周溝が認められた。貼床は住居址覆土第 6層 に

よって貼られている。周濤は一部を除いて全周する。

ピットは、主柱穴 4個 (Pl～ P4)、 補助柱穴 5個 (P5～ P9)、 入口施設に伴う柱穴 2個 (P10。

P ll)、 貯蔵穴 1個 (P12)の 計12個が検出された。また周溝内より17イ回のピットが確認された。

カマ ドは北壁中央やや東寄 りで検出された。残存状況は比較的良好で、煙道天丼部が残存 して

いた。規模は、焚口より煙道出口まで114cm、 袖部最大巾104cmを測る。また右側の袖は長さ83cm

で巾32cm・ 高さ5,5～ 22cm、 左側の袖は長さ79cmで 巾35cm・ 高さ16～ 21.5cmを 測る。覆土は 4層 に

分割された。またカマ ド各部の構築状況は以下のとおりである。袖部は第 8層 。第 7層 。第 6層・

第 5層 によって、燃焼部と焚日・煙道下部は第 7層 によって構築される。なお第 5層は第 6層が

熱を受けて変色 したと認識 した。

本住居址は焼失住居で、住居址南西コーナーを中心に炭化材が出土 した。

遺物は土師器の甕・郭・高lTh等が出土した。

以上より本住居址は、古墳時代後期中葉に位置付けられる。

2)H2号 住居址

H2号住居址は、下聖端遺跡の調査区南側、ふ。ヘー86～ 88グ リッド内に位置 し、下聖端追跡全

体層序第Ⅳ層上面において検出され、東南FTRをMl号 溝状遺構に破壊される。

平面形態は、南北450cm、 東西478cmを 測 り、方形を呈 している。主軸方位はN-11°一Wを指す。

また床面積は1926m2を 測る。

覆土は 2層 に分害1さ れた。なお第 2層 中より炭化材が出土 した。
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�̈斡斡斡域域α④
|

7269m_B′

(1 180)

1 黒褐色土層 粘性やや強し。ローム粒子・パミス小粒以下微量合む。
10YR2/2

2 晴褐色土層 粘性弱し。ローム粒子少量、焼土粒子・炭化粒子・炭化材
小片を微量合む。10YR3/3

3 果褐色土層 粘性弱し。パミス・ローム粒子微量合む。10YR2/2

第112図  H2号 住居址実測図

確認面からの壁残高は、75～ 18.5cmを 測 り、壁体は全体層序第Ⅳ層の明黄褐色ロームを利用 し、

平滑で堅国である。床面はおおむね平坦で貼床と周濤が認められた。貼床は第 3層 によって貼ら

れている。周濤は一部を除いて全周する。

③
Ｐ２
・４‐
　
　
　
　
　
　
◎
Ｐ３
・４５

①
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◎
玲
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褐 色 土 層 粘1生弱し。焼土
主体。7.5YR4/6

黒褐色土層 粘性弱し。ローム
粒子少量、粘土・焼

上粒子微量含む。

7.5YR3/2

暗褐色土層 粘性弱し。パミス
大粒以下微量、ロ

ーム粒子少量合む。

10Y R3/3

暗掲色土層 粘性弱し。パミス
小粒以下微量、ロ

ーム粒子少量合む。

10YR3/4

黒褐色土層 粘性弱し。パミス
小粒以下微量含む。

10YR2/2

褐 色 土 層 粘性弱し。パミス
小粒以下微量、ロ

ーム粒子多量含む。

10YR4/6

第■3図  H2号住居址カマ ド実測図

ピットは、主柱穴 4個 (Pl～ P4)、 入日施設に伴う柱穴 1個 (P5)、 貯蔵穴 1個 (P6)の計 6

個が検出された。また周濤内より38個のピットが確認された。

カマ ドは北壁中央やや東寄りで検出された。残存状況は極めて悪く、燃焼部・袖部の一部が残
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存するのみであった。残存する規模は、焚口より煙道出口まで138cm、 袖部最大巾164cmを測る。

また右側の袖は長さ67cmで 巾58cm。 高さ1.5～ 3.5cm、 左側の袖は長さ80cmで巾52cm・ 高さ3.5～ 9

cmを測る。覆土は 2層 に分割された。また残存するカマ ド各部の構築状況は以下のとおりである。

袖部は第 3層 。第 4層 によって、燃焼部と焚口・煙道下部は第 3層 。第 4層・第 5層・第 6層 に

よって構築される。

遺物は土師器の甕・甑・不等が出土した。

以上より本住居址は、古墳時代後期中棄に位置付けられる。

3)H3号 住居址

H3号住居址は、下聖端遺跡の調査区南側、へ・ほ-89・ 90グ リッド内に位置し、下聖端遺跡全

体層序第Ⅳ層上面において検出され、北側をMl号濤状遺構に床面中央をT6号・T7号特殊遺

構によって破壊される。

平面形態は、南北458cm、 東西546cmを測り、東西に長い方形を呈している。主軸方位はN-11°一

Wを指す。また現存する床面積はT6・ T7を合め20,15ぽ を測る。

覆土は 9層 に分割された。なお第 5層 と第 6層 はT6・ T7の構築によって成立した層と考え

らイ化る。

確認面からの壁残高は、28～ 49cmを測り、壁体は全体層序第Ⅳ層の明責褐色ロームを利用し、

平滑で堅回である。床面はおおむね平坦で貼床と周溝が認められた。貼床は第10層 によって貼ら

れている。

ピットは、主柱穴 2個 (Pl・ P2)の みが検出された。

カマ ドは北壁中央やや東寄りで検出され、北側半分をMlに よって破壊される。残存する規模

は、南北52cm、 袖部最大巾113cmを測る。また右側の袖は長さ42cmで 巾49cm・ 高さ5～ 20cm、 左側

の袖は長さ27cmで 巾30cm・高さ6～ 26cmを ,員1る。なお左右の袖石と袖の天丼石が残存していた。覆

土は 7層 に分割された。残存するカマ ド各部の構築状況は以下のとおりである。袖部は第 8層・

第 9層 によって、燃焼部と焚日は第 9層 によって構築される。

また覆土より次の事が確認された。住居址廃棄→住居址焼失→第 8・ 9層成立→T6・ T7構

築→第 5'6層成立→T6・ T7埋土 (T6・ T7覆土)→第 4～ 1層成立

遺物は土師器の甕・甑 。好、須恵器の聰・蓋辱等が出上した。

以上より本住居址は、古墳時代中期後葉に位置付けられる。
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④

一

一 B

1黒 掲 色 土 層

2暗 褐 色 土 層

3黒 色 土 層

4黒 褐 色 土 層

5暗 褐 色 土 層

6 にぶい責橙色土層

7暗 褐 色 土 層

8黒 掲 色 土 層

9 におfい責褐色土層

10黄 掲 色 土 層

パミス極小粒微量合む。10Y R2/2

″ミス極小粒・炭化材小片・ローム粒子微量合む。10YR3/8

パミス微量合む。10YR2/1

炭化材小片・パミス微量合む。10YR2/3

ローム粒子(プロック状)小量合む。10YR酔0

ローム(プロック状)主体。10YR6/4

ローム粒子少量、パミス微量合む。10YRvt

炭化粒子微量含む。10YR2/2

ローム主体。10YR5/3

ローム主体。10YR5/6

第114図 H3号住居址実測図

0◇

（〔
】
）
Ｐ‐
・５‐

―-126-―



”

―
”

ｌ
′

― A

1 暗赤編色土層

2 にぶヽ`赤欄釧据

3 暗褐色土層

[ぶ,域鰯

具掘色土層

6褐 色 上 層

7 明赤鶴色土層

B 異鶴色土層

9褐 色 土 層

ローム1粒子少量、炭化粒子・

粘上粒子微量合む。

5YR3/3

ローム粒子 `焼上粒子少

1量含む。5YR4/3

ローム粒子微量含む。

10YR3/3

■―あ主体。ldVR5/3

,―ム粒子級量合む。
1,YR2/3

ローム主体。19YR4/4

娩土主体。,Y Ri/6

粘主主体。10Vミ 2/2

ローム主体。テヾミス中粒

以下微量合む。7.5YR4/3

(1130)

第■5図 H3号住居址カマド実測図
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4)H4号 住居址

1 黒 褐色土層

2 極暗掘色土層

3黒 褐 色土 層

4 にない黄褐色土層

5 黒 褐色土層

o   (1:80)   2m

粘性やや弱し。パミス極小粒・砂粒を微量合む。5YR3/1

ホ軸上弱し。ローム粒子少量、焼土・炭化粒子を微量合む。5YR2/3

粘性やや弱し。パミス中粒以下微量合む。10YR2/3

粘性弱し。パミス中粒以下微量合む。ローム主体。10YR5/4

粘性弱し。パミス中粒微量合む。10Y R3/2

第■6図  H4号住居址実測図
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黒褐色土層 粘性やや弱し。粘土粒
子●腕土粒子微量合む。

10YR3/2

赤鶴色土層

暗赤獨色土層

暗務色土層

雅性弱t。 焼主主体。

5 YR4/6

猫佳議し,粘主主体よ
5 YR3/2

粕性やや弱し。ローム

粒子・パミス中粒.基土

粒子微還含む。7.5VR3/3

第■7図 H4号住居址カマr実測図
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H4号住居JILは、下聖端遺跡の調査区南側、は。ひ-90・ 91グ リッド内に位置し、下聖端遺跡全

体層序第Ⅳ層上面において検出され、Ml号 濤状遺構 と攪乱によって破壊される。

平面形態は、南北378cm(南壁張出部を合めた場合424cm)、 東西556cmを 測 り、東西に長い方形

を呈 している。主軸方位はN-19°一Wを指す。また現存する床面積は15.781n2を 測る。

覆土は 2層 に分害1さ れた。なお第 2層中より炭化材が出土した。

確認面からの壁残高は、45～ 20cmを測 り、壁体は全体層序第Ⅳ層の明黄褐色ロームを利用し、

平滑で堅固である。床面はおおむね平坦で貝占床と周濤が認められた。貼床は第 3層・第 4層・第

5層 によって貼 られる。周濤は北東コーナーを除く全周を廻っていたと考えられる。

ピットは、主柱穴 2個 (Pl・ P2)の みが検出された。

カマ ドは北壁中央東寄りで検出され、北側をMlと 攪乱によって破壊される。残存する規模は、

南北128cm、 袖部最大巾103cmを 測る。また右側の袖は長さ58cmで 巾45cm・ 高さ35～ 7.5cm、 左側

の袖は長さ60cmで 巾37cm・高さ9～ 14cmを 測る。なお甕転用支脚と安山岩製支脚石を転用 した支脚

固定台が残存 していた。覆土は 2層 に分割された。残存するカマ ド各部の構築状況は以下のとお

りである。袖部は第 3層・第 4層 によって、燃焼部は第 4層 によって構築される。また右の袖部

には安山岩が構築材として使われていた。

本住居址は焼失住居址で北東隅の床面から多量の焼土が、床面北西部を中心に炭化材が検出さ

れた。

遺物は土師器の甕・甑・不・手捏、須恵器の邪蓋等が出土 した。

以上より本住居址は、古墳時代後期前葉に位置付けられる。

5)H5号 住居址

H5号住居址は、下聖端遺跡の調査区中央、の～ひ-87～ 89グ リッド内に位置し、下聖端遺跡

全体層序第Ⅳ層上面において単独で検出された。

平面形態は、南北551cm、 東西は519cmを測り、やや南北に長い方形を呈している。主軸方位は

N-16°一Eを↓旨す。また床面積は28.15m2を 測る。

覆土は 5層 に分割された。なお、炭化材は第 3層中及び第 3層上面において検出された。また

第 5層は柱痕である。

確認面からの壁残高は、12.5～ 41cmを測り、壁体は全体層序第Ⅳ層を利用し、平滑で堅固であ

る。床面はおおむね平坦で貼床と周濤が認められた。貼床は第 6層 によって貼られていた。また

第 7層 は柱を据える際の埋土と考えられる。周溝は、貯蔵穴南側で途切れる他は全周していた。

壁はほとんど垂直に立ち上がり、各コーナーは直角を呈している。
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一 A

1 黒褐色 土層 粘性やや弱し。パミス極小粒とローム粒子を微量、炭化材小片を少量合む。

2 暗褐色 土層 粘性やや弱し。ローム粒子と炭化粒子を少量含む。

3 掲 色 土 層 粘性やや弱し。焼土ブロック(にぶい赤 lF」色土)。 焼土粒子・炭化材小片 炭化粒子を多量合む。

4 にぶい黄褐色土層 粘性弱し。ローム粒子を多量、炭化粒子と焼土粒子を少量含む。

5 黒 色 土 層 粘性やや弱し。炭化材小片と炭化粒子を少量含む。

6 責褐色 土層 粘性やや強し。ローム粒子を多量合む。

7 黒褐色 土層 粘性やや強し。ローム粒子を微量含む。
0    (1:80)   2m

第■8図  H5号 住居址実測図
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④

黒 褐 色 土 層 粘性やや弱し。炭化

材小片と粘土粒子を

微量合む。

2 暗赤褐色土層

3灰 褐 色 土 層

4黒 褐 色 土 層

5赤 褐 色 土 層

6赤 褐 色 土 層

7赤 灰 色 土 層

8灰 赤 色 土 層

9 にぶい赤褐色土層

10暗 褐 色 土 層

粘性やや弱し。炭化

材小片と粘土粒子を

少量合む。

粘性やや弱し。ロー

ム粒子と粘土粒子・

焼土粒子を少量合む。

粘性弱し。炭化粒子と焼土粒

子を少量合む。

粘性弱し。ローム粒子と焼土

粒子を少量合む。

粘性弱し。焼主主体。炭化粒

子を微量合む。

粘性強し。粘土主体。被熱で変色。

粘性やや強し。粘土主体。ローム粒子を少量含む。被熱で変色。

粘性やや弱し。ローム粒子を多く含む。被熱で変色。

粘性やや弱し。ローム粒子と炭化粒子を少量合む。

725坐
B′

第■9図 H5号住居址カマ ド実測図
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lm

第120図 H5号住居址カマ ド掘方実測図

ピットは、主柱穴 4個 (Pl～ P4)、 補助柱穴 3個 (P5～ P7)、 入口施設 1個 (P8)、 貯蔵穴 1

個 (P9)の計 9個が検出された。 P9は北側にテラスを持つことより板蓋が想定される。

カマ ドは北壁中央よりほぼ完全な形で検出された。規模は、焚口より煙道出口まで187cm、 袖部

最大巾■7cm、 かけ穴の巾44clnを 測る。また右側の袖は長さ89cmで 巾36cm。高さ30～ 20cm、 左側の

袖は長さ104cmで 巾45cm・高さ32.5～ 23.5omを 測る。東側の袖石は 2個で長さ32cmと 17cmの安山岩

で、左側の袖石は長さ38omの安山岩である。袖部の天丼石は安山岩製で、長さ28cln X 23cmで 厚さ

8～ 10cmを測り、左袖石よりずり落ちた状態で検出された。覆土は 6層 に分割された。またカマ ド

各部の構築状況は以下のとおりである。袖部は全体層序第Ⅳ層の明黄褐色ロームを基礎とし、第

7層 と第 8層 によって構築される。燃焼部と焚日は、第10層が貝占られて構築される。煙道の天丼

部は第 7層 によって構築され、煙道下部は第10層 と第 7層が貼られて構築される。

本住居址からは屋根材を中心とした炭化材が多量に出土した。

遺物は土師器の甕 。甕転用甑・邦・高邪と須恵器の高邪、土製支脚、鉄鏃、臼玉、石製模造品、

不明銅製品等が出上した。

以上より本住居址は、古墳時代中期後葉に位置付けられる。

-133-―



ヽ
該
域
∞

第121図 H5号住居址炭化材出土状況実測図

6)H6号 住居址

H6号住居址は、下聖端遺跡の調査区南側、ひ・ふ-88。 89グ リッド内に位置し、下聖端遺跡全

体層序第Ⅳ層上面において検出され、Ml号 濤状遺構 とF6号掘立柱建物址によって破壊される。

平面形態は、南北368cm、 東西395cmを 測 り、方形を呈 している。主軸方位はN-22°一Wを指す。

また現存する床面積は9.31m2を 、推定で14.63cmを 測る。

覆土は 3層 に分割された。なお第 3層 中より多量の炭化材が出土 した。

確認面からの壁残高は、14～ 27cmを測 り、壁体は全体層序第Ⅳ層の明責褐色ロームを利用し、

平滑で堅固である。床面はおおむね平坦で鼎床と周濤が認められた。貼床は第 4層・第 5層 によっ
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725 7m B′

1 褐灰色土層 粘性弱し。砂粒を多量合む。10YR5/1

2 黒褐色土層 粘性やや強し。焼土粒子・炭化粒子を少量合む。
5YR2/1

3 にぶヤ珠禍色土層 粘性やや強し。焼土粒子多量、炭化材を少量合む。
2.5YR4/3

4 暗褐色土層 粘性やや弱し。ローム粒子(ブロック状)少量、
パミス極大粒を微量合む。10YR3/4

5 褐色 土層 粘性弱し。ローム主体。・ パミス大粒を微量合む。
10Y R4/4

6 褐色 土層 粘性弱し。ローム主体。10YR4/6

第122図 H6号住居址実測図

―
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藍こと)平

0

暗赤褐色土層 焼土主体。2.5Y R3/6

黒 褐色土層 粘性弱し。炭化粒子微
量合む。10YR2/2

第123図 H6号住居址カマ ド実測図

て貼られる。

ピットは、主柱穴 4個 (Pl～ P4)、 入日施設に

伴う柱穴 1イ回 (P5)、 貯蔵穴 1個 (P6)の計 6個

が検出された。

カマ ドは北壁中央で検出され、北側をMlに
よって破壊される。残存状況は極めて悪く、燃焼

部の一部が残存するのみだった。残存する規模は、

南北36cm、 東西38clnを 測る。覆土は 1層のみが確

認さ紀た。残存する燃焼部は、第 2層 によって構

築される。

また、Plと P4間で炉が検出された。規模は59

cm× 53cmで東西に長い楕円形を呈する。深さは10

cm内外を測り、焼上が確認された。

本住居址は焼失住居址で、床面はかなり焼け、

燃え残った炭化材が散乱していた。

遺物は土師器の甕・甑・邪等が出土した。

以上より本住居址は、古墳時代中期後葉に位置

付けられる。

7)H7号 住居址

H7号住居址は、下聖端遺跡の調査区南側、そ。た-84・ 85グ リッド内に位置し、下聖端遺跡全

体層序第Ⅳ層上面において単独で検出された。

平面形態は、南北456cm、 東西444cmを測り、方形を呈し、主軸方位はN-4°一Eを指す。また現

存する床面積は18.03m2を 測る。

覆土は 6層 に分割された。なお第 6層 は柱痕である。

確認面からの壁残高は、0.5～ 25.5cmを 測り、壁体は全体層序第Ⅳ層の明責褐色ロームを利用し、

平滑で堅固である。床面はおおむね平坦で貼床と周濤が認められた。貼床は第 9層 によって貼ら

れる。また第 7層 。第 8層 は柱を据える際の埋土と考えられる。

ビットは、主柱穴 4個 (Pュ ～P4)、 入口施設に伴う柱穴 2個 (P6・ P7)、 貯蔵穴 1個 (P8)、
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1 にぶし韻調色J冒

728a■
A′

o   (1:SO)   2m

粘性やや弱し。焼土粒子・炭化粒子・炭化材小片・ロ

ーム粒子を少量、パミス小粒微量合む。10YR4/3

粘性やや弱し。炭化材小片。ローム粒子少量合む。10YR3/4

粘性弱し。焼土粒子・ローム粒子少量合む。5YR2/3

粘性弱し。焼土粒子・ローム粒子少量、炭化材小片

多量合む。7.5YR3/3

粘性弱し。炭化材小片少量、ローム粒子多量合む。7 5YR4/2

粘性やや強し。炭化粒子・炭化材小片多量合む。10YR2/2

粘性やや弱し。炭化粒子微量、ローム粒子・パミス

極小粒少量合む。10YR3/3

粘性弱し。ローム粒子多量合む。10YR4/6

粘性やや弱し。ローム粒子少量、パミス微量合む。10YR2/2

2

3

4

5

6

7

8

9

暗褐色土層

極暗褐色土層

暗褐色土層

灰褐色土層

黒褐色土層

暗褐色土層

褐 色 土 層

黒褐色土層

第124図 H7号住居址実測図
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1 暗赤褐色土層 粘性やや弱し。炭化粒
子・焼土粒子少量合む。

5YR3/4

2 暗赤褐色土層 粘性やや弱し。焼土粒
子多量、炭化粒子・粘土

少量合む。2 5YR3/6

3 黒褐色土層 米占性やや弱し。焼土主
体。炭化粒子少量合む。

5YR2/1

4 暗赤灰色土層 粘性強し。粘土主体。ロ
ーム粒子・粘土粒子多

量合む。10YR5/4

5 にぶい黄褐色土層 粘性やや強し。ローム
粒子・粘土粒子多量合

む。10YR5/4

6 にAヽ赤褐色土層 粘性やや強し。ローム
粒子・粘上粒子多量合

む。10Y R5/4

7 偶 色 土 層 粘性やや弱し。ローム
粒子多量、炭化粒子微

量合む。7.5YR4/4

8 暗褐色土層 粘性やや弱し。ローム
粒子少量、炭化粒子微

量合む。10YR3/3

第125図 H7号住居址カマ ド実測図
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その他 1個 (P5)の計 8個が検出された。また周濤内より4イ回のピットが検出された。カマ ドは

北壁中央やや西寄りで検出された。残存状況は、煙道天丼部は残っていたものの左右袖石・袖天

井石は失われていた。残存する規模は焚口より煙道出目まで153cm、 袖部の巾107cmを測る。また

東側の袖は長さ65伽で巾31cm・ 高さ13～ 16.5cm、 西側の袖は長さ78cmで 巾43cm・ 高さ15～ 17cmを

沢Iる 。覆土は 3層 に分割された。残存するカマ ド各部の構築状況は以下のとおりである。袖部は

第 4層 ～第 7層 によって、燃焼部と焚日は第10層 によって、煙道下部は第 4層 によって、煙道天

井部は第 4層 と第 5層 によって構築される。また袖部には高邪の破片が、煙道天丼部には甕の破

片が補強材として使われていた。

本住居l■は焼失住居址で、床面はかなり焼け、覆土中より焼土と炭化材小片が検出された。

遺物は土師器の甕 。郷・高辱・臼玉等が出土した。

以上より本住居址は、古墳時代後期中葉に位置付けられる。

8)H8号 住居址

H8号住居址は、下聖端追跡の調査区南側、 し～せ-81～ 83グ リッド内に位置し、下聖端遺跡

全体層序第Ⅳ層上面において検出され、東壁の一部をD78号土坑に、北壁のカマ ド付近を攪乱に

よって破壊される。

平面形態は、南北524cm(南壁張出部を合めると634cm)、 東西526cmを測り、方形を呈し、主軸

方位はN-1°一Eを指す。また床面積は2523m2を 潰1る。

覆土は 8層 に分割された。

確認面からの壁残高は、8～ 27cmを測り、壁体は全体層序第Ⅳ層の明責褐色ロームを利用し、平

滑で堅固である。床面はおおむね平坦で貼床と周濤が認められた。貼床は第 9層 によって貼られ

る。またピットの柱痕は確認できなかった。

ピットは、主柱穴 4個 (Pl～ P4)、 入口施設に伴う柱穴 1個 (P5)、 貯蔵穴 1個 (P7)、 その

他 1個 (P6)の計 7個が検出された。また周濤内より51個のピットが検出された。

カマ ドは北壁中央で検出され、攪乱により北側を破壊される。残存状況は極めて悪く、攪乱に

よりほとんど破壊されていた。安山岩製の左側袖石と袖天丼石は残存していたが、袖構築材
・袖

石・煙道天丼石等はカマ ド東側を中心に散乱していた。残存する規模は焚口より煙道出日まで167

cm、 袖部の巾112cm(推定値)を 測る。また現存する左側の袖は長さ55cmで 巾40cm・高さ16～ 18cm

を測る。覆土は 3層 に分害1さ れた。残存するカマ ド各部の構築状況は以下のとおりである。袖都

はローム造り出しで、その上に第 4層・第 6層 ～第 8層が貝占られて構築される。また燃焼部と焚

日は第 4層・第 5層 によって、煙道下都は第 6層 によって構築される。なお袖天丼石は上からの
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Q

1 黒褐色土層

2 暗褐色土層

3 褐 色 土 層

4 黒褐色土層

5 黒掲色土層

6 褐 色 土 層

7 暗褐色土層

8 暗掲色土層

9 黒褐色土層

――A B――

o   (1:80)  2m

粘性やや弱し。炭化粒子少量、焼土粒子微量合む。7.5YR3/1

粘性弱し。ローム粒子・焼土粒子微量合む。7 5YR3/3

粘性弱し。ローム粒子多量合む。7 5YR4/6

粘性やや弱し。ローム粒子・パミス微量合む。10Y R3/2

粘性やや弱し。パミス・炭化粒子微量合む。10YR2/2

粘性弱し。ローム粒子多量、パミス微量合む。10Y R4/6

粘性弱し。ローム粒子少量、パミス微量合む。10Y R3/8

粘性弱し。ローム粒子・パミス微量合む。10Y R3/4

粘1生弱し。ローム粒子・パミス微量合む。10YR2/3

第126図 H8号住居址実測図
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暗褐色土層 粘性やや弱し。焼上粒
子・粘土粒子微量、コー

ム粒子少量合む。7.5Y R3/4

灰褐 色土層 粘性やや弱し。焼土粒
子・ホ占土粒子少量、ローム粒

子微量合む。7 5YR4/2

黒褐色土層 粘性やや弱し。焼土主
体。炭化粒子多量含む。

7.5YR3/1

暗赤褐色上層 粘性やや強し。炭化粒
子・粘土粒子多量合む。

5YR3/6

黒褐色土層 粘1生やや強し。ローム
粒子微量合む。5Y R2/1

にぶtヽ黄髄 土層 粘性やや弱し。ローム
粒子多量、粘土粒子少

量合む。10YR5/4

に魚 赤ヽ翔餌J冒  粘性やや弱し。粘上粒
子・焼土粒子少量合む。

5YR4/3

晴褐色土層 粘1生やや弱し。ローム
粒子少量・粘上粒子微量合

む。10Y R3/4攪乱影響成立層

第127図 H8号住居址カマ ド実測図
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圧力により、焚口に食い込んでいたと想定される。

本住居址は焼失住居址で、床面はかなり焼け、覆土中より焼土と炭化材が検出された。

遺物は土師器の甕・甑・邪等が出上した。

以上より本住居址は、古墳時代後期中葉に位置付けられる。

9)H9号 住居址

H9号住居址は、下聖端遺跡の調査区南側、ち。つ-77～ 79グ リッド内に位置し、下聖端遺跡全

体層序第Ⅳ層上面において単独で検出され、北壁カマ ド付近を攪乱によって破壊される。

平面形態は、南北438cm、 東西464cmを測り、方形を呈し、主軸方位はN-10°一Eを指す。また

床面積は17.014m2を 測る。

覆土は 5層 に分割された。なお第 6層 は柱痕である。

確認面からの壁残高は、40～ 51cmを測り、壁体は全体層序第Ⅳ層の明責褐色ロームを利用し、

平滑で堅固である。床面はおおむね平坦で貼床と周溝が認められた。貼床は第 7層 によって貼ら

れる。また第 6層 は柱を据える際の埋土と考えられる。

ピットは、主柱穴 4個 (Pl～ P4)、 補助柱穴 2個 (P5・ P6)、 入口施設に伴う柱穴 4個 (P7

～ P lO)、 貯蔵穴 1個 (P ll)の計■個が検出された。また周濤内より12個のピットが検出された。

カマ ドは北壁中央で検出され、西側袖と煙道左側を攪乱により破壊される。残存状況は、煙道

天丼部は残っていたものの左右袖石・袖天丼石は失われていた。残存する規模は焚口より煙道出

口まで113cm、 袖部の巾73cmを測る。また右側の袖は長さ51cmで 巾25cm。高さ31～ 16.5cm、 左側の

袖は長さ56cm(推定値)で巾24cm。 高さ10～ 15.5cmを 浪1る 。覆土は 6層 に分割された。残存する

カマ ド各部の構築状況は以下のとおりである。袖部は第 7層～第 9層 によって、燃焼部と焚回は

第 9層 によって、煙道下部と煙道天丼部は第 7層 によって構築される。

本住居址は焼失住居址で、覆土第 4層 中より焼土と炭化材小片が検出された。

遺物は土師器の甕・邪等が出土した。

以上より本住居址は、古墳時代後期中葉に位置付けられる。
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| ④

(1180)   2m

1 黒褐色土層

2 黒褐色上層

3 暗褐色土層

4 暗褐色上層

5 責掲色土層

6 褐 色 土 層

7 掲 色 土 層

粘性弱し。パミス砂粒微量合む。10YR2/3

粘性弱し。パミス砂粒 。ローム粒子微量合む。10YR3/2

粘性弱し。パミス砂粒・ローム粒子微量合む。10YR3/4

粘1生弱し。炭化粒子多量、焼土粒子少量合む。10YR3/3

粘性弱し。ローム粒子多量含む。10YR5/6

粘性弱し。ローム粒子多量含む。10YR4/6

粘性弱し。ローム粒子少量合む。10YR4/4

第128図 H9号住居址実測図
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暗赤褐色土層

粘性弱し。焼土粒子少量、ローム粒子微

量合む。5YR3/2

にぶい赤褐色土層

粘性強し。粘土粒子多量、焼土粒子・炭

化粒子少量合む◇5YR5/3

にぶい赤褐色土層

粘性強し。粘土粒子・焼土粒子多量合む。

2.5YR4/3

褐 色 上 層

粘性弱し。ローム粒子多量、焼土粒子少

量合む。7.5Y R4/4

暗赤褐色土層

粘性やや強し。焼土・粘土粒子多量合む。

2.5YR3/2

褐 色 土 層

粘性やや弱し。焼土主体。粘土粒子・コ

ーム粒子少量合む。7.5YR4/4

赤褐色上層

粘性強し。粘主主体。10YR5/3

にぶい黄褐色上層

粘性強し。粘土粒子・ローム粒子多量合む。10YR5/3

暗褐色土層

粘性やや弱し。ローム粒子・炭化粒子少量合む。7 5YR3/3

第129図 H9号住居址カマ ド実測図
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10)H10号住居址

1 暗 褐 色 土 層 粘性弱し。パミス砂粒 。ローム粒子微量合む。10YR3/3

2 によい黄褐色土層 粘1生弱し。ローム粒子少量、パミス・砂粒微量含む。10YR4/3

3 黒 掲 色 土 層 粘 l■弱し。パミス微量合む。10YR3/2

4 暗 褐 色 土 層 粘性弱し。ローム粒子少量、パミス・砂粒微量合む。10YR3/3

5 褐 色 土 層 粘性弱し。ローム粒子多量、パミス微量含む。10Y R4/4

第130図 H10号住居址実測図

H10号住居址は、下聖端遺跡の調査区南側、せ・そ-77・ 78グ リッド内に位置し、下聖端遺跡全

体層序第Ⅳ層上面において単独で検出され、東壁と南東コーナー・南東床面の一部を攪乱によっ

て破壊される。

平面形態は、南北349clla、 東西454cmを測り、東西に長い方形を呈する。主軸方位はN-7°一W

を指す。また床面積は14.81m2を 測る。

覆土は 3層 に分割さんた。
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7"4聖
 A′

暗赤褐色土層

にぶt坊鵜色」冒

灰褐色土層

掲 色 土 層

5褐 色 土 層

褐 色 土 層

にぶい橙色上層

黄褐色土層

明褐色土層

粘性弱し。焼土粒子少量、ローム粒子微

量合む。5YR3/3

粘性やや弱し。焼土粒子・粘土粒子少量

合む。5YR4/4

粘性やや弱し。焼土粒子・粘土粒子・炭

化粒子多量合む。2.5YR4/2

粘性弱し。焼土粒子・粘土粒子微量、ロ

ーム粒子多量含む。7.5YR4/3

粘性やや弱し。焼土粒子微量、粘土粒子

・ローム粒子少量合む。7 5YR4/6

粘性やや弱し。粘土粒子微量、ローム粒

子多量合む。10YR4/4

粘性強し。粘土主体。5Y R6/3

粘性やや強し。粘土粒子少量、ローム粒

子多量合む。10YR5/6

粘性弱し。ローム粒子多量、パミス極小

粒微量合む。7.5YR5/6

―
―
　
〕
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第131図 H10号住居址カマ ド実測図
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確認面からの壁残高は38.5～ 59cmを測る。壁体は全体層序第Ⅳ層の明責褐色ロームを利用し、

平滑で堅国である。床面はおおむね平坦で貼床と周濤が認められた。貼床は第 5層 によって貼ら

れる。

ピットは、主柱穴 4個 (Pl～ P4)、 補助柱穴 4個 (P5～ P8)、 入口施設に伴う柱穴 3個 (P9

～P ll)、 貯蔵穴 1個 (P12)の計12個が検出された。

カマ ドは北壁中央やや東寄りで検出された。残存状況は、極めて悪く左右の袖がかろうじて残

るのみであった。また袖石と考えられる安山岩が 2個、北壁西側で検出された。残存する規模は

焚口 (推定)よ り煙道出口まで148cm、 袖部の巾101cmを浪1る。また右側の袖は長さ49cmで巾41cm・

高さ5.5～ 10 5cm、 左側の袖は長さ74cmで 巾38cm・高さ7～ 18cmを 測る。覆土は 6層 に分割された。

残存するカマ ド各部の構築状況は以下のとおりである。袖部は第 7層～第 9層 によって、燃焼部

と焚口。煙道下部は第 9層 によって構築される。

遺物は土師器の甕・不等が出土した。

以上より本住居址は、古墳時代後期中葉に位置付けられる。

11)H ll号住居址

Hll号住居址は、下聖端追跡の調査区南側、け～さ-73～ 75グ リッド内に位置し、下聖端遺跡

全体層序第Ⅳ層上面において単独で検出された。

平面形態は、南北624cm(南側貼出部を合めると747cm)、 東西662cmを測る方形を呈する。主車由

方位はN-6° 一Wを指す。また床面積は37.1ぽ を測る。

覆土は 5層 に分割された。

確認面からの壁残高は20.5～ 33cmを測る。壁体は全体層序第Ⅳ層の明責褐色ロームを利用し、

平滑で堅固である。床面はおおむね平坦で貼床と周濤が認められた。貼床は第 6層 によって貼ら

れる。

ピットは、主柱穴 6個 (Pl～ P6)、 補助柱穴 4個 (P7～ P iO)、 入口施設に伴う柱穴 1個 (P ll)、

貯蔵穴 1個 (P12)の計12個が検出された。また周濤内より59個のピットが検出された。

カマ ドは北壁中央で検出された。残存状況は比較的悪く、煙道天丼部が失われていた。また煙

道の天丼石 。袖の構築材としての安山岩が床面に散乱していた。残存する規模は焚口より煙道出

口まで154釦、袖部の巾70cmを測る。また右側の袖は長さ78cmで 巾19伽・高さ6～ 26cm、 左側の袖は

長さ96釦で巾29cm・ 高さ10～ 25.5cmを 測る。覆土は 3層 に分害1さ れた。残存するカマ ド各部の構

築状況は以下のとおりである。袖部は第 4層 ～第 6層 および安山岩によって、燃焼部と焚日は第

4層 ～第 6層 によって、煙道下部は第 4層 。第 6層 によって構築される。
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第132図  H ll号住居址カマ ド実測図

黒褐色土層 粘性やや弱し。パミス小粒・炭化粒子・
粘土粒子少量合む。7 5YR2/1

黒色 上層 粘性やや強し。炭化粒子・粘土粒子多
量合む。7.5YR2/1

暗褐色土層 粘隆やや強し。炭化粒子・粘土粒子・
焼土粒子多量合む。7.5YR3/3

褐灰色上層 粘性強し。粘土主体。7.5Y R4/1

灰褐色土層 粘性強し。粘土主体。ローム粒子少量
合む。7.5Y R4/2

褐 色土層 粘性弱し。ローム粒子多量合む。
7.5YR4/4
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1黒 褐 色 土 層

2黒 褐 色 土 層

3暗 褐 色 土 層

4黒 褐 色 土 層

5褐 色 土 層

6 にぶい貢褐色土層

,一 A'

粘性やや弱し。ローム粒子・パミス微量合む。10YR2/2

粘性やや弱し。ローム粒子・パミス・焼土粒子・炭化粒子微量合む。10YR2/3

粘性弱し。ローム粒子少量、パミス・炭化粒子微量合む。10YR3/3

粘性やや弱し。ローム粒子・パミス・炭化粒子微量含む。10YR3/2

粘性弱し。ローム粒子少量、パミス微量合む。10YR4/4

粘性弱し。ローム粒子多量、パミス微量合む。10YR5/3
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第133図  H■号住居址実測図
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本住居址は焼失住居址で、床面北東部を中心に焼土と炭化材が検出された。

遺物は土師器の甕・不等が出上した。

以上より本住居址は、古墳時代後期中葉に位置付けられる。

12)H12号住居址

|   ~

く

0   (1180)  2m

l 黒褐色土層 粘性弱し。パミス微量合む。10YR3/2
2 異禍色土層 粘性やや強し。パミス・炭化粒子微量合む。10YR2/2
3 暗褐色土層 粘性弱し。ローム粒子少量、焼土粒子・炭化粒子微

量合む。10Y R3/3

4 黒褐色土層 粘性弱し。パミス・ローム粒子微量合む。10YR2/3

第134図 H12号住居址実測図

H12号住居址は、下聖端遺勤の調査区南側、お。か-71・ 72グ リッド内に位置し、下聖端遺跡全

体層序第Ⅳ層上面において単独で検出された。なお南東半分は調査区域外であるも

確認された現存規模は、北壁で274cm、 西壁で286clnを測り、方形を呈すると考えられる。主軸

方位はN-9°一Wを指す。また現存する床面積は3.25m2を 測る。  ヽ

覆土は 3層 に分割された。

P2

P3
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1 暗赤褐色上層

2 明責掲色土層

3 にぶい赤偶色土層

4 黄橙色上層

5 にぶい黄褐色土層

6 黒褐 色土層

7 明赤褐色土層

8 にぶい褐色土層

9 責褐 色土層

10黒 色 土 層

粘性やや強し。粘土粒子・焼土粒子多量合

合む。5YR3/6

粘性やや強し。粘上粒子・ローム粒子多

量合む。10YR6/8

粘性やや強し。粘土粒子・焼土粒子多量合

む。5YR5/4

粘性やや強し。ローム粒子・粘土粒子多

量合む。10YR7/8

粘性強し。粘土主体。ローム粒子微量合む。

10YR4/3

粘性やや強し。粘土粒子多量合む。

7.5YR3/2

粘性やや弱し。ローム粒子多量合む。第

8、 9層が熱を受け変色。5YR5/6

粘性やや弱し。ローム粒子少量合む。

7.5Y R5/4

粘性弱し。ローム粒子多量合む。

10Y R5/6

粘性やや弱し。ローム粒子微量合む。

10Y R2/1

第135図  H12号住居址カマ ド実測図
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確認面からの壁残高は36～ 48cmを測る。壁体は全体層序第Ⅳ層の明責褐色ロームを利用し、平

滑で堅回である。床面はおおむね平坦で貼床と周濤が認められた。貼床は第 4層 によって貼られ

る。

ピットは主柱穴 1個 (Pl)の みが検出された。また周溝内より5個のピットが検出された。カ

マ ドは北壁で検出された。残存状況は比較的悪く、煙道・袖天丼部が失われていた。また安山岩

製の袖の天丼石が焚日付近で検出された。残存する規模は焚口より煙道出口まで109cm、 袖部の巾

88卿を測る。また右側の袖は長さ62cmで 巾29cm。高さ195～ 34cm、 左側の袖は長さ71cmで 巾35cm・

高さ24～33.5cmを 測る。覆土は 3層 に分割された。残存するカマ ド各部の構築状況は以下のとお

りである。袖部はローム造り出しで、その上に第 5層 ～第 9層が貝占られる。燃焼部と焚回は第 7

層～第10層 によって、煙道下部は第 4層・第 9層 によって構築される。

本住居址は焼失住居址で、住居址覆土第 3層 中において焼土と炭化材微小片が確認された。

遺物は土師器の甕・不等が出土したち

以上より本住居址は、古墳時代後期中葉に位置付けられる。

13)H13号住居址

H13号住居址は、上大林遺跡の調査区南側、い～え-22・ 23グ リッド内に位置し、下聖端遺跡全

体層序第Ⅳ層上面において単独で検出された。

平面形態は、南北437cm。 東西443cmを測る方形を呈する。主軸方位はN-22°一Wを指す。また

床面積は1677m2を 測る。

覆土は 3層 に分割された。

確認面からの壁残高は18～ 32.5cmを 測る。壁体は全体層序第Ⅳ層の明責褐色ロームを利用し、

平滑で堅固である。床面はおおむね平坦で貼床と周溝が認められた。貼床は第 4層 によって貼ら

れる。また第 5層 ～第11層 は柱を据える際の埋土と考えられる。

ピットは主柱穴 4個 (Pl～ P4)、 入口施設に伴う柱穴 1個 (P5)の計 5個が検出された。また

周濤内より28イ回のピットが検出された。

カマ ドは北壁中央やや東寄りで検出された。残存状況は比較的悪く、煙道・袖天丼部は失われ

ていたが、安山岩製の袖石と軽石製の支脚石が残存していた。残存する規模は焚口より煙道出口

まで99cm、 袖部の巾98cmを測る。また右側の袖は長さ53cmで 巾23cm。高さ17.5～ 27cm、 左側の袖は

長さ61cmで 巾25cm。 高さ21.5～ 28cmを測る。覆土は 4層 に分割された。残存するカマ ド各部の構

築状況は以下のとおりである。袖部は第 8層 。第 9層 によって、燃焼部と焚日は第 6層・第 7層

によって、煙道下部は第 5層 によって構築される。
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1 黒褐色上層

2 暗掲色土層

3 掲 色 土 層

4 黒褐色上層

5 暗褐色土層

6 責褐色土層

7 黒褐色土層

8 褐 色 土 層

9 褐 色 土 層

10 暗褐色上層

11 明黄褐色土層

粘性やや強し。ローム粒子・炭化粒子・炭化材小片

微量含む。10YR2/2

粘性やや弱し。パミス極小粒・炭化材微小片微量、
ローム粒子少量合む。10YR3/3

粘性弱し。ローム粒子多量合む。10YR4/6

粘性やや弱し。ローム粒子少量合む。10YR3/2

粘性弱し。ローム粒子少量合む。10YR3/4

粘性弱し。ローム主体。10YR5/6

粘性やや弱し。ローム粒子(ブロック状)少量合む。
10YR2/3

粘性弱し。ローム粒子(ブロック状)多量合む。
10Y R4/4

粘性弱し。ローム粒子(ブロック状)多量、パミス

微量合む。10Y R4/6

粘性弱し。ローム粒子少量、パミス微量含む。10YR3/4

粘性弱し。ローム粒子多量合む。10YR6/6

第136図 H13号住居址実測図

遺物は土師器の甕 。邪・高不、須恵器のjTh蓋等が出土した。

以上より本住居址は、奈良時代に位置付けられる。
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1 黒褐色土層

2 暗褐 色土層

3黒 色 上 層

4 黒 鶴色土層

5 に熱 黄ヽ褐色土層

6 赤灰色土層

7 灰褐 色土層

8 黒掲色土層

9 赤灰 色土層

粘性やや強し。粘土粒子微量合む。

10Y R3/2

粘性やや強し。粘土粒子。ローム粒子微

量合む。10YR3/3

粘性やや強し。粘土粒子・焼土粒子微量

合む。10Y Rl,7/1

粘性強し。粘土粒子・焼土粒子多量合む。

10YR2/2

粘性やや弱し。粘土粒子・ローム粒子多

量合む。10YR4/3

粘性強し。粘土粒子多量合む。10Y R6/1

粘性やや強し。粘土粒子・ローム粒子多

量合む。7.5YR4/2

粘性強し。粘土主体。7.5Y R3/2

粘性強し。粘土主体。10YR6/1

7284B′

③

第137図  H13号住居址カマド実測図
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14)H14号住居址

Ｐ
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1 黒褐色土層

2 にぶい黄褐色土層

3 暗褐色土層

4 黒褐色土層

5 褐 色 土 層

6 赤褐色上層

ローム粒子微量合む。10YR2/2

ローム粒子・炭化粒子・焼土粒子微量合む。10YR4/3

ローム粒子・炭化粒子・焼上粒子少量合む。10YR3/3

焼土粒子・炭化粒子多量合む。10YR2/3

ローム粒子多量合む。10YR4/4

o   (1:80) 2m焼土主体。5YR4/6

第138図  H14号住居址実測図

H14号住居址は、下聖端追跡Hの調査区北側、ふ・ヘー44・ 45グ リッド内に位置し、下聖端遺跡

全体層序第Ⅳ層上面において検出され、北西部をM8号溝状遺構に南東上部をM6号濤状遺構に

破壊される。

平面形態は、南北で512cm、 東西で442cmを測り、南北にやや長い方形を呈する。主軸方位はN―

18°一Eを指す。床面積は1791m2を 測る。

覆土は 3層 に分割された。

確認面からの壁残高は27～48cmを測る。壁体は全体層序第Ⅳ層の明責褐色ロームを利用し堅固

である。床面はおおむね平坦で固く締まっていた。

―-156-



ピットは 6個が検出された。

炉は住居址中央と北側中央において検出された。前者は82cm× 61帥
・深さ4.5を 測り、後者は54

cm× 44cm・ 深さ5cmを 測る。覆土は住居址土層第 6層のみが確認された。

本住居址は焼失住居址で、床面が焼け、覆土中より焼土と炭化材小片が確認された。

遺物は土師器の甕・lTh等が出土した。

以上より本住居l■は、古墳時代中期後葉に位置付けられる。

15)H15号住居址

H15号住居l■は、下聖端遺跡Hの調査区南側、と～に-44～ 46グ リッド内に位置し、下聖端遺

跡全体層序第Ⅳ層上面において単独で検出された。

平面形態は、南北で494cm、 東西で466cmを測り、方形を呈する。主軸方位はN-14°一Wを指す。

また床面積は22.681n2を 測る。

覆土は5層 に分割された。

確認面からの壁残高は28～41cmを測る。壁体は全体層序第Ⅳ層の明責褐色ロームを利用し、平

滑で堅固である。床面はおおむね平坦で貼床と周濤が認められた。貼床は第 6層 と第 7層 によっ

て貼られる。

ピットは主柱穴 4個 (Pl～ P4)、 入口施設に伴う柱穴 1個 (P5)、 貯蔵穴 1個 (P6)の計 6個

が検出された。

カマ ドは北壁中央と東壁中央やや南寄りの 2ヵ 所で検出された。便宜上、北壁のカマ ドを第 2

号カマ ド、東壁のカマ ドを第 1号カマ ドとした。第 1号カマ ドはほぼ完全な形で検出された。規

模は、焚口より煙道出口まで105cmで袖部の巾108cm、 かけ穴の巾33cmを測る。また右側の袖は長

さ81c14で巾54cm・ 高さ15～ 22cm、 左側の袖は長さ84cmで 巾32cm。 高さ15～ 25cmを測る。覆土は 7

層に分割された。カマ ド各部の構築状況は以下のとおりである。袖部は第 8層 と第 9層 によって、

焚口は第 9層 によって、燃焼部は第 8層 と第 9層 によって、煙道下部は第 8層 によって、煙道天

井部は第10層 によって、袖焚口天丼部は第 8層 によって構築される。またかけ穴中央部より安山

岩製の支脚石が検出された。この支脚石は床に打ち込まれていた。なお袖石・袖天丼石が使用さ

れず全て粘上によって構築されたカマ ドは初見である。第 2号カマ ドは故意に破壊された状態で

検出された。土層は 2層 に分割され、共にカマ ド破棄時に埋めた層と考えられる。つまり第 2号

カマ ドは何等かの事情により破壊・破棄され、新しく東壁に第 1号カマ ドが構築されたと考えら

れる。なお第 1号 。第 2号カマ ド共に掘方より周溝が検出された。

炉は北壁主柱穴間において検出された。土層は 3層確認され、第 3層が使用時の焼上で、第 1
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720 0n A′
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o   (1180)  2m

3

4

5

6

7

8

9

10

黒掲色土層 ローム粒子・炭化粒子微量合む。10YR2/2

暗褐色土層 ローム粒子少量、パミス・炭化材小片微量含む。
10YR3/3

褐 色土層 ローム粒子・炭化材小片・焼上粒子少量合むを10Y R4/4

明褐色土層 焼主主体。炭化材小片多量合む。7 5YR5/8

責褐色土層 ローム粒子多量合む。10YR5/8

黒褐色土層 ローム粒子微量合む。10Y R2/3

に熱渡褐色土層 ローム(ブロック状)主体。パミス少量合む。
10YR6/4

に出渡掲色土層 ローム粒子・米占土粒子少量合む。10Y R4/3

は 髄 土層 粘土主体。ローム粒子少量合む。1.10Y R4/2

明褐色土層 焼土主体。7.5YR5/8

第139図  H15号住居址実測図
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黒 色土層 ローム粒子・粘上粒子・炭化粒子微量
合む。10YR2/1

暗褐色上層 粘土粒子・炭化粒子・焼土粒子微量合
む。10Y R3/3

極暗掲色土層 焼上粒子多量、炭化粒子少量、粘土粒
子微量合む。7.5YR2/3

黒褐色上層 炭化粒子少量、焼土粒子・粘土粒子微量
合む。7 5YR3/1

灰褐色土層 焼土粒子・粘土粒子多量合む。
5YR4/2

褐灰色土層 粘土粒子多量、炭化粒子・焼土粒子微
量合む。5YR4/1

赤褐色土層 焼土全体。5YR4/8
褐灰色土層 粘土主体。10YR4/1
灰褐色土層 粘主主体。ローム粒子微量合む。

7 5YR4/2
10 にぶい褐色上層 粘上主体。7.5YR5/4

7

8

9

第140図  H15号住居址 1号カマ ド実測図
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(1:30)

灰責撮色土層 粘土粒子多量、ローム粒子少量合むi
10YR4/2

灰褐色上層 粘主主体。ローム粒子微量合む。
7i5YR5/2

第141図 H15号住居址2号カマド実瀬け園

層…第 2層が破棄時の理土と考えられる。

炉とカマドの関係は以下のとおりである。炉■破棄→第 2号カマド→破棄→第 1号カマド。

本住居址は焼朱住居祉で、床面がかなり焼け、覆土中より焼土と炭化材小片が確認された。な

お第 4層は床面直上の焼土層である。

遺物は土師器の甕・不等が出上した。

以上より本住居址は、古墳時代中期後葉に位置付けられる。
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丞

暗掲色土層
10Y R3/4
パミス・ローム粒子微量合む。

掲色土層 7.5YR4/4  c―
719 4n c

４

５

６

７

８

９

‐０

パミス・ローム粒
子少量、炭化材小片

微量含む。

黒色土層 7 5YR2/1
ローム粒子・炭化材小片

炭化粒子微量合む。

灰褐色土層 焼土粒子少量、炭化粒子多量合む。7.5YR4/2

暗褐色土層 ローム粒子少量合む。10YR3/3

暗褐色土層 ローム粒子微量合む。10Y R3/4

に燕域拐色土層 ローム粒子・炭化粒子少見合む。10YR5/4

黒 色 土 層 パミス微豊合む。10YR1 7/1

橙 色 上 層 ローム粒子多豊合む。7 5YR6/6

褐 色 土 層 ローム粒子多豊合む。10Y R4/6

第142図  H16号住居址実測図
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1 黒褐色土層

2 嗜褐色土層

3 灰褐色土層

4褐 色 土 層

5 暗掲色土層

6 暗赤褐色土層

7 灰褐色土層

8褐 色 土 層

9 褐灰 色土層

10黒 褐色土層

11責 褐色土層

12 灰責褐色土層

猫土粒子・炭化粒子微量合む。10YR2/3

焼土粒子・粘土粒子少量合む。7.5YR3/3

粘土粒子多量合む。7.5Y R4/2

粘土粒子少量、焼土粒子・炭化粒子微量合む。7.5YR4/3

粘土粒子・焼土粒子微量・ローム粒子少量合む。7.5YR3/4

粘土粒子・焼土粒子少量合む。5YR3/4

粘土粒子。ローム粒子少量合む。7.5Y R4/2

焼主主体。炭化粒子多量合む。7.5YR4/4

粘土主体。7 5YR4/1

ローム粒子・パミス極小粒少量合む。10YR2/2

ローム粒子多量合む。10YR5/6

粘上粒子・ローム粒子多畳合む。10YR4/2

第143図 H16号住居址カマ ド実測図
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16)H16号住居址

719聖
c′

第144図  H16号住居址カマ ド掘方実測図

H16号住居址は、下聖端遺跡Ⅱの調査区南側、こ。さ-5～ 7グ リッド内に位置し、下聖端遺

跡全体層序第Ⅳ層上面において検出された。

平面形態は、南北516cln、 東西554cmを測り、方形を呈している。主軸方位はN-1°一Eを指す。

また床面積は26.52m2を 測る。

覆土は 5層が確認された。

確認面からの壁残高は、28～ 60cmを測り、壁体は平滑で比較的堅固である。床面はおおむね平

坦で固くしまっていた。貼床は第 7～ 10層 により貼られる。壁はほとんど垂直に立ち上がり、各

コーナーは丸味を持っている。なお第 6層 は柱を据える際の理土と考えられる。

ピットは、主柱穴 4個 (Pl～ P4)、 入日施設 2個 (P12・ P13)、 その他 7個の計131回が検出さ

れた。

⑨

①O◎
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カマ ドは北壁中央で検出された。残存状況は良好で、焚口より煙道出日までは175cm、 袖部の中

122cmを測る。覆土は 8層が確認された。構築状況は以下のとおりである。煙道天丼部は第 9層 に

よって、袖は第 9・ 10・ 12層 によって、煙道下部は第 9層 によって、燃焼部は第 9～ 11層 によっ

て構築される。

本住居址は焼失住居址で、覆土中及び床面で炭化材小片が確認された。なおH19号住居址 と重

複関係にあるが、コーナーの切 り合いのため断定はできない。貼床の状況から本住居址の方が古

いと考えたが、時期差はほとんどない。

遺物は土師器の甕・不、臼玉、石製模造品等が出土 した。

以上より本住居址は、古墳時代中期後葉に位置付けられる。

17)H17号住居址

H17号住居址は、下聖端遺跡 Hの調査区南側、は～おゝ-47～ 49グ リッド内に位置し、下聖端遺

跡全体層序第Ⅳ層上面において検出され、北東上部を現農道に破壊される。

平面形態は、南北で684cm、 東西で680cmを 浪1り 、方形を呈する。主軸方位はN-2°一Eを指す。

また床面積は44.49m2を 測る。

戻土は 6層 に分割された。

確認面からの壁残高は25.5～ 65cmを測る。壁体は全体層序第Ⅳ層の明責褐色ロームを利用し、

平滑で堅回である。床面はおおむね平坦で貼床と周溝が認められた。貼床は第 8層 と第 9層 によっ

て貼られる。なお第 7層 は柱を据える際の埋土と考えられる。

ピットは主柱穴 4個 (Pl～ P4)、 入口施設に伴う柱穴 2個 (P5・ P6)、 貯蔵穴 1個 (P7)、 その

他 1個 (P8)の計 8個が検出された。

カマ ドは北壁中央やや東寄りと東壁中央やや南寄 りの 2ヵ 所で検出された。便宜上、北壁のカ

マ ドを第 2号カマ ド、東壁のカマ ドを第 1号カマ ドとした。第 1号カマ ドは袖天丼石が失われた

状態で検出された。この袖天丼石 と考えられる安山岩が南壁中央の床面より検出された。残存す

る規模は、焚口より煙道出口まで127cmで袖部の巾114cm、 かけ穴の巾37cmを 測る。また右根Jの袖

は長さ104cmで 巾40c/m・ 高さ16.5～ 24cm、 左狽1の袖は長さ103cmで 巾41cm・ 高さ20.5～ 27.5cmを ,貝1

る。覆土は 7層 に分割された。残存するカマ ド各部の構築状況は以下のとおりである。袖部は第

9層 ～第13層 によって、焚日は第10層 によって、燃焼部は第 8層 ～第10層 。第12層 。第13層 によっ

て、煙道下部は第 8層 ～第10層 。第12層 。第14層 によって、煙道天丼部は第 7層 と第 8層 によっ

て構築される。なおかけ穴中央部より安山岩製の支脚石が検出された。第 2号カマ ドは故意に破

壊された状態で検出された。土層は 9層 に分割された。第 3層下面が使用面、第 1層 が煙道天丼
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暗褐色土層 7.5YR3/4
ローム粒子・炭化粒子・パミス微量合む。

黒 色土 層 7.5YR17/1

炭化粒子・炭化材小片少量合む。

黒褐色土層 10YR2/3
ローム粒子・パミス少量合む。

灰褐色土層 7.5YR4/2
炭化粒子・炭化材小片少量、粘土粒子・

焼土粒子・ローム粒子微量合む。

暗褐色土層 10YR3/4
ローム粒子少量含む。

褐灰色土層 5YR4/1
粘上粒子多量合む。

暗褐色土層 10YR3/3
ローム粒子・炭化粒子微量合む。

黒褐色土層 10YR2/2
ローム粒子・炭化粒子微量合む。

褐色 土層 10YR4/4
ローム粒子少量、パミス微量合む。

黒褐色土層 10YR3/2
粘土粒子。ローム粒子少量合む。

明赤褐色土層 5YR5/8
焼土主体。ローム粒子少量合む。

1号カマ ド掘方実測図

― B

2号力▼ ド掘方実測図

7199m_D′

卜
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第145図  H17号住居址カマド掘方実預1図

―-166-



3 褐灰 色土層

4 褐灰色土層

5褐 色 上 層

6 にぶい赤禍色上層

7 暗赤褐色土層

黒褐色土層 粘土粒子。ローム粒子微量
合む。10Y R3/2

黒褐色土層 粘土粒子・炭化粒子少量合む。
10YR3/1

粘土粒子多量合む。10YR4/1

粘土主体。10YR5/1

焼土粒子・ローム粒子少量、

粘土粒子微量含む。10YR4/4

焼土粒子・ローム粒子少量

合む。5Y R4/3

焼土主体。炭化粒子多量合む。

5YR3/6
8 灰 褐色土層 粘主主体。第 9層が熱により

変色。5YR4/2
9 褐灰色上層 ホ占主主体。5Y R4/1

10 褐 色 土 層 粘土粒子多量、ローム粒子・炭化
材小片・炭化粒子少量合む。7.5YR4/4

■ 灰責褐色土層 粘土主体。10YR5/2

12 に熱域褐色上層 粘土粒子多量、ローム粒子
炭化粒子少量合む。10YR4/3

13 暗褐色土層 ローム粒子多量、粘土粒子・炭化材小片少量合む。10Y R3/4

14 褐灰 色土層 *占土主体。7.5YR4/1

第146図 H17号住居址 1号カマ ド実測図
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粘土主体。10YR4/1

焼土粒子多量、ローム粒子少量合む。5YR5/8

粘土粒子・ローム粒子少量合む。10YR3/2

粘上粒子多量合む。10YR3/1

粘土主体。7.5YR4/2

ローム粒子多量、粘土粒子少量合む。10YR4/4

ローム粒子多量合む。10YR5/6

炭化粒子・焼土粒子多量合む。5YR4/3

ローム粒子多量、炭化粒子微量合む。10YR4/3

褐灰 色上層

明赤掲色土層

黒 褐色土層

黒掲色土層

灰 褐色土層

褐 色 上 層

責 掲色土層

にない赤褐色土層

にぶい黄褐色土層

第147図  H17号住居址 2号カマ ド実測図
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部の構築土と考えられる。また第 2層 と第 3層 はカマ ド破棄時に埋めた層と考えられる。つまり

第 2号カマ ドは何等かの事情により破壊 。破棄され、新しく東壁に第 1号カマ ドが構築されたと

考えられる。

炉は北壁主柱穴間において検出され、北西部を第 2号カマ ドにより破壊される。上層は 2層確

認され、第 2層が使用時の焼土で、第 1層 が破棄時の理土と考えられる。

炉とカマ ドの関係は以下のとおりである。炉→破棄→第 2号カマ ド→破棄→第 1号カマ ド。

本住居llLは焼失住居址で、床面がかなり焼け、覆土中より焼土と炭化材小片が確認された。遺

物は土師器の甕・郷、臼玉、管玉、石製模造品等が出土した。

以上より本住居址は、古墳時代中期後葉に位置付けられる。

18)H18号住居址

H18号住居址は、下聖端遺跡Hの調査区南側、こ。さ-8。 9グ リッド内に位置し、下聖端遺

跡全体層序第Ⅳ層上面において検出された。

平面形態は、南北444cm、 東西448cmを測り、方形を呈している。主軸方位はN-6° 一Wをす旨す。

また床面積は18.55m2を 測る。

覆土は 6層が確認された。

確認面からの壁残高は、32～ 65cmを測り、壁体は平滑で比較的堅固である。床面はおおむね平

坦で回くしまっていた。貼床は第 8層 により貼られる。壁はほとんど垂直に立ち上がり、各コー

ナーは丸味を持っている。なお第 7層は柱を据える際の埋土と考えられる。

ピットは、主柱穴が 4個 (Pl～ P4)、 貯蔵穴 1個 (PI。 )、 その他 5個の計 10イ回が検出された。

カマ ドは北壁中央で検出された。残存状況は良好で、焚口より煙道出日までは191cm、 袖部の巾

96cmを測る。覆土は 6層が確認された。構築状況は以下のとおりである。煙道天丼部は第 8層 に

よって、袖は第 8。 7層 によって、煙道下部は第 8層 によって、燃焼部は第 7・ 8層 によって構

築される。

本住居址は焼失住居址で、覆土中及び床面で多量の炭化材が確認された。

遺物は土師器の甕・郷・甑、須恵器の高不蓋、臼玉等が出土した。

以上より本住居址は、古墳時代中期後葉に位置付けられる。
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1 黒禍色上層

2 黒 色 土 層

3 褐 色 土 層

4 黒褐色上層

5 暗褐色土層

6 赤褐色土層

7 黒褐色土層

8 暗褐色土層

ローム粒子・パミス小～中粒微量合む。10YR2/3

炭化粒子・パミス小粒微量合む。10YR2/1

ローム粒子多量、炭化材小片・炭化粒子・焼土粒子・

パミス小～中粒少量合む。10YR4/6

焼上粒子・炭化粒子・炭化材小片を多量、ローム粒子

少量合む。7.5YR3/2

ローム粒子少量、炭化粒子・炭化材小片を微量合む。

7.5YR3/3

焼上主体。5YR4/8

パミス。ローム粒子微量合む。10Y R2/3

ローム粒子少量、パミス微量合む。10YR3/4

第148図  H18号住居址実測図
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第149図 H18号住居址カマド実測図
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1 黒褥色■層

2綴 色と層

d 灰禍色土層

4 暗欄色主層

5 ‐極暗赤褐色主層

o 赤鶴色土層

7 1E45色土層

8 撮灰色土層

療1競小片・魔化粒子と少獣粘土粒子微量合む。7.5YR2/2

焼主粒子・炭TLu子 。粘土粒子少量合■.7.こ
―V R4/3

猫土粒子・焼土粒子多量、炭化粒,微量含む。5YR4/2

粘土粒子・焼土粒子少量、炭

“

粒子・ローム粒子少量含むも夕.5YR3/4

焼上粒子多量、炭化粒子少量含む。5YttZ/4

焼主主体。SYR4/8

ローム粒子多量、´`ミス極小粒少量合tF。 10V R3/4

消主主体。7.5YR4/2

第150図 HIB号注居址カマド掘方実渕歯
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19)H19号住居址
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第151図  H19号住居址 1号カマ ド掘方実測図

H19号住居址は、下聖端遺跡Hの調査区南側、こ～し-4・ 5グ リッド内に位置し、下聖端遺

跡全体層序第Ⅳ層上面において検出された。

平面形態は、南北456cm、 東西472cmを測り、方形を呈している。主軸方位はN-35°一Eを指す。

また床面積は19.64m2を 測る。

疫土は 3層が確認された。

確認面からの壁残高は、9～ 65cmを測り、壁体は平滑で比較的堅固である。床面はおおむね平坦

で固くしまっていた。貼床は第 5層 により貼られる。壁はほとんど垂直に立ち上がり、各コーナー

は丸味を持っている。なお第 4層 は柱を据える際の埋土と考えられる。

ピットは、主柱穴 4個 (Pl～ P4)、 貯蔵穴 1個 (P3)、 入日施設 1個 (P7)、 その他 2個の計

6個が検出された。

カマ ドは北壁中央 (1号 )と 西壁中央 (2号 )で検出された。 1号カマ ドの残存状況は良好で、

焚口より煙道出日までは11lcm、 袖部の巾85cmを測る。覆土は 8層が確認された。構築状況は以下

のとおりである。煙道天丼部は第 8層 によって(袖は第 9～■層によって、煙道下部と燃焼部は

―
ｌ

ｏ
、　
　
　
ｎ
）
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暗褐色土層 パミス・ローム粒子・炭化
粒子微量合む。10YR3/3

黒褐色土層 パミス・炭化材小片・炭イb位子
粒子・微量合む。10Y R3/2

黒褐色土層 パミス微量、炭化材小片・
焼上粒子少量合む。7 5YR3/1

褐色土層 パミス微量、ローム粒子少量
合む。10Y R4/3

黒褐色土層 パミス・ローム粒子微量合む。
10YR2/3

6 果褐色土層 ローム粒子少量、パミス微量合む。10YR3/2
7 にぶt耕褐色土層 焼土粒子多量、炭化粒子少量合む。5YR4/4
8 赤禍色土層 焼土主体。5Y R4/8
9 黒色土層 焼土粒子・炭化粒子微量合む。5YRl.7/1

――C′

0  (1:30)  2m

第152図  H19号住居址実測図
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1 灰褐色土層

2 黒褐色土層

3 暗褐色土層

4 褐灰色上層

5 黒褐色土層

6 極暗褐色土層

7 赤褐色上層

8 黒掲色土層

9 黒褐色土層

10 褐灰色上層

11 にぶい偶色土層

粘土粒子多量、炭化粒子・ローム粒子を

少量合む。5Y R4/2

粘上粒子少量、炭化粒子。ローム粒子・焼土粒子微量合む。

7.5YR3/2

粘上粒子・炭化粒子・焼土粒子を少量合む。

7.5Y R3/4

粘土粒子多量、ローム粒子彼量合む。

7.5YR4/1

粘土粒子少量、焼土粒子。ローム粒子を微量合む。

7.5YR3/1

粘土粒子少量、焼土粒子・炭化粒子・砂粒を微量含む。

7 5YR2/3

焼土主体。5YR4/8

粘土粒子・炭化粒子少量合む。7 5YR3/2

炭化粒子・ローム粒子・粘上粒子少量合む。

10YR2/2

粘主主体。7.5YR5/1

粘土粒子多量、ローム粒子少量合む。

7.5YR5/3

第156図  H20号住居址・カマ ド掘方実測図
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3

4

5

6

7

8

9

10

褐灰色土層 粘土粒子多量、炭化粒子少量合む。
5Y R4/2

黒褐色土層 粘土粒子少量、炭化粒子・
ローム粒子微量合む。7.5Y R3/2

褐灰色土層 粘土粒子多量、焼土粒子微量合む。5YR4/1

黒褐色上層 粘土粒子・焼土粒子・炭化粒子少量合む。7.5YR3/2

極暗褐色土層 粘土粒子・焼土粒子少量含む。7 5YR2/3

暗赤掘色土層 焼土主体。5Y R3/6

暗褐色土層 焼土粒子多量、粘土粒子少量合む。7.5YR3/4

褐灰色土層 粘主主体。7.5YR4/1

灰褐色土層 粘土粒子多量、ローム粒子少量合む。7.5YR4/2

黒褐色土層 粘土粒子・ローム粒子少量、炭化粒子微量合む。10YR2/3

第154図  H19号住居址 2号カマ ド実測図
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第155図  H19号住居址2号カマド掘方実測図

第9層 によって構築される。2号カマドの残存状況は比較的良好で、焚口より煙道出日までは181

cm、 袖部の巾98clnを 測る。覆土は7層が確認された。構築状況は以下のとおりである。煙道天丼

部は第8層によって、袖は第8～ 10層 によって、煙道下部と燃焼部は第 8層によつて構築される。

本住居址は焼失住居址で、覆土中及び床面で炭化材小片が確認された。

遺物は土師器の甕・イ・甑、須恵器の不蓋 (H16・ 17と歯障聞接合)、 臼玉、ガラス小玉、石製

模造品等が出土した。

以上より本住居址は、古墳時代中期後葉に位置付けられる。
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20)H20号住居址

暗褐色土層 10YR3/4
ローム粒子少量、パミス・

砂粒微量合む。

黒褐色土層 10YR2/3
ローム粒子少量、パミス・

炭化粒子微量合む。

黒褐色土層 10YR3/1
ローム粒子・パミス微量、

炭化粒子少量合む。

褐 色 土 層 7.5YR4/6
ローム粒子少量合む。

にぶい褐色土層 7.5YR5/3
粘土主体。

掲 色 土 層 10YR4/6
ローム粒子多量、パミス

微量合む。

黒褐色土層 10YR2/3
ローム粒子少量合む。

にぶぃ黄掘色土層 10YR4/3
ローム粒子多量、パミス微量

含む。

〕
１

０

⑥
Ｐ２
　

　

　

　

　

⑤
Ｐ３

第156図 H20号住居址実測図

―-178-―



|

暗褐色土層 パミス中粒・ローム粒子・粘土粒子微量合む。
7.5Y R3/3

暗赤褐色土層 ローム粒子微量、粘土粒子少量合む。
5YR3/2

累褐色土層 粘上粒子・ローム粒子・砂粒少量合む。
5YR3/1

灰褐色土層 粘上粒子・ローム粒子・砂粒少量合む。
7.5YR4/2

暗赤褐色土層 焼土粒子多量、粘土粒子・炭化粒子少量合む。
5YR3/6

明赤褐色土層 焼土主体。炭化粒子多量合む。5Y R5/8

掲灰色土層 粘土主体。7.5YR4/1

明赤褐色土層 ローム主体。5YR5/6

暗赤褐色土層 ローム粒子・パミス中粒以下少量合む。
5Y R3/4

に熱岐褐色土層 ローム粒子少量、粘土粒子多量合む。
10Y R4/3

Q
ミ
　

　

　

ω

一 c

６

７

８

９

　

１０

第157図  H20号住居址カマ ド実韻1図
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H20号住居l■は、下聖端遺跡Hの調査区中央、こ。さ-10。 11グ リッド内に位置し、下聖端遺

跡全体層序第ⅥI層上面において検出された。なおH41号住居址に西壁を破壊される。

平面形態は、南北432cm、 東西392cmを測り、南北に長い方形を呈している。主軸方位はN-11°一

Eを指す。また床面積は15.34∬ を測る。

覆土は 6層が確認された。

確認面からの壁残高は、17～ 38cmを測り、壁体は平滑で比較的堅固である。床面はおおむね平

坦で固くしまっていた。貼床は第 8層 により貼られる。壁はほとんど垂直に立ち上がり、各コー

ナーは丸味を持っている。なお第 7層は柱を据える際の理土と考えられる。

ピットは、主柱穴 4個 (Pl～ P4)、 貯蔵穴 1個 (P6)、 入日施設 1個 (P5)の計 6個が検出さ

れた。

カマ ドは北壁中央で検出された。残存状況は良好で、焚口より煙道出口までは176cm、 袖部の巾

102cmを測る。覆土は6層が確認された。構築状況は以下のとおりである。煙道天丼部は第 7層 に

よって、袖は第 7・ 10層 によって、煙道下部は第 7層 によって、燃焼部は第 3・ 9層 によって構

築される。

本住居址は焼失住居址で、覆土中及び床面で炭化材が確認された。

遺物は土師器の甕・邪、自玉等が出土した。

以上より本住居址は、古墳時代中期後葉に位置付けられる。

21)H21号住居址

H21号住居址は、下聖端遺跡Hの調査区南側、て～に-9～ 11グ リッド内に位置し、下聖端遺跡

全体層序第Ⅳ層上面において検出された。なおM6・ 8号濤状遺構に一部破壊される。

平面形態は、南北818cm、 東西807cmを測り、方形を呈している。主軸方位はN-19°一Wを指す。

また床面積は65,41∬ を測る。

覆土は 4層が確認された。

確認面からの壁残高は、29～ 58cmを測り、壁体は平滑で比較的堅固である。床面はおおむね平

坦で固くしまっていた。貼床は第 8・ 9層 により貼られる。壁はほとんど垂直に立ち上がり、各

コーナーは丸味を持っている。なお第 5層 は柱を据える際の埋土と考えられる。

ピットは、主柱穴 6個 (Pl～ P6)、 貯蔵穴 1個 (P10)、 入日施設 1個 (P9)、 その他 2個の計

10イ固が検出された。また、Plと P5の西側より旧ピットが確認された。

1号カマ ドは北壁中央東よりで検出された。残存状況は良好で、焚口より煙道出口までは240cm、

袖部の巾132cmを測る。覆土は 6層が確認された。構築状況は以下のとおりである。煙道天丼部は
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720堕
A′

黒色土層 10YR1 7/1
ローム粒子微量合む。

黒褐色土層 10Y R2/8
ローム粒子微量合む。

にぶい黄褐色土層 10YR4/3

粘土粒子・炭化材小片・炭化

粒子。ローム粒子・焼土粒子

少量含む。

褐色土層 7.5YR4/3
ローム粒子少量、炭化粒子・

焼土粒子微量合む。

暗褐色土層 10YR3/4
ローム粒子少量合む。

褐灰色土層 7 5YR4/1
粘土主体。

暗褐色土層 10YR3/3
ローム粒子少量合む。

暗褐色土層 10YR3/3
ローム粒子少量、炭化粒子

微量合む。

褐色土層 10YR4/4
ローム粒子多量、炭化粒子

微量含む。

1号カマ ド掘方実測図

10 褐灰色土層 7.5YR4/1粘土主体。

11 赤褐色土層 5YR4/6焼土主体。

一

〇

‐
＞

一

―
―

∞

、
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第158図 H21号住居址 1号カマ ド掘方実測図
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1 黒褐色土層 粘土粒子・炭化材小片少量合む。
10YR3/2

2 灰黄褐色土層 粘土粒子多量合む。10YR4/2
3 褐色土層 粘土粒子・焼土粒子少量合む。7.5Y R4/3
4 黒褐色上層 ローム粒子・ホ占上粒子少量合む。10YR3/2
5 灰褐色土層 粘土粒子・焼土粒子少量合む。7.5YR4/2
6 暗赤禍色土層 焼土主体。炭化粒子少量合む。5YR3/6
7 灰褐色土層 粘土主体。5Y R4/2
8 にぷ挑偶色土層 粘土粒子多量、炭化粒子少量合む。

5YR4/3

9 黒褐色土層 粘土粒子多量、パミス・炭化材小片少量合
む。7.5Y R3/1

10 褐灰色土層 粘主主体。7 5YR4/1
11 にぶヤ抹褐色土層 粘主主体。第10層が熱を受け変色。

5YR4/3

12 灰褐色土層 粘土主体。(支脚)5YR5/2

B ――

C _

~ C′

第159図  H21号住居址 1号カマ ド実測図
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1 灰褐色土層

2 晴赤掲色土層

3 暗赤掲色土層

4 禍灰 色土層

5 灰 褐色土層

6 褐灰色土層

7 黒 褐色土層

粘土粒子多量、パミス中粒以下・焼土粒子微量合む。7.5YR4/2

粘土粒子・焼土粒子少量合む。5YR3/3

粘土粒子少量、焼土粒子多量合む。5Y R3/4

粘主主体。5YR4/1

粘土粒子多量、焼土粒子少量合む。5YR4/2

粘土主体。7.5Y R4/1

粘土粒子少量、ローム粒子・パミス中粒以下微量合む。10YR3/2

第160図  H21号住居址 2号カマ ド実測図
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第10。 ■層によって、袖は第 9。 10層 によって、煙道下部は第 7～ 9層 によって、燃焼部は第 9

層によつて構築される。 2号カマ ドは北壁中央西よりで検出された。 1号カマ ド構築時に破棄さ

れたと考えられる。覆土は 7層が確認された。炉は北側中央の貼床内より確認された。

本住居址は焼失住居址で、覆土中及び床面で炭化材が確認された。

遺物は土師器の甕・不・甑、自玉等が出上した。

以上より本住居址は、古墳時代中期後葉に位置付けられる。

22)H22号住居址

H22号住居址は、下聖端遺跡Ⅱの調査区南側、て 。と-12・ 13グ リッド内に位置し、下聖端遺

跡全体層序第Ⅳ層上面において検出された。なおF■号掘立柱建物址に一部破壊される。

平面形態は、南北386cm、 東西414cmを測り、方形を呈している。主軸方位はN-3°一Eを指す。

また床面積は15.62m2を 測る。

覆土は 4層が確認された。

確認面からの壁残高は、7～ 22cmを測り、壁体は平滑で比較的堅固である。床面はおおむね平坦

で固くしまっていた。貼床は第 6層 により貼らたる。壁はほとんど垂直に立ち上がり、各コーナー

は丸味を持っている。なお第 5層 は柱を据える際の埋土と考えら紀る。

ピットは、主位穴 4個 (Pェ ～P4)、 貯蔵穴 1個 (P9)、 入口施設 2個 (P7・ P3)、 その他 2個

の計 9個が検出された。

カマ ドは北壁中央東よりで検出された。残存状況は悪く、焚口より煙道出日までは147cm、 袖部

の巾79cmを測る。覆土は 3層が確認さんた。構築状況は以下のとおりである。煙道下部は第 4層

によって、燃焼部は第 5層 によって構築される。

本住居址は焼失住居址で、覆土中及び床面で多量の炭化材が確認された。

遺物は土師器の甕・不・甑、多量の自玉等が出土した。

以上より本住居址は、古墳時代中期後棄に位置付けられる。
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C_

D_

0   (1:30)  2w

黒褐色土層 炭化材小片・炭化粒子微量合む。10Y R2/2

暗褐色土層 炭化材小片・炭化粒子・焼土粒子少量合む。7.5Y R3/3

暗赤禍色土層 焼主主体。炭化粒子多量合む。5YR3/4

暗褐色土層 ローム粒子少量、炭化材小片微量合む。10YR3/4

暗褐色土層 ローム粒子微量合む。10YR3/3

暗褐色上層 ローム粒子少量合む。10YR3/4

第161図 H22号住居址実測図
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黒褐色主層 粘土粒子・燃化粒子少量合む。
10YR3/2

仄掘色上層 ローム粒子、粘土粒子綾量合む
`7`5YR4/2

赤福色土層 擁主主体
`5YR4/6

裾灰色上層 粘土主体。7.5YR4/1
黒掘色生層 ローム粒子級量合む。

lllVR2/3

第162図  H22号住居址カマド実測図
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23)H23号住居址

7246m
― A′

調査区城外

B     y
o   (1180)  2m

暗 褐 色 土 層 ローム粒子・砂粒を微量合む。10YR3/4

黒 褐 色 土 層 ローム粒子少量、パミス微量合む。10Y R2/2

黒 色 土 層 炭化材小片・炭化粒子少量合む。10Y R2/1

暗 褐 色 土 層 焼土粒子・炭化材小片少量合む。7 5YR3/4

掲 色 上 層 パミス・ローム粒子少量合む。10Y R4/4

にない黄掲色土層 ローム粒子多量、パミス少量合む。
10Y R5/4

第163図  H23号住居址実測図

H23号住居址は、下聖端遺跡Hの調査区北側、う。え-4・ 5グ リッド内に位置し、下聖端遺跡

全体層序第Ⅳ層上面において検出された。なお中央部と南側は調査区域外である。

平面形態は、南北で122clla、 東西で428clnを測り、方形を呈すると考えられる。主車由方位はN―

31°一Wを指す。また現存する床面積は5.15m2を 測る。

覆土は 4層 に分割された。

確認面からの壁残高は255～ 40cmを測る。壁体は全体層序第Ⅳ層の明責褐色ロームを利用し、

平滑で堅固である。床面はおおむね平坦で貼床が認められた。貼床は第 5層 と第 6層 によって貼

られる。

ピットは 11回 (Pl)のみが検出された。

カマ ドは北壁中央において検出された。残存状況は良好で、袖天丼石が折損する他はほぼ完全

な状態であった。残存する規模は、焚口より煙道出日まで109cmで袖部の巾94cm、 かけ穴の巾41cm

を測る。また右側の袖は長さ82cmで巾30cm・ 高さ15～ 24.5cm、 左側の袖は長さ71cmで 巾31om・ 高

さ13～ 22cmを測る。覆土は 6層 に分割された。残存するカマ ド各部の構築状況は以下のとおりで
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1黒 褐 色 土 層

2暗 褐 色 土 層

3禍 灰 色 土 層

4黒 掲 色 土 層

5 にぶい赤褐色上層

6赤 褐 色 土 層

7灰 褐 色 上 層

8灰 掘 色 土 層

9褐 灰 色 土 層

10褐 色 土 層

粘土粒子微量、砂粒少量含む。

10Y R2/3

粘土粒子微量、焼土粒子少量合む。

7 5YR3/4

粘土粒子多量合む。7 5YR4/1

粘上粒子・焼土粒子微量合む。

7 5YR3/2

粘上粒子・焼土粒子少量、

ローム粒子・砂粒微量合む。5Y R4/4

娩上主体。炭化粒子少量合む。

5Y R4/8

粘土主体。ローム粒子少量合む。

7 5YR4/2

粘土主体。5Y R4/2

粘主主体。5Y R4/1

ローム粒子多量合む。10Y R4/4

第164図  H23号住居址カマ ド実測図
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ある。袖部は明黄褐色ロームを基礎とし第 7層～第10層 によって、焚日は第10層 によって、燃焼

部は第 9層 と第10層 によって、煙道下部は第 9層 によって構築される。なお第 8層 は第 7層が熱

を受けて変色した層と認識した。また袖石と袖天丼石は安山岩が用いられていた。

本住居址は焼失住居址で、床面が焼け、第 3層・第 4層中より焼土と炭化材微小片が確認され

た。

遺物は土師器の甕・不、須恵器の磁等が出上した。

以上より本住居址は、古墳時代中期後葉に位置付けられる。

24)H24号住居址

H24号住居址は、下聖端遺跡Hの調査区南側、た～つ-10。 11グ リッド内に位置し、下聖端遺

跡全体層序第Ⅳ層上面において検出された。なおH44号住居址に北西部を破壊される。

平面形態は、南北568cm、 東西362cmを測り、南北に長い長方形を呈している。主軸方位はN―

17°一Wを指す。

覆土は 2層が確認された。

確認面からの壁残高は、4～ 14cmを測り、壁体は平滑で比較的堅回である。床面はおおむね平坦

で固くしまっていた。貼床は第 3層 により貼られる。壁はほとんど垂直に立ち上がり、各コーナー

は丸味を持っている。なお第 5層 は柱を据える際の埋土と考えられる。

ピットは、主柱穴 3個 (Pl～ P3)、 その他 7個の計101回が検出された。

カマ ドは北壁中央で検出された。残存状況は悪く、焚口より煙道出口までは■2cmを測る。覆土

は 8層が確認された。炉は南側中央より検出された。

本住居址は焼失住居址で、覆土中及び床面で炭化材が確認された。

遺物は土師器の甕・辱、臼玉等が出土した。

以上より本住居t止は、古墳時代後期中葉に位置付けられる。
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④

粘土粒子多量含む。5Y R5/1

粘土粒子・ローム粒子微量合む。7 5YR2/1

炭化粒子・ローム粒子微量合む。7 5YR2/1

粘土主体。7 5YR6/1

粘土粒子・焼上粒子・ローム粒子微量合む。

5Y R3/2

粘土粒子少量、焼土粒子微量合む。

7 5YR4/3

粘土粒子多量、焼上粒子微量合む。

5Y R5/1

焼土主体。5Y R4/8

ローム粒子少量、パミス極小粒微量合む。

10Y R2/2

ィ

ト
、

ふ

，

第165図  H24号住居址カマ ド実測図

1褐 灰 色 土 層

2褐 色 土 層

3黒 色 土 層

4褐 灰 色 土 層

5 暗赤褐色土層

6褐 色 土 層

7褐 灰 色 土 層

8赤 褐 色 土 層

9黒 褐 色 土 層
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響

2

3

黒褐色土層
竹手讐矛3げ

ロツク状>ロ ーム鱗 ツ ミヾ翻 量合む。

黒褐色土層 粘土粒子 (プロック状)・炭化粒子少量合む。10Y R2/2
黒褐色土層
 品▼食抒
=(ブ

ロツク状)少量、炭化粒子微量合む。

第166図  H24号住居址実測図

25)H25号住居址

H25号住居址は、下聖端遺跡Hの調査区中央、ま～む-17・ 18グ リッド内に位置し、下聖端遺

跡全体層序第Ⅳ層上面において検出された。なおM6・ 10号濤状遺構によって破壊される。

平面形態は不明だが、方形を呈すると考えられる。
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721坐
A′

1 黒褐色土層 ローム粒子・パミス微量合む。10YR3/2

2 黒褐色土層 パミス微量合む。10YR2/2

3 黒褐色土層 炭化材小片・炭化粒子・焼土粒子多量含む。10YR2/2

第167図  H25号住居址実測図

覆土は 3層が確認された。

確認面からの壁残高は、13～ 27cmを測り、壁体は平滑で比較的堅固である。床面はおおむね平

坦で固くしまっていた。壁はほとんど垂直に立ち上がる。
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ピットは計 7個が検出された。

カマ ドは検出されなかった。

本住居址は焼失住居址で、覆土中及び床面で炭化材が確認された。

遺物は土師器の甕・邦、自玉、土製丸玉等が出上した。

以上より本住居址は、古墳時代後期前葉に位置付けられる。

26)H26号住居址

耳      責9 (1:80) 密m
l 黒 色 土層 パミス・ローム粒子微量合む。10YRl.7/1

2 褐色 土層 ローム粒子少量合む。10YR4//4

3 灰褐色土層 炭化材小片・炭化粒子・焼上粒子多量、
ローム粒子少量合む。7.5YR4/2

4 明褐色土層 炭化材小片。炭化粒子・焼土粒子・ローム
粒子多量合む。7.5YR5/8

第168図  H26号住居址実測図

H26号住居址は、下聖端遺跡Hの調査区中央、ま。み-18・ 19グ リッド内に位置し、下聖端遺

跡全体層序第Ⅳ層上面において検出された。

平面形態は、南北200cm、 東西266cmを測り、東西に長い方形を呈している。主軸方位はN-32°一

Eを指す。また床面積は5.5m2を測る。

覆土は 4層が確認された。

確認面からの壁残高は、23～37cmを測り、壁体は平滑で比較的堅回である。床面はおおむね平

坦で固くしまっており、貼床は認めらんなかった。壁はほとんど垂直に立ち上がり、各コーナー

は丸味を持っている。

Pl

O“ O
亀
心
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1褐 色 土 層

2 灰 褐色土層

3 褐灰色上層

4 黒褐色上層

5 暗赤褐色土層

6 赤褐色土層

7 褐灰色土層

8 黒 褐色土層

9 灰赤色土層

炭化材小片・炭化粒子・焼土粒子少量、ロー
ム粒子微量含む。

7.5Y R4/3

粘土粒子・娩上粒子少量合む。7.5YR4/2

粘上粒子多量、焼上粒子微量合む。7.5Y R4/1

粘土粒子・焼上粒子少量、ローム粒子微量合む。5Y R2/2

粘土粒子・ローム粒子少量、焼上粒子多量合む。
5YR3/6

焼土主体。5YR4/8

粘土主体。5YR4/1

粘土粒子多量、ローム粒子少量含む。5YR3/1

第7層が熟を受け変色。2.5Y R4/2

A―
― A

第169図 H26号住居址カマ ド実測図
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ピットは計 1個が検出された。

カマ ドは北壁中央で検出された。残存状況は良好で、焚日より煙道出口までは92cm、 袖部の巾

82cmを測る。覆土は 6層が確認された。構築状況は以下のとおりである。煙道天丼部は第 7'9

層によって、袖天丼部は第 7～ 9層 によって、袖は第 7・ 8層 によって、煙道下部と燃焼部は第

7層 によって構築される。

本住居址は焼失住居址で、覆土中及び床面で炭化材が確認された。

遺物は土師器の甕・郭等が出土した。

以上より本住居址は、古墳時代後期前葉に位置付けられる。

27)H27号住居址

1

2

3

4

黒 色 土 層 炭化粒子・焼土粒子少量合む。10YR2/1
暗禍色土層 ローム粒子・焼土粒子少量合む。10Y R3/4
黒褐色土層 ローム粒子微量合む。10YR3/2
黒 色 土 層 炭化粒子・焼土粒子多量合む。10YR1 7/1

第170図  H27号住居址実測図

―-196-―



H27号住居址は、下聖端遺跡Ⅱの調査区中央、ほ 。ま-16グ リッド内に位置し、下聖端遺跡全

体層序第Ⅳ層上面において検出された。なおM6号溝状遺構によって破壊される。

平面形態は不明だが、方形を呈すると考えられる。

覆土は4層が確認された。

確認面からの壁残高は、5～ 29cmを測り、壁体は平滑で比較的堅固である。床面はおおむね平坦

で回くしまっていた。壁はほとんど垂直に立ち上がる。

ピットは計 2個が検出さんた。

カマ ドは検出されなかった。

本住居址は焼失住居址で、覆土中及び床面で炭化材が確認された。

遺物は土師器の甕・邪、臼玉等が出土した。

以上より本住居址は、古墳時代後期前棄に位置付けられる。

28)H28号住居址

¨
¨

Ⅷ

Ⅷ
Ⅷ

〆

聡

― A′

嗜褐色土層 ローム粒子・パミス中粒以下・炭化粒子
微量含む。10YR3/3

第171図  H28号住居址実測図
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1 灰褐色土層 粘上粒子多量、焼土粒子少量合む。5YR4/2
2 赤褐色土層 焼土主体。炭化粒子少量含む。5Y R4/6
8 褐灰色土層 *占土主体。5YR4/1
4 黒褐色上層 粘上粒子・ローム粒子少量合む。10YR3/1

第172図  H28号住居址カマ ド実測図

H28号住居址は、下聖端遺跡Hの調査区南側、ぬ 。ね―■・12グ リッド内に位置し、下聖端遺

跡全体層序第Ⅳ層上面において検出された。

平面形態は、南北380cm、 東西398cmを測り、方形を呈している。主軸方位はN-12°一Wを指す。

また床面積は14.56m2を 測る。

覆土は 1層が確認された。

確認面からの壁残高は、8～ 22cmを測り、壁体は平滑で比較的堅固である。床面はおおむね平坦

で固くしまっていた。貼床は認めらんなかった。壁はほとんど垂直に立ち上がり、各コーナーは

丸味を持っている。

ピットは 1イ固が検出された。

カマ ドは北壁中央で検出された。残存状況は悪く、焚口より煙道出日まで72cm、 袖部の中96cm

を測る。覆土は 2層が確認された。燃焼部は第 3・ 4層 によって構築される。

本住居址は焼失住居址で、覆土中及び床面で炭化材小片が確認された。

遺物は土師器の甕・邪等が出土した。
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以上より本住居址は、古墳時代後期前葉に位置付けられる。

29)H29号住居址

暗褐色土層 10YR3/4
ローム粒子微量、秒粒少量合む。

黒褐色土層 10YR3/2
ローム粒子微量合む。

暗赤褐色J唇 5YR3/4
ローム粒子少量、炭化材小片・

炭化粒子・焼土粒子少量合む。

責掲色上層 10YR5/8
ローム粒子多量合む。(ブロック状)

褐色 土層 10YR4/4
ローム粒子少量合む。

に
'韓

剤 色土層 10YR5/4
ローム粒子多量合む。

暗褐色土層 10YR3/4
ローム粒子少量合む。

2号カマド土層説明

1 褐 色 土 層 粘土粒子多量、ローム粒子少量合む。10YR4/4

2 赤掲色土層 焼土主体。5YR5/8

3 灰責褐色土層 粘主主体。10YR4/2

o   (1180)

第173図  H29号住居址実測図
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2号カマ ド実韻1図
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724.むn~B′

ユ 黒鶴色土層

2 灰編 色
=層

〕 に熱携髄 土層

4 赤褐色上層

5 暗赤褐色上層
む 黒掲 色土層

B―

第174図 ■29号住居址カマド実測図

粘主粒子少量(砂粒!ローム粒子微量含む。
7.5YR3/2

粘主主体。擁上粒子彼量合む,7.― ,Y R4/2

粘土粒子・焼上粒子少量含む。5YR4/4

焼主主体。炭化粒子少量合む。5YR4/8

粘主主体・
5YR3/d

ローム粒子微量合む。10V R2/3

―

＞
、
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H29号住居址は、下聖端遺跡Hの調査区北側、お。か-4・ 5グ リッド内に位置し、下聖端追跡

全体層序第Ⅳ層上面において検出され、北側をH34号住居址に破壊される。なお南東コーナーは

調査区域外である。

平面形態は、南北で376cm、 東西で426cmを測り、方形を呈すると考えられる。主軸方位はN―

14°一Wを指す。また現存する床面積は15,99m2を 測る。

覆土は 4層 に分割された。

確認面からの壁残高は9～ 22.5cmを 測る。壁体は全体層序第Ⅳ層の明責掲色ロームを利用し、平

滑で堅固である。床面はおおむね平坦で貼床が認められた。貼床は第 7層 によって貼られる。な

お第 5層 と第 6層 は柱を据える際の埋土と考えられる。

ピットは主柱穴 4個 (Pl～ P4)、 入口施設に伴う柱穴 1個 (P5)、 貯蔵穴 1個 (P6)の計 6個

が検出された。

カマ ドは北壁中央と東壁中央の 2ヵ 所で検出された。便宜上、北壁のカマ ドを第 2号カマ ド、

東壁のカマ ドを第 1号カマ ドとした。第 1号カマ ドは袖部と煙道天丼部が失われた状態で検出さ

れた。残存する規模は、焚口より煙道出日まで123cm、 袖部の巾91cmを測る。また右側の袖は長さ

72cmで 巾31伽・高さ21.5帥、左側の袖は長さ66cmで 巾31帥・高さ12cmを 浪1る。覆土は 4層 に分割

された。残存するカマ ド各部の構築状況は以下のとおりである。袖部と燃焼部は第 5層 と第 6層

によって、煙道下部は第 5層 によって構築される。第 2号カマ ドはH34号住居址によって北側半

分を破壊される。土層は 3層 に分割された。第 1層 はカマ ド破棄時に埋めた層で、第 2層 は使用

時に成立した層、第 3層 は構築土と考えられる。つまり第 2号カマ ドは何等かの事情により破壊・

破棄され、新しく東壁に第 1号カマ ドが構築されたと考えられる。

本住居址は焼失住居址で、床面がかなり焼け、第 3層 中より焼土と炭化材小片が確認された。

遺物は土師器の甕・不等が出土した。

以上より本住居址は、古墳時代後期中葉に位置付けられる。

30)H30号住居址

H30号住居址は、下聖端遺跡 Hの調査区南側、な。に-49。 50グ リッド内に位置 し、下聖端遺跡

H全体層序第Ⅳ層上面において検出され、北東コーナー上部をH50号住居址により破壊される。

平面形態は、南北で353om、 東西で378cmを 測 り、方形を呈する。主車由方位はN-12°一Eを指す。

また現存する床面積はカマ ド部を合め13.35m2を 測る。

覆土は 7層 に分割された。

貼床は第 8層 によって貼られる。
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0(1:80)lm

1 灰オリープ色土層 ローム粒子少量、パミス微量合む。5YR4/2

2 に燕域禍色土層 ローム粒子多量、パミス少量合む。10YR4/3

3 黒掲色上層 ローム粒子少量、パミス微量含む。10YR2/3

4 褐 色 土 層 ローム粒子多量、パミス少量合む。10YR4/4

5 黒褐色土層 ローム粒子・パミス微量合む。10YR2/2

6 暗褐色上層 ローム粒子少量、パミス微量合む。10YR3/3

7 黒褐色上層 ローム粒子少量、パミス微量合む。10YR3/2

8 褐 色 土 層 ローム粒子多量、パミス微量含む。10Y R4/6

第175図  H30号住居址実測図

ピットは検出されなかった。

カマドは東壁中央やや南寄りで検出された。なおカマ ドは構築途中で、
ロームを方形に造り出

した時点で放棄されていた。

本住居址は、貼床を貼った時点で放棄されており、ピットはまだ掘られていない。またカマ ド

は床を貼った時点ではまだ手を加えていないことがわかる。

遺物は土師器の甕・邪、巡方 (混入遺物)等が出上した。

以上より本住居址は、古墳時代後期に位置付けられる。

31)H31号住居址

H31号住居址は、下聖端遺跡Hの調査区南側、こ～し-1～ 3グ リッド内に位置し、下聖端遺

跡全体層序第Ⅳ層上面において検出された。なおM7・ 8号濤状遺構によリー部破壊さたる。平
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1 にぶヤ涅翰色土層 パミス微量、ローム粒子多量含む。10YR4/3
2 暗褐色土層 ローム粒子・焼土粒子少量、炭化材小片微量合む。

10YR3/3

3 暗掲色土層 ローム粒子少量、焼土粒子微量合む。10YR3/4
4 黒掲色上層 焼土粒子多量、炭化材小片少量合む。10YR3/2
5 黒褐色上層 焼土粒子多量合む。10YR2/2
6 褐色土層 ローム主体。10YR4/4
7 掲色土層 ローム粒子(ブロック状)多量合む。10YR4/4
8 暗褐色土層 ローム粒子(プロック状)多量合む。10YR3/4
9 暗褐色土層 ローム粒子(ブロック状)多量合む。10Y R3/3

第176図  H31号住居址実測図
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719.7聖
 A′

(1,30)

粘上粒子多量合む心10YR6/1

粘主粒子多量、ローム粒子少量合む。10V R4/2

粘土粒子多量、炭化粒子少量合む。10YR4/1

粘土粒子・炭化粒子少量、焼上粒子微量合む。7.5YR3/1

焼土粒子・粘土粒子少量、炭化粒子微量合む。7.5YR3/3

ローム粒子多量、娩と粒子少量含む。7.5YR5/8

粘主主体。5YR7/1

ヽ
い

１
１

lFn

ｌ
Ｉ
ｎ

1 褐灰色土層

2 灰黄禍色土層

8 鶴灰色土層

4 票 褐色土層

5 暗 樹色土層

6 明偶色土層

7 明福灰色土層

第177図 H31号住居址カマド実韻1図
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面形態は、南北534cm、 東西528cmを測り、方形を呈している。主車由方位はN-23°一Wを指す。ま

た床面積は25.26m2を 測る。

覆土は 6層が確認された。

確認面からの壁残高は、43～ 72cmを測り、壁体は平滑で比較的堅固である。床面はおおむね平

坦で固くしまっていた。貼床は第 7・ 8層 により貼られる。壁はほとんど垂直に立ち上がり、各

コーナーは丸味を持っている。なお第 9層 は柱を据える際の埋土と考えられる。

ピットは、主柱穴 4個 (Pl～ P4)、 入口施設 1個 (P5)、 貯蔵穴 1個 (P6)の計 6個が検出さ

れた。

カマ ドは北壁中央で検出された。残存状況は悪く、焚日より煙道出口まで109cm、 袖部の巾83cm

を測る。覆土は 5層が確認された。燃焼部は第 6層 によって、煙道下部 7層 によって、袖部はロー

ム造り出しを基礎とし第 7層 により構築される。

本住居址は焼失住居址で、覆土中及び床面で炭化材小片が確認された。

遺物は土師器の甕 。必等が出土した。

以上より本住居址は、古墳時代後期中葉に位置付けられる。

32)H32号住居址

H32号住居址は、下聖端遺跡 Hの調査区中央、く～こ-20。 21グ リッド内に位置し、下聖端遺跡

全体層序第Ⅳ層上面において検出され、南西部をH37号住居址に破壊される。

平面形態は、南北で488cnl、 東西で508cmを 測 り、方形を呈する。主軸方位はN-3°一Eを指す。

床面積は17.13m2を 測る。

覆土は 3層 に分割された。

確認面からの壁残高4～ 31.5cmを 測る。壁体は全体層序第Ⅳ層の明黄褐色ロームを利用し平滑で

堅国である。床面はおおむね平坦で固 く締まっていた。貼床は l c14未満で使用時の混入土砂 と考

えられる。

ピットは主柱穴 3個 (Pl～ P3)、 貯蔵穴 1個 (P4)の 計 4個が検出された。

カマ ドは北壁中央において検出された。残存状況は悪 く、袖の上部・煙道天丼部が失われてい

た。また袖の構築材と考えられる安山岩が床面に散乱 していた。なお安山岩製の袖石と袖天丼石

が使用時の状態を保って残存 していた。残存する規模は、焚口より煙道出口まで109cmで 袖部の巾

94cm、 かけ穴の巾41cmを 測る。また右側の袖は長さ82釦で巾30cm。 高さ15～ 24.5cm、 左側の袖は

長さ71伽で巾31cm・ 高さ13～ 22釦 を測る。覆土は 6層 に分割された。残存するカマ ド各部の構築

状況は以下のとおりである。袖部は明責掲色ロームを基礎 とし第 7層～第10層 によって、焚口は
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1 にぶい黄褐色土層

2 灰黄褐色上層

3灰 褐 色 土 層

4 にない赤褐色上層

5灰 褐 色 上 層

6褐 色 土 層

粘上粒子・ローム粒子少量合む。

10Y R4/3

粘土粒子・焼上粒子少量合む。

10YR4/2

粘上粒子多量、焼土粒子少量合む。

7.5YR4/2

焼主主体Ь炭化粒子少量合む。

5YR4/3

粘主主体。5YR5/2

ローム粒子多量、炭化材小片微量合む。

10X R4/4

第178図 H32号住居址カマ ド実測図
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ローム粒子微量合む。10YR3/21 黒褐色土層
2 暗褐色土層
3 暗赤褐色土層

4 黒褐色土層

ローム粒子・炭化粒子少量合む。10YR3/4

焼土粒子多量、炭化材小片・炭化粒子少量合む。
5YR3/4

ローム粒子少量合む。10YR3/2

21n

第179図  H32号住居址実測図

第10層 によって、燃焼部は第 9層 と第10層 によって、煙道下部は第 9層 によって構築される。な

お第 8層 は第 7層が熱を受けて変色した層と認識した。また袖石と袖天丼石は安山岩が用いられ

ていた。

本住居址は焼失住居址で、床面が焼け、第 3層・第 4層 中より焼土と炭化材微小片が確認され

た。

遺物は土師器の甕・不、臼玉、編み物石等が出土した。

以上より本住居址は、古墳時代後期中葉に位置付けられる。
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33)H33号住居址

1 1nL網 色 上 層

2,4色 上 層

8 情 鶴 色 上 将

4 におfい貨褐也上鳩

5 賠 術 色 t層

6鶴 色 土 lFv

ローム粒子・砂 4t r少量合む。10Y R3/4

炭化粒子・炭化材小片多it、焼土粒 子少R含む。10YR1 7/1

ローム粒 子・炭イと粒 子・炭化材小片少R合む。10YR3/3

ローム粒子多量合む。10Y R4/8

ローム粒 rttR合 む。10YR3/8

ローム粒子多見含む。10Y R4/4

第180図  H33号住居址実測図

H33号住居址は、下聖端遺跡 Hの調査区北側、い。う-2・ 3グ リッド内に位置 し、下聖端遺跡

全体層序第Ⅳ層上面において単独で検出された。

平面形態は、南北で342cm、 東西で334cmを測り、方形を呈する。主軸方位はN-6° 一Wを指す。

また床面積は1104m2を 測る。

覆土は 3層 に分割された。

◎

恥

鯉

Ｐ‐
　

　

　

　

　

　

　

◎

Ｐ‐

-208-―



ヽ
く

、
―

Oダ

1 暗褐色土層

2 灰 褐色土層

3 暗赤褐色土層

4 褐灰色土層

5 黒褐色土層

6 赤褐色土層

7 に熱 黄ヽ掲色土層

8 灰赤色土層

9 灰褐色上層

10 灰黄偶色土層

11褐 灰色土層

12暗 褐色土層

7248聖
c′

粘土粒子少量、ローム粒子微量合む。7 5YR3/4

粘土粒子多量、焼上粒子微量合む。5YR4/2

粘土粒子・焼土粒子多量合む。5YR3/4

粘土(ブロック状)主体。焼土粒子微量合む。5YR4/1

焼土粒子多量、粘上粒子少量合む。5YR2/1

焼土主体。炭化粒子多量含む。5YR4/6

粘土主体。10YR5/3

粘土主体。2.5YR4/2

粘土主体。5YR4/2

粘土主体。10YR4/2

粘土主体。ローム粒子少量合む。5YR5/1

粘土粒子・ローム粒子少量合む。10YR3/3

第181図  H33号住居址カマ ド実測図
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確認面からの壁残高は10～ 26cmを測る。壁体は全体層序第Ⅳ層の明黄褐色ロームを利用し、平

滑で堅固である。床面はおおむね平坦で貼床が認められた。貼床は第 6層 によって貼られる。な

お第 4層 と第 5層 は柱を吸える際の埋土と考えられる。

ピットは主柱穴 4個 (Pl～ P4)、 貯蔵穴 1個 (P8)、 その他 3個 (P5～ P7)の計 8個が検出さ

れた。なおP5と P6は、遺物の出土状況等から、甕等の食器を置くための凹みと考えられる。

カマ ドは北壁中央やや東寄りにおいて検出された。残存状況は良好で、ほぼ完全な状態であっ

た。残存する規模は、焚口より煙道出日まで91cmで袖部の巾79cm、 かけ穴の巾37cmを測る。また

右側の袖は長さ57cmで 巾28cm。 高さ10.5～ 16伽、左側の袖は長さ81cmで 巾26cm・ 高さ10～ 13.5cm

を測る。覆土は 6層 に分割された。残存するカマ ド各部の構築状況は以下のとおりである。袖部

は第 7層 ～第10層 によって、焚日は第12層 によって、燃焼部は第11層 と第12層 によって、煙道下

部は第11層 によって、煙道天丼部は第 8層 によって構築される。なお袖の天丼部は石ではなく粘

上によって構築されていた。

本住居址は焼失住居址で、床面がかなり焼け、第 2層・第 3層中より焼土と炭化材微小片が確

認された。

遺物は土師器の甕・郷等が出土した。

以上より本住居址は、古墳時代後期中棄に位置付けられる。

34)H34号住居址

H34号住居址は、下聖端遺跡Ⅱの調査区北側、お。か-3・ 4グ リッド内に位置し、下聖端遺跡

全体層序第Ⅳ層上面において検出された。なお北西半分は調査区域外である。

確認された現存規模は、南壁で565cm、 東壁で414cmを測り、方形を呈すると考えられる。主軸

方位はN-6°一Wを‡旨す。また現存する床面積は12.63m2を 測る。

覆土は 8層 に分割された。なお第 1層 は耕作土、第 8層 は柱痕である。

確認面からの壁残高は41～ 65cmを測る。壁体は全体層序第Ⅳ層の明責褐色ロームを利用し、平

滑で堅回である。床面はおおむね平坦で貼床と周濤が認められた。

ピットは主柱穴 2個 (Pl・ P2)、 補助柱穴 1個 (P3)、 入日施設に伴う柱穴 1個 (P4)の計 4

個が検出された。

カマ ドは検出されなかったが、調査区域外である北壁に存在していると考えられる。

本住居址は焼失住居址で、床面がかなり焼け、焼土と炭化材微小片が確認された。

遺物は土師器の甕・辱等が出土した。

以上より本住居址は、古墳時代後期中葉に位置付けられる。
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1 耕作土

2 にぶヤ渡禍色土層 砂粒・ローム粒子多量含む。10YR5/3
3 掲色土層 ローム粒子少量、炭化粒子・焼土粒子微量合む。10Y R4/4

4 黒掲色土層 ローム粒子・焼土粒子微量合む。10YR3/2
5 暗褐色土層 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量合む。10Y R3/3
6 暴褐色土層 焼土粒子少量、炭化粒子微量合む。10YR2/2
7 褐色焼土ブロック 7.5YR4/6

8 慮 褐色土層 ローム粒子多量合む。10Y R4/2

―一A

第182図 H34号住居址実測図

35)H35号住居址

H35号住居址は、下聖端追跡Hの調査中央、ひ～ヘー13～ 15グ リット内に位置し、下聖端遺跡

全体層序第Ⅳ層上面において検出された。なおM6・ 10号濤状遺構によリー部破壊される。

平面形態は、南北552cm、 東西560cmを測り、方形を呈している。主軸方位はN-1°一Eを指す。

覆土は 3層から確認された。

確認面からの壁残高は、20～ 61cmを測り、壁体は平滑で比較的堅固である。床面はおおむね平

坦で固くしまっていた。貼床は第 7層 により貼られる。壁はほとんど垂直に立ち上がり、各コー

ナーは丸味を持っている。なお第 4～ 6層 は柱を据える際の埋土と考えられる。

ピットは、主柱穴 3個 (Pェ ～ P3)、 貯蔵穴 1個 (P4)の計 4個が検出された。

カマ ドは北壁中央で検出された。残存状況は良好で、焚口より煙道出口まで110cm、 袖部の巾84

cmを浪1る 。覆土は 7層が確認された。構築状況は以下のとおりである。燃焼部は第 8・ 11層 によっ
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1 黒色土層 ローム粒子微量合む。10YRl.7/1

2 晴褐色土層 ローム粒子少量、パミス微量合む。10Y R3/3

3 褐色土層 焼上粒子。炭化材小片・ローム粒子少量合む。10YR4/4

4 にぶtゝ夢等島色■le ローム粒子多量合む。10YR3/4

5 黒褐色土層 ローム粒子・パミス少量合む。10YR3/2

6 暗褐色土層 ローム粒子多量含む。10YR3/3

7 にぶヤ墳髄 土層 パミス少量・ローム粒子多量合む。10YR4/3 o   (1:80)   2m

第183図  H35号住居址・カマ ド掘方実測図

て、煙道下部は第 9層 によって、袖部はロームの造り出しを基礎とし第 8層 により構築される。

本住居址は焼失住居址で、覆土中及び床面で炭化小片が確認された。

遺物は土師器の甕・邪、編み物石、紡錘車等が出土した。

以上より本住居址は、古墳時代後期中葉に位置付けられる。
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１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１‐

暗 褐色土層

褐灰色上層

灰掘色土層

黒 褐色土層

暗褐色上層

にない赤褐色土層

赤褐色上層

にれ 橙ヽ色土層

灰褐色土層

明禍灰色土層

極暗褐色土層

粘土粒子・焼土粒子少量合む。10Y R3/3

粘土粒子多量合む。10Y R4/1

粘土粒子・焼土粒子少量合む。7.5Y R4/2

ローム粒子・粘土粒子微量合む。10YR2/2

粘土粒子少量、ローム粒子微量合む。7.5YR3/4

粘土粒子・焼上粒子少量合む。5Y R4/3

焼土主体。5Y R4/8

粘主主体。7.5YR6/4

粘土粒子、ローム粒子少量合む。7.5YR5/2

粘土主体。7.5Y R7/1

粘土粒子・ローム粒子少量合む。

721亡 mc′

嘉184図  H35号住居址カマ ド実測図
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36)H36号住居址

/22地
上 A′

暗褐色土層 ローム粒子少量、パミス中粒以下・炭化粒子微量合む。
む。10YR3/4

黒 色 土層 炭化粒子・焼上粒子少量、ローム粒子微量含む。
10YR2/1

3 黒褐色土層 ローム粒子微量、炭化粒子少量合む。10YR2/2

4 暗褐色土層 ローム粒子少量、炭化粒子微量合む。10Y R3/3

5 黒褐色土層 炭化粒子・焼上粒子少量合む。7.5YR3/1

6 暗褐色土層 ローム粒子少量合む。10YR3/4

第185図  H36号住居址・カマ ド掘方実測図

H36号住居址は、下聖端遺跡Hの調査中央、む・め-18～ 19グ リット内に位置し、下聖端遺跡

全体層序第Ⅳ層上面において検出された。なおM6号溝状遺構によリー部破壊される。

平面形態は、南北497cmを測り、方形を呈している。主車由方位はN-26°一Wを指す。
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722ュ 節
A′

暗褐色土層

灰貢褐色土層

にない赤褐色土層

4 暗赤褐色土層

5 禍灰色上層

6 暗褐色土層

砂粒。ローム粒子少量、粘土

粒子微量合む。10Y R3/3

粘土主体。ブロック状。

10YR4/2

焼土粒子・粘土粒子多量合む。

5Y R4/3

焼土主体。炭化粒子少量合む。

5YR3/6

粘土主体。5YR4/1

ローム粒子少量合む。

10YR3/4

第186図  H86号住居址カマ ド実測図
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覆土は 6層が確認された。

確認面からの壁残高は、 9～ 39cmを測り、壁体は平滑で比較的堅固である。床面はおおむね平

坦で固くしまっていた。壁はほとんど垂直に立ち上がり、各コーナーは丸味を持っている。

ピットは、主柱穴 2個 (Pl～ P2)、 貯蔵穴 1個 (P4)の計 4個が検出された。

カマ ドは北壁中央で検出された。残存状況は良好で、焚口より煙道出日まで167卿、袖部の巾61

cmを測る。覆土は4層が確認された。構築状況は以下のとおりである。燃焼部は第 6層 によって、

煙道下部は第 5層 によって、袖部は安山岩を基礎とし第 5・ 6層 により構築される。

本住居址は焼失住居址で、覆土中及び床面で炭化材が確認された。

遺物は土師器の甕・不、自玉等が出土した。

以上より本住居址は、古墳時代後期中葉に位置付けられる。

37)H37号住居址

H37号住居址は、下聖端遺跡Hの調査中央、よ～る-23～ 26グ リット内に位置し、下聖端遺跡

全体層序第Ⅳ層上面において検出された。なおH49号住居址によリー部破壊される。

平面形態は、南北852cm、 東西851cmを測り、方形を呈している。主軸方位はN-11°一Wを↓旨す。

また床面積は7145m2を 測る。

覆土は 3層から確認された。

確認面からの壁残高は、 2～ 78cmを 測り、壁体は平滑で比較的堅固である。床面はおおむね平

坦で固くしまっていた。貼床は第 7層 によって貼られる。壁はほとんど垂直に立ち上がり、各コー

ナーは丸味を持っている。なお第 4～ 6層 は柱を据える際の埋土と考えられる。

ピットは、主柱穴 4個 (Pl～ P4)、 入口施設 1個 (P5)、 その他 5個 (P6～ P10)の計10イ固が

検出された。

カマ ドは北壁中央で検出された。残存状況は悪く、焚日より煙道出口まで169cm、 袖部の巾103

cmを浪1る 。覆土は 5層が確認された。構築状況は以下のとおりである。燃焼部は第 6。 7層 によっ

て、煙道下部は第 5層 によって、袖部はローム造り出しを基礎とし第 5。 7層 により構築される。

本住居址は焼失住居址で、戻土中及び床面で炭化小片が確認された。

遺物は土師器の甕・不、須恵器の不蓋・辱身、編み物石、自玉等が出土した。

以上より本住居址は、古墳時代後期中葉に位置付けられる。
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― A′

黒褐色土層 10YR3/2
ローム粒子微量合む。

黒褐色土層 10YR2/2
炭化粒子・炭化材小片・

ローム粒子微量合む。

暗褐色土層 10YR3/4
ローム粒子少量含む。

掘 色 土 層 10YR4/6
ローム粒子・炭化粒子少量合む。

黒掲色土層 10YR2/2
ローム粒子微量、炭化粒

子少量合む。

責掲色土層 10YR5/6
ローム粒子多量合む。

責褐色土層 10Y R5/6
ローム主体。
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第187図 H37号住居址実測図

(l i80)

―-218-―



――B′灰褐色土層 5YR4/2
粘土粒子・ローム粒子少量合む。

灰赤色土層 2.5YR5/2
粘土主体。焼土粒子・炭化粒子微量含む。

灰褐色土層 5YR5/2
粘土粒子多量、焼土粒子少量合む。

赤褐色土層 5Y R4/6

焼土主体。炭化粒子多量含む。

灰褐色土層 粘主主体。5YR6/1

灰褐色土層 粘土主体。5Y R4/2

褐 色 土 層 7.5YR4/4

粘土粒子。ローム粒子少量合む。

第188図  H37号住居址カマ ド実測図
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38)H38号住居址

1

2

3

4

黒褐色上層

黒褐色土層

責褐色土層

褐 色 土 層

暗褐色土層

黒褐色上層

暗褐色上層

暗赤褐色土層

褐 色 上 層

耕作上。10YR2/2

砂粒多量合む。10YR3/1

砂質。ローム粒子・砂粒多量含む。10YR5/6

ローム粒子少量、炭化粒子・焼土粒子微量合む。

10YR4/6

ローム粒子・パミス少量合む。10YR3/4

ローム粒子・パミス少量、炭化材小片微量合む。

10YR2/3

炭化材小片・焼土粒子少量、ローム粒子微量合む。

7.5YR3/4

焼土粒子多量、炭化粒子少量合む。5YR3カ

ローム粒子多量、炭化粒子・焼土粒子少量含む。

10YR4/6

5

6

8

9

第189図  H38号住居址実測図

H38号住居址は、下聖端遺跡Hの調査中央、 り～れ-22～ 24グ リット内に位置し、下聖端遺跡

全体層序第Ⅳ層上面において検出された。なおM6号濤状遺構によリー部破壊される。

平面形態は、南北532cmを浪1り 、方形を呈すると考えられる。主軸方位はN-1°一Wを指す。

覆土は 9層が確認された。

確認面からの壁残高は、28～ 53cmを測り、壁体は平滑で比較的堅固である。床面はおおむね平

坦で固くしまっていた。壁はほとんど垂直に立ち上がり、各コーナーは丸味を持っている。

ピットは、主柱穴 1個 (Pl)、 入口施設 1個 (P2)、 貯蔵穴 1個 (P3)の計 3個が検出された。

カマ ドは検出されなかった。

本住居址は焼失住居址で、覆土中及び床面で炭化材小片が確認された。

遺物は土師器の甕・郷等が出上した。
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以上より本住居址は、古墳時代後期中葉に位置付けられる。

39)H39号住居址

1 暗褐色土層 ローム粒子・炭化粒子微量合む。10YR3/4
2 褐色 土層 ローム粒子少量、炭化粒子微量合む。10YR4/4
3 にぶヤゝ舶 J目 炭化材小片・焼土粒子少量合む。5YR4/3
4 明褐色土層 ローム主体。7.5YR5/6
5 黒 色 土層 ローム粒子微量合む。7.5YR2/1
6 暗禍色土層 ローム粒子少量合む。7.5YR3/4
7 明褐色土層 ローム粒子(ブロック状)多量合む。7.5YR5/6

第190図  H39号住居址実測図

H39号住居址は、下聖端遺跡Hの調査中央、よ・ら-21。 22グ リット内に位置し、下聖端遺跡

全体層序第Ⅳ層上面において検出された。なおM6号濤状遺構・ H45号住居址によリー部破壊さ

れる。

平面形態は方形を呈すると考えられる。

覆土は 6層が確認された。

確認面からの壁残高は、28～ 43clnを 測り、壁体は平滑で比較的堅固である。床面はおおむね平

坦で回くしまっていた。貼床は第 7層 によって貼られる。壁はほとんど垂直に立ち上がり、各コー

ナーは丸味を持っている。

ピットは、主柱穴 1個 (Pl)、 貯蔵穴 1個 (P2)の計 2個が検出された。

-221-



カマ ドは検出されなかった。

本住居址は焼失住居址で、覆土中及び床面で炭化材小片が確認された。

遺物は土師器の甕・不等が出土した。

以上より本住居址は、古墳時代後期に位置付けられる。

40)H40号住居址

A一

一

27191學
――A′

B―-      5  -B′

�
9 伍 榔 抑 1

1 黒掲色土層 ローム粒子微量合む。10Y R2/3

2 暗赤褐色土層 炭イ跡オ小片・焼土粒子多量合む。5Y R2/3

3 暗褐色土層 粘土粒子・炭化粒子少量含む。7 5YR3/3

4 暗赤褐色土層 粘土粒子・焼土粒子少量合む。5YR3/2

5 暗赤褐色土層 焼土主体。5YR3/6
第191図  H40号住居址実測図

H40号住居址は、下聖端遺跡Hの調査区南側、 く。け-2・ 3グ リッド内に位置し、下聖端遺

跡全体層序第Ⅳ層上面において検出された。なお南側を農道により破壊される。

平面形態は、南北242cmを測り、方形を呈している。主軸方位はN-50°一Eを指す。

覆土は 2層が確認された。

確認面からの壁残高は、14～ 20cmを測り、壁体は平滑で比較的堅固である。床面はおおむね平

坦で固くしまっており、貼床は認められなかった。壁はほとんど垂直に立ち上がり、各コーナー

は丸味を持っている。

ピットは検出されなかった。

カマ ドは北壁中央で検出された。残存状況は極めて悪く、焚日から煙道出口まで■8cmを測る。
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覆土は 3層 に分割された。

遺物は土師器の甕・郷・鉢等が出土した」

以上より本住居址は、平安時代中期に位置付けられる。

41)H41号住居址

黒褐色土層 10Y R3/2
ローム粒子微量合む。

暗褐色土層 10Y R3/4
ローム粒子・パミス少量含む。

黒褐色土層 10YR3/2
ローム粒子微量合む。

黒 色 土 層 10YR2/1

炭化粒子・パミス微量合む。

掲 色 土 層 10YR4/6
ローム粒子多量合む。

褐 色 土 層 10YR4/4
ローム粒子多量、パミス少量

合む。

719 6m A′

|

7 黒掲色土層 ローム粒子・炭化粒子・粘上粒子微量合む。7.5YR3/2

8 褐灰色土層 粘土粒子少量含む。5YR4/1

9 黒褐色土層 粘土粒子少量、炭化粒子・焼土粒子微量合む。5YR3/1

10 に熱挑偶色土層 粘土粒子多量、焼上粒子少量合む。5YR4/3

11 灰赤色上層 粘土主体。2.5YR4/2

12 赤褐色土層 焼土主体。5YR4/8

13 褐灰色土層 粘土主体。7 5YR4/1

14 責褐色土層 粘土粒子・炭化粒子微量、ローム粒子多量合む。10Y R5/8

第192図  H41号住居址・カマ ド掘方実測図

H41号住居址は、下聖端遺跡Hの調査区南側、こ。さ-9,10グ リッド内に位置し、下聖端遺

③
Ｐ‐
・２４
て
が
・‐７

・‐３Ｐ８
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跡全体層序第Ⅳ層上面において検出された。

平面形態は、南北318cm、 東西358cmを測り、方形を呈している。主軸方位はN-8°一Eを指す。

また床面積は9.92m2を 測る。

覆土は 5層が確認された。

確認面からの壁残高は、20～47cmを測り、壁体は平滑で比較的堅国である。床面はおおむね平

坦で固くしまっており、貼床は第 6層 により貼られる。壁はほとんど垂直に立ち上がり、各コー

ナーは九味を持っている。

ピットは、主柱穴 4個 (PI～ P4)、 入口施設 3個 (P5～ P7)、 その他 2個の計 9個が検出され

た。

カマ ドは北壁中央で検出された。残存状況は極めて悪く、焚日から煙道出日まで132cm、 袖の巾

97cmを測る。覆土は12層 に分害1された。燃焼部の下部は第13・ 14層 により構築される。

遺物は土師器の甕・邪、鉄製品等が出土した。

以上より本住居址は、平安時代中期に位置付けられる。

42)H42号住居址

H42号住居址は、下聖端遺跡Ⅱの調査区南根1、 て～な-15'16グ リット内に位置し、下聖端遺

跡全体層序第Ⅳ層上面において検出された。

平面形態は方形を呈すると考えられる。

覆土は 1層が確認された。

確認面からの壁残高は、 0～ 5 cmを測る。

ピットは、主柱穴 4個 (Pl～ P4)、 その他 1個 (P5)の計 5個が検出された。

カマ ドは検出されなかった。

遺物は土師器の甕・郷等が出土した。

遺物の量は少なく、所産期は不明である。
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③
Ｐ３

|

し
|

1 黒褐色上層
ローム粒子・パミス

微量合む。

10YR3/2

A                                         ― A

3- ― B

2m

第193図  H42号住居址実測図

43)H43号住居址

H43号住居址は、下聖端遺跡 Hの調査区南側、つ つて―■・12グ リッド内に位置し、下聖端遺
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十
１

“

1 黒掲色土層 パミス・ローム粒子微量合む。10YR2/2
2 果掘色土層 ローム粒子・パミス少量、炭化粒子微量合む。10Y R3/2

第194図  H43号住居址実測図

跡全体層序第Ⅳ層上面において検出された。

平面形態は、南】L502cm、 東西460cmを測り、南北にやや長い方形を呈している。主軸方位はN―

16° 一Eを指す。また床面積は22.97m2を 測る。

覆土は 2層が確認された。

確認面からの壁残高は、7～ 21cmを測り、壁体は平滑で比較的堅固である。床面はおおむね平坦

で回くしまっており、貼床は認められなかった。壁はほとんど垂直に立ち上がり、各コーナーは

丸味を持っている。

ピットは、主柱穴 4個 (Pl～ P4)、 その他 4個の計 8個が検出された。

カマ ドは東南壁隅中央で検出された。残存状況は極めて悪く、構築材と思われるの安山岩が散

乱していた。

遺物は土師器の甕・邦等が出上した。

以上より本住居址は、平安時代中期に位置付けられる。
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44)H44号住居址

Aレ

、劾劾以以/以以域
か

第195図  H44号住居址・カマ ド掘方実測図

H44号住居址は、下聖端遺跡 Hの調査区南側、ち 。つ-9。 10グ リッド内に位置し、下聖端遺

跡全体層序第Ⅳ層上面において検出された。

平面形態は、南北374cm、 東西364cmを 測 り、南北にやや長い方形を呈 している。主軸方位はN―

21°一Wを指す。また床面積は12.38m2を 測る。

覆土は 2層が確認された。

確認面からの壁残高は、14～ 27cmを測 り、壁体は平滑で比較的堅回である。床面はおおむね平

坦で固くしまっており、貼床は第 3層 によって貼 られる。壁はほとんど垂直に立ち上が り、各コー

ナーは九味を持っている。

黒褐色土層 10Y R2/3
ローム粒子・炭化粒子少量合む。

褐色 土 層 10Y R4/6

ローム粒子多量合む。

黒褐色土層 10YR3/2
ローム粒子・炭化粒子少量合む4

灰褐色土層 7.5YR3/2
粘土粒子・炭イと粒子微量合む。

褐色 土層 7.5Y R4/3

粘上粒子少量、焼土粒子微量合む。

暗赤褐色土層 5YR3/2
粘土粒子・炭化粒子・焼土粒子

少量合む。

暗赤褐色土層 2.5YR3/2
焼土粒子多量、粘土粒子少量合む。

赤褐色土層 2.5YR4/6
焼土主体。炭化粒子少量合む。

褐灰色土層 5YR4/1
粘土主体。

褐色 土層 7.5YR4/6
ローム粒子多量、粘上粒子・

炭化粒子少量合む。

θ
皐
　

　

・１０Ｐ４⑬

-227-―



ピットは、主柱穴 4個 (Pl～ P4)、 入口施設 4個 (P9～ P12)、 その他 3個の計12個が検出され

た。

カマドは北壁中央西よりで検出された。残存状況は極めて悪く、焚日から煙道出日まで123cmを

測る。覆土は 8層 に分害1さ れた。燃焼部の下部は第 9・ 10層 により構築される。

遺物は土師器の甕・邪等が出上した。

以上より本住居址は、平安時代中期に位置付けられる。

45)H45号住居址

＞

‐
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Ⅷ
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＼

⑥ l鱚撃。ばW3
2 灰黄褐色J冒 10YR4/2
粘主主体。砂粒少量合む。

灰黄褐色土層 10YR4/2
粘上粒子・砂粒少量合む。

に熱壊朝母色襲  10YR4/3
砂粒多量、粘土粒子少量合む。

黒褐色土層 10Y R3/1

粘上粒子多量、砂粒・焼土粒子少量合む。

赤褐色土層 5YR4/8
焼土主体。

褐灰色上層 7.5YR4/1
粘土主体。

2m

第196図  H45号住居址・カマ ド掘方実測図

H45号住居址は、下聖端遺跡Hの調査区南側、よ。ら-21・ 22グ リッド内に位置し、下聖端遺

跡全体層序第Ⅲ層中において検出された。

平面形態は、南北296cm、 東西290cmを測り、方形を呈している。主軸方位はN-25°一Eを指す。

また床面積は8.65m2を 測る。

覆土は 2層が確認された。
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確認面からの壁残高は、19～ 35cmを測り、壁体は平滑で比較的堅回である。床面はおおむね平

坦で固くしまっており、貼床は認められなかった。壁はほとんど垂直に立ち上がり、各コーナー

は丸味を持っている。

ピットは検出されなかった。

カマ ドは北壁中央で検出された。残存状況は極めて悪く、焚日から煙道出口まで129cmを測る。

覆土は 6層 に分割された。燃焼部の下部は第 7層 により構築される。

遺物は土師器の甕 。辱、隆平永宝等が出上した。

以上より本住居址は、平安時代中期に位置付けられる。

46)H46号住居址

719生
A′

2

1 暗褐色土層 ローム粒子・砂粒微量合む。10YR3/4

2 黒 色 上層 炭化粒子微量含む。10YR2/1

3 褐色 土層 ローム粒子少量合む。10Y R4/6

o   (1:80)  2m

第197図  H46号住居址実測図

H46号住居址は、下聖端追跡Hの調査区南側、す-12,13グ リッド内に位置し、下聖端遺跡全

体層序第Ⅳ層上面において検出された。

平面形態は、南北320cm、 東西282cmを 測り、南北にやや長い方形を呈している。主軸方位はN一

①
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5

6

灰褐●土層 7.,YR4/2
擁■粒子・炭化粒子・粘土粒子微量含む。

暗褐色上層 7.,YR3/4
焼土粒子,粘土粒子少量含む心

原禍色土層 5YR4/2
焼土粒子・炭化粒子少量、粘土粒子

微量含む。

暗赤脅色」曙 5YR3/d
焼二主体.媒化粒子少量含むこ

掲瓜色土層 5Y R4/1 粘土主代

嗜褐色土層1 10YRt/4

ローム粒子多量合むj

第198図 H46号住居址カマド実測図
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16°一Eを指す。また床面積は 8,9m2を測る。

覆土は 2層が確認された。

確認面からの壁残高は、13～ 37cmを測り、壁体は平滑で比較的堅固である。床面はおおむね平

坦で固くしまっており、貼床は認められなかった。壁はほとんど垂直に立ち上がり、各コーナー

は丸味を持っている。

ピットは計 5個が検出された。

カマ ドは東壁中央やや南よりで検出された。残存状況は極めて悪く、左側の袖が残るのみであ

る。残存する焚口より煙道出口までは■6cmを 浪1る。覆土は 4層が確認された。カマ ド構築状況は

以下のとおりである。煙道下部は第 6層 によって、燃焼部は第 5・ 6層 によって構築される。

遺物は土師器の甕・邦と鉄製品等が出土した。

以上より本住居址は、平安時代中期に位置付けられる。

47)H47号住居址

H47号住居址は、下聖端追跡Hの調査区南側、て 。と-11。 12グ リッド内に位置し、下聖端遺

跡全体層序第Ⅳ層上面において検出された。

平面形態は、南北343cm、 東西345cmを測る。主軸方位はN-17°一Eを指す。また床面積は11.32

m2を測る。

覆土は 4層が確認された。

確認面からの壁残高は、9～ 24cmを測り、壁体は平滑で比較的堅固である。床面はおおむね平坦

で回くしまっており、貼床は第 5・ 6層 により貼られる。壁はほとんど垂直に立ち上がり、各コー

ナーは丸味を持っている。

ピットは計 6個が検出された。

カマ ドは北壁中央やや西よりで検出された。残存状況は極めて悪く、残存する焚口より煙道出

口までは■8cmを 測る。覆土は 4層が確認された。煙道下部は第 5層 によって、燃焼部は第 5'6

層によって構築される。

遺物は土師器の甕・郷、鉄製品等が出土した。

以上より本住居址は、平安時代中期に位置付けられる。
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黒褐色土層 10Y R2/2
炭化粒子・焼土粒子微量合む。

暗偶色■
最上避単雛 粒子貌 土粒子

少量合む。

灰賞褐色土層 10Y R5/2
粘■粒子多量、擁上粒子・炭化

粒子少量含む。

明褐色土層 7.5Y R5/8 焼主主体。

褐灰色土層 7.5YR4/1 粘主主偽

責褐色上層 10YR5/6
ローム粒子多量合む。

ｔ
ｉ

∞

、

４
１
ぃ

、

720,40_A′

１
１

∞

、

(1130)

第190図 H47号住居址カマド実測図
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1 黒褐色土層 炭化粒子。焼土粒子少量合む。7.5YR2/2
2 赤褐色土層 焼主主体。炭化材小片少量合む。5YR4/6
3 に熱珠髄 土層 焼主主体。炭化粒子多量合む。5YR5/3
4 褐色 土 層 ローム粒子・焼上粒子・炭化粒子少量合む。7.5YR4/6
5 黒褐色土層 ローム粒子微量合む。10Y R2/3
6 に熱墳褐色上層 口iム粒子多量合む。10YR4/3
7 黒褐色上層 ローム粒子少量合む。10YR3/2

第200図  H47号住居址実測図

48)H48号住居址

H48号住居址は、下聖端遺跡Hの調査区南側、す-7グ リッド内に位置し、下聖端遺跡全体層

序第Ⅳ層上面において検出された。なお南側を農道により破壊される。

平面形態は、南北214cln(残存値 )、 東西271clnを測る。主軸方位はN-45°一Wを指す。

覆土は 2層が確認された。

確認面からの壁残高は、3～ 14cmを測り、壁体は平滑で比較的堅固である。床面はおおむね平坦

で固くしまっており、貼床は認めらんなかった。壁はほとんど垂直に立ち上がり、各コーナーは

丸味を持っている。
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720_2fn

‐ 44

灰褐色土層 粘土粒子少量合む。
7.5Y良 4/2

褐灰色上層 粘上粒子多重、焼■粒子少量
合む。7.5YR4/1

に熱坊翔筆娼 擁土主体。
sYR写/4

黒掘色土層 粘主主体。
7.5YR3/1

褐色土層 ローム粒子・粘土粒子少量
合む。7.5YR4/3

第201図  H48号倒唇址カマド実lll図
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1 黒掲色土層 10Y R2/3
0    (1:80)   2m

ローム粒子・炭化粒子微量含む。

第202図  H48号住居址実測図

ピットは計 3個が検出された。

カマ ドは東壁中央やや西よりで検出された。残存状況は極めて悪く、残存する焚日より煙道出

日までは79cmを測る。覆土は 3層が確認された。カマ ド構築状況は以下のとおりである。煙道下

部は第 4層 によって、燃焼部と袖部は第 5層 によって構築される。

遺物は土師器の甕・不等が出土した。

以上より本住居址は、平安時代中期に位置付けられる。

49)H49号住居址

H49号住居llLは、下聖端遺跡■の調査区中央、ら・ リー22～ 24グ リッド内に位置し、下聖端遺

跡全体層序第III層 中において検出された。

平面形態は、南北408cm、 東西454cmを測る。主軸方位はN-38°一Eを指す。また床面積は17.28

∬を測る。

覆土は1層 のみが確認された。

確認面からの壁残高は、9～ 30cmを測り、壁体は平滑で比較的堅固である。床面はおおむね平坦
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IL(型 )仲 生

1 -灰責鶴色土層 砂粒多量 コーム
ー
粒子・パミス少量合む。10YR4/2

第203図 H49=住居址実測図

で画くしまっており、貼床は認められなかった。壁はほとんど垂直に立ち上がり、各
コーナーは

丸味を持っている。

ビットは主柱穴 4栖が検出された。

カマドは東南隅で検出された。残存状況は極めて悪く、残存する焚日より煙道出日までは1盟cm

を瀬1る。覆上は2層が確認されたp燃焼部は第 3.層によって構築される。

遺物は土師器の甕 Ⅲ郷等が出土した.。

以上より本住―居址は、平安時代中期に位置付けられる。
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1

2

3

褐灰色土層 粘土粒子多量、焼土粒子少量合む。5YR4/1

暗赤禍色土層 焼土主体。5YR3/6

にぶt式褐色土層 ローム粒子多量、秒粒少量合む。10Y R4/3

第204図  H49号住居址カマ ド掘方実測図

50)H50号住居址

H50号住居址は、下聖端遺跡Hの調査区南側、 し-13・ 14グ リッド内に位置し、下聖端遺跡全

体層序第Ⅳ層上面において検出された。

平面形態は、南北290cm、 東西292cmを測り、方形を呈している。主軸方位はN-29°一Eを指す。

また床面積は818m2を測る。

戻土は 1層 のみが確認された。

確認面からの壁残高は、0～ 1lcalを 測り、壁体は平滑で比較的堅固である。床面はおおむね平坦

で固くしまっており、貼床は認められなかった。壁はほとんど垂直に立ち上がり、各コーナーは

丸味を持っている。

ピットは計 11回が検出された。

カマ ドは北壁中央で検出された。残存状況は極めて悪く、残存する焚口より煙道出口までは106

cmを測る。覆土は 2層が確認さ絶た。
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隠 ャ

灰責褐色土層
10YR4/2
ローム粒子・粘上粒子微量、

砂粒少量合む。

暗赤褐色土層

5YR3/6
焼上主体。 B―

第205図  H50号住居址カマド掘方実測図

遺物は土師器の甕・邪等が出土した。

以上より本住居址は、平安時代中期に位置付けられる。
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――A

1 黒褐色土層 砂粒。ローム粒子少量合む。10Y R3/2

o   (1:80)   lm

第206図  H50号住居址実測図

51)H51号住居址

H51号住居址は、下聖端遺跡Πの調査区南側、に。ぬ-12。 13グ リッド内に位置し、下聖端遺

跡全体層序第H層中において検出された。なおM9号濤状遺構によリー部破壊される。

平面形態は、南北322cm、 東西351cmを測る。主軸方位はN-33°一Eを指す。

覆土は 3層が確認された。

確認面からの壁残高は、1～ 9cmを 測り、壁体は平滑で比較的堅固である。床面はおおむね平坦

で回くしまっており、貼床は認められなかった。,壁はほとんど垂直に立ち上がり、各コーナーは

丸味を持っている。

ピットは、主柱穴 4個 (Pl～ P4)、 その他 1個の計 5個が検出された。

カマ ドは北壁中央やや西よりで検出された。残存状況は極めて悪く、残存する焚口より煙道出

日までは93cmを測る。覆土は 4層が確認された。燃焼部は第 5・ 6層 によって構築される。

遺物は土師器の甕・不等が出上した。

以上より本住居址は、平安時代中期に位置付けられる。
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第207図  H51号住居址カマド実測図

暴褐色土層 粘主粒子・焼土粒子少量、炭化粒子微量含む心
5YR3/1

褐灰色土層|―粘主主体ゃ焼土粒子微量合む,5YR4/1

暗瀬駐鉛据 構土粒子少量、焼土粒子多量合む。
5YR3/3

赤禍色土層 娩土主体。5YR4/8
褥灰色土層 5YR4/1

暗掘色土層 粘上粒子微量、ローム粒子少量含むp
10VRe/3
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o   (1180)  ?�

黒褐色土層 ローム1粒子少量合む。10Y R3/2
黒 色土 層 ローム粒子微量合む。ljYR2/1
黒褐色土層 ローム粒子・パミス少量合む。10YR2/3

第208図 Hう 1号住居祉実測図

52)H52号住居址

H52号住居址は、下聖端遺跡■の調査区南側、 く。け-10・ ■グリッド内に位置し、下聖端遺

跡全体層序第■層中において検出された。

平面形態は方形を呈すると考えられる。

覆土は 1層のみが確認された。

確認面からの壁残高は、0～ 13cmを測る。

ピットは 5個が検出された。

カマ ドは検出されなかった。

遺物の量が少なく、所産期は不明である。
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C―― 7192聖 _c′

1 暗褐色土層 パミス・ローム粒子微量含む。10YR3/4

0   (1:80)   2m

第209図  H52号住居址実測図

53)H53号住居址

H53号住居址は、下聖端遺跡Hの調査区南側、お 。か-6・ 7グ リッド内に位置し、下聖端遺

跡全体層序第H層中において検出された。

平面形態は、南北330cm、 東西338cmを 測る。主軸方位はN-31°一Wを指す。また床面積は9.01

m2を測る。

覆土は 4層が確認された。
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1 暗褐色土層 耕作土カクラン。10YR3/4
2 黒 色土 層 パミス微量含む。10YRl,7/1
3 黒褐色土層 パミス・ローム粒子微量合む。10Y R3/2
4 褐 色 土層 ローム粒子多量合む。7.5YR4/6
5 褐 色土 層 ローム粒子(ブロック状)多量合む。7.5YR4/6

第210図  H53号住居址実測図

確認面からの壁残高は、5～ 26cmを測り、壁体は平滑で比較的堅固である。床面はおおむね平坦

で固くしまっており、貼床は第 5層 により貼られる。壁はほとんど垂直に立ち上がり、各コーナー

は丸味を持っている。

ピットは、主柱穴 4個 (Pェ ～P4)、 その他 1個の計 5個が検出された。

カマ ドは北壁中央やや西よりで検出された。残存状況は極めて悪く、残存する焚口より煙道出

口までは148cmを測る。覆土は 3層が確認された。燃焼部は第 4層 によって構築される。

遺物は土師器の甕・不等が出上した。

以上より本住居址は、平安時代中期に位置付けられる。
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褐灰色土層 粘土粒子少量、ローム
粒子・炭化粒子微量合む。
5Y R4/1

に熱読褐色土層 粘土粒子・坑上粒子
少量、炭化粒子微量合む。
5YR4/3

赤褐色土層 焼土主体。
5YR4/6

異褐色土層 粘土粒子・ローム粒子
少量含む。10YR3/2

|

>

|

第211図  H53号住居址カマ ド実測図
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54)H54号住居址

――A

― B

1 黒褐色土層 ローム粒子微量合む。10YR2/2
2 暗褐色上層 ローム粒子・パミス少量合む。10YR3/4
3 褐色土層 ローム粒子多量合む。10YR4/6
4 責褐色土層 ローム粒子多量合む。10Y R5/6

第212図  H54号住居址実韻1図

H54号住居址は、下聖端遺跡Hの調査区南側、き。く-7'8グ リッド内に位置し、下聖端遺

跡全体層序第H層中において検出された。

平面形態は、南北328cm、 東西330calを測る。主軸方位はN-28°一Wを指す。また床面積は9.5

m2を測る。

覆土は 3層が確認された。

確認面からの壁残高は、16～ 37cmを測り、壁体は平滑で比較的堅固である。床面はおおむね平

坦で固くしまっており、貼床は第 4層 により貼らたる。壁はほとんど垂直に立ち上がり、各コー
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黒穏色土層 粘土粒子少量含む。10YR3/1

灰褐色土層 粘土粒子多量、焼上粒子微量含む,7.5YR4/2

明褐色上層 焼土主体。7.5VR5/8

雌 土層 粘土粒子多量合む。5YIR3/3

褐色上層 粘土粒子微量、ローム粒子少量含む。7.5Y R4/3

第213図  H64号仁居址カマ ド実Mll図
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ナーは丸味を持っている。

ピットは計 4個が検出された。

カマ ドは北壁中央やや西よりで検出された。残存状況は極めて悪く、残存する焚口より煙道出

口までは105cm、 袖の巾88cmを波1る。覆土は 3層が確認された。燃焼部は第 4・ 5層 によって構築

される。

遺物は土師器の甕・不、鉄製品等が出上した。

以上より本住居址は、平安時代中期に位置付けられる。

55)H55号住居址

暗禍色土層 10YR3/3
ローム粒子・パミス少量合む。

黒色 土層 10YR2/1
ローム粒子微量合む。

責褐色土層 10YR5/8
ローム粒子多量合む。

9   (1130)   ?m

褐灰色土層 粘土粒子少量合む。
7.5YR4/1

黒褐色土層 粘土粒子・焼土粒子多量
合む。7.5YR3/1

暗赤褐色土層 焼土主体。5YR3/6

褐色 上層 ローム粒子多量合む。
10YR4/6

第214図  H55号住居址カマド掘方実測図

H55号住居址は、下聖端遺跡 Hの調査区南側、け 。こ-7・ 8グ リッ ド内に位置 し、下聖端遺

跡全体層序第H層中において検出された。

平面形態は、南北332om、 東西314cmを測り、方形を呈している。主軸方位はN-40°一Wを指す。

⑨

熊”『『へ^^《ハヘヘヘ小小小小ぃぃ小ハベ‐‐Ｏ

υや9あ0潔
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覆土は 2層が確認された。

確認面からの壁残高は、2～ 13cmを 測り、壁体は平滑で比較的堅固である。床面はおおむね平坦

で固くしまっており、貼床は第 3層 により貼られる。壁はほとんど垂直に立ち上がり、各コーナー

は丸味を持っている。

ピットは 6個が検出された。

カマ ドは北壁中央で検出された。残存状況は極めて悪く、焚日から煙道出口まで79cmを浪1る。

覆土は 6層 に分割された。燃焼部の下部は第 7層 により構築される。

遺物は土師器の甕・不、巡方、鉄製品等が出上した。

以上より本住居址は、平安時代中期に位置付けられる。

56)H56号住居址

0    (1:80)   2m

第215図  H56号住居址実測図

H56号住居址は、下聖端遺跡Hの調査区南側、こ。さ-6・ 7グ リ

跡Ⅱ H16号住居址覆土上面において検出された。なお全体を農道によ

はカマ ドの一部とカマ ド左右の壁の一部のみである。

平面形態は方形を呈すると考えられる。

カマドは北壁中央に位置すると考えられる。残存状況は極めて悪く

clllを 測る。

遺物は土師器の甕・邪等が出土した。

以上より本住居址は、平安時代中期に位置付けられる。

ッド内に位置し、下聖端遺

り破壊され、検出されたの
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57)Yl号住居址

褐色 土層 10YR4/4

ローム粒子・パミス少量

合む。

黒褐色土層 ローム粒
子・炭化粒子微量合む。

10Y R2/2

暗褐色土層 ローム粒
子・炭化粒子微量合む。

黒褐色上層 ローム粒
子・パミス少量、炭化粒

子微量合む。

loYR2/2

褐色 土 層 10Y R4/6

ローム粒子多量、パミス

少量合む。

明褐色土層 ローム粒
子多量含む。

7.5YR5/6

第216図  Yl号住居址実測図

Yl号住居址は、下聖端遺跡Hの調査区南側、せ 。そ-10。 11グ リッド内に位置し、下聖端遺

跡全体層序第Ⅳ層上面において検出された。

平面形態は、南北547cln、 東西436cmを測り、長方形を呈している。主軸方位はN-6°一Wを指

す。また床面積は22.12m2を 測る。

覆土は 9層が確認された。

忍 悦
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確認面からの壁残高は、4～ 16cmを測り、壁体は平滑で比較的堅固である。床面はおおむね平坦

で固くしまっていた。貼床は認められなかった。壁はなだらかに立ち上がり、各コーナーは丸味

を持っている。

ピットは、主柱穴が 4個 (P虫 ～P4)、 貯蔵穴 1個 (P7)、 入口施設 2個 (P5° P6)の計 7個が

検出された。

炉はPl― P2間で検出された。規模は73× 76cmを測り、炉石を伴っていた。

遺物は甕・重等が出土した。

以上より本住居址は、弥生時代後期に位置付けられる。

58)Y2号住居址

Y2号住居址は、下聖端遺跡Hの調査区南側、さ～す-3～ 5リ ッド内に位置し、下聖端遺跡

全体層序第Ⅳ層上面において検出された。なおH19号住居址・ F13号掘立柱建物址・M6号濤状

遺構に破壊される。

平面形態は東西が583cmを浪1り 、長方形を呈している。主軸方位はN-40°一Wを指す。

覆土は 4層が確認された。

確認面からの壁残高は、24～ 67cmを測り、壁体は平滑で比較的堅回である。床面はおおむね平

坦で固くしまっていた。貼床は第 4層 により貼られる。壁はほば垂直に立ち上がり、各コーナー

は丸味を持っている。

ピットは、主柱穴が 4個 (Pl～ P4)、 入口施設 3個 (P7～ P9)、 その他 2個の計 9個が検出さ

れた。

炉はPl― P2間で検出された。規模は径47× 56cm、 深さ9cmを測り、炉石を伴っていた。

遺物は甕・壷等が出土した。

以上より本住居址は、弥生時代後期に位置付けられる。

59)Y3号住居址

Y3号住居址は、下聖端遺跡Hの調査区南側、さ～す-11～ 13リ ッド内に位置し、下聖端遺跡

全体層序第Ⅳ層上面において検出された。なおH30・ 46号住居址に破壊される。

平面形態は、東西が532cm、 南北984cmを測り、長方形を呈している。主軸方位はN-12° TWを

↓旨す。

覆土は 4層が確認された。
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719 6m A′

1 黒色 土層 ローム粒子微量合む。10YR2/1
2 黒褐色上層 ローム粒子少量、パミス微量合む。10YR3/2

3 黒褐色土層 ローム粒子微量、炭化粒子少量合む。10YR2/2
4 に熱渡概望蝿 ローム粒子多量合む。10YR5/4

第217図  Y2号住居址実測図

確認面からの壁残高は、 1～ 36cmを測り、壁体は平滑で比較的堅固である。床面はおおむね平

坦で固くしまっていた。貼床は認められなかった。壁はほば垂直に立ち上がり、各コーナーは丸

味を持っている。

ピットは、主柱穴が 3個 (Pl～ P3)、 その他 5個の計 8個が検出された。

炉はPl― P2間で検出された。規模は径39× 26cm、 深さ10cmを測り、炉石を伴っていた。また全

体に甕の底部が敷いてあった。
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1 暗褐色土層

2 暗掲色土層

3 黒褐色土層

4 黒褐色土層

5 黒褐色土層

ローム粒子・パミス微量合む。10YR3/3

パミス・ローム粒子少量合む。10YR3/4

パミス。ローム粒子微量合む。10Y R2/2

パミス・ローム粒子微量合む。10YR2/3

炭化粒子・焼土粒子多量合む。10YR2/3

0   (1:30)   2m

第218図  Y3号住居址実測図

遺物は甕・壺等が出上した。

以上より本住居址は、弥生時代後期に位置付けられる。
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60)Y4号住居址

――A

1 黒褐色土層 ローム粒子・パミス微量合む。10YR2/2

2 暗褐色土層 ローム粒子・パミス少量合む。10Y R3/4

3 黒 色 土 層 炭化粒子ローム粒子微量合む。10YR2/1

4 暗褐色土層 ローム粒子・パミス少量合む。10YR3/4

5 黒褐色土層 ローム粒子・パミス少量合む。10YR2/2

6 褐色 土層 ローム粒子多量、パミス少量合む。10YR4/4

7 黒 色 土層 ローム粒子・パミス微量合む。10YR2/1

0   (1:30)   ?m

第219図  Y4号住居址実測図

Y4号住居址は、下聖端遺跡Hの調査区南側、ぬ 。ね-9・ 10リ ッド内に位置し、下聖端遺跡

全体層序第Ⅳ層上面において検出された。

覆土は 7層が確認された。

確認面からの壁残高は、58～ 98cmを測り、壁体は平滑で比較的堅回である。壁はほば垂直に立

ち上がり、各コーナーは丸味を持っている。

遺物は弥生時代の甕・壷等を中心に出上した。

以上より本住居址は、構築途中で放棄されたものと考えられ、弥生時代後期が所産期と推定さ

ヤとる。
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2 掘立柱建物址
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0   (1:80)   2m

第220図  Fl号堀立柱建物址
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第221図  F2号堀立柱建物址実測図

④∞
ィ
ー

V◎

r

0   (1:80)  2m
黒褐色土層 パミス・炭化粒子微量合む。

10YR2/3

暗褐色土層 ローム粒子・パミス少量合む。10YR3/4

第222図  F3号堀立柱建物址実韻1図
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第223図  F4号堀立柱建物址実測図
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第224図  F5号堀立柱建物址実測図
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725型
A′

0   (1180)   2m
1

2

3

黒褐色土層 炭化材小片微量合む。10YR2/2

掲 色 土 層 ローム粒子多量、炭化粒子微量合む。10YR4/6

灰黄褐色土層 ローム粒子多量、炭化粒子微量合む。10Y R4/2

第225図  F6号堀立柱建物址実測図

0

懸
セ

9   (1:80)   ?m
F10号堀立柱建物址実測図
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第227図  F7号堀立柱建物址実測図
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第228図  F3号堀立柱建物址実測図
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第229図  F9号堀立柱建物址実測図

1

2

3

4

ヽ

黒色土層 炭化粒子少量、パミス微量合む。10YRl,7/1
暗褐色土層 ローム粒子少量、パミス微量合む。10YR3/3
黒褐色土層 ローム粒子少量合む。10YR2/3
褐色土層 ローム粒子多量合む。10Y R4/6

第230図  F■号堀立柱建物址実測図

P9
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第231図  F12号堀立柱建物址実測図

第232図  F13号堀立柱建物址実測図
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第233図 F14号堀立柱建物址実測図

第234図  F15号堀立柱建物址実測図

72翌mA
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第235図  F16号堀立柱建物址実測図
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第236図  F18号堀立柱建物址実測図
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第237図  F17号堀立注庭物址実測図
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特殊遺構

2m

第238図 T2号特殊遺構実測図

Tl号特殊遺構は、下聖端遺跡の中央、あ～お-56～ 60グ リッド内において検出された。本遺

構は覆土等の状況から沼か湿地と考えられる。遺物は黒曜石製の有舌尖頭器が出上した。

T2号特殊遺構は、下聖端遺跡の中央、か 。お-56・ 55グ リッド内において検出された。本遺

構は、掘り込み内を二重にピットが廻り、入口施設らしきものが南西に向かって突出している。

遺物は出土せず、所産期・性格ともに不明である。

T3号特殊遺構は、下聖端遺跡の南側、た 。そ-75・ 76グ リッド内において検出された。本遺

構は円形にピットが配されているが、所産期 。性格ともに不明である。

T4号特殊遺構は、下聖端遺跡の南側、 し～せ-83・ 84グ リッド内において検出された円形周

濤である。所産期・
′
l■格ともに不明である。

T5号特殊遺構は、下聖端遺跡の南側、さ。し-82・ 83グ リッド内において検出された。本遺

構は覆土等の状況から小さな沼か湿地と考えられる。所産期は不明である。

T6・ 7号特殊遺構は、下聖端遺跡の南側、へ・ほ-89・ 90グ リッド内において検出された。

両遺構は、覆土・形態 。遺物等により、墓羨の可能性が高い。H3号住居址の床面を掘り込み、

その際の土砂を床に盛 り上げている。遺物は、臼玉、土RT器片、骨片等が出土した。所産期は、

H3号住居址が古墳時代中期後葉に推定されるため、ほぼ同一時期か若干新しいと考えられる。

③    ⑤
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0  (1:40)  lm

1 黒褐色土層

2 黒禍色土層

3 黒 色 土 層

4 黒褐色上層

5 黒 色 土 層

6 黒褐色土層

7 暗褐色土層

8 黒褐色土層

9 暗褐色土層

10 黒褐色土層

■ 黒掲色土層

12 暗褐色土層

13 黒褐色上層

14 黒褐色土層

15褐 色 土 層

16 暗褐色土層

17 暗褐色土層

18褐 色 土 層

炭化材微小片・パミス微量合む10YR3/2

炭化粒子・パミス微量合む。10Y R2/3

パミス微量含む。10YR2/1

パミス微量合む。10YR2/2

パミス微量含む。10YR2/1

擬矧ュ? 10YR2/2

パミス・炭化粒子微量合む。10YR3/4

パミス微量合む。10Y R2/3

パミス・炭化粒子微量合む。10Y R3/8

パミス・炭化粒子微量合む。10YR2/3

パミス微量、ローム粒子少量合む。10YR3/2

パミス微量、ローム粒子少量合む。10YR3/4

パミス微量、ローム粒子少量合む。10Y R3/2

パミス・炭化粒子微量合む。10Y R2/3

パミス微量、ローム粒子多量合む。10YR4/4

パミス微量、ローム粒子少量合む。10YR3/3

パミス・炭化粒子微量、ローム粒子多量合む。10YR3/3

ローム主体。パミス微量合む。10YR4/4

第239図 T7号特殊遺構実測図
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9   (■ 40)   lm

1 黒褐色上層 パミス・炭化粒子微量、ローム粒子少量含む。10YR2/3
2 黒褐色上層 パミス微量、ローム粒子少量、炭化粒子多量合む。10YR2/2
3 黒褐色土層 パミス微量、ローム粒子・炭化粒子少量合む。10YR2/3
4 暗褐色土層 パミス微量、ローム粒子多量合む。10YR3/3
5 暗褐色土層 パミス微量、ローム粒子多量合む。10YR3/4
6 黒褐色土層 パミス・ローム粒子微量合む。10YR2/3
7 暗掲色土層 パミス微量、ローム粒子少量合む。loYR3/3
8 黒褐色土層 パミス微量、ローム粒子少量合む。loYR2/3
9 暗褐色土層 パミス微量、ローム粒子多量、炭化粒子少量合む。10YR3/3
10 暗褐色土層 パミス微量、ローム粒子多量合む。loYR3/3
H 褐 色土層 ローム主体。10YR4/4
12 黒褐色土層 パミス微量、ローム粒子少量合む。10YR2/2
13 暗褐色土層 ローム主体。パミス微量合む。10YR3μ

第240図 T6号特殊遺構実測図

墓羨

OTl号墓羨は、下聖端遺跡の南側、て-84グ リッド内において検出された。本墓羨からは獣

骨 (1体分)が出土した。遺物は出土せず、所産期は不明である。

OT2号墓羨は、下聖端遺跡Hの南側、せ-14グ リッド内において検出さ絶た。本墓羨からは

人骨 1体分が出土した。遺物は、キセル、寛永通宝 5枚 と聖宋元宝 1枚が出土し、所産期は江戸

時代と考えられる。
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第241図 OTl号墓療実剤図

1 黒鶴色土層

,福 色 土 層

3黒 色 主 層

4 黄掲色土層

(1:30)

パミス微量合む。
10YR2/2

六ミス微量、ローム粒子多量合む。
10YR4/6

ローム粒子・炭化粒子微量含む。
10YRl.7/1

ローム主体■OYR5/8

lin

第242図 OT2号 墓羨実測図

(1130)
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土坑

1黒 褐 色 土 層

2黒 褐 色 土 層

3暗 褐 色 土 層

4責 褐 色 土 層

5暗 褐 色 土 層

723塾
A′

9 (1:60)1.m

粘性やや弱し。パミス・スコリア小粒以下を微量、ローム粒子を少量合む。

10Y R2/2

粘性弱し。スコリア小粒以下・パミスを微量、ローム粒子を少量合む。

10Y R2/3

粘性弱し。スコリア小粒以下・パミスを少量、ローム粒子を多量合む。

10Y R3/3

粘性弱し。ローム主体。スコリア中粒以下・パミスを微量合む。

10Y R5/6

粘性弱し。スコリア小粒以下・パミスを少量、ローム粒子を多量合む。
10Y R3/3

第243図  Dl号土坑実測図
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?(1:60中 1

黒 褐 色 土 層 粘性弱し。パミス小～大粒多量
合む。10Y R2/2  、
にぶい黄掲色土層 粘性弱し。パミス小～中粒を少
量、ローム粒子を多量合む。10Y R4/3

暗 褐 色 土 層 粘性弱し。パミス、ローム粒子
を多量含む。10Y R3/4

褐 色 土 層 粘性弱し。パミス小～中粒・ロー
ム粒子を多量合む。10Y R4/4

第244図  D2号土坑実測図

導            生

9 (1:60)lm

掲色土層 粘性弱し。スコリア・パミス
を微量、ローム粒子を多量合む。
10Y R4/4

第245図  D6号土坑実測図

9(1:60 1 μl

黒 褐 色 土 層
粘性弱し。パミス小粒を微量、ローム粒子
を少量合む。
10Y R2/2

にない黄褐色土層
粘性弱し。ローム粒子を多量、パミスを少
量合む。loY R4/3

第246図  D14号土坑実測図
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④

A_

7235m_A′

、く

刊劇

∞
留

Ｈ

4

3
2

1 黒 色土層 *占性弱し。
10YR1 7/1
2 暗褐色土層 粘性弱し。
む。10Y R3/3

3 暗褐色上層 粘性弱し。
量合む。10Y R3/4

4 掲色土層 粘イ陛弱し。

9(1:60141

パミス中粒以下を多量合む。

パミス中粒以下、ローム粒子を少量合

パミス中粒以下微量、ローム粒子を少

ローム主体。10Y R4/6

A,一

|

第247図  D3号土坑実測図

1 黒褐色土層 粘性弱し。スコリア中粒以下。パミス小～中粒。ローム
粒子を少量含む。10Y R3/4

2 褐色上層 粘性弱し。スコリア中粒以下・パミス小～中粒を少量、
ローム粒子を多量合む。10Y R4/4

3 黒 色土層 粘性弱し。スコリア極小粒・パミス中～大粒 。ローム粒
子を微量合む。10Y R1 7/1

第249図  D4号土坑実測図

0(1:60)lim

掘色土 層 粘性弱し。パミス微量、ローム
粒子を少量合む。7 5YR4/3

掲色土層 粘性弱し。パミスを少量、ロー
ム粒子を多量合む。7 5YR4/4

第248図  D18号土坑実測図

9(1:60)lim
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9 (1160)1.m

l 責橙色土層 粘性弱し。ローム主体。パミス・スコリア
を微量合む。10Y R78
2 暗褐色土層 粘性弱し。スコリアを微量、ローム粒子を
少量合む。10Y R3/3

3 明責褐色土層 粘性弱し。ローム主体。パミス・スコリア
を微量合む。loY R6/8
4 黒褐色上層 粘性弱し。スコリア・パミスを微量合む。
10Y R2/3

5 明黄褐色土層 粘性弱し。ローム主体。パミス・スコリア
を微量合む。10Y R6/6

第250図  D5号土坑実測図

ブロック37284m

9 (1:60)lm

黒 褐 色 土 層 粘性弱し。パミス小～中粒・ローム粒
子を少量合む。7 5YR3/2
極暗褐色上層 粘性弱しちパミス小～中粒・ローム粒
子を少量合む。7.5YR2/3

にぶい褐色土層 粘′性弱し。パミスを少量、ローム粒子
を多量含む。7 5YR5/4

黒褐色土層

粘性弱し。スコリア小粒以下・パ

ミス中粒以下を微量、炭化粒子を

少量合む。10Y R 3/2

黄褐色土層

粘性弱し。ローム主体。パミス・

スコリア中粒以下を微豊合む。

10Y R5/6

第252図  D13号土坑実測図

Ｉ
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1

2

3

④ 平

|      |
く         く

…

m

暗褐色土層

粘性やや弱し。スコリア・パミス

小粒以下とローム粒子を微量合
む。10Y R 3/3

褐 色土 層

粘性弱し。スコリア・パミス小粒
以下を微量、ローム粒子を多量合
む。10Y R4/6

第253図  D16号上坑実測図

第251図  D10号土坑実測図
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暗褐色土層 粘性弱し。ローム粒子を少量、ス
コリア中粒以下・パミス小粒を微量合む。

10Y R 3/3

責褐色土層 粘性弱し。ローム主体。パミス・
スコリア小粒以下を微量合む。10Y R5/6

第254図  D7号土坑実測図

7284A′

%
9 (1:60)lm

第255図  D8号土坑実測図

9 (1:60)1.m

l 暗褐色土層 粘性弱し。パミス小
～中粒・ローム粒子を少量合む。

75YR3/4

第256図  D9号土坑実測図

1 にない黄掲色土層

2黒 褐 色 上 層

3黄 褐 色 土 層

0(1:60)lim

粘性弱し。スコリア中粒以下・パミスを微量、
炭化粒子を少量、ローム粒子を多量合む。
10Y R4/3

粘性弱し。スコリア中粒以下を微量、パミス中
粒以下・ローム粒子を少量合む。10Y R2/3

粘性弱し。ローム主体。スコリア・パミスを

微量合む。10Y R5/6

暗 褐 色 土 層 粘性弱し。スコリア中粒以下・パミス小粒以
下。ローム粒子を微量合む。10Y R3/4

◎

-272-―

第257図  D15号土坑実測図
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9(1,60)1.m

黒掲色土層

粘性弱し。スコリア小粒以

下・パミス・ローム粒子を微

量合む。10Y R2/2

責褐色土層

沐占性弱し。スコリア・パミス

を微量合む。10Y R5/6

第258図  D■号土坑実測図

|

く

9 (1:60)lm

黒褐色土層 粘性弱し。スコリア小粒・ロー
ム粒子を少量、パミス小～中粒を多量合む。

10Y R2/2

暗褐色土層 粘性弱し。スコリア小粒・ロー
ム粒子を少量、パミス小～中粒を多量合む。

10Y R3/3

褐 色土 層 粘性弱し。パミス小～中粒。ロー
ム粒子を少量合む。10Y R4/4

偶 色土 層 粘性弱し。ローム粒子を多量合
む。10Y R4/6

第260図  D21号上坑実測図

|

く

9(1:60)lim

掲色土層

粘性弱し。パミス・ローム粒子を少量合む。

7 5YR4/4

第261図  D23号土坑実測図
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禍 色 土 層

粘性弱し。スコリア小粒

以下・パミス小粒以下を

微量、ローム粒子を多量

合む。10Y R4/4

黄褐色土層

粘性弱し。ローム主体。

パミス・スコリア中粒以

下を微量合む。

10Y R5/6

第259図  D12号土坑実測図
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9 (1:60)}lm

l 暗褐色土層
粘性弱し。パミス・ローム粒子を
少量合む。75YR3/3

第263図  D19号土坑実測図

? (1:60)lm

黒 褐 色 土 層 粘性やや弱し。パ ミス
ローム粒子を微量合む。7 5YR2/2
褐 色 土 層 粘性弱し。ローム粒子を
多量に合む。7 5Y R4/6

暗 褐 色 上 層 粘性弱し。パミス。ロー
ム粒子を少量含む。、7 5YR3/4

第264図  D20号上坑実測図

? (1'60)lm

黒褐色土層 粘性弱し。スコリア・パミス・ロー
ム粒子を微量含む。10Y R3/2

褐 色土 層 粘性弱し。スコリア・パミスを微量、
ローム粒子を多量合む。10Y R4/4
暗褐色土層 粘性弱し。スコリア・パミスを微量、
ローム粒子を多量含む。10Y R3/4

A_

A-      728坐 A′

塊
9 (1:60)lm

l 暗掲色土層
粘性弱し。スコリア小粒

以下・パ ミス中粒以下
ローム粒子を微量合む。
10Y R 3/4

第262図  D17号 土坑実測図
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第265図  D22号土坑実測図
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0 (1:60)1.m

暗 褐 色 土 層

粘性弱し。パミスを微量、ローム粒子を

少量合む。75YR3/3
にぶい褐色土層

粘性やや弱し。ローム粒子を多量含むp

7 5YR5/4

第268図  D29号土坑実測図
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駕
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|

く

9(1:60)lm

暗褐色土層

粘性弱し。パミス小粒・ローム粒
子を少量合む。75YR3/3

第266図  D24号土坑実測図

A-       728坐 A′

鮎

. (1160)lm

l 褐 色 土 層
パミス・砂礫を少量、

ローム粒子を多量含む。

7 5Y R4/6

第267図  D28号土坑実測図

二      上
0(1:60)lJm

暗 褐 色 土 層 粘性やや弱し。パミス・ローム
粒子を少量合む。7 5YR3/3
にない褐色土層 粘性弱し。パミスを少量、ロー
ム粒子を多量合む。7 5YR6/3
明 褐 色 土 層 粘性弱し。ローム主体。パミス
を少量含む。7 5YR5/6

第269図  D25号土坑実測図
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9 (1:60)1lm

暗 褐 色 土 層 粘性弱し。パミス・砂礫・
ローム粒子を微量合む。7 5YR3/3

褐 色 土 層 粘性弱し。パミスを微量、
ローム粒子を少量合む。7 5YR4/4
褐 色 土 層 粘性弱し。パミス、ローム
粒子を多量合む。7 5YR4/3

―-275-―

第270図  D27号土坑実測図
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9 (1:60)lm

第271図  D31号土坑実測図

黒偶色主層

4h性弱し。スコリア・パ ミス小粒

以下を微量、ローム粒子を少量合

む。10Y R2/3

黄褐色工帰

th性弱し。コーム主体。スヨリア・

パミス小粒以下を徹量含む。

10Y R5/8

第274図  D26号土坑実測図
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9(1:60)lP

l 暗褐色土層
粘性弱し。パミス・ローム粒子を

少量合む。75YR3/3

第272図  D32号上坑実測図
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9(1:60)lμ

黒褐色土層

粘性弱し。パミス。ローム粒子を

少量合む。75YR3/2
第273図  D33号土坑実測図

―

く

プロンク

? (1,60)1.m

褐色上 層 粘性弱し。パミス・ローム粒子を
多量に合む。7 5YP4/6
黒褐色土層 粘性弱し。ローム粒子を少量合む。
7 5YR3/2
にぶい褐色土層 粘性弱し。パミスを少量、ロー
ム粒子を多量合む。7 5YR5/4
黒 褐 色 土 層 粘性弱し。ローム粒子を少量
合む。7 5YR2/2

第275図  D30号上坑実測図
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黒掲色土層 粘性弱し。スコリア中粒以下・パ
ミス・ローム粒子を微量合む。10Y R 3/2

褐色土層 粘性弱し。スコリア中粒以下・パ
ミス・ローム粒子■少量合む。10Y R4/4

第276図  D34号土坑実測図

9 (1:60)1lm

黒褐色土層

粘性弱し。スコリア小粒以下を微量、ロー

ム粒子を少量含む。10Y R2/3

暗褐色上層

粘性弱し。スコリア小粒以下。ローム粒

子を少量、パミス小粒を微量合む。

10Y R3/4

第278図  D36号上坑実測図

9(1'60 1

黒褐色土層

粘性弱し。パミスを少量合む、7 5YR2/2
褐色土層

粘性弱し。パミス・コーム粒子を少量合む。
7 5YR4/4

第277図  D35号土坑実測図

|     |
く        く

0 (1:60)lm

褐色土層

粘性弱し。パミス・ローム粒子を

多量合む。7 5Y R4/3

第279図  D37号土坑実測図

く

0 (1:60)lm

く

A-   72S ttA′

甥  9 (1:60)1.m

第280図  D39号土坑実測図
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褐色土層 粘性弱し。パミス・ローム粒子を
多量合む。7 5YR4/3

第281図  D38号上坑実測図

9 (1:60)1.m

黒褐色土層 粘性やや弱し。パミス・スコリ
ア・ローム粒子を微量合む。10Y R2/2

褐 色土層 粘性弱し。パミス・ローム粒子
を多量合む。文OY R4/4

暗褐色上層 粘性弱し。パミス・ローム粒子
を少量合む。10Y R3/3

第283図  D47号土坑実測図

くヽ劇〈べ侭べ式公ヽ侭べヾべ‐ミ

孔

2

3

9 (1160)lm

l 黒 褐 色 土 層 粘性やや弱し。スコリア・パミス・ローム粒子
を微量合む。10Y R2/3
2 黄 褐 色 土 層 粘性弱し。ローム主体。スコリア・パミスを微
量合む。10Y R5/6

3 褐 色 土 層 粘性弱し。スコリア・パミスを微畳、ローム粒
子を多量合む。loY R4/4
4 にない黄橙色土層 粘性弱し。スコリア・パミスを微量、ローム粒
子を多量合む。loY R6/3
5 にない橙色土層 粘性弱し。ローム主体。スコリア・パミスを微
量合む。7 5YR6/4

第282図  D40号土坑実測図

く

9 (1:60) 1lm

l 暗褐色土層 粘性弱し。スコリア・
パミス・ローム粒子を微量合む。
10Y R3/4

第284図  D45号上坑実測図
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9 (1160)lm

l 黒 褐 色 土 層 粘性弱し。スコリア・パミス・ローム
粒子を微量合む。10Y R2/3

2 黒 褐 色 土 層 粘性弱し。スコリア・パミス・ローム
粒子を微量合む。10Y R3/2

3暗 褐 色 土 層 *占′陛弱し。スコリア・パミス・ローム
粒子を微量合む。10Y R3/2

4 にぶい黄掲色土層 米占性弱し。ローム主体。スコリア・パ
ミスを微量合む。10Y R5/4

第285図  D41号土坑実測図

|

く

0 (1:60)1.m

黒褐色土層 粘性弱し。パミス中粒以上・スコリア
を微量合む。10Y R2/3

暗褐色土層 粘性弱し。パミス中粒以上・スコリア
を微量、ローム粒子を少量合む。10Y R3/4

第286図  D42号土坑実測図

く

く

0 (1:60)lm

A   r

9 (1:60)lm

第287図  D50号土坑実韻1図

1 褐 色 土 層 粘性弱し。パミス・ローム粒子を少量合
む。7 5YR4/3
2 黒掲色土層 粘性弱し。パミス・ローム粒子を微量合
む。7 5YR2/2
3 褐 色 土 層 粘性弱し。ローム粒子を多量合む。
7 5YR4/4

第288図  D43号土坑実韻1図
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9 (1:60) lm

黒 褐 色 土 層 粘性弱し。パミス・ローム粒子を少量
合む。10Y R3/2

暗 褐 色 土 層 粘性弱し。パミスを微量、ローム粒子
を少量合む。10Y R3/3

第289図  D44号土坑実測図

728聖
A′

1

9 (1:60) lm

にない黄掘色土層

粘性やや弱し。ローム粒子を多量合む。

7 5YR4/3

第290図  D46号上坑実測図

9 (1160)lm

褐色土層 粘性弱し。ローム粒子を多量合む。
7 5YR4/3
褐色土層 粘性弱し。ローム主体。
7 5YR4/6

第291図  D48号土坑実測図

黒 色 土 層 粘性弱し。スコリアを微量合
む。10Y R1 7/1

にない黄橙色土層 粘性弱し。スコリア・パミス
を微量、ローム粒子を多量合む。10Y R6/3

第292図  D49号土坑実測図
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マ

黒 褐 色 上 層 粘性弱し。
合む。7 5YR2/2
にない掲色土層

粘性弱し。パミスを微量、
7 5YR5/4

／

マ

―
―

宝

くヽ

―

9 (1'60)1lm

ローム粒子・パミスを少量

ローム粒子を多量合む。

|

<

9 (1:60)1.m

黒褐色土層 粘性弱し。パミス・スコリア・ロー
ム粒子を少量合む。75YR3/2
褐色土 層 粘性弱し。ローム主体。7 5YR4/6

第294図  D52号土坑実測図

第293図  D51号土坑実測図

ゝ   μ

?(1:60)lim

暗褐色上層 粘性弱し。スコリア
小粒以下・パミス微量、ローム

粒子少量含む。

10Y R3/4

褐 色 土 層 粘性弱し。スコリア

小粒以下・パミス微量、ローム粒

子多量合む。

10Y R4/4

第295図  D53号土坑実測図

申

黒 褐 色 土 層

粘性弱し。パミス少量、ローム粒

子微量合む。

10Y R3/2

にない黄掘色土層

粘性弱し。パミス小粒・ローム粒

子少量合む。

10Y R4/3

褐 色 土 層
粘性弱し。ローム主体。パミス少

量合む。

10Y R4/6

第296図  D54号土坑実韻1図
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?(1:60)lm

掲 色 土 層 粘性やや弱し。パミス・ローム
粒子少量合む。7 5YR4/3
にぶい赤掲色土層

粘性やや弱し。パミス・ローム粒子少量合む。

5Y R4/4

第297図  D55号土坑実測図

Q

9 (1:60)lm

果掲色土層 粘性弱し。パミス少量
合む。10Y R2/3

褐 色土層 粘性弱し。パミス小
～中粒少量、ローム粒子多量合む。
10Y R4/6

第299図  D57号土坑実測図

く く

―
―

―

■

くは

―
―

く

くヽ
洵ヘベ△茶ヽ
唄ハ虞往ヾ
ド‐く

|

く

9(1:60)lm

褐 色 土 層 粘性弱し。パミス中粒
少量、ローム粒子多量合む。

10Y R4/6

黄褐色土層 粘性弱し。パミス中粒
微量、ローム粒子多量合む。

10Y R5/6

第300図  D64号土坑実測図

申

褐色土層 粘性弱し。パミス・ロー
ム粒子少量合む。10Y R4/4

褐 色土層 粘性弱し。パミス少量、
ローム粒子多量合む。孔OY R4/6

第298図  D56号土坑実測図
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1 黒褐色土層 粘性弱し。パミス・スコリアを微量含む。10Y R2/2

第301図  D60号土坑実測図

7285聖
 A′

9(1:60)上m

A―

2 727坐 A

9(1:60)lim

暗褐色土層 粘性弱し。パミス・ス
コリア小粒以下・ローム粒子少量

合む。10Y R4/3

責褐色土層 粘性弱し。パミス・ス
コリア小粒以下微量、ローム粒子

多量合む。10Y R5/6

第304図  D70号土坑実測図

黒褐色土層 粘性弱し。ス
コリア・パミス中粒以下

微量含む。

孔OY R2/3

第302図  D61号土坑実損1図

第303図  D58号土坑実損1図
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劇
騨

∞辞

|        |
て              く

? (1160)lm

黒褐色土層 粘性弱し。スコリアを微量、パミス小粒を少
量合む。10Y R3/1

暗褐色上層 粘性弱し。スコリアを微量、パミス極小粒を
少量合む。10Y R3/4

褐色土層 粘性やや弱し。スコリアを微量、パミス極小
粒を少量合む。7 5YR4/4

第305図  D59号土坑実測図

9 (1:60)lm

黒褐色土層 粘性弱し。パミス少量
合 む。

10Y R2/8

褐 色土層 粘性弱し。ローム粒子
を多量合む。

10Y R4/6

第306図  D62号土坑実測図

727坐
A′

劾
9 (1:60)lm

にない黄褐色上層

粘性弱し。パミス少量、ローム粒

子多量合む。

10Y R5/4

第308図  D66号土坑実測図

、く
割
詔

ド

0 (1:60)lm

第307図  D63号土坑実測図

黒褐色土層

粘性弱し。パミス中粒微

量、ローム粒子少量合む。
10Y R2/3

責褐色土層

粘性弱し。パミス中粒微
量、ローム粒子多量合む。
10Y R5/8

褐 色土層

粘性弱し。パミス中粒微
量、ローム粒子少量合む。
10Y R4/4
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く

暗 褐 色 土 層 粘性弱し。パミス大粒 。ローム粒子微
量合む。10Y R 3/3

にない黄褐色土層 粘性弱し。パミス中粒微量、・ローム粒
子少量合む。10Y R4/3

第310図  D65号土坑実測図

く

9 (1:60)1,m

暴禍色土層 粘性弱し。パミス・ロー
ム粒子微量含む。10Y R 3/2

明責褐色上層 粘性弱し。ローム
主体。パミス小～中粒少量合む。

10Y R6/6

第311図  D69号土坑実測図

一 A′

1

o(1:60)l.m

暗褐色土層 粘性弱し。パミス・スコリア小粒
以下・ローム粒子少量合む。10Y R3/3

第312図  D71号土坑実測図

9(1:60)lm

暗掘色土層 粘性弱し。パミス少量
合む。10Y R 3/3

責褐色土層 粘性弱し。ローム主体。
パミス少量合む。10Y R5/6

第309図  D67号土坑実測図

l

2

岳|

ド

く

中
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0  (1:60) lm

l 暗褐色土層 粘性弱し。パミス中
～極大粒多量、ローム粒子少量合
む。10Y R3/3

第313図  D68号土坑実預1図

|

9(1:60)lim

にぶい責褐色土層 粘性弱し。パミス・スコリア小粒
以下。ローム粒子少量合む。10Y R4/3

黄 掲 色 土 層 粘′隆弱し。パミス・スコリア小粒
以下少量、ローム粒子多量合む。10Y R5/6

第314図  D72号土坑実測図

?266m_A

2   1

3

?  (1:60)lm

暗 褐 色 土 層 粘性弱し。パミス・スコ

リア中粒以下・ローム粒子少量合む。
10Y R3/3

黒 褐 色 土 層 粘性弱し。パミス・スコ

リア小粒以下少量合む。10Y R3/2

にぶい黄橙色土層 米占性弱し。ノ将ミス・スコ
リア中粒以下少量、ローム粒子多量合む。
10Y R6/4

第316図  D75号土坑実測図

7267m A′

顔 彰

戸

0(1:601 lm

暗褐色土層 粘性弱し。パミス・スコリア
小粒以下・ローム粒子を少量合む、

10Y R3/3

黄褐色土層 粘性弱し。ローム主体。パミ
ス微量合む。10Y R5/6

褐 色上層 粘1生弱し。パミス・スコリア

中粒以下を微量、ローム粒子多量合む。

10Y R4/6

第315図  D74号土坑実預1図
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727壁 A

―
―
く

0 (1:60) lm

黒褐色土層 粘性弱し。パミス・
スコリア小粒以下・ローム粒子

微量含む。10Y R3/2

褐色土層 粘性弱し。バミス小
～中粒少量、ローム粒子多量合
む。10Y R4/6

第317図  D76号土坑実測図

? (1:60)lm

黒褐色土層 粘性弱し。パミス・ローム粒子
ブロック状に少量、スコリア小粒以下微量
合む。loY R2/3

黄褐色土層 粘性弱し。パミス・スコリア極
小粒少量、ローム粒子多量合む。
10Y R5/6

第318図  D77号土坑実測図

黒褐色土層 粘性弱し。
量合む。loY R 3/2

暗褐色土層 粘性弱し。
む。loY R3/4

④

に

9 (1:60)lm

パミス微量、スコリア少

パミス微量、砂粒多量合

、く
詞
副

く
ヽ

第319図  D73号土坑実測図

726生
A′

9 (1:60)lm

黒褐色土層 粘性弱し。ス
コリア小粒以下・パミス

微量、焼土粒子・ローム

粒子少量含む。

10Y R2/3

第320図  D78号土坑実測図

―
―

宝

―-287-



726聖
A′

9 (1:60)lm

l 黒褐色土層
粘性弱し。パミス極大・

炭化粒子微量、砂粒を少

量合む。

10Y R2/2

第321図  D79号土坑実測図

A-       726坐 mA′

塊

0 (1:60) lm

t幕 褐 色 土 層
砂礫を多量、ローム粒子
を少量合む。loY R3/2

第323図  D81号土坑実測図

9(出 0)lm

にぶい黄褐色土層 粘性弱し。パミス・中小礫
微量、ローム粒子多量合む。10Y R4/3

褐 色 土 層
粘性弱し。パミス・中小礫微量、ローム粒

子少量合む。10Y R4/4

第324図  D83号土坑実測図

暴褐色土層

粘性やや弱し。
パミス・砂礫を少量含

む。7 5YR2/2
褐 色 土 層

粘性やや弱し。
パミス中粒以下、極小

礫・ローム粒子を少量

合む。7 5YR4/6

黒 褐 色 土 層

粘性弱し。パミス中

粒以下微量合む。

明黄褐色上層

粘性弱し。ローム主

体。パミス微量含む。

10Y R6/8

0(1:60)lm

――A′

第322図  D80号上坑実測図

-288-―
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剖剖
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黒 褐 色 土 層

粘性弱し。パミス中粒以

下を微量合む。

10Y R2/3

にない黄41t土層

粘性弱し。パミス中粒を

微量、ローム粒子を少量

合む。10Y R4/3

褐 色 上 層
粘性弱し。ローム粒子を

多量合む。10Y R4/6

9 (1:60)ユm

l 黒 色上層 粘性やや弱し。パミ
ス・小礫を微量合む。10Y R2/1

第328図  D86号上坑実測図

=A

9 (1:60) 1lm

D82号土坑実測図

く

暗褐色土層 粘性弱し。パミ
少量合む。10Y R 3/3

黒褐色土層 粘性弱し。パミ
10Y R2/3

0  (1:60) lm

ス・小礫を微量、ローム粒子

ス・小礫を微量合む。

9 (1:60)1lm

l黒 褐 色 土 層
粘性弱し。パミス・極

小礫微量合む。

10Y R2/2

第329図  D87号上坑実測図

第327図  D84号土坑実測図
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第330図  D88号土坑実測図

A― 1, 719 1m A

9 (1:60) lm

l にない赤褐色土層
ローム粒子、パミス少量合
む。 5YR4/4
2 黒 褐 色 土 層 炭化粒子微
量合む。7 5YR2/2
3黒 色 土 層 炭化粒子・
焼土粒子を少量合む。
75YR17/1

第331図  D89号上坑実測図

黒褐色土層
パミス少量含む。
10YR 3/2

褐色土層 パミス少量、ローム粒
子多量合む。10Y R4/4

第334図  D93号土坑実測図

>④
④

け

『Ｓ
に
聘

”
ヽ

|

>
0(1:60)lm

④ 千

く      く
9′  (1:60)1.m

l 黒 色土層 ローム粒子微
量合む。10Y R2/1
2 暗褐色土層 ローム粒子・
パミス少量合む。
10Y R3/4
3 黒褐色土層 ローム粒子少
畳合む。10Y R2/2

第332図  D90号土坑実測図

(1:60)lm

黒褐色上層 ′ヾ ミス微量含む。
10Y R2/2

城 乱

暗禍色土層 ローム粒子・パミ
ス少量合む。10Y R2/3

黒禍色土層 ローム粒子・パミ
ス微量含む。10Y R2/3

第333図  D91号土坑実測図

A―  阜

□

_A

1   7186m
A斡 μ

?(1:60)lm
l 暗褐色土層 ローム粒子少
量、パミス微量合む。
10Y R3/4

2 黒 色土 層 ローム粒子・
炭化粒子微量合む。
10Y R2/1

第335図  D96号土坑実測図
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ミ
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滑
Ｆ

＞
ヽ
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9(1:60〉 lm

l 黒褐色土層 パミス微量合
む。10Y R2/3

第336図  D92号上坑実測図

"④
|

ド
∞
や博
＞

A� μ

9 (1:60)lm

l 黒褐色土層 ローム粒子微量
合む。10Y R2/3

2 褐 色土層 ローム粒子少量
合む。10Y R4/6

第337図  D94号土坑実測図

1 黒褐色土層 ローム粒子微
量合む。10Y R2/3

第338図  D95号上坑実測図

1

2

3

黒 色 上 層 粗砂を多量合む。

黒 色 土 層 粗砂を少量合む。

黒褐色土層 粗砂を多量合む。

10YR2/1

10YRl.7/1

10YR3/1

第339図  D97号土坑実測図
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第341図  H2・ 3号住居址出土遺物実測図
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第342図  H3号住居址出上遺物実韻1図
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5郭身 (須 )

3啄

6甦 (須 )

］　ハ山中）囃
1～ 10 H3
11～ 19 H4

17郭

第343図  H3・ 4号住居址出土遺物実測図
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3甕

H5号住居址出土遺物実測図
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11郭

0(1:4)5ctn

第344図



3上製支脚

6有蓋高郭 (須 )5無蓋高郭 (須 )

○

4無蓋高郭 (須 )

燕
´
思
へ
＼

第345図  H5。 6号住居址出上遺物実測図
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第346図  H6・ 7号住居址出土遺物実韻1図
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第347図  H7・ 8号住居址出土遺物実潮図
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2甑 (H9)

9-14 Hll

第348図  H9。 10。 ■号住居址出土遺物実測図
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伽螂　い一第349図  H■・12・ 13号住居址出土遺物実韻1図

-301-―



＼`    ′硬理雲雲プ
2甕

5雰

1～ 7 ■1■
8を 11 ■15

o(■ 4)5gn
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1～ 15
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H17(郭 )
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17・ 18号住居址出土遺物実測図
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7～ 10小型嬰

H18号住居址出土遺物実測図
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12郭

o(1:4)5cm

第355図  H18号住居址出土遺物実測図
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5(範 目)

6小型甕

18塚蓋(須 )

0(1,4)5cm

第356図  ■19号住居址出土遺物実測図
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H20・ 21号住居址出土遺物実積1図
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19郭 (赤 )

明
亜Ｗ
唖
韓 螂　　　い一第359図  H21号住居址出上遺物実韻1図
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4小型蓑

1～ 13 H22
14～ 17 H23

16醒 (須 )

H22。 23号住居址出土遺物実測図
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5杯 (赤 )

懃
秘
潮

1～ 3
4～ .6.

7・ 8

0(■ 4)も all

第361図 H24・ 25。 26号住居祉出土遺物実測図
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9寝風

第364図  H32,33号住居址出土遺物実測図
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第372図  H45号住居址出上遺物実測図
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今回の調査により検出された遺構は以下のとおりである。

芝宮遺跡群下芝宮遺跡 I・ H・ Ⅲ・Ⅳ

第Ⅸ章 まとめ

1軒 (H2)

4軒 (Hl・ 5～ 7)

2軒 (H8。 9)

2軒 (H3・ 4)

9軒

3棟 (Fl・ 5・ 6)

3棟

1基

13条

13基

住居址

掘立柱建物llL

特殊遺構

濤状遺構

土坑

芝宮遺跡群上高山遺跡

住居址

濤状遺構

古墳時代中期後棄

古墳時代後期中葉

古墳時代後期

平安時代中期

合  計

古墳時代後期

不  明

平安時代中期

古墳時代後期中葉  2軒

1条

周防畑追跡群下北原遺跡

近 。現代の攪乱土坑と風倒木址で遺構は無し。

近津遺跡群上宮原遺跡

住居址    平安時代後期

下蟹沢遺跡

近・現代の水田と泥炭層のみで遺構は無 し。

長土呂遺跡群上大林遺謝、下聖端遺跡 I・ H

1軒

4軒 (Yl～ 4)

-350-

住居址 弥生時代後期



古墳時代中期後葉  13軒 (H3・ 5・ 6・ 14～ 23)

古墳時代後期前葉  5軒 (H4・ 25～ 28)

古墳時代後期中葉  18軒 (Hl・ 2,7～ 12・ 24・ 29・ 31～ 38)

古墳時代後期    2軒 (H30・ 39)

奈良時代      1軒 (H13)

平安時代中期    15軒 (H40・ 41・ 43～ 51・ 53～ 56)

不  明     2軒 (H42・ 52)

合  計     60軒

掘立件建物址             18棟
特殊遺構               7基

墓羨                 2基

土坑                 97基

風倒木址               105基

ピット群               31ヵ 所

溝状遺構               ■条

1)遺構

下聖端遺跡では、カマ ド導入期と考えられる住居址が数軒検出された。特徴は以下のとおりで

ある。

炉だけを持つ             H14

廃棄炉とカマ ドを持つ         H16

廃棄炉と廃棄カマ ド、カマ ドを持つ   H15。 H17・ H21

炉とカマ ドを持つ           H6

廃棄炉とカマ ド2基を持つ       H19

これらの住居址出土の上器に大きな時期差は感じられない。また、これらの住居址より若千新

しい様本目を持つH5。 18号住居址よりTK208～ 23段階の須恵器が完形で出土している。須

恵器型式に空間時期差がないとすれば、本遺跡においてカマ ドの導入は 5世期後葉段階で完成し

たことになろう。さらに導入段階では、後期以降普遍的に見られる北カマ ドが完全には定着して

いないものが数軒あり興味深い。

住居址の構築についてピット・貼床土層断面図およびH30号住居址の検出により以下ふたつの

ことが考えられる。

1 掘 り下げ段階ですでにピット部も掘 り下げを行なう。
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2 貼床を貼った後にピット部の掘 り下げを行なう。

従来よリカマ ドについては床を貼った後に構築されると認識されている。それにつ
いては、カ

マ ドの上層断面図により今回も例にもれてはいない。H30号住居址のカマ ドは床を貼った時点で

はまだ方形に造り出したままで袖部の削り出しも燃焼部の掘 り込みも行なっていない。本住居址

は、住居構築さらにはカマ ド構築を考える上でも希出であった。

焼失住居址について

下聖端追跡において古墳時代の焼失住居址と考えられる住居址は34軒で89%にあたる。失火や

火事としても、中期から後期までの住居址すべてがそれに該当するとは考えにくい。つまり、何

らかの理由・事情により人為的に人を放った可能性が高いのである。人為的とは言っても、時期

差が有りすぎるため、度々の戦災とは思えない。さて、人為的に火を放ったと仮定した場合、考

えられることは以下のとおりである。

1 習慣 (或いは儀礼)と してその住居址を廃棄する際に火を放った。

2 住居址が廃棄され、ある程度時間がたつてから焼却した。

これらのことを考えると、焼失住居という言葉は当てはまらないのかもしれない。仮に呼ぶと

したら焼却住居址とでもしたいが、今後の課題であろう。また出土した炭化材については、付編

中のパリノ・サーヴェイ社の同定報告の中で詳細に書かれているので省かせていただく。

濤状遺構について

下聖端遺跡より検出されたMl'6・ 8号濤状遺構は、洪水によって、或いは既存の濤に多量

の水が流れ氾濫したことにより成立したと考えられる。特にM6'8号 濤状遺構は下聖端追跡H

の台地上のほぼ前面を5～ 20cmの厚さ (下聖端遺掛全体層序 H・ Ⅲ層)で覆っていた。古墳時代

の住居址はこのH・ Ⅲ層の下より検出され、平安時代中期の住居址はこのH・ Ш層中より検出さ

れた。これらのことより本遺構は、奈良時代から平安時代前期の間に成立したと考えられる。本

遺跡は帯状低地に挟まれた水捌けの良い帯状台地に展開している。この台地上 (下聖端遺跡H)

を覆う洪水とは、どんな規模であったろうか。おそらく大災害であったと思われる。なお、上記

遺構は奈良時代の遺物が中心に出土している。

2)遺物

遺物と住居址の重複関係 (下聖端H16と H19、 H32と H37な ど)よ り、古墳時代中期後葉から

後期中葉にかけて細かい分類が可能であるが、今回は省かせていただいた。

出土した古墳時代の須恵器については木下亘氏にご教示をいただいたので参考にしていただき

たい。

下芝宮遺跡 H2 1TX身 と郷蓋 (完形) TK23段 階併行
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下聖端遺跡 H3 郷身 (破片) TK47段 階併行

H4 不蓋 (1/2) TK23段 階併行

H5 有蓋高辱 (完形) TK23-47古 段階併行

無蓋高不 (完形) TK208古 段階併行

H18 高郭蓋 (完形) TK208～ 23

H23 臨 (完形) TK23段 階併行

H17318・ 19 不蓋 (遺構間接合・破片) TK23新 段階併行

H17・ 19 郷蓋 (遺構間接合 ,破片) TK23古 段階併行

H36 郷身 (破片) TK43古 段階

H35・ 37 界身 (遺構間接合・ほぼ完形) TK43古 段階

H37 郷蓋 (2/3) TK43古 段階

下聖端遺跡H19号住居址から出上した甕 (第356図の 3・ 4・ 5)は、木下亘氏のご教示による

と大阪府の国府遺跡・誉田白鳥遺跡、奈良県の纏向追跡・ウワナ
ベ古墳・巣山古墳・佐味田坊塚

古墳・乙女山古墳、岡山県の金蔵山古墳・月の輪古墳・陣場山古墳などで出
土している籠目圧痕

土器の一種ではないかとのことである。他にH16号住居址より破片が出上して
いる。

下聖端遺跡より出上した玉類については一覧表を付したので参照して
いただきたい。ちなみに

出上した臼玉の総数は4751回、ガラス小玉は 7個、土製丸玉は141回、管玉 4個であった。

最後に、古墳時代中期の良好な資料に恵まれながら時間の関係上、土器
・石器観察表、器種分

類表、編年表まで手がまわらず、中途汁端なまとめとなってしまったお詫び
と、発掘及び整理調

査に携わっていただいた方々にJbよ り感謝のお礼を、この場を借りて申し上げます。
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第 36表  下聖端遺跡出土玉類一覧表

臼玉 ガラス小玉 土製丸玉 管玉 石製模造品 時  期 備 考

H5 2 1 古墳時代中期後葉 須恵器高郷 3

H6 1 古墳時代中期後葉

H7 9 古墳時代後期中莱

H14 1 2 古墳時代中期後葉

H15 古墳時代中期後葉

H16 3 古墳時代中期後葉

H17 1 2 3 古墳時代中期後葉 土製勾玉 1・ 須恵器好蓋 1

H18 1 古墳時代中期後葉 須恵器高不蓋 1

H19 1 古墳時代中期後葉 須恵器邪蓋 1

H20 古墳時代中期後葉

H21 古墳時代中期後葉

H22 1 1 1 古墳時代中期後葉

H24 古墳時代後期中葉 勾玉 1

H25 7 3 古墳時代後期前葉

H27 1 古墳時代後期前莱

H31 古墳時代後期中葉

H36 古墳時代後期中葉 土製管玉 1・ 須恵器罫身 1

H37 2 古墳時代後期中葉 須恵器郭蓋 1・ 邪身 1

H41 1 平安時代中期 混入遺物

H43 平安時代中期 混入遺物

H44 平安時代中期 混入遺物

H47 1 平安時代中期 混入遺物

Yl 弥生時代後期

Y3 ユ 弥生時代後期

Y4 1 1 弥生時代後期

T6 2 古墳時代後期前棄

T7 2 古墳時代後期前莱

F6 1
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付 編

下芝宮遺跡・下聖端遺跡
炭化材同定報告

株式会社 パリノ・サーヴェイ社

I.下芝宮遺跡出土炭化材の樹種

1.試料

試料は、下芝宮遺跡のH2号住居址から検出された炭化材である。H2号住居址からは大量の

炭化材が検出されているが、今回同定を行ったのはNo10,22,39,68,80,83,121,126,137の 9点であ

る。本住居址は古墳時代中期末～後期初頭のものとされ、検出された炭化材は出土状況 (図 1)

から当時の建築材と思われる。

2.方法

試料を乾燥させたのち木日・柾目・板目の 3断面を作製、実体鏡で観察 。同定した。また、写

真図版 (図版 1)は走査型電子顕微鏡 (無蒸着・反射電子検出型)で撮影した。

3.結果

同定結果を検出遺構などとともに表 1に示す。 9点の試料は、以下の 3種類 (Taxa)に 同定さ

れた。試料の主な解剖学的特徴や現生種の一般的な性質は以下のようなものである。なお、一般

的性質などについては「木の事典 第 1巻～第17巻」 (1979～ 1982)を 参考にした。

・コナラ属ヨナラ亜属クヌギ節の下種 (Quercus subgen.Lepidobalanus sect,Cerris sp.)

ブナ科

環孔材で孔圏部は 1列、了し圏外で急激に管径を減じたのち漸減しながら放射状に配列する。大

道管は横断面では円形、小道管では角張った円形、ともに単独。単穿孔をもち、壁子しは交互状に

配列、放射組織との間では棚状となる。放射組織は同性、単列、 1～ 20細胞高のものと複合組織

よりなる。柔組織は周囲状および短接線状。年輪界は明瞭。

クヌギ節は、ヨナラ亜属 (落葉ナラ類)の中で、果実 (いわゆるドングリ)が 2年目に熟する

グループで、クヌギ (Quercus acutissia)と アベマキ (Q.variabilis)の 2種類がある。クメギ

は本州 (岩手・山形県以南)。 四国。九州・琉球に、アベマキは本)H(山形・静岡県以西)・ 四国・
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九州 (lL部 )に分布するが、中国地方に多い。クヌギは樹高15mに なる高木で、材は重硬である。

古くから薪炭材として利用され、人里近 くに萌芽林として造林されることも多く、薪炭材として

は国産材中第一の重要材である。このほかに器具・杭材・冊木などの用途が知られる。

・コナラ属ヨナラ亜属コナラ節の一種 (Quercus subgeno Lepidobalanus sect Prinussp.)

ブナ科

環孔材で子し圏部は1～ 2列、孔圏外で急激に管径を減じたのち漸減しながら火炎状に配列する。

大道管の管壁は厚く、横断面では円形～楕円形、小道管は管壁は中庸～薄 く、横断面では多角形、

ともに単独。単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列、放射組織との間では棚状～網目状となる。放

射組織は同性、単列、1～ 20細胞高のものと複合組織よりなる。柔組織は周囲状および短接線状。

柔細胞はしばしば結晶を合む。年輪界は明瞭。

コナラ節は、ヨナラ亜属 (落葉ナラ類)の中で、果実 (いわゆるドングリ)が 1年目に熟する

グループで、モンゴリナラ (Quercus mOngolica)と その変種ミズナラ (Q.mOngolica var.gros―

seserrata)、 コナラ (Q serrata)、 ナラガシワ (Q.aliena)、 カシワ (Q.dentata)と いくつかの

変・品種を合む。モンゴリナラは北海道・本州 (丹波地方以北)に、 ミズナラ・カシワは北海道・

本州・四国・九州に、ナラガシワは本州1(岩手。秋田県以南)。 四国・九州1に分布する。コナラは

樹高20mになる高木で、古くから薪炭材として利用され、植栽されることも多かった。材は重硬で、

加工は困難、器具・機械・博材などの用途が知られ、薪炭材としてはクヌギ (Q.acutissima)|こ

次ぐ優良材である。枝葉を緑肥としたり、虫えいを染料とすることもある。

・イネ不斗 (Gramineae)

維管束が基本組織の中に散在する不斉中心柱をもつ。イネ科には梓 (茎)が本質化するものと

しないものがある。前者にはタケ・ササ類などが含まれる。Nα80の試料は、肉眼観察の結果から

秤が木質化するタケ亜科ではなく、イネやススキのようなイネ科車本と思われる。

4.考察                         十

H2号住居址から検出された 9点の炭化材の樹種は、ヨナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種 7点、

コナラ属ヨナラ亜属クヌギ節の一種 1点、イネ科車本 1点であった。このうち、 9点中 8点を占

めるコナラ属ヨナラ亜属クメギ節の一種とコナラ属コナラ亜属ヨナラ節の一種は共に強度が強く

建築材として優れており、遺跡での報告例も多い樹種である。現在の植生からみて、当時遺跡周

辺で入手可能な樹木であったと思われる。イネ科の一種は屋根材等に用いられたものと考えるの

が妥当であろう。
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今回同定した点数は 9点 と出土した材の数量からみれば少なく、この結果から当時の建築材の

樹種選択の傾向等は判断できない。H2号住居址からは今回の 9点の他にも多くの炭化材が検出

されており、今後これらの炭化材の同定を行ったうえで検討すべきと考える。

参考文献

平井信二 (1979～ 1982)木の事典 第 1巻～第17巻,かなえ書房.

表 1 下芝宮遺跡出土炭化材の樹種

H.下聖端遺跡出土炭化材の樹種

1.試料

試料は下聖端遺跡のH5号住居址から出上した炭化材166点である。H5号住居址は古墳時代中

期末～後期初頭に属し、試料は出土状況 (図 2)か ら建築材と思われる。

2.方法

試料を乾燥させたのち木日・柾目。板目の 3断面を作製、実体鏡で観察
。同定した。実体鏡で

の同定が困難な試料については走査型電子顕微鏡 (無蒸着・反射電子検出型)で観察
。同定を行っ

た。また、写真図版 (図版 2・ 3)は電子顕微鏡を用いて撮影した。

3.結果

同定結果を検出遺構などとともに表 2(1)～ (動に示す。166点の試料は、確実な同定ができず類似

Nα 検出遺構 時  代 用  途 樹 種 名

10

22

39

68

80

83

121

126

137

H2号住居址
H2号住居址
H2号住居址
H2号住居址
H2号住居llL

H2号住居址
H2号住居址
H2号住居址
H2号住居址

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

ヨナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

コナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属クメギ節の一種

コナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

イネ科

ヨナラ属コナラ亜属ヨナラ節の一種

コナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

コナラ属ヨナラ亜属コナラ節の一種

ヨナラ属コナラ亜属ヨナラ節の一種
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種としたものもあるが160点が以下の 5種類 (Taxa)|こ同定された。試料の主な解剖学的特徴や

現生種の一般的な性質は以下のようなものである。なお、一般的性質などについては「木の事典

第 1巻～第17巻」 (1979～ 1982)を 参考にした。

・モミ属の一種 (Abies sp.) マツ科

早材部から晩材部への移行は比較的緩やかで、晩材部の幅は薄く、年齢界は明瞭。樹脂細胞は

ないが、傷害樹脂道が認められることがある。放射仮道管はなく、放射柔細胞の壁は粗 く、末端

壁にはじゅず状の肥厚が認められる。分野壁子しはスギ型で 1～ 4個。放射組織は単列、 1～ 20細

胞高。

モミ属には、モミ (Abies firma)、 ウラジロモミ (A.hom01epis)、 アオモリトドマツ (A.

mariesii)、 シラベ (A.veitchil)、 アカトドマツ (A.sachalinensis)の 5種があり、アカトドマ

ツを除く4種はいずれも日本特産種である。モミは本州 (秋田・岩手県以南)。 四国。九州の低地

～山地に、ウラジロモミは本州中部 (福島県以南)・ 紀伊半島・四国の山地～亜高山帯に、アオモ

リトドマツは本州 (福島県以北)の亜高山～高山帯に、シラベは本州中部 (福島県以南)・奈良県・

四国に、アカトドマツは北海道に分布する常緑高木である。モミを除いては山地～高山・寒冷地

に生育する。モミの材はやや軽軟で、強度は小さく、割裂性は大きい。加工は容易で、保存′性は

低い。棺や卒塔婆など葬祭具に用いられるほか、建具・器具・家具・建築材など各種の用途が知

られている。

・ヨナラ属コナラ亜属クヌギ節の一種 (Quercus subgen.Lepidobalanus sect.Cerris sp.)

ブナ科

環了し材で孔圏部は 1列、子し圏外で急激に管径を減じたのち漸減しながら放射状に配列する。大

道管は横断面では円形、小道管は横断面では角張った円形、ともに単独。単穿孔をもち、壁子とは

交互状に配列、放射組織との間では概状となる。放射組織は同性、単列、 1～ 20細胞高のものと

複合組織よりなる。柔組織は周囲状および短接線状。年輪界は明瞭。

クヌギ節は、コナラ亜属 (落葉ナラ類)の中で、果実 (いわゆるドングリ)が 2年目に熟する

グループで、クヌギ (Quercus acutissima)と アベマキ (Q,variabilis)の 2種類がある。クヌ

ギは本州 (岩手・山形県以南)。 四国 。九)H・ 琉球に、アベマキは本州 (山形・静岡県以西)。 四

国。九州 (北都)に分布するが、中国地方に多い。クヌギは樹高15mに なる高木で、材は重硬であ

る。古くから薪炭材として利用され、人里近 くに萌芽林として造林されることも多く、薪炭材と

しては国産材中第一の重要材である。このほかに器具・杭材・冊木などの用途が知られる。
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・コナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種 (Quercus subgen Lepidobalanus sect,Prinus sp.)

ブナ科

環孔材で子し圏部は 1～ 2列、孔圏外で急激に管径を減じたのち漸減しながら火炎状に配列する。

大道管は管壁は厚く、横断面では円形～楕円形、小道管は管壁は中庸～薄く、横断面では多角形、

ともに単独。単穿孔を有し、壁孔は交互状に配列、放射組織との間ではt411状 ～網目状となる。放

射組織は同性、単列、1～ 20細胞高のものと複合組織よりなる。柔組織は周囲状および短接線状。

柔網胞はしばしば結晶を合む。年輪界は明瞭。

コナラ節は、ヨナラ亜属 (落葉ナラ類)の中で、果実 (いわゆるドングリ)が 1年目に熟する

グループで、モンゴリナラ (Quercus mOngolica)と その変種ミズナラ (Q.mongolica var.gros‐

seserrata)、 コナラ (Q.serrata)、 ナラガシワ (Q.aliena)、 カシワ (Q.dentata)と いくつかの

変・品種を合む。モンゴリナラは北海道。本州 (升波地方以北)に、 ミズナラ・カシワは北海道・

本州・四国。九州に、ナラガシワは本州 (岩手・秋田県以南)。 四国・九)Hに分布する。コナラは

樹高20mになる高木で、古くから薪炭材として利用され、十直栽されることも多かった。材は重硬で、

加工は困難、器具・機械 。構材などの用途が知られ、薪炭材としてはクヌギ (Q.acutissima)に

次ぐ優良材である。枝葉を緑肥としたり、虫えいを染料とすることもある。

・コナラ属ヨナラ亜属の一種 (Quercus subgen.Lepidobalanus sp)  ブナ科

環孔材で単列の放射組織と複合放射組織をもつことからコナラ属コナラ亜属のクヌギ節かヨナ

ラ節であるが、試料の保存状態が悪く両者を分けるには至らなかった。そのため、コナラ属コナ

ラ亜属を一種とした。

・クリ類イ以種 (cf Castanea crenata)  ブナ不斗

環孔材で孔圏部は 1～ 4列 またはそれ以上、孔圏外でやや急激に管径を減じたのち漸減しなが

ら火炎状に配列する。大道管は単独、横断面では円形～楕円形、小道管は単独および 2～ 3個が

斜 (放射)方向に複合、横断面では角張った楕円形～多角形。道管は単穿孔をもち、壁子しは交互

状に配列、放射組織との間では柵状～網目状となる。放射組織は同性、単列、 1～ 15細胞高。柔

組織は周囲状および短接線状。年輪界は明瞭。今回同定した試料はいずれも小さく、コナラ属コ

ナラ亜属ヨナラ節の一種である可能性もあるため全て類似種とした。

クリは北海道南西部 。本)H・ 四国 。九州の山野に自生し、また植栽される落葉高本である。材

はやや重硬で、強度は大きく、加工はやや困難であるが耐朽性が高い。土木・建築・器具・家具・

薪炭材、精木や海苔粗柔などの用途が知られている。
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・イネ科タケ亜科 (Gramineae subfam.Bambusoideae)

維管束が基本組織の中に散在する不斉中心柱をもつ。タケ亜科は、タケ・ササ類であるが解剖

学的特徴では区別できない。

4.考察

同定の結果はモミの一種 5点 (類似種を合む)、 コナラ属ヨナラ亜属クヌギ節の一種 7点、コナ

ラ属 ナラ亜属ヨナラ節の一種 143点、コナラ属ヨナラ亜属の二種 1点、クリ類似種 3点、タケ

亜科の一種 1点、不明 6点であった。同定した樹種はいずれも建築材として適した樹種であり、

現在の植生からみて、当時遺跡周辺で入手可能な樹種であったと思われる。検出された炭化材が

住居址のどの部位に用いられていたのか分からないが、ヨナラ節が圧倒的に多く検出されている

ことを考えると、H5号住居址では多くの部位にコナラ節の樹木を使用していたと思われる。周

辺の同時代の追跡でも小諸市の和田原遺跡で 4軒の住居址の建築材とされる炭化材は82点中74点

がコナラ節という同定結果が得られている (パリノ・サーヴェイ株式会社,1989)。 これらをみる

と、本地域周辺では住居の建築材としてコナラ節の樹木がよく用いられていたのだろう。しか

し、ヨナラ節の材は燃えても比較的残り易い樹種であるため、選択的に残存した可能性もある。

今後更に資料の蓄積を待って検討する必要があると同時に、当時の森林植生の復元を他の植物化

石 (葉 。種子・花粉など)か ら検討してみる必要もある。
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小諸市和田原・鎌田原遺跡発掘調査報告書一」,小諸市埋蔵文化財発掘調査報告書第13集,小諸市

教育委員会,p83-88.
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表 2 下聖端遺跡出土炭化材の樹種(1)

No 検出遺構 時  代 用  途 樹 種 名

1

3

4

5

9

10

13

14

15

17

18

20

26

27

28

29

31

32

33

35

36

37

38

39

40

42

43

48

49

53

54

55

56

58

60

H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

ヨナラ属コナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属コナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

コナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

コナラ属コナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属コナラ亜属ヨナラ節の一種

コナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

コナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

クリ類以種

ヨナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

タケ亜科

ヨナラ属コナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属コナラ節の一種

広葉樹 (環子と材)

コナラ属コナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属コナラ節の一種

ヨナラ属コナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属コナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属コナラ節の一種

コナラ属ヨナラ亜属コナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属コナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属コナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

広葉樹 (環子し材)

モミ属の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種
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表 2 下聖遺跡出土炭化材の樹種②

No 検出遺構 時  代 用   途 樹 種 名

62

65

66

67

71

74

75

76

77

78

79

80

81

83

84

85

87

89

90

92

95

97

101

102

104

105

107

108

110

113

114

115

116

117

118

H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居llL

H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居II

H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

ヨナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

コナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

コナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

コナラ属ヨナラ亜属コナラ節の一種

コナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

コナラ属コナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属コナラ亜属クヌギ節の一種

モミ属類似種

コナラ属ヨナラ亜属クヌギ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属コナラ節の一種

コナラ属ヨナラ亜属クヌギ節類似種

広葉樹

ヨナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

コナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

コナラ属コナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属コナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属コナラ亜属ヨナラ節の一種

コナラ属コナラ亜属ヨナラ節の一種

コナラ属ヨナラ亜属クヌギ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属コナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

コナラ属コナラ亜属ヨナラ節の一種

コナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

コナラ属ヨナラ亜属コナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属コナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属コナラ節の一種

コナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

コナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

コナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種
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表 2 下聖端遺174出土炭化材の樹種(働

Nα 検出遺構 時  代 用   途 樹 種 名

120

121

122

123

124

131

132

134

137

139

140

141

144

145

146

148

149

150

151

155

156

157

159

160

161

162

163

166

169

170

171

172

173

174

176

H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居l■

H5号住居llL

H5号住居址
H5号住居J■

H5号住居址
H5号住居l■

H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居l■

H5号住居址

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

危築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

ヨナラ属ヨナラ亜属コナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

広葉樹 (環了し材 )

ヨナラ属ヨナラ亜属コナラ節の一種

ヨナラ属コナラ亜属ヨナラ節の一種

コナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

コナラ属コナラ亜属ヨナラ節の一種

コナラ属ヨナラ亜属コナラ節の一種

コナラ属コナラ亜属コナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属コナラ節の一種

広葉樹 (環子ヒ材 )

ヨナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

モミ属の一種

コナラ属ヨナラ亜属クヌギ節の一種

コナラ属コナラ亜属クヌギ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属コナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属コナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属コナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属コナラ亜属ヨナラ節の一種

コナラ属ヨナラ亜属コナラ節の一種

ヨナラ属コナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属コナラ亜属クヌギ節の一種

コナラ属コナラ亜属コナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

コナラ属ヨナラ亜属コナラ節の一種

モミ属の一種

モミ属の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属コナラ亜属コナラ節の一種

ヨナラ属コナラ亜属コナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属コナラ節の一種
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表 2 下聖端遺 F・4出土炭化材の樹種⑭

Nα 検出遺構 時  代 用   途 樹 種 名

179

183

184

185

186

189

190

192

194

195

197

198

199

200

202

206

207

209

212

213

216

217

218

219

224

225

226

227

230

231

232

233

234

235

239

H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

クリ類似種

コナラ属ヨナラ亜属コナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属コナラ節の一種

ヨナラ属コナラ亜属ヨナラ節の一種

コナラ属ヨナラ亜属コナラ節の一種

コナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

コナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属コナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属コナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属コナラ亜属ヨナラ節の一種

コナラ属コナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属コナラ節の一種

ヨナラ属コナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属コナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属コナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属コナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属コナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属コナラ亜属コナラ節の一種

ヨナラ属コナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属コナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属コナラ亜属コナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種
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表 2 下聖端遺FVI・出土炭化材の樹種(動

Nα 検出遺構 時  代 用   途 樹 種 名

240

242

243

244

248

249

253

255

258

259

260

262

263

264

266

267

269

270

272

274

275

276

277

279

281

282

H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居l■

H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址
H5号住居址

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

コナラ属コナラ亜属コナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属コナラ亜属ヨナラ節の一種

コナラ属コナラ亜属ヨナラ節の一種

コナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属コナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属コナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

コナラ属ヨナラ亜属コナラ節の一種

コナラ属ヨナラ亜属コナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

クリ類似種

不明

ヨナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属コナラ亜属コナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属コナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属コナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属コナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属コナラ節の一種

コナラ属ヨナラ亜属コナラ節の一種

コナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

Ⅲ。下聖遺跡 H出土炭化材の樹種

1.試料

試料は下聖端遺跡■の 4軒の住居址 (H15。 H18・ H22・ H47)か ら出土した炭化材249点 であ

る。試料には作業の便宜上 1～ 249の通 し番号を付けた。(表 3)。 検出された住居址はH15号住居
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址が古墳時代中期末、H18号住居址が古墳時代中期末、H22号住居址が古墳時代中期末、H47号

住居址が平安時代中期のもとのされている。試料はいずれも出土状況 (図 3～ 6)か ら建築材と

思われる。

2.方法

試料を乾燥させたのち木口・柾目・板目の 3断面を作成、実体鏡で観測・同定した。実体鏡で

の同定が困難な試料については走査型電子顕微鏡 (無蒸着・反射電子検出型)で観測。同定を行っ

た。写真図版 (図版 4～ 6)は走査型電子顕微鏡を用いて撮影した。

3.結果

同定結果を検出遺構などとともに表 3(1)～ G)に示す。249点の試料は、確実な同定ができず類似

種としたものもあるが232点が以下の10種類 (Taxa)に 同定された。試料の主な解剖学的特徴や現

生種の一般的な性質は以下のようなものである。なお、一般的性質などについては「木の事典第

1巻～第17巻」 (1979～ 1982)を 参考にした。

・モミ属の一種 (Abies sp)マ ツ科

早材部から晩材部への移行は比較的緩やかで、晩材部の幅は薄く、年輪界は明瞭。樹脂細胞は

ないが、傷害樹脂道が認められることがある。放射仮道管はなく、放射柔細胞の壁は粗く、末端

壁にはじゅず状の肥厚が認められる。分野壁子とはスギ型で 1～ 4個。放射組織は単列、 1～ 20細

胞高。

モミ属には、モミ(Abies firma)、 ウラジロモミ(A.homolepis)、 アオモリトドマツ(A.mariesiI)、

シラベ (A veitchiI)、 アカトドマツ (A.sachalinensis)の 5種類があり、アカドマツを除く4種

はいずれも日本特産種である。モミは本)H(秋田・岩手県以南)。 四国。九州の低地～山地に、ウ

ラジロモミは本州中部 (福島県以南)・ 紀州半島・四国の山地～亜高山帯に、アオモリトドマツは

本州 (福島県以北)の亜高山～高山帯に、シラベは本州中部 (福島県以南)・ 奈良県。四国に、ア

カトドマツは北海道に分布する常緑高本である。モミを除いては山地～高山・寒冷地に生育する。

モミの材はやや軽軟で、強度は小さく、割裂性は大きい。加工は容易で、保存性は低い。棺や卒

塔婆など葬祭具に用いられるほか、建具・器具 。家具・建築材など各種の用途が知られている。

・カバノキ属の一種 (Betula sp) カバノキ科

散孔材で、管孔は放射方向に 2～ 4個が複合、横断面では楕円形、管壁は薄い。道管は階段穿

孔を有し、段 (bar)数は20～ 30、 壁子しは密に対列状～交互状に配列する。放射組織は同性、1～ 4
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細胞幅、 1～ 30細胞高であまり目立たない。柔組織はターミナル状および散在状～短接線状。年

輪界はやや不明瞭。

カバノキ属は、シラカンバ (Betula platyphylla var.japonica)、 ダケカンバ (B ermanii)

など11種が自生 し、主として本州中北部・北海道の山地・高知・寒冷地などに生育する落葉高木

～低木である。このうちミズメ (B grossa)は 日本固有種で、本州 (岩手県以南)。 四国
。九州

の山地に生育する。ミズメの材は重硬 。強靭で、加工は困難ではなく、各種の道具・器具材、木

地・家具材などに用いられる。梓弓に使われるアズサを本種 とする見解 もある。

・コナラ属コナラ亜属クヌギ節の一種 (Quercus subgen.Lepidobalanus sect,Cerris sp.)

ブナ科

環孔材で孔圏部は 1列、子し圏外で急激に管径を減 じたのち漸減 しながら放射状に配列する。大

道管は横断面では円形、小道管は横断面では角張った円形、ともに単独。単穿孔を持ち、壁孔は

交互状に配列、放射組織 との間では棚状となる。放射組織は同性、単列、 1～ 20細胞高のもと複

合組織 よりなる。柔組織は周囲状および短接線状。年輪界は明瞭。

クヌギ節は、コナラ亜属 (落葉ナラ類)の中で、果実 (い わゆるドングリ)が 2年 目に熟する

グループで、クヌギ (Quercus acutissima)と アベマキ (Q variabilis)の 2種がある。クヌギ

は本州 (岩手・山形県以南)。 四国・九州・琉球に、アベマキは本州 (山形・静岡県以西)。 四国・

九州 (北部)に分布するが、中国地方に多い。クヌギは樹高15mに なる高木で、材は重硬である。

古 くから薪炭材として利用され、人里近 くに萌芽林 として造林されることも多く、薪炭材として

は国産材中第一の重要材である。このほかに器具・杭材、冊木などの用途が知られる。

・ コナラ属ヨナラ亜属コナラ節の―一種 (Quercus subgen Lepidobalanus sect.Prinus sp)

ブナ科

環孔材で孔圏部は 1～ 2列、孔圏外で急激に環径を減 じのち漸減 しながら火炎状に配列する。

大道管は管壁は厚 く、横断面では円形～楕円形、小道管は管壁は中庸～薄 く、横断面では多角形、

ともに単独。単穿子しを有 し、壁孔は交互状に配列、放射組織 との間では概状～網目状 となる。放

射組織は同性、単列、 1～ 20細胞高のもと複合組織よりなる。柔組織は周囲状および短接線状。

柔細胞はしばしば結晶を含む。年輪界は明瞭。

コナラ節は、ヨナラ亜属 (落葉ナラ類)の 中で、果実 (いわゆるドングリ)が 1年目に熟する

グループで、モンゴリナラ (Quercus mOngolica)と その変種 ミズナラ (Q.mongolica var

grosseserrata)、 ヨナラ (Q.serrata)、 ナラガシワ (Q.aliena)、 カシワ (Q.dentata)と いくつ

かの変・品種を合む。モンゴリナラは北海道 。本州 (丹波地方以北)に、 ミズナラ・カシワは北
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海道 。本州・四国・九)Hに、ナラガシワは本州 (岩手・秋田県以南)・ 四国。九州に分布する。コ

ナラ樹高20mになる高木で、古くから薪炭材として利用され、本直栽されることも多かった。材は重

硬で、加工は困難、器具・機械・博材などの用途が知られ、薪炭材としてはクヌギ(Q.acutissima)

に次ぐ優良材である。枝葉を緑肥としたり、虫えいを染料とすることもある。

・コナラ属コナラ亜属の一種 (Quercus subgen.Lepidobalanus sp.) ブナ科

環孔材で単列の放射組織と複合放射組織をもつことからヨナラ属ヨナラ亜属のクヌギ節かヨナ

ラ節であるが、試料の保存状態が悪く両者を分けるには至らなかった。そのため、ヨナラ属ヨナ

ラ亜属の一種とした。

・クリ類イ以種 (cf.Castanea crenata)  ブす科

環孔材で子し圏部は 1～ 4列 またはそれ以上、孔圏外でやや急激に管径を減じたのち漸減しなが

ら火炎状に配列する。大道管は単独、横断面では円形～楕円形、小道管は単独および 2～ 3個が

斜 (放射)方向に複合、横断面では角張った楕円形～多角形。道管は単穿孔をもち、壁子しは交互

状に配列、放射組織との間では棚状～網目状となる。放射組織は同性、単列、 1～ 15細胞高。柔

組織は周囲状および短接線状。年輪界は明瞭。今回同定した試料はいずれも小さく、ヨナラ属コ

ナラ亜属ヨナラ節の一種である可能性もあるため全て類似種とした。

クリは北海道南西部・本州・四国 。九州の山野に自生し、また植栽される落棄高木である。材

はやや重硬で、強度は大きく、加工はやや困難であるが耐朽性が高い。土木・建築・器具・家具・

薪炭材、柵木や海苔粗柔などの用途が知られている。

・ケヤキ (ZelkOva serrata)エ レ科

環孔材で孔圏部は 1～ 2列、孔圏外で急激に管径を減じたのち漸減、塊状に複合し接線・斜方

向の紋様をなす。大道管は管壁は厚 く、横断面では円形～楕円形、単独、小道管は管壁厚は中庸

～薄 く、横断面では多角形で複合管子とをなす。道管は単穿孔を有し、壁子しは交互状に配列、小道

管内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は異性Ⅲ型、 1～ 10細胞幅、 1～ 30細胞高である

が、時に60細胞高を越える。しばしば結晶を合む。柔組織は周囲状。年輪界はやや不明瞭。

ケヤキは本州・四国 。九州の谷沿いの肥沃地などに自生し、また屋敷林や並本として植栽され

る落葉高木で、時に樹高50mに も達する。材はやや重硬で、強度は大きいが、力日工は困難でなく、

耐朽性が高く、木理が美しい。建築・造作・器具 。家具・機械・彫刻・薪炭材など各種の用途が

知られ、国産広葉樹材の中で最良のものの一つに上げられる。
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・エレ科 (Ulmaceac)

環孔材で孔圏部は1～ 2列、子し圏外で急激に管径を減じたのち漸減、塊状に複合し接線・斜方

向の紋様をなす。大道管は管壁は厚 く、横断面では円形～楕円形、単独、小道管は管壁厚は中庸

～薄く、横断面では多角形で複合管孔をなす。道管は単穿子しを有し、壁孔は交互状に配列、小道

管内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は異性III型 ～同性。柔組織は周囲状。年輪界はや

や不明瞭。以上の特司からニレ科のエノキ属・ケヤキ・エレ属のいずれかであると思われるが、

試料の保存状態が悪く板日の観察がよくできなかった。そのためニレ科の一種とした。

・ヤマグワ (Morus bombycis) クワ科

環孔材で孔圏部は 1～ 5列、晩材部へ向かって管径を漸減させ、のち塊状に複合する。大道管

は管壁は厚く、横断面では楕円形、単独または 2～ 3個が複合、小道管は管壁厚は中庸、横断面

では多角形で複合管子とをなす。道管は単穿孔を有し、壁孔は密に交互状に配列、小道管内壁には

らせん肥厚が認められる。放射組織は異性 H～ Ⅲ型、 1～ 6細胞幅、 1～ 50網胞高で、しばしば

結晶を合む。柔組織は周囲状～翼状および散在状。年輪界は明瞭。

ヤマグワは北海道 。本州・四国 。九州の山野に自生し、また1直栽される落葉高木で、中国原産

のカラグワ (マグワ)(Morus alba)。 ロソウ (M.alba var.multicaulis)と ともに多くの園芸

品種があり、養蚕に利用されている。材の解音1学的特徴のみで、これらを区別することはできな

い。ヤマグワの材はやや重硬で強靱、加工はやや困難で、保存性は高い。装飾材や器具・家具材

として用いられ、樹皮は和紙の原料や染料となり、果実は食用となる。

・イネ科タケ亜科 (Gramineae subfam.Barnbusoideae)

維管束が基本組織の中に散在する不斉中心柱をもつ。タケ亜科は、タケ・ササ類でもあるが解

剖学的特徴では区別できない。

4.考察

同定の結果はモミ属の一種 5点、カバノキ属の一種 1点、コナラ属コナラ亜属クヌギ節の一種

19点、コナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種184点、ヨナラ属コナラ亜属の一種 2点、ケヤキ 4点 (類

似種を含む)、 エレ科 2点、ヤマグワ 2点、タケ亜科 2点であった。

表 4に これらの樹種の住居址別の構成を示す。これをみると、同じ古墳時代でもH22号住居址

はH15号住居址・H18号住居址とは樹種構成が違うことがわかる。周辺の古墳時代の遺跡で建築

材を扱った例は、下聖端遺跡 (パリノ・サーヴェイ株式会社、未公表)や小諸市の和田原追跡 (パ

リノ・サーヴェイ株式会社、1989)等があるが、これらの結果をみると、いずれもヨナラ節が多
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く用いられており今回のH15号住居址やH18号住居址と同じ様な結果となっている。この結果は、

当時建築材の用材として主にヨナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種を選択して使用していたように

見えるが、H22号住居址のように樹種構成が異なるものもあリー概にはいいきれない。

H22号住居址は、H15号住居址やH18号住居址と比較すると構成樹種が豊富である。ヨナラ属

コナラ亜属ヨナラ節の一種が最も多く検出されているが、ヨナラ属ヨナラ亜属クヌギ節の一種も

コナラ節と同数検出されており、ヨナラ節が他の住居llLの ように圧倒的に多いというほどではな

い。時代が新しくなる平安時代のH47号住居址の樹種構成がH18号住居址と似ていることを考え

ると、建築材の用材が時期によって大きく異なるということはなかったと思われる。H22号住居

址の構成樹種が違う理由としては、住居の性格や材の保存過程、建築部材の用途の違い、当時の

近辺の植生などに原因を求められるが、今回の結果から判断できない。本遺跡内には、H22号住

居址と同時期の住居址が他にもあるので今後これらの住居址の建築材の同定や考古学的にみた住

居址の性格の検討を行った上で明らかにしていくべきであろう。
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表 3 下聖端追跡 H出土炭化材の樹種(1)

Nα
検出遺構・資料取り

あげ番号
時  代 用  途 樹 種 名

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

H

15

号

住

居

址

tl

t2

t3

t4

t5

t6

t7

t8

t9

t10

t12

t14

t15

t16

t18

t19

t20

t21

t22

t23

t24

t25

t26

t27

t28

t29

t30

t31

t32

t33

t34

t35

t36

t37

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

ヨナラ属コナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属コナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属コナラ節の一種

ヨナラ属コナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属コナラ亜属コナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属コナラ節の一種

ヨナラ属コナラ亜属コナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属コナラ節の一種

コナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属コナラ節の一種

ヨナラ属コナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属コナラ亜属ヨナラ節の一種

不明

ヨナラ属コナラ亜属コナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属コナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属コナラ節のす種

ヨナラ属ヨナラ亜属コナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

クリ類似種

ヨナラ属コナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属コナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属コナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属コナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属コナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属コナラ節の一種

コナラ属ヨナラ亜属コナラ節の一種

コナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

コナラ属コナラ亜属ヨナラ節の一種

コナラ属コナラ亜属ヨナラ節の一種
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表3 下聖端遺跡Ⅱ出土炭化材の樹種②

Nα
検出遺構・資料取り

あげ香号
時  代 用  途 樹 種 名

35

36

37

38

39

40

H
15

号

住

居

址

t38

t39

t40

t41

t42

t43

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

ヨナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

コナラ属ヨナラ亜属コナラ節の一種

コナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

コナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

H

18

号

住

居

址

tl

t2

t3

t4

t6

t7

t8

t9

t10

tll

t12

t13

t14

t15

t16

t17

t18

t19

t20

t21

t22

t23

t24

t25

t26

t27

t28

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

ヨナラ属コナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属コナラ亜属コナラ節の一種

ヨナラ属コナラ亜属コナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属コナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属コナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属コナラ節の一種

クリ類似種

ヨナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

モミ属の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属コナラ節の一種

コナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

モミ属の一種

モミ属の一種

コナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属コナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

不明

コナラ属ヨナラ亜属コナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属コナラ節の一種

ヨナラ属コナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種
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表 3 下聖端遺跡H出土炭化材の樹種(働

No
検出遺構・資料取 り

あげ番号
時  代 用 途 樹 種 名

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

91

92

93

94

95

96

97

98

99

100

101

H

18

号

住

居

址

t29

t30

t31

t32

t33

t34

t35

t37

t38

t39

t40

t41

t42

t43

t45

t46

t48

t49

t50

t51

t52

t53

t55

t56

t58

t59

t60

t61

t62

t63

t64

t65

t66

t67

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

ヨナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

コナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

クリ類似種

コナラ属コナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

コナラ属ヨナラ亜属コナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属コナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属コナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属コナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属コナラ節の一種

コナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属コナラ亜属コナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

コナラ属ヨナラ亜属コナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属コナラ節の一種

コナラ属ヨナラ亜属コナラ節の一種

ヨナラ属コナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属コナラ亜属ヨナラ節の一種

コナラ属ヨナラ亜属コナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属コナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属コナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属コナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属コナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属コナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

コナラ属コナラ亜属コナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属コナラ節の一種

ヨナラ属コナラ亜属ヨナラ節の一種
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表 3 下聖端遺跡H出土炭化材の樹種(41

No
検出遺構・資料取り

あげ番号
時  代 用  途 樹 種 名

102

103

104

105

106

107

108

109

110

111

112

113

114

115

116

117

118

119

120

121

122

123

124

125

126

127

128

129

130

131

132

133

134

135

H

18

号

住

居

11L

t68

t70

t72

t73

t74

t75

t76

t77

t78

t79

t80

t81

t82

t83

t84

t85

t86

t87

t88

t89

t90

t91

t92

t93

t95

t96

t97

t98

t99

t100

t101

t102

t103

t104

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

コナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

コナラ属ヨナラ亜属コナラ節の一種

不明

ヨナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属コナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属コナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属コナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属コナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属コナラ節の一種

コナラ属コナラ亜属ヨナラ節の一種

不明

ヨナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

クリ類似種

ヨナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属コナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属コナラ節の一種

クリ類似種

コナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

コナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

コナラ属コナラ亜属ヨナラ節の一種

コナラ属ヨナラ亜属コナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属コナラ節の一種

ヨナラ属コナラ亜属コナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属コナラ節の一種

不明

ヨナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

不明

ヨナラ属ヨナラ亜属コナラ節の一種

クリ類似種

コナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種
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表 3 下聖端追跡 H出土炭化材の樹種(働

No
検出遺構・資料取り

あげ番号
時  代 用 途 樹 種 名

136

137

138

139

140

141

142

143

144

145

146

147

148

149

150

151

152

153

154

155

156

157

158

159

160

161

162

163

164

165

166

167

168

169

H

18

号

住

居

址

t105

t106

t107

t108

t109

tlll

tl12

tl13

tl14

tl15

tl16

tl17

tl18

tl19

t120

t121

t123

t124

t125

t126

t127

t128

t129

t130

t131

t132

t133

t134

t135

t136

t137

t138

t139

t140

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

ヨナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属コナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属コナラ亜属ヨナラ節の一種

コナラ属コナラ亜属ヨナラ節の一種

コナラ属コナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属コナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属コナラ節の一種

コナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

クリ類似種

ヨナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属コナラ節の一種

コナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

タケ亜科

コナラ属ヨナラ亜属コナラ節の一種

コナラ属コナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

クリ類似種

不明 (小枝 )

コナラ属コナラ亜属コナラ節の一種

コナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

コナラ属コナラ亜属ヨナラ節の一種

コナラ属コナラ亜属ヨナラ節の一種

コナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属コナラ節の一種

コナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属コナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属コナラ節の一種
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表 3 下聖端遺跡H出土炭化材の樹種0

No
検出遺構・資料取 り

あげ呑号
時  代 用  途 樹 種 名

170

171

172

173

174

175

176

177

178

179

180

181

Ｈ

・８

号

住

居

址

t142

t143

t144

t145

t147

t148

t149

t150

t151

t152

t153

t154

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

建築材

建築材

起築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

ヨナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

コナラ属ヨナラ亜属コナラ節の一種

コナラ属コナラ亜属コナラ節の一種

コナラ属ヨナラ亜属コナラ節の一種

コナラ属ヨナラ亜属の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属コナラ亜属コナラ節の一種

ヨナラ属コナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属コナラ亜属コナラ節の一種

ヨナラ属コナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属コナラ亜属ヨナラ節の一種

クリ類似種

182

183

184

185

186

187

188

189

190

191

192

193

194

195

196

197

198

199

200

201

202

H

22

号

住

居

1■

tl

t2

t3

t4

t5

t8

t9

t10

tll

t12

t13

t15

t16

t17

t18

t19

t20

t21

t22

t23

t25

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

ヨナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属クヌギ節類似種

コナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

タケ亜科

ヨナラ属ヨナラ亜属コナラ節の一種

コナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

コナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

コナラ属ヨナラ亜属クヌギ節類似種

広葉樹 (環孔材 )

ヨナラ属ヨナラ亜属クヌギ節類似種

不明

広葉樹 (散孔材 A)

広葉樹 (散孔材 B)

コナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

コナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節類似種

ケヤキ

ヨナラ属ヨナラ亜属クヌギ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属クヌギ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属クヌギ節類似種

不明

ヨナラ属ヨナラ亜属コナラ節の一種
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表 3 下聖端追跡H出上炭化材の樹種0

No
検出遺構・資料取り

あげ番号
時  代 用  途 樹 種 名

203

204

205

206

207

208

209

210

211

212

213

214

215

216

217

218

219

220

221

222

223

224

225

216

227

228

229

230

231

232

233

234

235

H

22

号

住

居

址

t26

t27

t28

t29

t31

t32

t33

t36

t37

t39

t40

t41

t42

t43

t45

t46

t47

t48

t50

t51

t52

t53

t54

t55

t56

t57

t58

t59

t60

t61

t62

t63

t65

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

古墳時代

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

ヨナラ属ヨナラ亜属の一種

コナラ属ヨナラ亜属クヌギ節の一種

クリ類似種

ヨナラ属ヨナラ亜属コナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属クヌギ節類似種

ヨナラ属コナラ亜属ヨナラ節の一種

ケヤキ

ヨナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属クヌギ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

コナラ属ヨナラ亜属コナラ節の一種

コナラ属コナラ亜属コナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属クヌギ節の一種

ヨナラ属コナラ亜属クメギ節の一種

コナラ属コナラ亜属クヌギ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属クヌギ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属クヌギ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属クヌギ節の一種

コナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

ニレ科

広葉樹 (環孔材 )

ヨナラ属コナラ亜属クヌギ節類似種

ヨナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

広葉樹 (環孔材A)
ヨナラ属ヨナラ亜属クヌギ節の一種

ヨナラ属コナラ亜属クヌギ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属コナラ節の一種

エレ科

ケヤキ

ヨナラ属ヨナラ亜属クヌギ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

不明
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表 3 下聖端遺跡H出土炭化材の樹種(働

Nα
検出遺構・資料取 り

あげ番号
時  代 用 途 樹 種 名

236

237

238

239

240

241

242

243

244

245

246

247

248

249

Ｈ

４７

号

住

居

址

tl

t2

t3

t4

t5

t6

t7

t8

t9

t10

tll

t12

t13

t14

平安時代

平安時代

平安時代

平安時代

平安時代

平安時代

平安時代

平安時代

平安時代

平安時代

平安時代

平安時代

平安時代

平安時代

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

建築材

ヤマグワ

ヤマグワ

モミ属類似種

ヨナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属コナラ節の一種

クリ類似種

モミ属類似種

コナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

針葉樹

ヨナラ属コナラ亜属コナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属コナラ節の一種

カバノキ属の一種

不明

広葉樹

表 4 下聖跡遣跡Hの住居址別にみた建築材の樹種構成

樹 種 名 I115 H18 H22 I147 合計

属

属

属

節

節

種

科

キ

ワ

科

明

キ

亜

ギ

ラ

似

　

　

グ

亜

ミ

‘

フ

　

　

類

レ

ヤ

バ

ナ

ヌ

ナ

リ

　

　

マ

ケ

モ

カ

コ

ク

コ

ク

ニ

ケ

ヤ

タ

不

３８

１

1

3

1

122

8

1

6

1

19

19

1

2

4

1

7

2

1

5

1

2

19

184

11

2

4

2

2

17
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下芝宮移籍出土炭化材図版説明

図版 1

写真番号

la

lb

lc.

2a

2b

2c

3

樹 種 名

ヨナラ属コナラ亜属クヌギ節の一種

コナラ属コナラ亜属クヌギ節の一種

コナラ属ヨナラ亜属クヌギ節の一種

コナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の‐種

ヨナラ属ヨナラ亜属コナラ節の一種

イネ科

資料番号

Nd39

No39

Nd39

Nα68

Nd68

N誌8

Nα80

断面

木 ロ

柾 目

板目

木日

柾 目

板目

横断面

倍率

x27.3

x54,6

x54.6

x27.3

来54.6

x54.6

x27i3
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下聖端移籍出上炭化,図版説明

図版 2

写真番号        樹 種 名

la  モミ属の一種

lb  モミ属の一種

lc  モミ属|の一種

2a  ヨナラ属ヨナラ亜属クヌギ節の一種

2b   ヨナラ属―ヨナラ亜属クヌギ節の一種

2c   ヨナラ属ヨナラ亜属クヌギ節の一種

3a   ヨナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

3b  ヨナラ属ヨナラ亜属コナラ節の一種

3c   ヨナラ属ヨナラ亜属コナラ節の一種

図版 3

写真番号        樹 種 名

4a  クリ類似種

4b  クリ類似種

4c  クリー類似種

5   タケ亜科

資料番号

No170

N。170

Ns.170

Nα95

Nd95

Nd95

Nα262

鴻、262

Nα262

資料番号

L179

N。179

龍、179

N。29

断面

木 ロ

柾目

板目

木日

柾目

板目

木日

柾目

板目

断面

木口

柾目

板目

横断面

倍率

x54.6

x81.9

x81.9

x27.3

X54.6

x54.6

x39

文54.6

x54.6

倍率

x27.3

x54.6

x54.6

x54.6
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図版 3
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下聖遺跡H出土炭化材図版説明

図版 4

写真番号

10a

10b

10c

lla

llb

llc

12a

12b

12c

図版 5

写真番号

13a

13b

13c

14a

14b

14c

15a

15b

15c

資料番号

Nα54

No54

No54

Nα247

No247

Nα247

No217

No217

Nα217

資料番号

Nα246

Nα246

Nα246

Nα241

Nα241

No241

No197

No197

Nα197

資料番号

Nα237

Nα237

No237

N。152

断面

木口

柾日

板目

木口

柾目

板目

木口

柾目

板目

断面

木日

柾目

板目

木口

柾目

板目

木日

柾目

板目

断面

木 口

柾 目

板 目

横断面

倍率

x54.6

x81.9

x81.9

x27.3

x54.6

x54.6

x27.3

x54.6

x54.6

倍率

x27.3

x54.6

x54.6

x27.3

x54.6

x54.6

x27.3

x54.6

x5416

借率

x27.3

x54.6

x54.6

x39

樹 種 名

モミ属の一種

モミ属の一種

モミ属の一種

カバノキ属一種

カバノキ属一種

カバノキ属一種

コナラ属コナラ亜属クヌギ節の一種

コナラ属コナラ亜属クヌギ節の一種

コナラ属ヨナラ亜属クヌギ節の一種

樹 種 名

ヨナラ属コナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属コナラ師の一種

クリ

クリ

クリ

ケヤキ

ケヤキ

ケヤキ

図版 6

写真番号

13a  ヤマグワ

13b  ヤマグワ

13c  ヤマグワ

14   タケ亜科

樹 種 名
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凡
Ｅ
園
■
□

例

クヌギ節

ヨナラ節

イネ科

未同定試料

2科 1属 1亜属 2節

図 1 下芝宮遺跡H2号住居址の炭化材出土状況

凡例

題園 ョナラ節

■ クリ翻種
■ 睡不明
匠三〕未同定試料
1科 1亜科 2属 1節

9                    ?m

図 3 下聖端遺跡 H H 15号住居址の炭化材出土状況
(試料番号は表 3の試料取 り上げ番号に対応している)
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下聖端遺跡H5号住居址の炭化材出土状況
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|■ クヌギ節

|■ コナラ節
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■ ヶャキ
■ ニレ科
■ 夕ヶ酬
E三〕未同定試料
3科 1亜科 3属 1亜属 2節

図 5

O                   ?m

下聖端遺跡H H22号住居址の炭化材出土状況
(試料番号は表 3の試料取 り上げ番号に対応している)

凡例

||モ ミ属

■  力
″ヾ ノキ属

■  コナラ節

■ クリ類雌
日 ヤマグワ
■ 朧不明
4科 5属 1亜属 1節

図 6 下聖端遺跡H H47号住居址の炭化材出土状況
(試料番号は表 3の試料取り上げ番号に対応している)
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下聖端遺跡出土獣骨について

宮 崎 重 雄

下聖端遺跡は、長野県佐久市長土呂に所在し、1988年度と1989年度に発掘調査が行われ、 3軒

の住居址から焼獣骨が出上し、濤状遺構からはJ焉骨が出土した。その調査結果をここに報告する。

1.H3号 住居址   古墳時代中期後葉

住居址内に設置されたカマ ド内の焼土からピックアップしたものである。保存最大長が35.6mm

の 9片からなる灰白色化した焼骨の細片である。ニホンシカ (CerVus nippon)の 中足骨が 1片合

まれていた。

2.H6号 住居llL   古墳時代中期後葉

焼失住居址で、獣骨は東側中央の炉址北側から出上した。骨は住居焼失時に焼かれたものか、

炉内で焼かれたものかは判断できない。保存最大長34.Ommの 2片の灰白色化した四肢骨片である

が、種名は不明である。

3.H19号住居址   古墳時代中期後葉

焼失住居址で、カマ ド2イ固、炉 1個が設けられている。獣骨は、北東隅 I区床面 。第 3層 とカ

マ ド内覆土をフルイ分け作業中に検出されたものである。72片の焼細骨片からなり、ニホンイノ

シシ (SuS SCrOfa)ま たはニホンカモシカの末節骨などの指骨片、頭蓋骨岩様部などが含まれて

いるが、ほとんどの骨が同定不可能である。

4.M10号溝状遺構   平安時代中頃～中世

奈良時代から平安時代初頭に築かれた濤状の遺構から、馬の上顎頼歯 。下顎頼歯といく本かの

切歯が出土した。包合されていたのは覆土上層の第 7層で、平安時代中頃から中世末に埋存した

ものと推定される。

性別は大歯の確認ができず不明である。年齢は、上顎でみた場合、第二前臼歯、第三前臼歯、

第四前臼歯、第二後臼歯がそれぞれ未咬耗で、第二乳臼歯、第二乳臼歯が検出されていることか

ら、2～ 25才程度と思われる。上顎の全臼歯列長は168.Omm程度で、日本の在来】焉でいえば、中型

と小型の中間に相当する大きさである。体高は120～ 130cm程度と推定される。臼歯の保存状況は

比較的良好であったわりに、体幹骨・四肢骨が見出だされていない。発掘時にもそれらしきもの

はなかったという。当初から頭部だけしか埋存していなかったようである。2～ 2.5才程度の若齢

で、頭部だけを埋めたとすれば、それは儀礼的なものであったろう。
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乳前臼歯は「交合面にて計測 単位はmm

乳前臼歯は咬合面にて計韻1 単位はmm

上顎臼歯計測値

第二前臼歯 第二前臼歯 第四前臼歯 第一後臼歯 第二後臼歯 第二後臼歯 幕二前早t臼歯府三前乳臼歯

歯冠長 中 央 36.0 28.2 28.0 24.8 25.0 26.6 28.6 27.2

歯冠幅 中 央 23.8 25.6 25.6 25.5 25.0 23.0 23.7 23.4

原錐幅 中 央 10 5 11.5 14.1 13.5 13.4

歯冠高
頼 側 52.2 60.0 53.4 81.8 84.0 54.0 13.0 13.0

舌 側 70.8 75.0

備  考 未咬耗 未咬耗 未咬耗 未咬耗

下顎臼歯計測値

第二前臼歯 第四前臼歯 第一後臼歯 第二後臼歯 乳前臼歯

歯 冠 長 中 央 33.0 29.1 25.8 24.8 29。 1

歯 冠 幅 中 央 13.4 14.9 13.0 13.4 13.5

歯 冠 高 頼 側 50.0 55.0 72.0 79.0 13.0

double knot長 咬合面 14.5 16.4 13.0 13.5 17.4

備 考 未咬耗 未咬耗



下聖端遺跡出土人骨について

森 本 岩 太 郎

I.は じめに

佐久市長土呂に所在する『下聖端遺肋 H』 のOT2号墓羨から江戸時代と考えられる人骨 1体

が検出された。筆者は佐久市教育委員会からの依頼によりこの古人骨を調べたので、その結果を

報告する。

Ⅱ。人骨の出土状況

下聖端遺跡Hの OT2号墓羨は、直径約 lmの類円形を呈し、その中から江戸時代に属する成

人男性人骨 1個体分が出土した。墓羨内における人骨の配列は、ほぼ北向きで降嘱位をとる男性

の骨格が崩れ落ちた形であり、解剖学的に自然である。人骨の保存状態は比較的良い。

頭蓋をみると、顔面頭蓋は上顔部がほぼ完全に壊れ、頭蓋底も壊れている。しかし頭蓋冠は、

前頭骨の前部が壊れているほかは、比較的保存状態が良い。下顎骨が顎関節で外れて日がやや開

いた形であるが、頭蓋全体としては顔を北東に向け、右側を下にするように横に倒れている。そ

して頭頂部が骨格の最南端を占めている。脊柱は、椎骨相互間の連結が解け、仙骨が顔の前方15

cmぐ らいの場所にある。各椎骨は、頭蓋の下から仙骨付近にかけて、比較的狭い範囲にまとまっ

て散在する。

左右の肩の位置も自然で、左肩は頭蓋冠の後頭部付近に、また右肩は前頭部付近にある。しか

し左上肢は肩関節も肘関節も外れ、左上腕骨は骨頭が前に倒れて骨格の最西端に位置し、左撓骨

と左尺骨とは相互に自然の位置関係を保ちつつ肘を前方に向けて頭蓋の下に落ちている。これに

対し、右上肢骨は肩関節・肘関節において比較的自然の位置関係を保ちつつ、肘を前に突き出す

ように約70度に屈曲して墓羨の底に落下している。にも拘らず、両手の骨は、左右の前腕骨の位

置とは無関係に、骨格の最前部 (北端)に まとまって位置する。

左右の寛骨は仙腸関節で仙骨と接して骨盤の形態を保持しており、寛骨と仙骨との相互位置関

係は解剖学的に自然である。すなわち、左右の腸骨が仙骨を挟むように腸骨稜を上に向けて位置

し、坐骨結節を墓羨底に着け、かつ恥骨結合部を北に向けている。自由下肢骨については、左右

の股関節・膝関節とも自然の状態に近い。左膝は左 (西)に倒れて大腿骨と胚骨とが約40度の角

度をつくるように屈曲し、左足が下顎骨の前 (北)に位置する。しかし、右膝は右前に倒れて大

腿骨と腫骨とが平行に密着するように膝関節が強く屈曲し、胚骨上部が右肘の上に乗り、右膝が
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手骨の上を覆っている。その結果、右大腿骨の大転子と右胚骨の下端が骨格の右 (東)端を占め

ている。左右の足骨は両手骨付近、すなわち右膝の下付近にある。

この男性人骨には、寛永通宝 5枚・聖宗元宝 1枚・煙管 1本分・板片・布片などが伴出してい

る。

Ⅲ。人骨所見

頭蓋 (写真 1～ 2)は、前述のように顔面部と頭蓋底が壊れている。できるだけ復元してみた

が、残存する頭蓋片にひび割れや変形があり、欠損部も多く幸うじて頭蓋冠や顔面部の外観が蘇っ

たという程度である。復元した頭蓋は歪みが著しいので、残念ながら頭蓋計測には耐えない。頭

頂部付近に約 3× 2 cm大の不整楕円形の欠損部があるが、これは自然の腐食によるもので、疾病

や外傷によるものではない。

この頭蓋は、眉弓が突出し、前頭鱗が傾斜 し、外後頭隆起・乳様突起・歯列弓がいずれも大き

く、下顎角が外反するなど、成人男性としての形態的特徴を備えている。頭蓋冠の主要縫合をみ

ると、内板では既に開鎖が終了し、外板でも矢状縫合が約 1/2、 前頭縫合 ,ラ ムダ縫合が一部

閉鎖しているので、この男性の年齢は熟年期と推定される。この頭蓋は長幅示数が 77前後を示

す中頭型に属するものと推定される。顔面頭蓋は歯槽性突顎が顕著である。歯および歯槽の状況

を次に示す。

ただし、アラビア数字は残存する永久歯、○印は歯槽開放、●印は歯槽閉鎖、▼印は歯槽半閉

鎖の状態にあることを、それぞれ示す。歯の咬合様式は鋏状咬合型である。歯の咬合度は全歯が

BrOCa 2度である。下顎の歯列が不整で、 31と ¬が唇側に傾き、匿 と圧が舌側に傾いている。

』 の歯冠の遠心側 とヒの歯冠の近心側に師蝕による歯冠の部分欠損が見られる。

椎骨 (写真 3)については、頸椎が 7個分・胸椎が10個分・腰椎が 5個分および仙骨が残って

いる。頸椎 7個分のうち第 4～ 6頸椎は椎弓があるだけである。胸椎で椎体・椎弓がともに残っ

ているのは 8個だけである。腰椎の保存は悪 く、第 5腰椎は下半部があるが、他の腰椎は椎弓が

なく椎体の保存も不完全で、腰椎相互の上下関係 も識別 しにくい。第 1～ 5腰椎の各権体にシュ

モール (SChmOrl)結節の存在 した痕跡が認められる。また、恐らく第 4腰椎と思われる腰椎岱の

下縁左側に変形性脊椎症によると思われる異常骨棘の形成が見られる。肋骨は左右の第 1肋骨を

除き、いずれも破損 しているので、それらの破片を正確に同定することは難 しいが、少なくとも

左の肋骨が10本分、右の肋骨が 8本分存在する。
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胸骨については、胸骨体が 5個の破片に分かれて残存するが、それらを接合して 1個の胸骨対

体に復元することは難しい。胸骨柄および剣状突起は残存しない。

上肢骨 (写真 5)については、左右の鎖骨・肩甲骨 。上腕骨・撓骨・尺骨があり、手骨として

は右の手根骨が 5個 (舟状骨 。三角骨・豆状骨・大菱形骨・小菱形骨)、 左右の中手骨が 9個 (左

第 3中手骨だけが欠如)のほか、左右の‡旨骨が23イ回ある。左鎖骨は両端を欠くが、右鎖骨は完形

に近い。右鎖骨は最大長が142mmで ある。肩甲骨は左右とも外側角およびその周辺が残っている。

鳥口突起は大きい。右の肩甲骨関節寓および上腕骨頭関節面の辺縁には、変形性関節症によると

思われる軽度の異常骨増殖が見られる。右上腕骨は最大長303mm・ 全長208mmで、中央横断示数が

81.8を示す。三角筋粗面の発達は良い。右撓骨は最大長226mm・ 機能長214mmで、骨体横断示数が

61.1で ある。右尺骨は最大長240mm・ 機能長210mmで、骨体横断示数が75,0で ある。

下肢骨 (写真 6)についてみると、左右の寛骨・大腿骨・頸骨・勝骨と右膝蓋骨とがあり、足

骨としては左右の足根骨が13個 (右の内側楔状骨だけが欠如)のほか、左右の中足骨が10個、左

右の指骨が15イ回残っている。寛骨は大坐骨切痕が J字形を示し、恥骨下角が小さく、寛骨臼の直

径が相対的に大きく、要するに男性骨盤の特徴を備えている。左寛骨は完形であるが、右寛骨は

腸骨翼の前半が欠けている。坐骨結節が発達し、腸骨結節 (右側だけ残存)が大きい。右大腿骨

は最大長422mm。 自然位全長420mmで ある。大腿骨体は上部横断示数が84.6を示して正頸型に属し

中央部横断示数が116.7で 中等度のピラステル形成がある。右頸骨は最大長328mm・ 全長322mmで あ

る。頸骨体は栄養子し部横断示数が68.8を示して中頸型に属するが、骨体中央部の横断示数は72.4

で正頸型である。顎骨下端前縁には簿嘱面が認められる(写真 8)。 右膠F骨最大長は306mmで ある。

右緋骨の骨体は、下端から11～ 12cmの都位に治癒した完全骨折像 (陳旧性骨折)があり、異常な

骨増殖のために該部の骨体がやや大くなっている(写真 7)。 距骨顎上面には、上述の頸骨下端前

縁の峰堀面に対応する発達した障嘱面があり (写真 8)、 半円形の距骨体副外面も認められる。

右の大腿骨・頸骨の最大長からPearson式 により推定されるこの男性の推定身長は158.3cmであ

る。

Ⅳ.若千の考察

この人骨は墓羨の中で降嘱の姿勢が崩れ落ちたような配列を示していた。所謂博葬である。江

戸時代には胡坐の座葬も多いから、初めは座葬かと考えて人骨の配列に注意してみたが、そうで

はなく障葬であった。人骨には板が伴っているから、木製の棺内に障嘱位で納めてから墓羨内に

埋葬したものであろう。

この男性人骨の推定身長は158,3cmで ある。当時の男性の平均身長は155cmぐ らいであると思わ

れるから、この人骨の身長はそれより幾分高い。
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この人骨の頭蓋は、長幅示数によれば中頭型に属する。中世の長頭型から近世の短頭型への移

行途中にあるものと考えられる。この人骨の大腿骨を見ると、骨体上部は扁平でないのに、骨体

中央部にはピラステルが存在した。この大腿骨のピラステルも、この人骨の形成が中世から近世

への移行途中にあることを物語るものであろう。しかし、顔面頭蓋に見られた歯槽性突顎は中世

から江戸時代にかけて継続する形質の一つと言える。

この人骨の歯は骨年齢の割に咬耗が上下とも平らで平均しているから、歯を用いる特殊作業に

因るものではなく、恐らく堅い食物に起因するものであろうと思われる。

この人骨の頸骨下端前面・距骨頸上面には発達した峰嘱面が見られた。これは、この男性が日

常生活的に簿嘱姿勢をとることが多かったことを示している。

この人骨は頑丈であり、筋の付着部も発達してるので、筋骨退しい男性のものと推定される。

しかし、この人骨の腰椎には変形性脊椎症によると思われる異常骨棘の形成があり、また各腰椎

間にはシュモール結節の痕跡が見られた。シュモール結節は椎間円板の髄核が線維輪を破壊 して

上・下方向に移動し、椎体の上 。下面の一部を壊して椎体内に侵入したもので、上下方向への椎

間板ヘルエアとも言えるものである。これは椎体に上下方向からの強い圧力が加わると生じ易い

ものであるから、この男
′
ltは腰に無理な力のかかるような重労働に従事していたことがあるに違

いない。右肩関節にも変形性関節症による関節面の辺縁隆起が見られた。

この人骨の右俳骨体下部には、完全骨折後の治癒像が認められた。本例では、頸骨内果に骨折

の痕跡が見られず、〃F骨骨折部が比較的高い位置にあるので、いわゆるポット (POtt)の果部外

転骨折とは異なる。従って、この人骨の膠F骨体骨折は恐らく直接外力によるものであろうと考え

られる。

V。 まとめ

佐久市下聖端遺跡Hの OT2号墓羨から検出された江戸時代と考えられる人骨は、熟年期男性

1個体分である。骨格は頑丈で重労働に従事したと思われる。頭蓋は中頭型で、歯槽性突顎があ

り、日常的に降据姿勢をとっていた。腰椎に変形性脊椎症・シュモール結節があり、右肩関節に

変形性関節症があり、また右ルF骨体には骨折治癒像が認められた。
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写真 2.頭藍の右側面観

写真 1.頭蓋の前面観

写真 3. 椎骨。頸骨 (左列)。胸椎 (中 2列 )・

腰椎 (右列),1山骨 (右下)の順。

写真 4.第 1～第 4腰椎体のシュモール結節
の痕勤 (黒い矢F口の陥凹)と 第 4腰

椎体の変形性脊推症による異状骨増

殖 (白 い矢印)
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響

写真 6.主要な下肢骨
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写真 5.主要な上肢掲

写真 7 左は右
",骨

の骨折治な像 (矢印の大

い部分)。

右は左月,r骨、骨折していないので細

写真 8.左右の頸骨 ド瑞Wi面 と距骨頸 L面 に

見られる障鵬面 (几印)。
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下聖端遺跡出上の炭化種子類について

1.概要

本遺跡の各時代、すなわち弥生時代後期、古墳時代中期・後期及び平安時代中期の住居l■群か

らかなり多量の炭化種子類が出土した。

各時代とも、住居址ごとに、出土の区画、層別、床面、ベル ト、ピット、カマ ド、貯蔵穴、覆

土などの出上位置や場所によって分類・整理されていた。たとえば、古墳時代中期の「H5号住
居址」では、 I～Ⅳ区各 3層、ⅡⅢⅣ区床、東西南北ベル ト、カマ ド、貯蔵穴、覆土など27ヵ 所

に及ぶ位置ごとに炭化種子が区別されていた。

各時代の遺構 (住居址)を示すと次の通りである。

弥生時代後期……Yl号住居址、

古墳時代中期……H5号住居址、

H18号住居址、

H22号住居址

古墳時代後期……H24号住居址、

Y3号住居址、Y4号住居址

H14号住居址、H15号住居址、

H19号住居址、H20号住居址、

(合計 9住居址 )

H25号住居址、H28号住居址、

(合計 3住居址 )

H17号住居址

H21号住居址

H31号住居JI

H36号住居址 (合計 5住居址 )

平安時代中期……H41号住居址、H43号住居址、H44号住居址、H47号住居址

(合計 4住居址 )

上記各住居址別の出土炭化種子の種類の同定及び出土粒数の計数 (一部推定も合む)を行うこ

とによって、当地域の弥生時代後期から平安時代中期に至る間の農耕の状況あるいは、食文化の

実態の一端を推察することができる。

2.炭化種子類の同定の方法

ほとんどの出土種子は炭化状態であったが、極希に無炭化状態で埋土されているものもあり、

これらについては明瞭に種類を判定することができた。

炭化種子については種子の形状や表皮の特徴から大部分は肉眼またはルーペで判定が可能で

あった。特に、米、小麦、大麦、豆類は形状、濤の有無、表面の粗滑の程度または破片の状態 (豆

類は中央部で半片となる)な どによって明確に区別できた。種子の形状が不完全な破片の一部で
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あっても、上言この特徴が確認されたものについては 1粒として計数した。また、エゴマの様に表

皮が網目様を呈するものでは、実体顕微鏡を用いて判定した。

また、古墳時代及び平安時代にかなり多く出土した雑穀類は、恐らく、ヒエ、アワ、キビなど

と推定されるが、判定が困難であったので、「小雑穀類」としてまとめた。これらの正確な判定は、

走査型電子顕微鏡などを用いて、表皮の特徴を把握することによって可能と考えられる。

出土数が少なく、項目として一覧表に記載しなかったヘチマ、ヒョウタン、ウリ類、ゴマ、ア

サなどはその他の項として計数し、備考欄に種類名を記した。

3.出土粒数・個数の計測

出土種子類の計数については、完全粒の他、破片の中で明確に特徴が確認されたものを加算し

て出土粒数とした。

また、ヤマブドウやモモなどの果実の種子または核果についても同様に破片も合めて出土個数

とした。

古墳時代の「小雑穀類」の様に数千粒を越えるものについては、発掘後の計数値を用い再計数

は実施しなかった。

4.各時代住居址別にみた種子の出土状況

別表 (一覧表)に整理された住居址別の出上の傾向の概要を以下に記す。

(1)弥生時代後期

1)Yl号 住居址 出土粒数は米、小麦、大麦、豆類、ヤマブ ドウなどで小麦が最も多く出土し

ている。次いで米が多く、住居址全般から小量ずつ出土している。不明のもの

もかなり多い。

2)Y3号 住居址 本住居址も小麦とヤマブドウの種子が圧倒的に多く、小麦は I、 H区の各 1

層からの出上が多い。

3)Y4号 住居址 小麦及び米が主体で、ヤマブ ドウ及び豆類が者千出土している程度で、全体

的にみて他の二つの住居址より出土数は少ない。

(2)古墳時代中期

1)H5号住居址 出土穀類 (豆類も合む)の うち、豆類が最も多く、次いで米、小麦の順となっ

ている。小雑穀類は比較的少ない。また、ヤマブドウやモモの核果の破片が多

数出土している。不明のものもかなり多く463に達している。
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2)H14号住居址 米が最 も多くⅣ区と南北ベル トに集中して出土 している。小麦も覆土から多

く出上 しているが、他の住居址に比べ出上の種類は少ない。

3)H15号住居址 小麦が最 も多く、各区各層から平均 して出上 している。次いで、米が多くこ

れも各区から出上 しているが、ベル ト、カマ ドなどからは少ない。大麦が12粒

出土 しており、他の住居址に比べかなり多い数である。また、ヤマブ ドウもか

なり多い。

4)H17号住居址 古墳時代中で最 も少ない出上で、小麦が 1粒のみである。

5)H18号 住居址 小雑穀類が圧倒的に多く、住居址全体から出土 しているが、Ⅳ区 4層、覆土、

H区 4層、 I区 4層などからの出土が目立っている。次いで米、小麦、大麦の

順に出土 しているが、量的には少ない。野生のタデ類がかなり多いこと及び他

にはあまり例を見ないソバが出上していることは特筆すべきことである。

6)H19号住居llL 米が最 も多く、住居址全般から出上 している。次いで、小雑穀類及び小麦の

順であるが比較的小量の出上である。

7)H20号住居llL 米が最 も多 く、 I区 と覆土からの出土で大半を占めている。次いで小麦、小

雑穀類、豆類の順に出土しているが、エゴマも1粒ではあるが確認されている。

ヤマブ ドウもかなり多い。

8)H21号住居址 米が最 も多く、西ベル トと覆土で大半を占めている。次いで小雑穀類 と小麦

が多いが、いずれも覆土に集中している。また米については無炭化のものが 1

粒ではあるが確認されており、ウリ類の種子も出土 している。

9)H22号住居l■ 小麦が最 も多く、 I、 H、 Ⅳ区の上層と覆土に集中している。また小雑穀類

もかなり多く、その他にソバ、エゴマ、ヒョウタンの破片などもわずかではあ

るが確認されている。

(3)古墳時代後期

1)H9号 住居址 古墳時代全体を通 して少ない出上で、米、小麦のみである。

2)H24号住居址 小麦と米が比較的多く雑穀類 と大麦は極少ない。

3)H25号住居址 小雑穀類が最 も多く、Ⅲ区床に集中して出土 している。米は覆土からの出土

が目立っている。

4)H28号住居址 小麦が 3粒 とタデ類が少 し出土 している程度である。

5)H31号住居址 米が最 も多く、全般的に各位置から出土 しているが、H区に比較的多い。州ヽ

麦、小雑穀類 もかなり多く、エゴマも少数出土している。

6)H36号住居址 米が最 も多くⅣ区と覆上に集中している。他の穀類は少ない。
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(4)平安時代中期

1)H41号住居址 小麦が最 も多く、 H、 Ⅲ区が大半を占めている。次いで米が多いが、全体か

ら平均 して出土している。大麦も若千出土 している。

2)H43号住居址 最 も多いのは小麦で、 I、 Ⅲ区に特に多い。豆類が他の住居址に比べて多い

ことは特筆すべきことである。また小麦や米の無炭化の完全に原型をとどめて

いるものも見られた。なお、ホウレンソウに類似 したものもあったが、時代的

に見てかなり疑わしい。

3)H44号住居址 小麦が最 も多く、全体から出土 している。次いで米、大麦が出上しているが

量は少ない。またヤマブ ドウの種子の無炭化のものが確認されている。

4)H47号住居址 小麦が最 も多く、全般から出土 している。次いで、米、豆類 となっているが、

ソバがH区 と覆土から出土しており、全住居址を通 して最 も多い。

5。 時代別にみた炭化種子の出土傾向

第 2表 (時代別出土数)か ら明らかなように、弥生時代から平安時代中期に至る各時代別の炭

化種子類の出土傾向は、最 も多いのが小雑穀類で約7,000粒、次いで小麦の約2,700粒、米の約1,500

粒、豆類の約400粒、大麦の87粒の順となっている。その他には、ソ
バ、エゴマが若千ではあるが

見出されている。

時代別にみると、弥生時代後期は小麦が最 も多く、小雑穀類は皆無である。古墳時代中
・後期

では、小麦と米がほぼ同数で小雑穀類が著 しく多く、豆類 もかなり多い。また、平安時代中期に

なると、小麦、米の順で豆類 も比較的多く確認された。

ヤマブ ドウの種子は各時代を通 してかなり多く、住居址の全般から出土しているが、野生の果

実の利用方法については、生食用、千 しなどうとして貯蔵食的利用、さらには発酵させて果実酒

としての利用が考えられるが、かなり重要視された食物の一つと考えられる。

全般を通 して見ると、弥生時代後期には小麦を中心とした畑作が盛んで、古墳時代に入ると水

稲作 もかなり増え、並行 して、雑穀類 (ア ワ、ヒエ、キビなど)がかなり栽培され、豆類 (粒の

大きさから推定してツルマメ類)も 野生のものや栽培のものがかなり重要視されていたことがわ

かる。

信州大学農学部   氏原暉男

廣瀬玉紀
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第 1表 下聖端遺跡出上炭化種子一覧

遺構名 出上位置 米 卜麦 大 麦
小雑
穀類

豆類 タデ舞 ソ バ えゴ、
ヤマ

ブドウ
モ モ その割 不明 立置Rl 備 考

H5号住居也

占墳時代中売

I区 1層 2 4 5 2 2 5 木の実

I区 2層 4 3 4 7 l 木の実

I区 3層 3

II区

H区床 1 l

H区 1層 2 3 1 6

H区 2層 1

H区 3層 1

Ⅲ区層 4 4

III区床 l 1 1 3

Ⅲ区ヘキ 1 3

Ⅲ区 1層 2 1 8

Ⅲ区 2層 1 1

III区 3層 3 1 l 1 2 クリ片

Ⅳ区床 2 4 6

IV区 1層 4 1 1 6

Ⅳ区 2層 4 9 3 4 l 6 無炭化、ヘチマ、コムギ

Ⅳ区3層 7 1 1 1 針葉樹雄花

東ベル ト 1 4 3 2

西ベル ト

南ベル ト 4 8 4

北ベル ト l 1 1 8 11

カマ ド 9 2 11

カマ ド西 5 5

P3 2 2

貯蔵穴 1 l

覆土

/1ヽ PI 5 0 l 1140

H9号住居址

!墳時代後掏

I区 2層 1 l 1 3

打ヽHt 1 と 0 0 0 0 0 0 0 0 1 3

114号住居五

!墳時代中卿

H区 1層 l 1 2

H区 3層 1 1

Ⅲ区 2層 6 6

IV区 2層 9 1 1

IV区 4 4

南ベル ト 5 5

北ベル ト 3 3

南ヘキ 1 ユ

覆土 4

小計 13 0 0 0 1 0 0

115号住層上

子墳時代中剣

区 1層 2 2

区 2層 8 炭化少なし

区 3層 2

区 1層 4 1 2

区 2層 2

区 3層 8 l

Ⅲ区 1層 l 151
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遺構名 出上位置 米 小 麦 大麦
小雑
穀類
豆類 タデ封 ソ ノ ニゴ～

ヤマ
ブドウ

モ モ の利 不 明 立置ヨ 備 考

H5号住居址

=墳
時代中列

III区 2層 9 5

Ⅲ区 3層 7 3 2

Ⅲ区床 5

Ⅳ区 1層 l 1 ゴ マ

Ⅳ区 2層 1

Ⅳ 区 3層 l 1 4

Ⅳ区床 6 3 l 4

東ベル ト 3 4 5 12

西ベル ト 3 l 1 9

南ベル ト l l 1

北ベル ト 1 l 1 4 17

カマ ド 1 9

/1ヽ言十 0 0 0 0 1 1445

H17号住居期

古墳時代中列

Ⅳ区床 1 5 6

小 計 0 l 0 0 0 0 0 0 0 0 5 6

H18号住居期

古墳時代中却

I区 4 3 l 1 1 6

I区 2層

I区 3層 2

I区 4層 4 ユ 6

H区 4 9

H区床 1 4

H区 2層 3 3

H区 3層 6 l 4 3

H区 4層 7 6 4 4 779

Ⅲ 区 2 6 1 4 イネ科雑車種子

III区床 3 1 1 5 無炭化マメ

Ⅲ区 2層 4 3

III区 3層 2 ] 9

Ⅲ区 4層 9 4 9 11

Ⅳ 区 1 3 8

Ⅳ区床 5

Ⅳ区 2層 ] 5

Ⅳ区 3層 3 6

Ⅳ区 4層 4 2950 6 3 2974

東ベ ル ト 1 3

西 ベ ル ト 2 1 2

南ベル ト 3 〕 7

北ベル ト 3 9

カマ ト 1

貯蔵穴 1 7 1 5

床 と ユ

Pl 6 6

P2 3 3

覆土 1120 4 1 3 1240

小計 2 6588 l 0 3 4 258 7121

19号住居上 I区 3 1 17

子壌時代中抑 I区 2 2

I区 3層 5 5

―-405-―



遺構名 出上位置 米 小麦 大 麦
小雑
穀類

豆 類 タデ丸 ソ ノ ニゴ、
ヤマ
デドイ

モ 毛 その1 不明 立置言 備 考

H19号住居凱

古墳時代中却

H区 8 2

Ⅱ区床 2 2

II区 2層 4 4

II区 3層 3 5

III区 5 5

Ⅲ区ヘキ l 1 1 3

Ⅲ区 1層

Ⅲ区 3層 3 1 4

IV区 1 3 4

IV区 3層 4 5 9

東ベル ト 3 3

西ベル ト 3 3

北ベル ト 7 7

南ベル ト 2 2

ビット内 2 2

カマ ド 3

覆土 2 3 2 l

小計 7 0 17 2 0 0 1

H20号住居址

子墳時代後期

[区床 1 l 1 3

I区ヘキ 5 ユ 3 9

I区 1層 3 5

I区 2居 7 l

H区床 2 2 4

H区ヘキ 2 2

H tt l層 1 2 2 1

H区 2層 17 2 4 3 10

m区 ヘ キ 7

H区 原 2 1 2 5

Ⅲ区 1層 ] 3 4

III区 2層 l 1 14 6 5

Ⅳ区床 3 2 5

Ⅳ区ヘキ 5 3 1 9

IV区 1層 3 3

Ⅳ区 2層 7 7 3 2

東ベル ト 1 3 8

西ベル ト 7 9

南ベル ト 5 l 3

北ベル ト 7 3 1 1 7

カマ ド l 1

PJ 1 ユ 2

P2 2 2

P4 1 1 2

貯蔵穴 4 8

覆 土 15 8 2 l 12

卜計 2 3 0 0 と 0 2 592

121号住居上

年境時代中却

I区床 6 l 9

I区 1層 7 3

I区 3層 5 5
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遺構名 出上位置 米 小 麦 大 麦
小雑
穀類
豆類 タデ聾 ノノヾ ニ ゴ

ヤマ
ガドウ

モ モ の刊 不 明 立置言 備 考

121号住居lI

子埃時代中舞

H区ヘキ 1 1

H区 1層 1 1 木の実破片

H区 3層 14 l 1 3

IV区 1層 ] l l 9 完全米

西ベル ト 1 11 ウリ類

耳し́ミアレト 1 1 2

覆 土 10 3 6 l 針葉樹雄花

'｀

FI l 0 3 0 0 17 l 3

122号住居址

`墳

時代中期

I区 1層 5 4 l l 8 6

I区床 6 7 2 1

H区 1層 7 2 7 2

H区床 1 7 2

Ⅲ区 1層 l 17 1 3

EI区床 5 3 l

Ⅳ区 1層 7 1 1 6

lV区床 4 2 2 1 17

東 ベ ル ト 2 4 11

西ベル ト 4 4

Jし
´ヾル ト 2 3

カマ ト 5 1 7

貯蔵穴 2 1 3

床 6 4 6

覆土 ll 1 l 2 ヒョウタン破片

/1ヽ HI 278 0 1 1 1 0 2

H24号住居址

古墳時代後期

I区 1層 ユ l 1 3 木の実

I区床 2 5

III区 1層 8 ] 9

Ⅲ区床 4 4

IVtt l層 3 9 1 1

Ⅳ 区床 7 1 8

Ⅳ区ヘキ 2 l 3

Jと
′ミル ト 2 2

カマ ド l 1 2

覆土 1
l

/1ヽ三十 1 2 0 0 0 1 0 1

125号住居址

!墳時代後好

I区 1層 4 2

H区 1層 2 4 4

H区床 と l 木の実

Ш区床 と 3

Ⅲ区 1層 3 3 無炭化完全靱

III区 2層 1 1

IV区 1層 3 2 3 1 9

覆 土 3

/1｀ Ft 7 0 0 0 0 0 4 0 ]

H28号住居朗

古墳時代後舞

IVtt l層 3 2 3 8

/1ヽ言十 0 3 0 0 0 2 0 0 0 0 0 3 8

阻31号住居期

き墳時代後剣

I区 2 2

I区床 3 3
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遺構名 出上位置 米 小 麦 大麦
雑
類
小
殺
豆類 タデ刃 ソ バ ニゴ、

ヤマ
デドウ

モ モ その判 不明 立置Fl 備 考

H31号住居 区ヘキ 5 5

区 1層 2

区 2層 4 4

区 3層 6 1

肛区 3 1 3 7

区ヘキ 7 2 9

区 1層 3

区 2層 8 l 1

区 3層 3

ⅡI区 1層 9 1

Ⅲ区 2層 3 6 3

Ⅳ区床 3 3

IV区 1層 2

IV区 2層 4 1

Ⅳ区 3層 4 2

東ベル ト 4

西ベル ト 4 ] 5

南ベル ト 3 3 1

Jと ミ́ル ト 4 7 1

カマ ド 11 2

貯蔵穴 1 l 2

覆 土 7

小計 ユ 2 0 1 1 0 1

H36号住居期 I区 1層 4 4

古墳時代後井 H区 1層 ] l 2

III区 1層 2 l 6 木の実

IV区 1層 2

IV区床 2 1 3

貯蔵穴 3 1 4

覆土 2 1 1

小計 3 2 l l 0 0 3 1

H41号住居五 I区 2

平安時代中剣 I区ヘキ 1 6 7

I区 2層 2

H区 4 3 8

H区ヘキ 3 4 1

H区 2層 3

Ⅲ区 4 3

Ⅲ区ヘキ 3 2

Ⅲ区周湊 2 2

III区 2層 5 1

IV区 3 l

Ⅳ区ヘキ 1 1 2

カマ ド 2 7 9

床 14

東ベル ト 1 l 4 6

西ベル ト 3 5 3 11

南ベル ト 1
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遺構名 出上位置 米 小 麦 大 麦
/1ヽ
雑

穀類
豆類 タデ舞 ソ ノ ニゴ、

ヤマ

グドウ
モ モ の刊 不 明 立置i 備 考

H41号住居五 北ベル ト 1 l 2 3 7

平安時代中央 覆土 4 3

/1｀ FT 8 0 0 0 0 0 0

H43号住居凱

平安時代中舟

I区 1層 9 1 7 2

I区 2層

I区床 5 3 l 9

H区 1層 8 l 4

H区 2層 11

H区 4層 l 1 2

II区ヘキ 2 2

H区床 2 6 8

H区 3 3

Ⅲ区 1層 2 5 ホウレンソウ ?

Ⅲ区 2層 4 2

Ⅲ区床 1 1 8 5

Ⅳ区 1層 4 4 コムギ無炭化

Ⅳ区 2層 7 3 マメ完全粒

ミベルト1拒 2

臣ベルト2擢 1 1 4 6

^ミルト1厄 3 1

ヨンミルト2厄 2 3

打́ミ,レ ト1厄 1 4 5

打ベルト2厄 2 12

ヒベルト1拒 4 2 3

覆土 ユ

/J｀ FT 2 3 0 5 1026

王44号住居II I区 1層 3

子安時代中舞 I区ヘキ 1 2 1 4

H区 1層 3 3 4 7

Ⅲ区 1層 2 1

Ⅲ区ヘキ 2 2 ヤマブ ドウ無炭化

Ⅳ区 1層 l 3 1

Ⅳ 区床 1 1

床 l 3 2 5

何ベルト1厄 l 1

Jヒ
′ミル ト l 3 1 1 6

にベルト1厄 3 4 7 2 ヤマブ ドウ無炭化

|ヒ
ミ́ルト2帰 1 1

カマ ド 7 7 3

/1ヽ言十 2 0 0 0 0 0

H47号住居期

平安時代中却

I区 1層 1

I区 2層 3 7 4 3

H区 1層 1 7

H区 2層 4 2 2

H区床 l 3 6

III区 1層 1 8 l 2

Ⅲ区 2層 4 1

Ⅳ区 1層 1 1
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追構名 出上位置 米 小 麦 大 麦
小雑
穀類
豆類 タデ奏 ソ ノ ニゴ、

ヤマ
デドウ

モ モ その判 不明 立置Fl 備 考

H47号住居ld

平安時代中弾

IV区 2層 7

南ベル ト 3 3

東ベル ト 4 6

北ベル ト 3 3 5

覆 土 9 2 6 5

小 Fl‐ 7 0 7 0 0 l 0

Yl;住居期 I区ヘキ 6 1 7

I区ビット 2 1 4 7

I区 1層 8 238 6 ユ

H区床 1 1 2

II区 1層 9 2 12 ア サ

Ⅲ 区 1 1 2 4 1 2 アサ

I区 ビット 4 7

Ⅲ区床 と 7 1 l 3

Ⅲ区 1層 225 5

Ⅳ区ヘキ l ユ

Ⅳビット と 11

IV区原 1

Ⅳ区 1層 302 4

Ⅳ区 2層 l 1 2

IV区 3層 3 3

貯蔵穴 1 1

床 1 l

覆 土 9

/1ヽ言キ 0 2 0 l 0 2 1176

Y3号住居4

称生時代後幻

I区 1層 3 19 1 l 12

I区 2層 1 4 ] 6

I区床 5 1 6

区 1層 1 3

区 2層 1 3 3 7

区 P2 1 1

区ヘキ 1 l

m区 2層 2 3 4 4 13

III区ヘキ l 2 1 2 3 9

Ⅲ区床 3 1 1 3

ⅡItt P5 l 1 2

IV区 2層 2 7 7 6

IV区床 3 2 1 4

北ベル ト 5 1 6

/1ヽ言十 5 0 0 0 0 3 0 0

Y4号住居五 I区 2層 l 1 1 3 6

弥生時代後其 I区 3層 2 2 4 2 7 17 ア サ

Ⅲ区 1層 2 2

III区 2層 ] 1 2

III区 3層 5 l

IV区 3層 4 1 5

覆 土 1 1 1 3

/1ヽ計 2 0 l 0 0 5 0 2
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第 2表 下聖端遺Fvn炭化種子時代別出上数

米 小 麦 大麦
雑
類
小
穀 豆類 タデ類 ソ バ エゴマ ヤ

マ

ブドウ
モ モ その他 不 明 位置計

弥生時代後期 3 0 4 4

古墳時代中・後期 4 407 2202

平安時代中期 278 3 7 0 l 5

合   計 2746 400 9 8 3283 15615

Yl号住居址炭化種子類出土状況 (弥生HfTk後期)

Y4号住居址炭化種子類出土状況(弥生時代後期) H14号住居址炭化種子類出土状況(古墳時代中期)
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毅
類

ヤ

マ
ブ
ド
ウ
　
　
献

エ
ゴ

マ
　
　
　
　
繊

マ
ブ

ド

ウ

ゴ

マ

デ
類

の
他

モマ
ブ
ド
ウ

ゴ

マ

の
他

~乗 類 マ
子

H15号住居址炭化種子類出土状況(古墳時代中期)

~霧 類 マ
手

H18号住居址炭化種子類出土状況(古墳時代中期)

250

200

出
150

■
数
100

H9号住居址炭化種子類出土状況 (古墳時代後期)

H17号住居址炭化種子類出土状況(古墳時代中期)

ウ

H19号住居址炭化種子類出上状況(古墳時代中期)

隻委盆暴塗ス:ヨ

米隻杢嫌最多ス多壬
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爺 最 多 ス 多 喜 三 あ 奮
殺    類    マ  ブ    他
類            ド

米 小 大 小 豆 タ ウ エ ャ を そ
麦 麦 雑 穎 デ バ ゴ マ モ の

鍛  
類  マ

て  他

H20号住居址炭化種子類出土状況(古墳時代中期)

デ  バ

H21号住居址炭化種子類出土状況 (古墳時代中期)

類

子類出土状況

ヤ

マ
ブ
ド
ウ
　
　
鰍

エ
ゴ
マ
　
　
　
　
件］

他

中期)

200

160

100

50

不

明

ウ

H25号 住居址炭化種子類出土状況 (古墳時代後期)

毅    類    マ ブ    他
類            ド

ウ

H28号住居址炭化種子類出土状況 (古墳時代後期 )

米 小 夫 小 豆 ク ラ エ ヤ モ そ
麦 麦 雑 類 デ パ ゴ マ モ の

数  須  マ ブ  他
類           ド

H24号住居址炭化種子類出土状況 (古墳時代後期)
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米尖杢繊最密Xヨ ヨ
エ
ゴ

マ

ツ
バ頸  デ

類

い
飢
穀
類

米   ′〕ヽ
愛 モマ

ブ

ド

ウ

５０
　
　
ｍ
　
　
５０

出
土
数

騒  
類  マ 千  

他
ウ

H31号住居址炭化種子類出土状況 (古墳時代後期 )

H41号住居址炭化種子類出上状況(平安時代中期)

H44号住居址炭化種子類出土状況(平安時代中期)

H36号住居址炭化種子類出土状況 (古墳時代後期)

H43号住居址炭化種子類出土状況 (平安時代中期)

ウ

H47号住居址炭化種子類出土状況(平安時代中期)

250

200

150

100

ソ
バ

ヤ

マ
ブ
ド
ウ

デ
類

類難
殻
類

他

ゴ

マ

焼最争スき専こあ窃
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出
土
数

出
土
数

1500

1900

500

タ
デ
類

豆
類

小
雑
毅
類

大
菱

小
麦

米

マ ブ    他
ド緊  

類  マ 予  
他

ウ

弥生時代後期の全住居址か ら出土 した炭化種子類 古墳時代中後期の全住居址か ら出上 した炭化種 子類

2000

出
土
数
1000

600

0
小  豆
雑  類
穀
類

マ ブ
ド
ウ

の
他

平安時代中期の全住居址か ら出土 した炭化種 子類

Photo l.弥生時代の穀類。

下段は現世の米

上段 A:米 、 B:小 麦、 C:大 麦、 Diア サ、

(ヨ シヒカ リ)。
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Photo 2.古墳時代の穀類。上段 A:米、B:小麦、Ci大麦、D、 豆類、

下段は現世の米 (コ シヒカリ)。

Photo 3.平安時代の穀類。上段 A:米、BI小麦、C:大麦、D:豆類、

下段は現世の米 (コ シヒカリ)。
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|||||||ゞ|||||||■|||
Photo 4.古墳時代小雑穀類。A:H18住居址出土

B:呪世ヒエ、C:現世アワ。

か

炭化果実種
「
等。

D:ヒ ョウタン。

Ｔ
，

ｔ

A:ヤマブ ドウ、 B:モ モ、C:ク リPhoto 5,
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下聖端追跡出土種子同定報告書

株式会社 パリノ・サーヴェイ社

1.試料

試料は、下聖端遺跡より4試料、下聖遺跡Hよ り7試料の計ユ試料である。 (表 1)。 なお、便

宜上当社にて試料Nα l～ 11の通し番号を付した。

2.方法

肉眼および実体顕微鏡を用いて同定を行い、写真撮影 (図版 1)も 行った。

3.結果及び考察

本遺跡から得られた大型植物遺体の一覧表を表 2に示した。

これらの特長は、すべての個体が炭化し、数量が少ないことである。産出状況が不明なため、

どのような過程で大災を受け埋没したかは不明であるが、産出個体数が少ないことからマメ科植

物の種子を除いて、貯蔵中に火災にあったとは考えにくい。マメ科の植物の種子にしても確かに

他の種子よりも多いとはいえ、貯蔵されていたか否かを断定できない。

当時の食糧となり得る植物は、ハシバミ・ウメ近似種 。モモ・ブ ドウ属 。オオムギ・コムギで

ある。

次に、主な植物の特長について述べる。

ハシバミは古来より、食糧の一部として採取・利用されてきたものである。 1個体のみ産出で

あり、どの程度まで利用されていたかは不明であるが、遺跡周辺の丘陵や山地などに生育してい

たものであると考えられる。

ウメ近似種 。モモは管理され、栽培されていたものであると考えらたる。特にモモの場合、核

の形態変異が研究されており、本遺跡から得られた核の形態からはコダイモモやノモモといわれ

る品種に相当する。しかしながら、核の大きさ・厚さなど変異幅を考えると、比較的小型で九み

を帯びた古墳時代の頃に特長的な形態を示すものであると考えられる。付近の廃棄土坑などから

多量の産出が認められれば、より確実な計測による形態変異が推定できるものであると考えられ

る。

ブ ドウ属の種子の産出は、食糧の一部として利用されていたものであると考えられる。

オオムギ・コムギの炭化胚乳の産出は、イネが栽培されていたか否かは不明であるが、当時の
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表 1 種子同定試料表

試料Nα 遺跡名 住居址 採取位置

1

2

3

4

下聖端遺跡

下聖端遺跡

下聖端遺跡

下聖端遺跡

H5号住居址

H5号住居址

H5号住居址

H5号住居址

I区 3層

H区 3層

III区 3層

カマ ド内

5

6

7

8

9

10

11

下聖端遺跡 H

下聖端遺跡H

下聖端遺跡H

下聖端遺跡 H

下聖端遺跡 H

下聖端遺跡H

下聖端遺跡Ⅱ

H18号住居址

H18号住居址

H18号住居址

H18号住居址

H18号住居址

H18号住居址

H47号住居址

I区覆土

H区 4層

H区覆土

Ⅲ区 4層

Ⅲ区 4層

IV区 4層

Ⅳ区 2層

主食の一部を成していたものであると考えられる。しかし、どの程度の割合での栽培かは不明で

ある。これらの遺体が多量にまとまって産出した場合は貯蔵中の火災が推定できるが、産出量の

少なさより貯蔵中ではないと考えられる。

マメ科植物であるが、ソラマメ属とした個体はカスマグサやカラスノエンドウに似る。これら

は荒地・耕地・路傍などに生育する雑車であり、特に食糧としては用いてない。ある程度のまと

まった産出により、住居址近 くに生息していたものが住居址の火災とともに焼かれ、炭化したも

のであると考えられる。

マメ科の植物としたものも同様なことが考えられるが、同定まで至らなかったため、食用とな

るものか雑草であったかのか区別も難しい。

以下に、各種の形態的特長を述べる。

・ 夕ヽシ バ ミ (Corylus heterophylla FIscHER Var.thunberg�  BLUME)カ バ ノ キ 不斗ハ シ バ ミ 属 果 実

果皮片が得られた。やや炭化し、黒褐色。復原した径1.2cm程度。長さ1 4cm程度。果皮は厚く

硬 い 。
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・ウメ近似類(Prunus Sp.cf.P.mume SIEBOLD et ZuccARttIン ラヾ科サクラ属 核

核は炭化し、黒褐色。側面観は正方形に近い楕円形、上面観は楕円形。長さ1lmm、 幅10mm、 厚

さ7 mm程度。一側面には発達した縫合線があり、下端には「へそ」が存在する。表面はやや起

伏が存在。

・モモ(PunuS persica BATSCHン ラヾ科サクラ属 核

核の破片が得られた。炭化し、黒褐色。復原した長さ17mm、 幅14mm、 厚さ12mm程度。モモの核

としては小型で丸みを帯びている。

・ソラマメ属(Vicia Sp.)マ メ科 種子

種子は炭化し、黒色。ほぼ球形。径 2～ 3 mm程度。「へそ」は線形。カラスノエンドウやカラマ

グサに似る。

・マメ科(Leguminosac)種子

種子は炭化し、黒色。伎型。長さ3.5mm程度。「へそ」は線形。

・ブドウ属(VitiS Sp.)ブ ドウ科 種子

種子は茶褐色。側面観は心形、上面観は楕円形。長さ 6 mln、 幅 4 mln程度。背面には「さじ」状

の「へそ」が存在し、腹面には 2本の細長い穴が縦方向に並ぶ。

・オオムギ(HOrdeum.vulgare LINNE)イ ネ科オオムギ属 胚乳

胚乳は炭化し、黒色。両端がやや失る惰円体でやや扁平。一端に胚が位置する凹部があり、逆

の面には一条の濤が存在する。

・コムギ(TritiCum aestivum LINNE)イ ネ掛コムギ属 胚乳

胚乳は炭化し、黒色。両端は丸みを帯びる楕円体。一端に胚が一する凹部があり、逆の面には

一条の濤が存在する。一般にオオムギよりも小型で、丸みを帯びる。

・不明A(Undetermined A)

炭化状態で黒褐色。側面観は一方がやや直線上の楕円形、上面観は両凸レンズ形。長さ12mm、

幅5.5mm、 厚さ4 mm程度。
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・不明B(Undetermined B)

炭化破片。黒色。コムギの炭化破片とも考えられる。

表 2 種子同定結果

種 名

遺跡名 下聖端遺跡 下聖端遺跡H

住居址 H5 H18 H47

採取位置
I区

3層

H区
3層

Ⅲ区

1層

カマト

内

I区

覆土

Ⅱ区

4層

Ⅱ区

覆土

Ⅲ区

4層

Ⅲ区

4層

IV区

4層

Ⅳ区

2層

部位/Nd 1 3 4 5 6 7 8

ハ  シ バ  ミ 果 皮 片 2

ウメ近似種 核 ユ

モ モ 核 1 1

ソラマメ属 種   子 4 多

マ メ 科 種   子

ブ ドウ 属 種  子 1

オ オ ム ギ 炭化胚乳 1

コ ム ギ 炭化胚乳 1

不 明 A 1

不 明 B 1
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下聖端還跡出土種子図版説明

写真番号        樹 種

1   -ハ シバミ (果皮片)

2   ウメ逓似類 (核 )

3   モモ (核)

資料番号

Nα 4

Nαll

Nα 9

Nα 6

Nd 6

Nd l

Nα l

Nα l

Nα 5

No 7

Nα 7

Nα 8.

Nα .3

Nα 3

Nd 8

倍率

x2.1

x2.1

x2.1

x12.3

x12.3

x8.2

x8.2

文8.2

x8,2

x8.2

x8.2

x3.2

x8.2

x2.1

x8_2

4

5

6

7

8

9

10a

10b

lla

1lb

121

13

ソラマメ属 (種子)

ソラマメー属 (種子)

マメ科 (種子)

マメ科 (種子)

マメ科 (種子)

ブ ドウ属 (種子)

オォムギ (炭化胚乳)

オォムギ (炭化座乳)

コムギ (炭化胚乳)

コムギ (炭化座乳)

不明A

不明B
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図版  1

1.ハシバ ミ (果皮片 Nα 4× 2.5)、 2.ウメ近似種 (核N。11× 2.5)、
3.モ モ (核Nα 9× 25)、 4・ 5.ソ ラマメ属 (種子Nα 6× 15)、
6～ 8.マメ科 (種子Nα l× 10)、 9.ブ ドウ属 (種子Nα 5× 10)、
10a・ b。 オオムギ (炭化胚乳N守 7× 10)、 1l a・ b.コ ムギ (炭化胚子しNα 8× 10)、
12.不明A(N。 3× 2.5)、 13.不明B(No 8× 10)
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下聖端追跡出上の炭化種子類について (補足 )

下聖端遺跡の調査に関し、住居址の覆上のふるい分け作業を行った。主たる目的は、炭化種子

の検出であった。付編中の氏原氏の原稿でわかるとおり、15615粒の種子を検出し、成果を上げる

ことができた。さらに、直径 5 mm前後の滑石製臼玉のほとんどがこの作業中に検出され、その意

味では二重の成果を上げることができた。

1 住居址を分層発掘し、焼失住居址と確認された住居址について、炭化層、炭化材小片を合む

層を持ち帰った。 (焼失住居址でなかった住居址もあった)

2 土を乾燥させ、 2段階にわたるよるい分けを行う。

3 ふるい終わったものを広げ、ピンセット・竹べら等により上と異物・遺体とにわける。
4 植物遺体について、種子と炭化材とに分ける。

5 種子について、種類ごとに分ける。

ふるい分け作業を行った住居址・特殊遺構

芝宮遺跡群下芝宮遺跡  H2号 住居址

長土呂遺跡群下聖端遺跡 H5号 住居址、H9号住居址 (一部)

T6号特殊遺構、T7号特殊遺構

下聖遺跡H H14号住居址、H15号住居址、H16号住居址 (一部)

H17号住居址 (一部)、 H18号住居址、H19号住居址

H20号住居址、H21号住居址、H22号住居址、H24号住居址

H25号住居址、H28号住居址 (一部)、 H31号住居址

H36号住居址、H41号住居址、H43号住居址、H44号住居址

H47号住居址、Yl号住居址、Y3号住居址、Y4号住居址

炭化種子同定の結果、弥生時代後期では小麦が主で、米は思ったよりも少なく、古墳時代中 。

後期では稗や粟といった小雑穀類が主で、米と小麦が同比率、平安時代中期では小麦がやや多い

が米と同比率であった。氏原氏作成の表を見ていただければわかるが、弥生時代と古墳時代では

食性の違いが明確に現れた。これも一つの重要な成果であった。
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